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1871年-13:00|ﾄｹﾗｳ|  |||<就任>ﾌｧｶｵﾌｫ統治者｢Longotahi｣
1871年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ･ｻﾝﾊﾟｲｵ｣(~18730830)
1871年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾚﾝﾊﾞｳ統治者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ﾚﾝﾊﾞｳ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾚﾗ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｻﾋﾙ｣(~1883年)
1871年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｶﾉﾏﾝ君主｢Pangeran Raja Kaprabon｣(摂政~1879年)
1871年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾗﾑﾌﾟｰﾝ国主(ﾁｬｵ)｢ﾀﾞﾗ･ﾃﾞｨﾚｸﾗﾀﾅ｣(~1888年)
1871年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾗﾝﾅｰ国主(ﾁｬｵ)｢ｲﾝﾀﾋﾞﾁｬﾔﾉﾝ｣(~18971123)
1871年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾀﾞﾅ国統治者(ﾀｸｰﾙ)｢ﾊﾟﾙﾊﾞﾂｨﾝｼﾞ｣(~1889年没)
1871年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾘﾑ統治者(ｼｴﾑ)｢ｸﾙﾙ･ｼﾝ｣(~1903年没)
1871年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾘﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾗｸ･ｼﾝ｣(~1882年没)
1871年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾛｯｸ国摂政｢ｶﾝﾜﾙ･ﾃｨｶﾑ･ｼﾝ｣(~1889年)
1871年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｶ･ﾊﾟﾊﾘ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ﾋﾟﾔﾘｼﾞｭ･ｼﾝ｣(~1887年没)
1871年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞｰﾙ国摂政｢ｼｭﾘﾏﾝﾄ･ﾏｲｻﾍﾌﾞ｣(~1873年没)
1871年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<就任>ｱﾙｻｲﾄﾞ王朝首相(ﾜｼﾞｰﾙ)｢ﾄｩﾜｲﾆ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾌﾞｻｲﾃﾞｨ｣(~18730813)
1871年-04:00|UAE|  |||<就任>ｶﾙﾊﾞ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheik Majid ibn Sultan al-Qasimi｣(~1900年)
1871年-04:00|UAE|  |||<就任>ﾀﾞﾊﾞ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Ahmad ibn Sultan al-Qasimi｣(~1883年)
1871年-04:00|UAE|  |||ｶﾙﾊﾞは実質ｼｬﾙｼﾞｬから独立
1871年-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾏｯｻﾜ総督｢ｱﾗ･ｱﾙﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ･ｼﾃﾞｨｸ｣(1回目)⇒｢ﾖﾊﾝ･ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ｳﾞｪﾙﾅｰ
  ･ﾐｭﾝﾂｨﾝｶﾞｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~1873年紅海沿岸総督)
1871年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ｻｲｰﾄﾞ･ｴﾌｪﾝﾃﾞｨ｣(~1873年)
1871年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾄﾛ王国国王｢Rukidi1世 Kato｣(~同年死去)⇒｢Kyebambe1世 Nyaika｣(2期目~18
  72年死去)
1871年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾃﾞﾘｿﾞｰﾙ地区総督｢Omar Pash｣(~1874年)
1871年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌｨﾘﾍﾞﾙﾄ｣ｽﾍﾟｲﾝ王ｱﾏﾃﾞｵ1世の長男.ｶ
  ﾙﾛｽ4世の姉ﾏﾘｱ･ﾙﾄﾞｳﾞｨｶの玄孫(~1873年~19310704死去)
1871年-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾞﾎﾞﾝ･ｷﾞﾆｱ湾入植地司令官｢ｷﾞｭｽﾀｰｳﾞ･ｱﾘｽﾃｨﾄﾞ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ･ｶﾞﾛｰ｣(~1873年)
1871年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾃｯｸ公｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾌｫﾝ･ﾃｯｸ｣(~19000121死去)
1871年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗｺﾞｽ植民地管理者代理｢Josiah Gerard｣(~同年)⇒管理者｢ｼﾞｮﾝ･Hawle
  y Glover｣(3期目~1872.6)
1871年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<復位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞ=ｾｷﾝ･ﾓﾊﾝﾏﾄﾞ4世｣(2期目~1884年)
1871年-01:00|ｺｿﾎﾞ|  |||ｺｿﾎﾞはﾌﾟﾘｽﾞﾘﾝ･ｳﾞｨﾗｲｪﾃｨの一部(ﾌﾟﾘｽﾞﾚﾝ､ﾃﾞｨﾌﾞﾗ､ｳｽｷｭﾌﾟ､ﾆｼｭのｻﾝｼﾞｬｸで構成~1877年)
1871年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ｱﾄﾞﾗﾙ連合ｴﾐｰﾙ｢ｼﾃﾞｨ･ｱﾊﾏﾄﾞ･ｳﾙﾄﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｳﾙﾄﾞ･ｱｲﾀﾞ｣(~1891年)
1871年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ領駐在員｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｱﾙﾁｭｰﾙ･ｳﾞｪﾙﾃﾞｨｴ｣(1878年までﾌﾗﾝｽの
  監視員~1885年)
1871年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｱﾙﾑ統治者(ﾌﾞｰﾙ･ｻｱﾙﾑ)｢ﾆｬｳｯﾄ･ﾑﾎﾞｼﾞ｣(~1876年)
1871年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾝ統治者(ﾌﾞｰﾙ･ｼﾝ)｢ｻﾇ･ﾓﾝ･ﾌｪｲ｣(~1878年)
1871年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞｳｫﾙ統治者(ﾃｨｰﾝ)｢ｾ･ﾔｼﾝ･ｼﾞｮｰ･ｶﾞﾛ･ｶﾞﾅ･ﾌｫｰﾙ｣(1回目~1873年)
1871年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島知事(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Hannes Kristjan Steingrimur Finsen｣(~1
  885年)
1871年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ卿ﾐﾗｰ･ﾏﾝﾃﾞｨ｣⇒｢ｴﾄﾞｳｨﾝ･ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾍﾞｲﾝｽﾞ｣
  ⇒総督｢ﾘｰﾜｰﾄﾞ諸島総督｣(~1936年)
1871年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領｢ｴﾄﾞｳｨﾝ･ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾍﾞｲﾝｽﾞ｣(~1883年)
1871年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ副総督代行｢ｴﾄﾞｳｨﾝ･ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾍﾞｲﾝｽﾞ｣
1871年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾋﾞｴｹｽ島知事｢Tomas Font｣⇒暫定知事｢Juan Campos｣⇒暫定知事｢Fede
  rico Maranges y Chavar｣(~1872年)
1871年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾏﾙﾀﾝ島市長｢Victor Foulquier｣(~1874年死去)
1871年1月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<市制>ﾊﾟｰｽが西ｵｰｽﾄﾗﾘｱの最初のｼﾃｨとして布告
1871年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾗｳﾘ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｲｼﾝ･ﾊﾟﾙ｣(~18751117没)
1871年1月-03:00|ｺﾓﾛ|  |||<就任>ﾑﾜﾘ･ｽﾙﾀﾝ国摂政｢ｼﾞｭﾝﾍﾞ･ﾌｧﾃｨﾏ･ﾋﾞﾝﾄ･ｱﾌﾞﾃﾞﾚﾏﾈ｣(2回目~1874年)
1871年1月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ総督代行｢ﾎｾ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾄﾞ･ｸﾗﾄ｣(~6月)
1871年1月1日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島主任判事｢David Buffett｣(~12.31)
1871年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾖﾊﾝ･ｶｰﾙ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ｼｪﾝｸ｣Rad(2期目~12.31)
1871年1月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝを中核とする連邦国家の｢ﾄﾞｲﾂ帝国｣が成立
1871年1月1日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ国教会が廃止される
1871年1月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｶﾉﾆｶｽ級ﾓﾆﾀｰ｢ﾏﾅﾔﾝｸ｣(2100t,Snowden & Mason)
1871年1月1日-09:00|日本|静岡県下田市|明治3年11月11日|神子元島灯台点灯(静岡県下田市､ﾌﾞﾗﾝﾄﾝが建設､初
  期のものが現存の石造灯台､国指定史跡)
1871年1月2日-09:00|日本|  ||明治3年11月12日|1円本位貨の銀本位制を定める
1871年1月3日-09:00|日本|  ||明治3年11月13日|新政府が府藩県に1万石につき5人の徴兵規則を通達
1871年1月3日-09:00|日本|山口大学|明治3年11月13日|<改称>山口明倫館⇒山口中学校
1871年1月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国首相｢ﾖﾊﾝ ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾄﾙﾍﾞｯｹ｣(3回目~18720604)
1871年1月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Francisco Serrano[自由党](~18710724)
1871年1月4日-09:00|日本|  ||明治3年11月14日|太政官布告:百姓町人襠高袴割羽織ｦ着ｼ若ｸﾊ長脇差ｦ帯ﾙｦ禁ｽ
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1871年1月4日-09:00|日本|東京都墨田区|明治3年11月14日|<大相撲>明治3年11月場所[東京本所回向院](~10日
  間)幕内優勝:(東前頭5)兜山,6勝0敗1分3休
1871年1月5日-09:00|日本|  ||明治3年11月15日|太政官布告:駅法規則ﾉ内改正
1871年1月5日-09:00|日本|京都府|明治3年11月15日|<開設>京都府｢窮民授産所｣
1871年1月7日-09:00|日本|大分県|明治3年11月17日|大分の日田県で農民1万人が貢租減免を要求し暴動
1871年1月9日-09:00|日本|  ||明治3年11月19日|太政官布告:馬車騎馬等夜中無灯ｦ禁ｽ;太政官布告:(国名並旧
  官名ｦ通称ﾆ用ﾌﾙｦ停ﾑﾙﾉ件)旧官人元諸大夫侍並元中大夫等ﾉ位階ｦ廃ｼ国名並旧官名ｦ以ﾃ通称ﾄ為ｽｦ禁ｽ
1871年1月9日-08:00|中国|  ||清･同治9年11月19日|道員劉錦棠が､金積堡を奪回
1871年1月10日-09:00|日本|香川県高松市|明治3年11月20日|高松藩が鶴林寺内に医学所を開設
1871年1月12日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｾﾈｶﾞﾙのｶﾕｰﾙ王ﾗﾄ･ﾃﾞｨｵｰﾙが､ﾌﾗﾝｽと保護条約を結ぶ
1871年1月12日-09:00|日本|  ||明治3年11月22日|金地に桜と錨のﾎﾞﾀﾝの海軍の軍服が定められた
1871年1月13日-09:00|日本|兵庫県|明治3年11月23日|<廃藩>播磨福本藩10573石｢池田徳潤｣⇒宗藩(鳥取藩)に統
  合
1871年1月15日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾓﾗﾚｽ･ｴﾙﾅﾝﾃﾞｽ｣(21日まで革命最
  高責任者､18720825まで暫定~18721127没)
1871年1月15日-09:00|日本|長野県長野市|明治3年11月25日|松代藩で7万人の農民蜂起
1871年1月17日-09:00|日本|大阪府大阪市|明治3年11月27日|大蔵省造幣寮本局､銀貨の製造を開始
1871年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ帝国皇帝｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣(~18880309没)
1871年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾄﾞｲﾂ帝国がﾌﾗﾝｽからｱﾙｻﾞｽ･ﾛﾚｰﾇを併合(~19181111)
1871年1月18日-09:00|日本|  ||明治3年11月28日|太政官布告:大舎人以下相当ｦ改ﾒ雅楽局ﾆ中伶人ｦ置ｷ伶生ｦ廃ｽ
1871年1月18日-09:00|日本|  ||明治3年11月28日|太政官布告:府藩県交渉訴訟准判規程
1871年1月18日-09:00|日本|新潟県上越市|明治3年11月28日|高田藩政庁(高田城)焼失
1871年1月21日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Jose Alvarez de Sotomayor｣(
  ~6.9)
1871年1月21日-09:00|日本|  ||明治3年12月|<刊行開始>仮名垣魯文｢西洋道中膝栗毛｣(~1876年)
1871年1月21日-09:00|日本|  ||明治3年12月|<売却>土佐藩｢ｵﾘｯｻ｣(1865年,British India Line,London｢Orissa
  ｣William Denny & Bros.,Dumbarton,Scotland建造進水→1865年,J.Kerr,Londonと共有→1869年,Adrian&Co.
  により上海/日本間に就航→1870年､土佐藩(高知)に売却)⇒紀伊藩(和歌山)(1871年,｢快順丸｣と改名→1872年
  ､三川商会(大阪)に→1873年､三菱商会(大阪)に移籍→1875年､三菱汽船会社(東京)に移籍)
1871年1月21日-09:00|日本|京都府|明治3年12月|<開局>京都府｢舎密局｣[河原町二条下る旧長州藩邸]/理化学や
  化学工業技術の研究･普及を目的
1871年1月21日-09:00|日本|北海道函館市|明治3年12月|<改称>海官所→海関所(現存税関最古)
1871年1月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国防政府が､ﾌﾞﾗﾝｷｽﾄを中心とするﾊﾟﾘの民衆蜂起を鎮圧
1871年1月26日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾀﾞﾙﾏﾁｱ王国ﾊﾞﾝ｢ｺﾛﾏﾝ･ﾍﾞﾃﾞｺﾋﾞｯﾁ｣(~18720212)
1871年1月26日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治3年12月6日|<完成>ﾉｰﾙﾄﾌｰｸ･ﾍﾌﾄ｢ｹﾞｰﾃ座｣(本町通り居留地68番
  ､→1885年山手に新築移転)
1871年1月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ､ﾌﾗﾝｽ間の3週間の休戦協定が結ばれ､ﾊﾟﾘがﾄﾞｲﾂ軍に降伏
1871年1月28日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治3年12月8日|子安峻ら活版社を創業､横浜毎日新聞を創刊/日本
  で初めての日刊新聞
1871年1月30日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<死去>ｱﾙｻｲﾄﾞ王朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｯｻﾞﾝ･ﾋﾞﾝ･ｹｲｽﾞ｣殺害された
1871年1月31日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Aleksandr Gerardovich Reytern｣(~18730707)
1871年2月1日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｱﾙｻｲﾄﾞ王朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩﾙｷﾋﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣(~18880604死去)
1871年2月5日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ総督｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾑﾑﾀｽﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1872年10月)
1871年2月5日-09:00|日本|宮城県大崎市|明治3年12月16日|宮城県栗原郡宮沢村ほか村々で一揆
1871年2月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相代行｢ｶｰﾙ･ｼﾞｰｸﾑﾝﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾎｰｴﾝｳﾞｧﾙﾄ｣(~10.30)
1871年2月6日-09:00|日本|山口県|明治3年12月17日|長州奇兵隊脱走兵･原熊､槌堀克三郎ら8名を斬罪梟首
1871年2月8日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｼﾞｪﾘｱ臨時委員(ｵﾗﾝ知事)｢ｱﾚｸｼｽ･ﾗﾝﾍﾞｰﾙ｣(~3.29)
1871年2月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで｢講和条約｣締結のためには｢国会｣の開催が必要であったため､｢国民議会
  ｣選挙が実施され､｢王党派｣勢力が圧勝
1871年2月8日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ治安判事｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾍﾞｲﾘｰ･ｳｨﾙｷﾝｿﾝ｣(12.28まで代行)
1871年2月8日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾗｲｱﾃｱとﾀﾊｱ統治者｢Tahi toe2世｣(~1881.4死去)
1871年2月8日-09:00|日本|長野県|明治3年12月19日|中野県で農民が暴動を起こし､県庁を焼き討ちにする
1871年2月9日-09:00|日本|  ||明治3年12月20日|明治政府制定の初の刑法典｢新律綱領｣で身分によって刑罰に
  差がでる事が謳われる
1871年2月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾖﾊﾝ･ｼｭﾄﾗｳｽ2世《喜歌劇｢千夜一夜物語(ｲﾝﾃﾞｨｺﾞと40人の盗賊)｣》
1871年2月11日-09:00|日本|福井県|明治3年12月22日|<新設>越前国幕府領や福井藩預かり領に本保県設置､本保
  陣屋の位置に県庁が置かれ一部敷地を 拡張したり建物を新設して庁舎が整備された(越前国敦賀郡のうち12
  村,丹生郡のうち50村,今立郡のうち46村,大野郡の一部29村,坂井郡のうち42村,南条郡のうち12村を管轄)
1871年2月11日 12:00|日本|東京都中央区|明治3年12月22日|<東京日本橋明治3年の大火>21時ごろ,日本橋浪花
  町の搗き米屋のわら灰から出火し同町を全焼/住吉町,芳町など近隣15か町に延焼/15か町1180戸全焼,57戸半
  焼
1871年2月11日-09:00|日本|  ||明治3年12月22日|海外留学生規則を定める
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1871年2月11日-09:00|日本|  ||明治3年12月22日|陸海軍の洋式服制定められる
1871年2月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞｰﾙ国統治者(ﾊﾟﾝﾄ･ｻﾁﾌ)｢ｼｬﾝｸﾙ･ﾗｵ2世･ﾁﾑﾅｼﾞ･ﾗｵ･ﾗｵ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~19220717
  没)
1871年2月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾗﾝｽ､国土の半分をﾄﾞｲﾂに占領された状態での総選挙後､ﾎﾞﾙﾄﾞｰに国民議
  会が成立
1871年2月12日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ﾗﾄ･ｼﾞｮｰ･ﾝｺﾞｰﾝ･ﾗﾃｨｰﾙ･ｼﾞｮｯﾌﾟ｣(2回目~1882年)
1871年2月12日-09:00|日本|岐阜県海津市|明治3年12月23日|<編入>美濃高須藩⇒名古屋藩
1871年2月12日-09:00|日本|  ||明治3年12月23日|売薬取締規則公布｡勅許､御免､神仏夢想､家伝秘方などの字句
  の使用が禁止され､東校の審査が通ったものに限り｢官許｣の字の使用が認められる
1871年2月13日-09:00|日本|  ||明治3年12月24日|士族といえども特定以外の帯刀を禁ず
1871年2月13日-09:00|日本|茨城県東茨城郡大洗町|明治3年12月24日|<移転>磐城守山藩(松平頼之)⇒常陸松川
  藩2万石(鹿島郡に藩庁を移転)
1871年2月13日-09:00|日本|兵庫県神戸市|明治3年12月24日|KRAC(Kobe Regatta & Athletic Club)がｸﾗﾌﾞﾊｳｽの
  落成を記念し､第一回ﾚｶﾞｯﾀ競技を開催
1871年2月14日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｱﾝﾘｯﾁ･ｲ･ｻﾝﾀﾏﾘｱ｣(~4.28)
1871年2月16日-09:00|日本|  ||明治3年12月27日|新律綱領(刑法)諸藩も含めて全国的に施行
1871年2月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ共和国第三共和政行政長官｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾃｨｴｰﾙ｣元ｵﾙﾚｱﾆｽﾄ元中道右派穏
  健共和派(~18710830,大統領に移行)
1871年2月17日-09:00|日本|東京都荒川区|明治3年12月28日|謀反の罪により小伝馬町牢獄で雲井竜雄ら12人処
  刑
1871年2月19日-09:00|日本|大阪府大阪市西区|明治4年|<開業>自由亭ﾎﾃﾙ(大阪府梅本町)
1871年2月19日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治4年|英国ｶﾙﾉｰ商会が｢猫印ｳｲｽｷｰ｣を輸入<日本初の洋酒販売>神
  奈川県横浜市
1871年2月19日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治4年|関内居留地内全域に下水管(陶管)を埋設(日本初の近代的
  下水道)神奈川県
1871年2月19日-09:00|日本|長崎県壱岐市|明治4年|住吉神社境内の神池から神鏡17面が見つかる
1871年2月19日-09:00|日本|北海道札幌市|明治4年|<設置>偕楽園(初の公園､北海道札幌市)
1871年2月19日-09:00|日本|三越伊勢丹ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治4年|｢越後屋｣,三井大元方から分離､三越家名義で経営,
  店章を丸越と改める
1871年2月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政初代首相｢ｼﾞｭｰﾙ･ﾃﾞｭﾌｫｰﾙ｣無所属(王党派)(第1次~18730
  514)
1871年2月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国民議会が､ﾎﾞﾙﾄﾞｰ協約を承認
1871年2月19日-09:00|日本|  ||明治4年1月|<移籍>廻漕会社｢黄龍丸｣(1868年,E.M.De Bussche,London｢Colombi
  ne｣C.Connell & Co.,Glasgow建造進水→1870年､廻漕会社(東京)に売却､｢黄龍丸｣と改名)⇒廻漕取扱所(東京)
1871年2月19日-09:00|日本|  ||明治4年1月|<刊行>初代三遊亭圓朝｢菊模様皿山奇談｣
1871年2月19日-09:00|日本|  ||明治4年1月|廻漕取扱所を設立し廻漕会社の業務を継承
1871年2月19日-09:00|日本|静岡県|明治4年1月|大井川に渡し舟開始
1871年2月19日-09:00|日本|丸善CHIﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治4年1月|南久宝寺町堺筋に大阪支店開設(丸屋善蔵店)
1871年2月19日-09:00|日本|  ||明治4年1月1日|郵便規則制定
1871年2月20日-09:00|日本|東京都|明治4年1月2日|<死去>伊東玄朴/72歳(誕生:寛政12(1800)年12月28日)蘭方
  医で種痘の普及に努めた
1871年2月21日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官｢ｱｰｻｰ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ･ｺﾞｰﾄ
  ﾞﾝ｣(~18741121)
1871年2月21日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ入植地が英国に売却される
1871年2月23日-09:00|日本|京都府宮津市|明治4年1月5日|文殊智恩寺の飛地境内｢天橋立｣没収､官林となる
1871年2月24日-09:00|日本|長野県|明治4年1月6日|<中野騒動(信濃国中野県)>明治政府軍(佐賀藩兵を主力とす
  る)によって一揆の参加者の探索が進められ､約600名が逮捕された
1871年2月25日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Wilhelm Ludvig Birch｣
1871年2月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂとﾌﾗﾝｽがｳﾞｪﾙｻｲﾕで仮講和条約が結ばれ､50億ﾌﾗﾝの賠償､ｱﾙｻﾞｽ･ﾛﾚｰﾇ
  地方の割譲､ﾄﾞｲﾂ軍のﾊﾟﾘ入城などがとりきめられる
1871年2月26日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢John Christmas｣(~6.30)
1871年2月26日-09:00|日本|東京都千代田区|明治4年1月8日|<開場>陸軍繰練場(日比谷練兵場)
1871年2月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｶﾝﾄｩｰｸｯｸ級ｽﾙｰﾌﾟ｢ｳｰｽﾀｰ｣(3300t,ﾁｬｰﾙｽﾞﾀｳﾝ海軍工廠)
1871年2月27日-09:00|日本|栃木県日光市|明治4年1月9日|神仏分離政策により日光二社一寺に分離(東照宮､輪
  王寺､二荒山神社)
1871年2月27日 14:00|日本|東京都千代田区|明治4年1月9日|参議｢広沢真臣｣が東京府麹町富士見町私邸での宴
  会後の深夜就寝中に襲われ､殺害される/39歳(誕生:天保4(1833)年12月29日)長州出身
1871年2月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ議会､人口2万人以上の町の選挙を連邦が監視する連邦選挙法案可決
1871年2月28日-09:00|日本|  ||明治4年1月10日|太政官布告:海軍兵学寮規則;太政官布告:諸御門警戒兵規律増
  補
1871年3月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ｱﾙｼﾞｪﾘｱのｶﾋﾞﾘｲ地方で武装蜂起
1871年3月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾗﾎﾞﾙﾄﾞ｣(1回目~5月)
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1871年3月1日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾘﾌﾟﾄﾘﾌﾄ共和国ｲｷﾞﾘｽ特別治安判事代行｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ･ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｼﾞｬｸ
  ｿﾝ｣(~10.27)
1871年3月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ軍がﾊﾟﾘに入城
1871年3月1日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾃﾞ･ﾗ･ｸｱﾄﾞﾗ･ｲ･ﾙｲ･ﾙｰｺﾞ｣(~18750301)
1871年3月1日-09:00|日本|神奈川県三浦市|明治4年1月11日|<初点灯>剱埼灯台(神奈川県三浦市)<設計ﾌﾞﾗﾝﾄﾝ>
1871年3月2日-09:00|日本|岡山県|明治4年1月12日|<改称>岡山新田藩(備中国)→生坂藩
1871年3月2日-08:00|中国|  ||清･同治10年1月12日|ｲｽﾗﾑ教徒の馬化竜､馬成竜､譚生成らが処刑され､金積堡のｲ
  ｽﾗﾑ教徒の乱が平定される
1871年3月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<結成>ﾊﾟﾘで国民軍共和主義連合
1871年3月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||初のﾄﾞｲﾂ帝国議会選挙が実施
1871年3月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ領有法が制定され､すべてのﾈｲﾃｨｳﾞ･ｱﾒﾘｶﾝを国の被後見人に
1871年3月3日-09:00|日本|  ||明治4年1月13日|出版条例制定
1871年3月3日-09:00|日本|秋田県|明治4年1月13日|<改称>羽後久保田藩⇒秋田藩(城下町である久保田町を秋田
  町と改称)
1871年3月3日-09:00|日本|千葉県|明治4年1月13日|<改称>上総柴山藩5万石(藩主:太田資美)⇒松尾藩
1871年3月4日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領海峡植民地総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾊｰﾊ
  ﾞｰﾄﾞ･ｱﾝｿﾝ｣(1回目~18720322)
1871年3月4日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ総監｢ﾊﾟﾄﾘｽ･ﾙｲ･ｼﾞｭｰﾙ･ｳﾞｧﾝﾄﾙ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾄｩｰﾙｰﾌﾞﾙ｣(1回
  目､12.19まで代行~18750301)
1871年3月7日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国閣僚評議会議長(首相)｢ﾘｵ･ﾌﾞﾗﾝｺ子爵ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ﾊﾟﾗｰ
  ﾆｮｽ｣(~18750625)
1871年3月12日-09:00|日本|  ||明治4年1月22日|太政官布告:県官定員中ﾆ権大参事ｦ置ｸ
1871年3月14日-09:00|日本|日本郵政|明治4年1月24日|英国方式を参考に郵便制度制定(3月1日実施､東京･京都･
  大阪に郵便役所開設)
1871年3月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘの民衆が武器をとり蜂起→28日に革命政府｢ﾊﾟﾘ･ｺﾐｭｰﾝ｣樹立
1871年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの数学者･論理学者ﾄﾞ･ﾓﾙｶﾞﾝ/64歳(誕生18060627)
1871年3月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<設立>全米ﾌﾟﾛ野球選手協会
1871年3月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ帝国首相｢ｵｯﾄｰ･ｴﾄﾞｩｱﾙﾄ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ･ﾌｭﾙｽﾄ･ﾌｫﾝ･ﾋﾞｽﾏﾙｸ･ｼｪｰﾝﾊｳｾﾞﾝ｣(~
  18900320皇帝により解任)
1871年3月21日-09:00|日本|大阪府大阪市北区|明治4年2月|<完成>泉布観(大阪府.造幣局に付属する応接所)<設
  計:T･J･ｳｫｰﾄﾙｽ>
1871年3月21日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治4年2月1日|<開業>ｵｸｼﾃﾞﾝﾀﾙ･ﾎﾃﾙ(長崎大浦ﾊﾞﾝﾄﾞ7番館)
1871年3月22日-09:00|日本|東京都|明治4年2月2日|<設置>外務省｢洋語学所｣
1871年3月22日-09:00|日本|山口県岩国市|明治4年2月2日|<開校>岩国学校(岩国藩学校条例に基づく公学校(岩
  国藩の庇護下にある学校)として)
1871年3月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾙｰﾏﾆｱ閣僚会議議長(首相)｢ﾗｽｶﾙ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｶﾀﾙｷﾞｰ｣(2回目~18760417)
1871年3月25日-09:00|日本|香川県|明治4年2月5日|<編入>讃岐多度津藩(廃藩)領地⇒倉敷県の管轄となる
1871年3月28日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｲﾘｲﾁ･ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ《弦楽四重奏曲第1番ﾆ長調Op.11 "ｱﾝﾀﾞﾝﾃ･ｶﾝﾀｰﾋﾞ
  ﾚ"》
1871年3月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘ･ｺﾐｭｰﾝ政権が樹立/世界初の労働者政権(5月20日までﾊﾟﾘを統治)
1871年3月28日-09:00|日本|茨城県|明治4年2月8日|<移転>常陸谷田部藩が藩庁を移転して下野茂木藩となる｡筑
  波郡の飛地領は存続
1871年3月28日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|明治4年2月8日|横須賀製鉄所(工部省所管)､第一期工事竣工(製
  鋼･錬鉄･鋳造･製罐の各工場および修理用ﾄﾞｯｸを設置)
1871年3月28日-09:00|日本|東京都|明治4年2月8日|<設置>外務省｢漢語学所｣
1871年3月28日-09:00|日本|東京都台東区|明治4年2月8日|浅草で大火があり初めて消防ﾎﾟﾝﾌﾟが使用される
1871年3月28日-09:00|日本|栃木県芳賀郡茂木町|明治4年2月8日|<藩庁移転再立藩>常陸谷田部｢細川興貫｣⇒下
  野茂木16300石(⇒明治4(1871)年2月8日版籍奉還)
1871年3月29日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｼﾞｪﾘｱ総督｢ｹﾞﾄﾞﾝ伯爵ﾙｲ･ｱﾝﾘ｣(~18730610)
1871年3月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<開場>ﾛｲﾔﾙ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ･ﾎｰﾙ[ﾛﾝﾄﾞﾝ中部のｻｳｽ･ｹﾝｼﾞﾝﾄﾝ近隣､ｼﾃｨ･ｵﾌﾞ･ｳｪｽﾄﾐﾝｽﾀｰ]
1871年3月31日-09:00|日本|福島県伊達郡川俣町|明治4年2月11日|福島県伊達郡川俣近傍村で一揆
1871年4月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰﾒｷｼｺでｱﾊﾟｯﾁ族の反乱開始
1871年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾞｴﾀｰﾉ･ｼﾓﾝﾁｰﾆ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｳｺﾞﾘｰﾆ｣
1871年4月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｳﾞｪﾙｻｲﾕ軍と国民軍の間の戦闘がﾊﾟﾘ西郊のｸﾙﾌﾞｳﾞｫｱ附近で行われ､国民軍
  の悲惨な結果に終わる
1871年4月2日-09:00|日本|  ||明治4年2月13日|太政官布告:海軍兵学寮生徒入学規則
1871年4月4日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾗﾌｧｴﾙ･ﾃﾞ･ｲｽｷｪﾙﾄﾞ｣(~18730108)
1871年4月4日-09:00|日本|茨城県|明治4年2月15日|<藩庁移転>大網藩(知藩事:米津政敏)⇒龍ヶ崎藩
1871年4月4日-09:00|日本|大阪府大阪市北区|明治4年2月15日|<創業>大蔵省造幣寮(→桜ﾉ宮公会堂)<設計:T･J･
  ｳｫｰﾄﾙｽ>
1871年4月5日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾐﾈ･ｽﾄﾗﾊﾝ｣(~18730527)
1871年4月5日-08:00|中国|  ||清･同治10年2月16日|寧夏のｲｽﾗﾑ教徒馬万選らが捕らえられ､寧夏のｲｽﾗﾑ教徒の
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  反乱が平定される
1871年4月6日-09:00|日本|茨城県|明治4年2月17日|<改称>上総大網藩1万1千石(知藩事:米津政敏)⇒常陸龍崎藩
  (常陸国河内郡に藩庁を移転.上総国飛地領として存続)(~明治4年)
1871年4月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのｲﾘﾉｲ州議会が鉄道法を制定され､鉄道と倉庫の料金の上限が定められる
1871年4月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾐﾙﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾍﾝﾘｰ･ﾘｰｿﾝ｣
1871年4月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾐﾙﾀｳﾝ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾆｭｰｼﾞｪﾝﾄ･ﾘｰｿﾝ｣(~18900530死去)
1871年4月9日-09:00|日本|兵庫県美方郡香美町|明治4年2月20日|<死去>山名義済(36歳)前但馬村岡藩知藩事
1871年4月10日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾈｼﾞｭﾄﾞ首長｢ｻｳﾄﾞ2世ｲﾌﾞﾝ･ﾌｧｲｻﾙ｣(1度目~同年)⇒｢ｱﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ3世ｲﾌﾞ
  ﾝ･ﾌｧｲｻﾙ｣(2度目~1873年)
1871年4月11日-09:00|日本|  ||明治4年2月22日|鹿児島藩歩兵四大隊､砲兵四隊､山口藩歩兵三大隊､高知藩歩兵
  二大隊､騎兵二小隊､砲兵二隊を御親兵として招徴し､兵部省の隷下に置く(2月28日編成)
1871年4月11日-09:00|日本|  ||明治4年2月22日|太政官布告:治水条目ｦ定ﾑ/全国河川の堤上･堤外の竹木の存続
  ･伐払の一般則
1871年4月15日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾎﾟﾙﾃｨｰｼﾞｮ｣(18720201ま
  で暫定~18760201)自由党による革命
1871年4月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ帝国憲法が発布される(ﾕﾀﾞﾔ人が公民権を得る)
1871年4月16日-09:00|日本|長野県|明治4年2月27日|<中野騒動(信濃国中野県)>斬首刑6名､絞首刑22名､徒刑十
  年124名､その他処罰数百名などが刑に処された
1871年4月18日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領下ﾋﾞﾙﾏ主席弁務官｢ｱｼｭﾘｰ･ｴﾃﾞﾝ｣(~18750414)
1871年4月18日-08:00|中国|  ||清･同治10年2月29日|上海と香港の間に海底ｹｰﾌﾞﾙが開通
1871年4月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで､ｸｰ･ｸﾗｯｸｽ･ｸﾗﾝ法が制定され､ｸｰ･ｸﾗｯｸｽ･ｸﾗﾝ一時消滅へ
1871年4月20日-09:00|日本|愛媛県|明治4年3月|<合併>宇和島藩内海浦ノ内須ノ川村⇒柏村
1871年4月20日-09:00|日本|香川県|明治4年3月|丸亀藩庁を那珂郡丸亀二番町の家老岡元旧邸内に新築
1871年4月20日-09:00|日本|東京都墨田区|明治4年3月|<大相撲>明治4年3月場所[東京本所回向院](~10日間)幕
  内優勝:(東小結)綾瀬川,8勝0敗1分1休
1871年4月20日-09:00|日本|慶應義塾|明治4年3月1日|<移転>福沢諭吉｢慶応義塾｣⇒三田島原藩邸跡
1871年4月20日-09:00|日本|日本郵政|明治4年3月1日|<発行>日本で初めての切手(手彫)竜切手(1871年)額面:48
  文､100文､200文､500文
1871年4月20日-09:00|日本|日本郵政|明治4年3月1日|郵便創業/東京日本橋に駅逓司(→郵政省)と郵便役所(→
  中央郵便局)を設置<郵便発祥の地>/東京･京都･大阪間の郵便が開始される/日本最初の郵便ﾎﾟｽﾄ登場
1871年4月22日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｱｰｻｰ･ｱｺｰﾄ･ﾌｨｯｼｬｰ｣(~5.9)
1871年4月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳﾞｪﾙｻｲﾕ政府軍が､ｲｯｼｰ城塞を占領
1871年4月26日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事代理｢Octave Bernard Gilbert-Pierre｣(~8
  月)
1871年4月26日-09:00|日本|高知県高知市|明治4年3月7日|<創建>山内神社(初代土佐藩知事｢山内豊範｣)
1871年4月27日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ｱｰﾉｰﾄ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｱｷﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~
  9.10)
1871年4月27日-09:00|日本|千葉県市原市|明治4年3月8日|菊間藩碧海･幡豆郡農民と一向宗徒の宗教政策反対一
  揆
1871年4月28日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督代行｢ﾌｪﾘﾍﾟ･ｶﾝｶﾞ･ｱﾙｹﾞﾚｽ｣(2回目~10.1)
1871年4月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾘｿﾞﾅ･ｷｬﾝﾌﾟｸﾞﾗﾝﾄでｲﾝﾃﾞｨｱﾝ多数虐殺される
1871年4月29日-09:00|韓国/朝鮮|  ||清･同治10年3月10日|李弼済の乱(東学教徒で教祖の恨みを晴らすため慶
  尚道･寧海の官衙を襲撃)
1871年4月30日-09:00|日本|  ||明治4年3月11日|神武天皇祭の始(後に4月3日に改める)
1871年5月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｲｴﾒﾝ･ｳｫﾘｽ(総督)｢Topal Bursali Mehmed Redif Pasha｣(~8月)
1871年5月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ｱﾙｼﾞｪﾘｱで民政移管
1871年5月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｯｷｭｰｴﾝ｣(~6月)
1871年5月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘ･ｺﾐｭｰﾝに公安委員会が設置される
1871年5月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国でﾌﾟﾛ野球ﾘｰｸﾞ最初の試合開催
1871年5月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Bernardo Alemany y Perote｣(~1873年)
1871年5月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||頂上にﾅﾎﾟﾚｵﾝの銅像を置く､ﾊﾟﾘの｢ｳﾞｧﾝﾄﾞｰﾑ広場｣(1区)の｢円柱｣が引き倒され
  る/ﾅﾎﾟﾚｵﾝ崇拝の象徴だとして､ﾌﾗﾝｽ｢写実主義｣の画家ｷﾞｭｽﾀｰｳﾞ･ｸｰﾙﾍﾞ(ｸﾙﾍﾞ)の主張を入れて
1871年5月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶとｲｷﾞﾘｽの間で､ﾜｼﾝﾄﾝ条約が調印される
1871年5月8日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|明治4年3月19日|<藩庁移転>下野高徳藩(知藩事:戸田忠綱)⇒曾
  我野藩(藩庁:下総曾我野陣屋)千葉郡の一部を管轄
1871年5月9日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾝﾘｰ･ﾚﾌﾛｲ卿｣(~18740602)
1871年5月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂとﾌﾗﾝｽがﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄで正式の講和条約に調印/ﾌﾗﾝｽはｱﾙｻﾞｽ･ﾛﾚｰﾇの2州
  を割譲し,50億ﾌﾗﾝの賠償金を支払う
1871年5月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの天文学者ｼﾞｮﾝ･ﾊｰｼｪﾙ/79歳(誕生17920307)二重星を発見した/
  天王星のｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰｼｪﾙの息子
1871年5月13日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱで､教皇の不可侵性とｳﾞｧﾁｶﾝの領有権を認めた教皇保障法が成立/ﾋ
  ﾟｳｽ9世はこれを拒否
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1871年5月13日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾄｩｸﾞﾙﾄでﾌﾗﾝｽの植民地支配に対する反乱(~12.12)
1871年5月14日-09:00|韓国/朝鮮|  ||清･同治10年3月25日|戸布制を実施(軍役制の弊害を防止するため､両班と
  常民を問わず軍布を徴収)
1871年5月15日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱで教皇保障法が公布される
1871年5月17日-09:00|日本|山口県山口市|明治4年3月28日|<死去>毛利敬親(53歳)前長州藩知藩事
1871年5月19日-09:00|日本|  ||明治4年4月|<出版>仮名垣魯文｢安愚楽鍋｣
1871年5月19日-09:00|日本|熊本県|明治4年4月|D.Hunter,Ayr｢Migoto｣(1870年,W.Simons&Co.,Renfrew建造進水
  )肥後藩に売却
1871年5月19日-09:00|日本|長野県長野市|明治4年4月|<松代騒動､牛札騒動(信濃国松代藩)>真田桜山､高野広馬
  は閉門､真田幸民を謹慎とし､松代商法社は解散
1871年5月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳﾞｪﾙｻｲﾕ軍がｽﾊﾟｲの誘導のもと､ｻﾝ･ｸﾙｰ門からﾊﾟﾘの城内に突入｡(～28)血の週
  間(死者5万人ﾊﾟﾘ･ｺﾐｭｰﾝの最後)
1871年5月21日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽﾙﾂｪﾙﾝ州とｼｭｳﾞｨｰﾂ州にまたがるﾖｰﾛｯﾊﾟ初の登山鉄道｢ﾌｨｯﾂﾅｳ･ﾘｷﾞ鉄道｣開業
1871年5月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ4世｣
1871年5月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｱﾝﾊﾙﾄ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣(~19040124死去)
1871年5月22日-09:00|日本|  ||明治4年4月4日|旧藩札発行の禁令
1871年5月22日-09:00|日本|大阪府大阪市北区|明治4年4月4日|造幣局､大阪で創業開始
1871年5月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘの｢ﾁｭｲﾙﾘｰ宮殿｣(1区)が放火され､3日間燃え続け､廃墟となる
1871年5月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||旧｢ﾊﾟﾘ市庁舎｣(4区)がｺﾐｭｰﾝ参加者による放火で焼失
1871年5月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘ､市街の過半がｳﾞｪﾙｻｲﾕ軍の手に帰す/ｺﾐｭｰﾝ戦士が捕虜虐殺に対する報復と
  してﾊﾟﾘ大司教を含む人質の処刑を行う
1871年5月25日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国摂政｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ王女｣(1回目~18720330)
1871年5月25日-09:00|日本|  ||明治4年4月7日|発明者に一定期間専売権を与える専売略規則公布(施行されず
  翌年廃止)
1871年5月26日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾘ･ｱﾙ=ﾑｶﾝﾏﾙ･ｲﾅﾔｯﾄ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｼｬﾊﾌﾞﾃﾞｨﾝ･ﾘｱﾔ
  ｯﾄ･ｼｬｰ｣
1871年5月26日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｲｽﾏｲﾙ･ﾑｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ･ﾘｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｻｲｰﾄﾞ･ｼｬｲｸ･ｱﾙ=ｶ
  ｲﾗｰﾄ｣(~18740120)
1871年5月26日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｸｱﾄﾘｱがｴｼﾞﾌﾟﾄのｽｰﾀﾞﾝに併合
1871年5月27日-09:00|日本|  ||明治4年4月9日|工部省､横須賀製鉄所を横須賀造船所､長崎製鉄所を長崎造船所
  ､横浜製鉄所を横浜製作所と改称
1871年5月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘ･ｺﾐｭｰﾝ最後のﾊﾞﾘｹｰﾄﾞが陥落/ﾊﾟﾘの｢ﾍﾟｰﾙ･ﾗｼｪｰｽﾞ墓地｣(20区)に立てこもっ
  たｺﾐｭｰﾝ側市民147人が虐殺され､ﾊﾟﾘは鎮圧される
1871年5月28日-09:00|日本|  ||明治4年4月10日|売春業者の新規開業が禁止され､また検診の実施が命ぜられる
1871年5月28日-09:00|日本|香川県|明治4年4月10日|<改称>讃岐丸亀藩廃藩,丸亀県を設置,近江国内の飛地領は
  大津県に編入
1871年5月30日-09:00|韓国/朝鮮/ｱﾒﾘｶ|  ||清･同治10年4月12日|ｱﾒﾘｶ艦隊が朝鮮半島の江華島に侵入し､戦闘が
  始まる
1871年5月31日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾊﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾗ･ｼﾝ｣(~19111212没)
1871年5月31日-09:00|日本|大阪府大阪市北区|明治4年4月13日|<再開>｢堂島米会所｣
1871年6月-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｽﾛﾍﾞﾆｱ大統領｢ｶｰﾙ･ｳﾞｭﾙﾂﾊﾞｯﾊ･ﾌｫﾝﾀﾝﾈﾝﾍﾞﾙｸ｣(~18720710)
1871年6月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺ大統領選,ﾃﾞｨｱｽがﾌｧﾚｽの対立候補として立憲党から立起するも敗北
1871年6月1日 04:00|BES諸島|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ副知事代理｢Jan Helenus Ferguson｣(~18730220)
1871年6月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾚｵﾝｾ･ﾐｼｮｰ｣(~11.13)
1871年6月2日-09:00|日本|  ||明治4年4月15日|政府､大井川など3河川の渡制を定める
1871年6月2日-09:00|日本|神奈川県横浜市西区|明治4年4月15日|戸部村東部の伊勢山にあった大神宮を遷して
  伊勢山皇大神宮創建(神奈川県横浜市)
1871年6月3日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ州総督｢ﾆｺﾗｲ･ｲｸﾞﾅﾃｨｴｳﾞｨｯﾁ･ｼｪﾍﾞｺ｣(~18790227)
1871年6月3日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍｯﾌﾟﾊﾞｰﾝ･ﾚﾆｰ｣(~18740918
  没)
1871年6月3日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督｢ｻﾝﾌｫｰﾄﾞ･ﾌﾘｰﾘﾝｸﾞ｣(~18750609)
1871年6月3日-08:00|中国|  ||清･同治10年4月16日|上海と香港の間に海底ｹｰﾌﾞﾙが開通
1871年6月5日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ|  |||<就任>ｳﾞｨﾃｨ王国(ﾌｨｼﾞｰ)総理大臣｢ｼﾄﾞﾆｰ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾞｰﾄ｣(~18720518)
1871年6月5日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ|  |||<即位>ｳﾞｨﾃｨ王国(ﾌｨｼﾞｰ)王｢ｾﾙ･ｴﾍﾟﾆｻ･ｶｺﾊﾞｳ｣建国(~18741010)
1871年6月5日-09:00|日本|  ||明治4年4月18日|太政官布告:平民の乗馬が許可される;太政官布告:御城内諸御
  門警戒兵規律
1871年6月7日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ軍ｽﾛﾍﾞﾆｱ地方長官代行｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾞﾗｲﾜｲｽ｣(1度目~9.14)
1871年6月8日-06:30|ｺｺｽ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺｺｽ(ｷｰﾘﾝｸﾞ)諸島統治者｢George Clunies-Ross｣(~19100707死
  去)
1871年6月8日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ﾔﾝ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ･ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾌｰｹﾞﾝﾎﾙﾂ(政府長官
  )｣(~9.17)
1871年6月9日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Rafael Bethencourt y Mendoza



1875迄(3195件)

  ｣(1期目~9.21)
1871年6月9日-09:00|日本|  ||明治4年4月22日|太政官布告:外国船漂着ﾉ節取扱方規則再定
1871年6月10日-09:00|日本|  ||明治4年4月23日|初めて鎮台を設置(東山道本営を陸前石巻､西海道本営を豊前
  小倉に設ける)
1871年6月10日-09:00|日本|  ||明治4年4月23日|太政官布告:脱籍無産ﾉ者復籍規則更定
1871年6月10日-09:00|韓国/朝鮮/ｱﾒﾘｶ|  ||清･同治10年4月23日|米軍644人､江華･草芝鎮･徳津鎮を占領
1871年6月11日-09:00|韓国/朝鮮/ｱﾒﾘｶ|  ||清･同治10年4月24日|ｱﾒﾘｶの軍艦が朝鮮の大同江に進み､広城鎮を占
  領/朝鮮軍は鎮撫使中軍魚在淵･その弟魚在淳･哨官柳豊魯を初め､53名の戦死
1871年6月11日-09:00|日本|北海道|明治4年4月24日|<改称>函館裁判所→函館府
1871年6月11日-09:00|日本|北海道札幌市|明治4年4月24日|開拓使本庁を函館から｢札幌｣に移す
1871年6月13日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ･ﾊﾞﾛﾝ･ｲﾝﾄﾞﾚﾆｳｽ｣(4回目~9.13)
1871年6月14日-09:00|日本|兵庫県淡路市|明治4年4月27日|江埼灯台初点灯(淡路島/兵庫県)<設計ﾌﾞﾗﾝﾄﾝ>
1871年6月15日-09:00|日本|広島県|明治4年4月28日|軍務官所管｢摂津丸｣広島藩から返還
1871年6月17日-09:00|日本|愛媛県|明治4年4月30日|<合併>宇和島藩内海浦に須ノ川村･成川坊城村･平山浦･深
  泥浦を合併
1871年6月18日-09:00|日本|  ||明治4年5月|<設置>兵部省｢軍楽隊｣
1871年6月18日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治4年5月|<創建>横浜海岸教会(日本の最初のﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ教会)神奈
  川県
1871年6月18日-09:00|日本|長野県長野市|明治4年5月2日|<松代騒動､牛札騒動(信濃国松代藩)>620名余りが検
  挙され､400名余が入牢し､甚右衛門らは斬罪に処されたほか､9名に徒刑10年､1名に徒刑5年､2人に徒刑3年など
  が下された
1871年6月18日-09:00|日本|名古屋大学|明治4年5月|<設置>名古屋県仮医学校[元町役所]
1871年6月18日-09:00|日本|  ||明治4年5月1日|<創刊>日新堂｢新聞雑誌｣(木戸孝允)
1871年6月18日-09:00|日本|静岡県|明治4年5月1日|大井川の輦台渡､廃止
1871年6月18日-04:00|ﾛｼｱ/中国|  ||清･同治10年5月1日;ﾛｼｱ暦6月6日|ﾛｼｱ軍が､ｲﾘに侵攻
1871年6月19日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｷﾞｬｳﾞｧﾝ･ﾀﾞﾌｨｰ｣(~18720610)
1871年6月19日-09:00|日本|  ||明治4年5月2日|太政官布告:海軍服制中夏季略帽服ｦ定ﾑ
1871年6月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｷﾝｸﾞｽﾄﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｷﾝｸﾞ｣
1871年6月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ｷﾝｸﾞｽﾄﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｱｰﾈｽﾄ･ﾆｭｰｺﾒﾝ･ｷﾝｸﾞ=ﾃﾆｿﾝ｣先代の弟(~18960113死
  去)
1871年6月22日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ副総督(ｼﾞｬﾏｲｶ総督に従属)代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｨﾘｱﾑ･
  ﾊｰﾚｰ｣(1回目~18720610)
1871年6月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>2代ﾘﾎﾟﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｻﾐｭｴﾙ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ｣3代ﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ伯⇒初代ﾘﾎﾟﾝ侯
  (~19090709死去)
1871年6月25日-09:00|日本|大阪府|明治4年5月8日|<開設>大阪府｢大貧院｣
1871年6月26日-09:00|日本|兵庫県|明治4年5月9日|<移転>徳島藩から稲田氏領津名郡43ヶ村浦が兵庫県に移管
1871年6月26日-09:00|日本|山形県天童市|明治4年5月9日|<死去>織田寿重丸(6歳)前出羽天童藩知藩事
1871年6月27日-09:00|日本|  ||明治4年5月10日|新貨条例が制定され､従来の両は円に改められ､その100分の1
  を銭､銭の10分の1を厘とする10進法の貨幣単位が定められる
1871年6月28日-09:00|日本|兵庫県神戸市|明治4年5月11日|<明治4年兵庫､神戸両港暴風雨>夜中の0時になると
  風雨は一層激しさを増し､7､8隻の汽船が陸地に吹き上げられた/神戸外人居留地以西の海岸一帯のほとんどの
  建物が倒壊するなど､兵庫港と隣接の神戸港では24人が死亡し家屋倒壊23戸､荷番所(倉庫警備所)倒壊3棟のほ
  か運上所(税関)の建物も倒壊/一方､船舶の被害はもっとひどく､和船の破壊500余隻､西洋型船では汽船及び帆
  船の被害が12隻､貨物運搬用の小舟の被害数知れず/そのほか､築造中の海岸波止場や外人居留地の波よけの石
  垣が90%近く破壊され､諸倉庫の波よけ石垣のほとんどすべてと荷揚げ桟橋の石垣が大破損するなど､港湾機能
  は大きく損なわれた
1871年6月29日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>ｸﾞｱﾃﾏﾗ共和国暫定大統領｢ﾐｹﾞﾙ･ｶﾞﾙｼｱ･ｸﾞﾗﾅﾄﾞｽ･ｻﾞｳﾞｧﾗ｣(~18730604)
1871年6月29日-09:00|日本|徳島県美馬市|明治4年5月12日|<庚午事変､稲田騒動(淡路国徳島藩)>徳島で一部過
  激派武士らが稲田屋敷を焼き討ちし､脇町(現在の美馬市)周辺にある稲田家の配地に進軍
1871年6月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ､ｸﾞﾗｯﾄﾞｽﾄﾝ内閣が､世界初の労働組合法を制定
1871年6月30日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ総督｢ﾎｱｷﾝ･ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ﾏﾙｹｽ｣(2回目)⇒｢ｼﾞｮｱｷﾝ･ﾎｾ･ﾛﾊﾞﾄ･
  ﾃﾞ･ﾌｧﾘｱ｣(~1877年没)
1871年6月30日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督代理｢Frantz Ernst Bille｣(~18720701)
1871年6月30日-09:00|日本|徳島県美馬市|明治4年5月13日|<庚午事変､稲田騒動(淡路国徳島藩)>稲田家側の一
  連の行動に怒った徳島藩側の一部過激派武士らが､洲本城下の稲田家とその家臣らの屋敷を襲撃/稲田家側の
  被害は､自決2人､即死15人､重傷6人､軽傷14人､他に投獄監禁された者は300人余り､焼き払われた屋敷が25棟で
  あった(終結後､政府からの処分は､徳島藩側の主謀者小倉富三郎･新居水竹ら10人が斬首(後に藩主蜂須賀茂韶
  の嘆願陳情により切腹になった).首謀者数名が徳島県徳島市住吉の蓮花寺(1丁目)にて切腹.八丈島への終身
  流刑は27人､81人が禁固､謹慎など多数に至るに及んだ
1871年6月30日-09:00|日本|栃木県日光市|明治4年5月13日|日光輪王寺の本坊が焼失
1871年7月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｺﾞﾒｽ､政府軍の拠点だったｸﾞｱﾝﾀﾅﾓ地区へ進出,ﾏｾｵはｲﾝﾄﾞ砦のｻﾝ･ｷﾝﾃｨﾝ大隊
  と衝突,突破に成功
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1871年7月 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾙｻﾞ連邦ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｻﾙﾑ･ｳﾙﾄﾞ･ｳﾏﾙ｣(~1873年没)
1871年7月 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾏﾙﾀﾝ島市長｢Charles Claude Sainte-Helene Telephe｣(~11月死
  去)
1871年7月1日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞで統一通貨法が制定される
1871年7月1日-09:00|日本|  ||明治4年5月14日|太政官布告:神官職員規則
1871年7月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｨｯﾄﾘｵ･ｴﾏﾇｴｰﾚ2世が､ｲﾀﾘｱ王国の首都をﾛｰﾏに移す
1871年7月3日-09:00|韓国/朝鮮/ｱﾒﾘｶ|  ||清･同治10年5月16日|ｱﾒﾘｶ太平洋艦隊､江華島から撤退/二十数日間の
  攻防戦で､官軍の戦死者は53名
1871年7月4日-09:00|日本|  ||明治4年5月17日|<明治4年西日本風水害>四国や近畿地方を中心に中国､北陸地方
  などが暴風雨に見舞われ各地で洪水/大阪では高潮により100人が死亡､兵庫県では尼崎の140人余を始め600人
  が死亡､岡山､愛媛､和歌山各県で多数の人が死亡など､港湾機能は大きく損なわれた
1871年7月4日-08:00|中国/ﾛｼｱ|  ||清の同治10年5月17日;ﾛｼｱ暦6月22日|ﾛｼｱがｲｽﾗﾑ教徒の反乱を利用して新彊
  のｲﾘ盆地を占領､ｱﾌﾞｰﾙ･ｵｸﾞﾗﾝの政権倒れる
1871年7月5日-09:00|日本|山口県|明治4年5月18日|<献納>長州藩の砲艦｢鳳翔丸｣(1868年ｲｷﾞﾘｽで建造)⇒明治政
  府､兵部省所管｢鳳翔艦｣と改名;長州藩砲艦｢雲揚丸｣⇒明治政府
1871年7月9日-09:00|日本|佐賀県|明治4年5月22日|<献納>佐賀藩砲艦｢孟春丸｣⇒政府兵部省所管｢孟春｣と命名
1871年7月11日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<退位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国皇帝｢ﾃｸﾚ･ｷﾞﾖﾙｷﾞｽ2世｣
1871年7月11日-09:00|日本|  ||明治4年5月24日|一般農民の米販売を許可
1871年7月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||清･同治10年5月25日|沁都砲量米を新規に徴収(結当たり1枡､江華島常備
  軍維持費に充当)
1871年7月15日-09:00|日本|  ||明治4年5月28日|洋服屋開店広告初めて現われる(横浜五十二番街及び東京茅場
  町に各一軒洋服屋開店)
1871年7月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾚﾙｺﾄﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｴﾌﾞﾗﾋﾑ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~19080823没)
1871年7月17日-09:00|日本|大分県別府市|明治4年5月30日|<完成>別府築港/東西100間､南北80間の大きさ
1871年7月18日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ管理責任者代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾍﾟﾝｻ
  ｰ･ｻｰﾓﾝ｣(1回目~18720303)
1871年7月18日-09:00|日本|  ||明治4年6月|<開設>為換座三井組/わが国最初の円単位紙幣を発行
1871年7月18日-09:00|日本|  ||明治4年6月|日本政府｢電流丸｣老朽艦のため伊万里で売却解体
1871年7月18日-09:00|日本|愛媛県|明治4年6月|宇和島藩､医学修業道場日新館を創設､付属施設宇和島病院(日
  新館)を設置(愛媛県最初の病院)
1871年7月20日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭｺﾛﾝﾋﾞｱが自治領ｶﾅﾀﾞに加盟
1871年7月20日-09:00|日本|長野県|明治4年6月3日|<編入>信濃龍岡藩廃藩,三河国の領地を伊那県に､信濃国内
  の領地を中野県に編入
1871年7月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Manuel Ruiz Zorrilla[急進党](~18711005)
1871年7月25日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ知事｢Agenor Romuald Onufry Graf Goluchowski z Golucho
  wa｣(3期目~18750803)
1871年7月25日-09:00|日本|山口県|明治4年6月8日|<領収>長州藩｢雲揚丸｣⇒明治政府兵部省所管｢雲揚艦｣と改
  名
1871年7月29日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島副知事｢Willem Melanchton Bennebroek Gravenhorst｣(~1
  876.3)
1871年7月30日-09:00|日本|東京都|明治4年6月13日|東京府朱引内44区､朱引外25区とする
1871年7月31日-09:00|日本|北海道札幌市|明治4年6月14日|<命名>北海道一宮(北海道石狩国札幌郡)⇒札幌神社
1871年8月-02:00|ﾚｿﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹｰﾌﾟ植民地政府ﾊﾞｽﾄﾗﾝﾄﾞ代理人｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞﾝｶﾝ･ｸﾞﾘﾌｨｽ｣(1回目~1877年
  )
1871年8月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾃﾞｨｱｽ,ﾗ･ﾉﾘｱ宣言を発し武装反乱を起こすが敗北,逮捕される.各地で解雇された革
  命軍軍人を中心とする反ﾌｧﾚｽ派の反乱
1871年8月2日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾎｾ･ｱｼﾞｪﾝﾃﾞ｣(2回目~12.7)
1871年8月2日-09:00|日本|愛媛県南宇和郡愛南町|明治4年6月16日|<合併>宇和島藩庁が郷中改正で須ノ川浦を
  柏村に合併
1871年8月3日-09:00|日本|  ||明治4年6月17日|太政官布告:皇族家紋ｦ定ﾑ;太政官布告:皇族ﾉ外菊御紋ｦ禁止ｼ紛
  敷品ﾊ改ﾒｼﾑ;太政官布告:行旅病人取扱規則ｦ定ﾑ;太政官布告:諸寺院禄制ｦ定ﾑ
1871年8月4日-09:00|日本/中国|  ||明治4年6月18日|長崎-上海間の海底電線が開通
1871年8月5日-09:00|日本|山口県|明治4年6月19日|<編入>周防徳山藩(廃藩)⇒山口藩
1871年8月7日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｶﾞﾝﾋﾞｱ管理者｢ｼﾞｪﾚﾏｲｱ･ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ
  ･ｷｬﾗﾊﾝ｣(~18720421)
1871年8月8日-09:00|日本|  ||明治4年6月22日|太政官布告:府藩県交渉訴訟准判規程改正
1871年8月8日-09:00|日本|長野県|明治4年6月22日|<改称>中野県(善光寺領を編入.県庁が中野から長野に移転)
  ⇒長野県
1871年8月9日-09:00|日本|滋賀県|明治4年6月23日|<編入>近江大溝藩(廃止)⇒大津県
1871年8月11日-02:00|ﾚｿﾄ/南ｱﾌﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ保護領ﾊﾞｽﾄﾗﾝﾄﾞをｹｰﾌﾟ植民地に併合(~18840318)
1871年8月11日-09:00|日本|島根県|明治4年6月25日|<編入>石見津和野藩(廃藩)⇒浜田県
1871年8月12日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸｲｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｨｯﾌﾟｽ｣(~18741112)
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1871年8月12日-09:00|日本|  ||明治4年6月26日|民部省､対海外電信を開始
1871年8月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|  ||明治4年6月27日|元ﾌﾟﾛｼｱ帆船｢ﾕﾄﾗｰ｣(885t;ｶﾅﾀﾞで建造)ｲｷﾞﾘｽ人から購入
  し兵部省所管､御召船｢春風丸｣と改称
1871年8月14日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ軍ｽﾛﾍﾞﾆｱ地方長官｢ﾗﾄﾞｽﾗﾌ･ﾗｽﾞﾗｸﾞ｣(~12.18)
1871年8月15日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｼｪﾝｼﾞ首長｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｶｰｶｰ2世｣(~1881年没)
1871年8月16日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ｼﾞｬｳﾝ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~9.30)
1871年8月16日-09:00|日本|  ||明治4年7月|<出版>中村正直訳｢西国立志編｣(ｻﾐｭｴﾙ=ｽﾏｲﾙｽﾞの自助論)
1871年8月16日-09:00|日本|鹿児島大学|明治4年7月|<廃止>薩摩藩校造士館
1871年8月16日-09:00|日本|熊本大学|明治4年7月|<改称>再春館⇒官立医学所兼病院
1871年8月17日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Luis de Ibanez y Garcia｣(~1873032
  4)
1871年8月17日-09:00|日本|沖縄県|明治4年7月2日|<死去>野村安趙(67歳)琉球の音楽家
1871年8月19日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｾﾙﾋﾞｰ･ｽﾐｽ｣
  (~9.29)
1871年8月20日-09:00|日本|  ||明治4年7月5日|通商司制度が廃止,貿易事務を大蔵省直轄に改編;兵部省軍医寮
  創設､軍医頭は兵部卿に隷属するものの､軍医に関する一切の権限を委譲され､部外の干渉から隔離された
1871年8月23日-09:00|日本|愛媛県|明治4年|新谷藩､医療館建設､医療定則を制定
1871年8月23日-09:00|日本|京都大学|明治4年7月8日|開成所､理学所敷地内に新営した校舎にて開校
1871年8月23日-09:00|日本|東京都千代田区|明治4年7月8日|民部省を廃し大蔵省を設置､神祇官を神祇省に格下
  げ
1871年8月24日-09:00|日本|京都府京都市右京区|明治4年7月9日|妙光寺住職｢天章慈英｣反政府派に暗殺される
1871年8月24日-09:00|日本|東京都千代田区|明治4年7月9日|刑部省･弾正台が廃止され､司法省が設置される
1871年8月27日-09:00|日本|  ||明治4年7月12日|<死去>賀集珉平(76歳)陶工
1871年8月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|  ||明治4年7月12日|日本海軍運輸船｢行速丸｣｢飛隼丸｣｢飛竜丸｣ｲｷﾞﾘｽ人に交
  付
1871年8月29日-09:00|日本|  ||明治4年7月14日|明治天皇が56藩知事を召集し､廃藩置県の詔書を出す/261藩は
  1使3府302県となる
1871年8月29日-09:00|日本|愛知県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)尾張名古屋藩､尾張犬山藩､三河岡崎藩､
  三河刈谷藩､三河挙母藩､三河重原藩､三河田原藩､三河豊橋藩､三河西尾藩､三河西大平藩､三河西端藩､三河半
  原藩→名古屋県,犬山県,岡崎県,刈谷県,挙母県,重原県,田原県,豊橋県,西尾県,西大平県,西端県,半原県
1871年8月29日-09:00|日本|青森県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)陸奥弘前藩､陸奥黒石藩､陸奥斗南藩､陸
  奥七戸藩､陸奥八戸藩→弘前県､黒石県,斗南県,七戸県､八戸県(第2次)
1871年8月29日-09:00|日本|秋田県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)羽後秋田藩､羽後岩崎藩､羽後亀田藩､羽
  後本荘藩､羽後矢島藩→秋田県,岩崎県,亀田県,本庄県,矢島県
1871年8月29日-09:00|日本|石川県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)加賀金沢藩､加賀大聖寺藩→金沢県(富山
  県(第1次)の管轄),大聖寺県
1871年8月29日-09:00|日本|茨城県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)常陸麻生藩､常陸石岡藩､常陸牛久藩､常
  陸志筑藩､常陸松川藩､常陸土浦藩､常陸龍ヶ崎藩､常陸笠間藩､常陸宍戸藩､常陸下館藩､常陸下妻藩､常陸松岡
  藩､常陸水戸藩→麻生県,石岡県,牛久県,志筑県,松川県,土浦県,龍崎県,笠間県,宍戸県,下館県,下妻県,松岡
  県,水戸県
1871年8月29日-09:00|日本|岩手県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)陸中一関藩→一関県
1871年8月29日-09:00|日本|愛媛県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)伊予松山藩､伊予今治藩､伊予小松藩､伊
  予西条藩､伊予宇和島藩､伊予大洲藩､伊予新谷藩､伊予吉田藩→松山県,今治県,小松県,西条県,宇和島県,大洲
  県,新谷県,吉田県
1871年8月29日-09:00|日本|大分県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)豊前中津藩､豊後臼杵藩､豊後岡藩､豊後
  杵築藩､豊後佐伯藩､豊後日出藩､豊後府内藩､豊後森藩→中津県,臼杵県,岡県,杵築県,佐伯県,日出県,府内県,
  森県
1871年8月29日-09:00|日本|大阪府|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)摂津麻田藩､摂津高槻藩､和泉岸和田藩､
  和泉伯太藩､和泉吉見藩､河内丹南藩→麻田県,高槻県,岸和田県,伯太県,吉見県,丹南県
1871年8月29日-09:00|日本|岡山県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)備前岡山藩､備中浅尾藩､備中足守藩､備
  中生坂藩､備中岡田藩､備中鴨方藩､備中高梁藩､備中成羽藩､備中新見藩､備中庭瀬藩､美作鶴田藩､美作津山藩､
  美作真島藩→岡山県,浅尾県,足守県,生坂県,岡田県,鴨方県,高梁県,成羽県,新見県,庭瀬県,鶴田県,津山県,
  真島県
1871年8月29日-09:00|日本|香川県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)讃岐高松藩→高松県
1871年8月29日-09:00|日本|鹿児島県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)薩摩鹿児島藩→鹿児島県
1871年8月29日-09:00|日本|神奈川県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)武蔵六浦藩､相模荻野山中藩､相模小田
  原藩→六浦県､荻野山中県,小田原県
1871年8月29日-09:00|日本|岐阜県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)美濃今尾藩､美濃岩村藩､美濃大垣藩､美
  濃加納藩､美濃郡上藩､美濃高富藩､美濃苗木藩､美濃野村藩→今尾県,岩村県,大垣県,加納県,郡上県,高富県,
  苗木県,野村県
1871年8月29日-09:00|日本|京都府|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)丹波綾部藩､丹波亀岡藩､丹波園部藩､丹
  波山家藩､丹波福知山藩､丹後舞鶴藩､丹後峰山藩､丹後宮津藩､山城淀藩→綾部県,亀岡県,園部県,山家県,福知
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  山県,舞鶴県,峯山県,宮津県,淀県
1871年8月29日-09:00|日本|熊本県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)肥後熊本藩､肥後人吉藩→熊本県(第1次)
  ,人吉県
1871年8月29日-09:00|日本|群馬県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)上野安中藩､上野伊勢崎藩､上野小幡藩､
  上野高崎藩､上野七日市藩､上野沼田藩､上野前橋藩､上野館林藩→安中県,伊勢崎県,小幡県,高崎県,七日市県,
  沼田県,前橋県,館林県
1871年8月29日-09:00|日本|高知県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)土佐高知藩→高知県
1871年8月29日-09:00|日本|埼玉県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)武蔵川越藩､武蔵忍藩､武蔵岩槻藩→川越
  県,忍県,岩槻県
1871年8月29日-09:00|日本|佐賀県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)肥前佐賀藩､肥前小城藩､肥前鹿島藩､肥
  前唐津藩､肥前蓮池藩→佐賀県(第1次),小城県,鹿島県,唐津県,蓮池県
1871年8月29日-09:00|日本|滋賀県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)近江朝日山藩､近江宮川藩､近江彦根藩､
  近江膳所藩､近江西大路藩､近江水口藩､近江山上藩→朝日山県,宮川県,彦根県,膳所県,西大路県,水口県,山上
  県
1871年8月29日-09:00|日本|静岡県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)駿河静岡藩､遠江堀江藩→静岡県､堀江県
1871年8月29日-09:00|日本|島根県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)出雲広瀬藩､出雲松江藩､出雲母里藩→広
  瀬県,松江県,母里県
1871年8月29日-09:00|日本|千葉県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)上総飯野藩､上総一宮藩､上総大多喜藩､
  上総菊間藩､上総久留里藩､上総小久保藩､上総桜井藩､上総佐貫藩､上総鶴舞藩､上総鶴牧藩､上総松尾藩､下総
  小見川藩､下総高岡藩､下総多胡藩､下総生実藩､下総古河藩､下総佐倉藩､下総関宿藩､下総曾我野藩､下総結城
  藩､安房加知山藩､安房館山藩､安房長尾藩､安房花房藩→飯野県,一宮県,大多喜県,菊間県,久留里県,小久保県
  ,桜井県,佐貫県,鶴舞県,鶴牧県,松尾県,小見川県,高岡県,多古県,生実県,古河県,佐倉県,関宿県,曽我野県,
  結城県,加知山県,館山県,長尾県,花房県
1871年8月29日-09:00|日本|徳島県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)阿波徳島藩→徳島県(第1次)
1871年8月29日-09:00|日本|栃木県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)下野足利藩､下野宇都宮藩､下野佐野藩､
  下野壬生藩､下野大田原藩､下野烏山藩､下野黒羽藩､下野茂木藩､下野吹上藩→足利県,宇都宮県,佐野県,壬生
  県,大田原県,烏山県,黒羽県,茂木県,吹上県
1871年8月29日-09:00|日本|鳥取県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)因幡鳥取藩→鳥取県(第1次)
1871年8月29日-09:00|日本|富山県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)越中富山藩→富山県(第1次)
1871年8月29日-09:00|日本|長崎県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)対馬厳原藩､肥前大村藩､肥前島原藩､肥
  前平戸藩､肥前福江藩→厳原県､大村県,島原県,平戸県,福江県
1871年8月29日-09:00|日本|長野県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)信濃飯田藩､信濃高島藩､信濃高遠藩､信
  濃松本藩､信濃飯山藩､信濃岩村田藩､信濃上田藩､信濃小諸藩､信濃須坂藩､信濃松代藩→飯田県,高島県,高遠
  県,松本県,飯山県,岩村田県,上田県,小諸県,須坂県,松代県
1871年8月29日-09:00|日本|奈良県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)大和櫛羅藩､大和小泉藩､大和郡山藩､大
  和芝村藩､大和高取藩､大和田原本藩､大和柳生藩､大和柳本藩→櫛羅県,小泉県,郡山県,芝村県,高取県,田原本
  県,柳生県,柳本県
1871年8月29日-09:00|日本|新潟県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)越後清崎藩､越後椎谷藩､越後高田藩､越
  後与板藩､越後黒川藩､越後新発田藩､越後三日市藩､越後峰岡藩､越後村上藩､越後村松藩→清崎県,椎谷県,高
  田県,与板県,黒川県,新発田県,三日市県,峯岡県,村上県,村松県
1871年8月29日-09:00|日本|兵庫県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)播磨明石藩､播磨赤穂藩､播磨安志藩､播
  磨小野藩､播磨龍野藩､播磨林田藩､播磨姫路藩､播磨三日月藩､播磨三草藩､播磨山崎藩､摂津尼崎藩､摂津三田
  藩､丹波柏原藩､丹波篠山藩､但馬豊岡藩､但馬村岡藩､但馬出石藩→明石県,赤穂県,安志県,小野県,龍野県,林
  田県,姫路県,三日月県,三草県,山崎県,尼崎県,三田県,柏原県,篠山県,豊岡県,村岡県,出石県;三原郡は徳島
  県に編入
1871年8月29日-09:00|日本|広島県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)安芸広島藩､備後福山藩→広島県,福山県
1871年8月29日-09:00|日本|福井県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)越前福井藩､越前大野藩､越前勝山藩､越
  前鯖江藩､越前丸岡藩､若狭小浜藩→福井県(第1次),大野県,勝山県,鯖江県,丸岡県,小浜県
1871年8月29日-09:00|日本|福岡県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)筑前福岡藩､筑前秋月藩､筑後久留米藩､
  筑後三池藩､筑後柳河藩､豊前豊津藩､豊前千束藩→福岡県,秋月県､久留米県,三池県,柳川県､豊津県､千束県
1871年8月29日-09:00|日本|福島県|明治4年7月14日|<発足>(廃藩置県)岩代二本松藩､磐城泉藩､磐城平藩､磐城
  棚倉藩,磐城中村藩､磐城三春藩､磐城湯長谷藩→二本松県,泉県,磐城平県,棚倉県,中村県,三春県.湯長谷県
1871年8月29日-09:00|日本|北海道|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)渡島館藩の旧領(爾志郡･檜山郡･津軽郡･
  福島郡)に館県設置(上磯郡･茅部郡･亀田郡の三郡は北海道開拓使の所管)
1871年8月29日-09:00|日本|三重県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)伊勢亀山藩､伊勢神戸藩､伊勢桑名藩､伊
  勢菰野藩､伊勢長島藩､伊勢津藩､伊勢久居藩,志摩鳥羽藩→亀山県,神戸県,桑名県,菰野県,長島県,津県,久居
  県,鳥羽県
1871年8月29日-09:00|日本|宮城県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)陸前仙台藩→仙台県
1871年8月29日-09:00|日本|宮崎県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)日向飫肥藩､日向佐土原藩､日向高鍋藩､
  日向延岡藩→飫肥県,佐土原県,高鍋県,延岡県
1871年8月29日-09:00|日本|山形県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)羽前大泉藩､羽前米沢藩､羽前天童藩､羽
  前上山藩､羽前新庄藩､羽後松嶺藩→大泉県,米沢県,天童県､上山県､新庄県,松嶺県
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1871年8月29日-09:00|日本|山口県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)周防山口藩､周防岩国藩､長門清末藩､長
  門豊浦藩→山口県,岩国県,清末県,豊浦県
1871年8月29日-09:00|日本|和歌山県|明治4年7月14日|<改称>(廃藩置県)紀伊和歌山藩､紀伊新宮藩､紀伊田辺藩
  →和歌山県,新宮県,田辺県
1871年8月30日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌﾗﾝｽ第三共和政大統領ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾃｨｴｰﾙ｣(~18730524)
1871年8月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ共和国第三共和政2代大統領｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾃｨｴｰﾙ｣元ｵﾙﾚｱﾆｽﾄ元中道右派穏
  健共和派(~18730524,国民議会の議決により辞任)
1871年8月30日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Georges Charles Cloue｣(~1874.3)
1871年8月30日-09:00|日本|  ||明治4年7月15日|<死去>中島来章(76歳)画家
1871年9月-03:30|ｲﾗﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾙﾁｽﾀﾝは正式に2つの地域に分割/東ﾊﾞﾙﾁｽﾀﾝはｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾁｽﾀﾝ､西ﾊﾞﾙﾁｽﾀﾝは
  ﾍﾟﾙｼｬの一部
1871年9月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｲｴﾒﾝ･ｳｫﾘｽ(総督)｢Katircioglu Ahmed Muhtar Pasha｣(~1873.5
  )
1871年9月-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾝﾈｽ4世｣(~18890310没)
1871年9月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Abdullatif Subhi Pasha｣(~1872.9)
1871年9月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｷﾞﾘﾄﾘ･ﾑｽﾀﾌｧ･ｱｼﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1872年1月)
1871年9月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾎﾞｽﾀﾝｼﾊﾞﾋｻﾞｰﾃﾞﾒﾌﾒﾄﾞﾗｼｯﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1872
  年4月)
1871年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||M.Bowes,London｢Crusader｣Scott & Co.,Greenock,Scotlandで建造進水
1871年9月1日-09:00|日本|  ||明治4年7月17日|新聞紙条例制定
1871年9月1日-09:00|日本|東京都足立区|明治4年7月17日|<開院>黴毒院[東京､千住]/宿場の遊女に検黴(梅毒検
  査)を実施
1871年9月2日-09:00|日本|東京大学|明治4年7月18日|<廃止>大学;<改称>大学南校⇒南校/大学東校⇒東校
1871年9月2日-09:00|日本|東京都文京区|明治4年7月18日|<設置>学術･教育を担当する官庁｢文部省｣東京神田の
  湯島聖堂内(昌平坂学問所跡)
1871年9月3日-09:00|日本|  ||明治4年7月19日|貿易銀一円､五十銭､二十銭､十銭､五銭発行開始
1871年9月4日-09:00|日本|  ||明治4年7月20日|<設置>大蔵省内に紙幣局
1871年9月5日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|明治4年7月21日|<改称>横須賀製鉄所⇒造船所/1号ﾄﾞｯｸ完成(→横
  須賀海軍工廠/神奈川県)
1871年9月6日-09:00|日本|  ||明治4年7月22日|寄留･旅行者の鑑札制の廃止(旅行の自由が許可される)
1871年9月7日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾈﾃﾞｨﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~18720731)
1871年9月7日-09:00|日本|東京都|明治4年7月23日|<死去>鬼面山谷五郎･鬼面山親方(相撲)13代横綱[1826年生
  ～](享年45)
1871年9月8日-09:00|日本|香川県|明治4年7月24日|<開庁>高松県庁[高松内町士族松平操旧邸].讃岐国9郡237村
  62市坊を管轄
1871年9月9日-09:00|日本|  ||明治4年7月25日|太政官布告:諸御門警戒兵規則第一則改正
1871年9月10日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｱｼﾑ･ﾊﾟｼｬ(~18720823)
1871年9月10日-09:00|日本|岡山県津山市|明治4年7月26日|<死去>松平慶倫(45歳)元美作津山藩知藩事
1871年9月11日-09:00|日本|  ||明治4年7月27日|民部省を廃止し大蔵省の機能を拡大､大蔵省紙幣司創設(→大
  蔵省印刷局→国立印刷局)､地理司は大蔵省租税寮へ管轄が移った;大蔵省改正掛廃止
1871年9月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｱﾙｺﾞﾏ級ｽﾙｰﾌﾟ｢ｵﾏﾊ｣(2400t,ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ海軍工廠)
1871年9月12日-09:00|日本|  ||明治4年7月28日|<改称>石川島造船所(兵部省海軍部造船局の管下におく)⇒石
  川島造兵所
1871年9月12日-09:00|日本|  ||明治4年7月28日|兵部省に陸軍部･海軍部設置､それぞれ軍務局が設置されその
  下に人事担当の人別掛と総務担当の規定掛が置かれた;陸軍参謀局が設けられ間諜隊が置かれた
1871年9月12日-09:00|日本|  ||明治4年7月28日|陸軍条例制定
1871年9月13日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国第32代首相｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ﾌｫﾝﾃｽ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾃﾞ･ﾒﾛ｣(2期目~
  18770305)
1871年9月13日-09:00|日本|  ||明治4年7月29日|<就任>太政大臣｢三条実美｣
1871年9月13日-09:00|日本|  ||明治4年7月29日|職員令廃止､太官制を改正:太政官を正院､左院､右院の三つに
  分け､左右両院の上に立つ｡政務を執る正院は従来の太政官に相当し天皇を輔弼し庶政を総裁､太政大臣･納言･
  参議で構成される/左院は議事機関で官選の議員をもって組織し法制のことを議決する/右院は各省の長官及
  び次官をもって組織し行政上の利害を評議
1871年9月13日-09:00|日本/中国|  ||明治4年;清･同治10年7月29日|日清修好条約が調印される/外交使節の交
  換および双方に領事を駐在させる(第4条､第8条)/制限的な領事裁判権をお互いに認める(第8条､第9条､第13条
  )/通商関係については欧米列強に準ずる待遇(最恵国待遇･協定関税率)をお互いに認め合う
1871年9月14日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治4年7月30日|伊王島灯台初点灯<日本初の鉄製洋式灯台､設計ﾌﾞﾗﾝ
  ﾄﾝ>
1871年9月15日-09:00|日本|  ||明治4年8月|<開業>小野組築地製糸場
1871年9月15日-09:00|日本|ENEOSﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治4年8月|<設立>石坂周三｢長野石炭油会社｣[東京](1873年に長
  野石油会社と改称)(資本金3万円､日本で初登録の会社)
1871年9月15日-09:00|日本|山形銀行|明治4年8月1日|<開業>米沢義社[山形]
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1871年9月17日-01:00|ｽｲｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<開通>ｱﾙﾌﾟｽ山脈西部のﾓﾝ･ｽﾆ鉄道ﾄﾝﾈﾙ
1871年9月17日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督代行｢ﾖﾊﾈｽ･ﾏﾘﾇｽ･ﾙﾄﾞｳﾞｨｸｽ･ｱﾄﾞﾘｱﾇｽ･ﾍﾟﾄ
  ﾙｽ･ｳｨﾘｯｸｽ｣(~10.2)
1871年9月18日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ﾏﾙｺｽ･ﾃﾞﾙ･ﾛｻﾘｵ･ｴﾗｽﾞﾘｽ･ｻﾞﾆｬﾙﾄｩ｣(~18760918)
1871年9月18日-09:00|日本|  ||明治4年8月4日|太政官布告:神祇官中諸陵寮ｦ廃ｽ
1871年9月18日-09:00|日本|広島県|明治4年8月4日|<武一騒動>前藩主一行は東京移住のため海船に乗るべく竹
  の丸の屋敷を出発しようとした/かねて上京阻止のため山県郡その他から広島に出ていた数千名の農民によっ
  て､道が塞がれて出発は不能となった/出発は延期となり､当局では出広した農民の帰村を説得したため､一部
  は帰村したものの大部分はこれを聞き入れず､かえって郡部から広島へ入り込む人数は増加
1871年9月21日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Emilio Nieto y Perez｣(~10.2
  1)
1871年9月21日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||明治4年8月7日|<再統合>｢樺太開拓使｣｢北海道開拓使｣⇒｢開拓使｣
1871年9月21日-09:00|日本|広島県|明治4年8月7日|<武一騒動>長勲の説論書を携えて､各郡に説論使が入りこん
  だ.高田･高宮両郡へは掘少属､村上権少属､松尾権少属が来て､割庄屋､庄屋を集めて農民たちを押えようと試
  みたが､事態は好転せず説論使は引き上げた/広島でのすわり込みは､やがて郡部へも波及/事態は急速に悪化
  し､藩主の江戸への出発引き止め運動は一転して､新政府反対の方向に変化し､郷村の支配層に対する攻撃が急
  速に転換していった
1871年9月22日-09:00|日本|  ||明治4年8月8日|<改組>神祇官⇒神祇省/降格し､太政官の下とされた
1871年9月23日-09:00|日本|  ||明治4年8月9日|<廃止>｢米麦輸出禁令｣
1871年9月23日-09:00|日本|  ||明治4年8月9日|新政府が散髪と廃刀の自由を認める(このため帽子が流行)
1871年9月23日-09:00|日本|愛媛県|明治4年8月9日|愛媛県喜多郡平成村ほか数十村で一揆
1871年9月24日-09:00|日本|  ||明治4年8月10日|<改称>大蔵省紙幣司⇒紙幣寮
1871年9月26日-09:00|日本|広島県|明治4年8月12日|<武一騒動>騒ぎはさらに新庄･大朝に飛び火し､有間､寺原､
  本地､南方､さらに西部地域の中心地加計村に波及し､山県地方全域に及んだ/郡部の百姓たちは､誘い合わせて
  ぞくぞくと広島市内に入った.勝木村でも表勝木､行森､川筋から大勢が参加/共同行動についての不統一もあ
  った上､きびしい当局の達しがある
1871年9月27日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ総司令官兼上席市民知事｢Ramon Gomez Pulido｣(~187
  2.6)
1871年9月27日-09:00|日本|広島県|明治4年8月13日|<武一騒動>朝から空砲を発射して部隊の進撃をはじめた/
  各所で竹槍､などの凶器で武装した農民と衝突し､双方に多数の死傷者を出したが､遂に一揆の群集は追い払わ
  れ広島では一応平静を取りもどした/これに参加した農民はやがて帰村の途中､各地の庄屋をはじめ富豪の家
  を襲い､打ちこわしを行ない､又帰村してからもそれぞれ地元で騒動をつづけた
1871年9月28日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙで､新生児自由法が公布される
1871年9月28日-09:00|日本|  ||明治4年8月14日|<設置>工部省工学寮･鉄道寮(鉄道掛改組)､測量司
1871年9月28日-09:00|日本|愛媛県|明治4年8月14日|<久万山･久米騒動>松山県久万山･久米地方農民､旧藩主留
  任などを要求して蹶起(~8月20日､松山県兵により鎮圧)
1871年9月28日-09:00|日本|広島県|明治4年8月14日|<武一騒動>恵蘇郡で39戸が打ちこわしと全県的にひろがる
  (23日頃までに173戸が打ちこわしの被害を受ける)
1871年9月28日-09:00|日本|広島県|明治4年8月14日|<武一騒動>三次郡で20戸が打ちこわし
1871年9月30日-09:00|日本|愛媛県|明治4年8月16日|<郡中騒動>大洲県郡中農民蹶起(~翌日)
1871年10月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ地区総督｢ｱｼﾞｽﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1872年)
1871年10月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾂﾅ(ﾄﾞﾅｳ)･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾗｼﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1872年6月)
1871年10月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ｻﾀﾞ･ｲﾌﾞﾗｱ･ﾀﾌﾟｼﾙ･ﾊﾞｱﾊﾞ･ﾜｰﾝ｣(3回目~1872
  年5月)
1871年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟﾗﾒﾃﾞ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣｢ﾙｲｰｼﾞ･ﾊﾟｽｸｱﾘ｣
1871年10月1日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督代行｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾊﾞｰﾙ｣(~18720623)
1871年10月1日-09:00|日本|  ||明治4年8月17日|明治政府が武士の｢切捨て御免｣を禁止
1871年10月2日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督代行｢ｳｨﾚﾑ･ﾋﾟｰﾀｰ･ｱﾝﾄﾆｴ･ﾙ･ｼﾞｭｰﾝ｣(~11.
  15)
1871年10月2日-09:00|日本|  ||明治4年8月18日|<死去>初代中村雀右衛門(本名･中村源次､歌舞伎役者､代中村
  芝雀→儀左衛門→現名/66歳)
1871年10月2日-09:00|日本|  ||明治4年8月18日|東京､大阪に鎮台を設ける
1871年10月2日-09:00|日本|  ||明治4年8月18日|平民にも羽織･袴の着用を許す;典薬寮丹波家門人ﾉ帯刀ｦ禁ｽ
1871年10月2日-09:00|日本|広島県|明治4年8月18日|<武一騒動>村内の状静は次第に平穏に向い､激昂した百姓
  たちの村役人に対する不信もやわらぎすべて平静にもどった/暴動側の死者25名､傷者6人
1871年10月3日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ副総督代行｢ﾆｰﾙ･ﾎﾟｰﾀｰ｣(~18720331)
1871年10月3日-09:00|日本|東京都|明治4年8月23日|東京府朱引外区称改正､朱引内44区に続けて45区より69区
  とす
1871年10月4日-09:00|日本|  ||明治4年8月20日|四鎮台八分営を設置し藩兵解体し鎮台常備兵に再編/集議院が
  左院に属する
1871年10月4日-09:00|日本|  ||明治4年8月20日|政府は軍制改革を実施して東京･大阪･鎮西(熊本)･東北(仙台)
  に本営を置く｢四鎮台｣を設置
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1871年10月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Jose Malcampo｣立憲党(~18711221)
1871年10月5日-09:00|日本|愛媛県今治市|明治4年8月21日|今治城兵器櫓焼失(死傷者7名)
1871年10月5日-09:00|日本|京都府京都市|明治4年8月21日|<死去>九条尚忠(74歳)元関白･左大臣
1871年10月5日-09:00|日本|静岡県賀茂郡南伊豆町|明治4年8月21日|伊豆の石室埼燈台初点灯
1871年10月7日-09:00|日本|  ||明治4年8月23日|階級間の結婚が自由化される
1871年10月7日-09:00|日本|  ||明治4年8月23日|京都留守官制が廃止され､事実上東京が首都となる;大蔵省中
  勧業寮ｦ勧農寮ﾄ改ﾑ
1871年10月8日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||ｵｲｹﾞﾝ･ｸｳﾞｧﾃﾙﾆｸがいたﾗｺｳﾞｨﾂｧでの反乱(~18711011)
1871年10月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ｼｶｺﾞで大火が起こり､300人以上が死亡､1万8000棟が焼失
1871年10月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾞｲﾂの考古学者ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ｼｭﾘｰﾏﾝが､ﾎﾒﾛｽの叙事詩を信じてﾄﾛｲｱの発掘を開
  始
1871年10月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾙﾊｰﾌﾟﾙ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ｼｳﾞｧｰｼﾞｰ5世ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ･ﾅﾗﾔﾅ･ﾗｵ｣(~
  18831225没)
1871年10月12日-09:00|日本|  ||明治4年8月28日|(解放令､身分解放令)えた･非人の称が廃止され､身分は平民
  と同じ扱いとなる
1871年10月12日-09:00|日本|  ||明治4年8月28日|<移管>大阪運上所⇒大蔵省
1871年10月13日-09:00|日本|山形県|明治4年8月29日|<合併>山形県､天童県合併→山形県
1871年10月14日-09:00|日本|大阪府|明治4年9月|<編入>摂津国住吉郡のうち大和川以南地域を和泉国大鳥郡へ
  編入
1871年10月14日-09:00|日本|長野県|明治4年9月|<編入>名古屋県(旧名古屋藩領)のうち木曽郡(13,000石)と旧
  領(15,000石)を伊那県に編入
1871年10月14日-09:00|日本|三越伊勢丹ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治4年9月|<創業>田中屋(→静岡伊勢丹)
1871年10月14日-09:00|日本|熊本県熊本市|明治4年9月1日|<開校>熊本洋学校
1871年10月14日-09:00|日本|東京都台東区|明治4年9月1日|<開設>梅毒業院[東京千住小塚原]
1871年10月15日-09:00|日本|  ||明治4年9月2日|官吏月給制が実施される
1871年10月17日-09:00|日本|佐賀県|明治4年9月4日|<合併>厳原県､佐賀県(第1次)合併→伊万里県
1871年10月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《運命の歌》
1871年10月18日-09:00|日本|青森県|明治4年9月5日|<統合>弘前県､館県､七戸県､八戸県､黒石県､斗南県→弘前
  県
1871年10月18日-09:00|日本|東京都文京区|明治4年9月5日|東京の元聖堂大成殿に文部省直轄の博物館を開設し
  ､物産所所蔵の物品を移す
1871年10月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの技術者ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾞﾍﾞｯｼﾞ/78歳(誕生:17921226)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの原理
  を持つ解析ｴﾝｼﾞﾝを設計したが製作に失敗した
1871年10月20日-09:00|日本|  ||明治4年9月7日|田畑で作物を自由に栽培できる田畑勝手作が許される
1871年10月21日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Rafael Bethencourt y Mendo
  za｣(2期目~18720606)
1871年10月21日-09:00|日本|  ||明治4年9月8日|海軍条例を制定･海軍部設置､水路局を設置(海上水路を測量､
  航行の安全をはかる)
1871年10月22日-09:00|日本|青森県|明治4年9月9日|<合併>黒石県,七戸県､八戸県(第2次),斗南県,館県合併→
  弘前県
1871年10月22日-09:00|日本|東京都千代田区|明治4年9月9日|江戸城より初の午砲､正午を知らせる
1871年10月23日-09:00|日本|福島県福島市|明治4年9月10日|<町制>福島村が福島町になる
1871年10月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾛｽ･ｱﾝｼﾞｪﾙｽで中国人に対する人種暴動発生
1871年10月25日-09:00|日本|  ||明治4年9月12日|明治政府の兵部省海軍部内に水路局が造られた
1871年10月25日-07:00|日本|北海道函館市|明治4年9月12日|<函館明治4年の大火｢切見世火事｣>夜中の午前2時､
  坂町二丁目にあった局店(下級売春宿､切店､切見世とも)から出火､延々31時間も家々を焼いて翌朝9時に鎮火/
  出火場所の山之上町､茶屋町の遊郭街を初め､天神町二丁目から六丁目､下新町一､二丁目､仲新町二丁目から五
  丁目あたりが焼失/1074軒が焼失､そのほか土蔵2棟､物置93棟､神社と御堂12棟が焼失
1871年10月26日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ|  |||<就任>ﾘﾍﾞﾘｱ共和国大統領｢最高経営委員会:ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ/ﾚｼﾞﾅﾙ
  ﾄﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ｼｬｰﾏﾝ/ｴｲﾓｽ･ﾍﾘﾝｸﾞ｣(~11.4)
1871年10月26日-09:00|日本|  ||明治4年9月13日|横浜で初めての野球の試合が9人のｱﾒﾘｶ人居留民とｱﾒﾘｶ軍艦｢
  ｺﾛﾗﾄﾞ号｣から選ばれた9人との間で行われた
1871年10月27日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｸﾞﾘｸｱﾗﾝﾄﾞ西州酋長(ｶﾌﾟﾃｨﾝｽ)｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾐﾗｰﾄﾞ･ｵｰﾍﾟﾝ｣(~
  18730110)
1871年10月27日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが南ｱﾌﾘｶのｷﾝﾊﾞﾘｰとｸﾞﾘｸｱﾗﾝﾄﾞを併合(ｹｰﾌﾟ植民地下)
1871年10月27日-09:00|日本|北海道札幌市|明治4年9月14日|<遷宮>札幌神社(北海道石狩国札幌郡⇒藻岩村大字
  圓山)
1871年10月30日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相代行｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾎﾙﾂｹﾞﾀﾝ｣(~11.25)
1871年10月31日-09:00|日本|  ||明治4年9月18日|<改名>日本海軍砲艦｢摂津丸｣⇒｢一番貯蓄船｣
1871年10月31日-09:00|日本|  ||明治4年9月18日|<開設>文部省編輯寮
1871年11月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾀﾞｰｳｨﾝとｼﾞｬﾜ島との間の海底ｹｰﾌﾞﾙが完成
1871年11月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾒﾄ･ﾗｳﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1873年5月)
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1871年11月 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾏﾙﾀﾝ島市長｢Charles Claude Sainte-Helene Telephe｣
1871年11月2日-09:00|日本|  ||明治4年9月20日|太政官布告:貢米扱方条規ｦ定ﾑ
1871年11月2日-09:00|日本|北海道上磯郡木古内町|明治4年9月20日|｢咸臨丸｣北海道木古内町泉沢沖で暴風雨に
  より遭難しｻﾗｷ岬で破船沈没
1871年11月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾘﾌﾟﾗ国統治者(ﾗｵ)｢ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ･ｼﾝ｣(~19220326没)
1871年11月4日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ|  |||<就任>ﾘﾍﾞﾘｱ共和国大統領｢ｼﾞｪｰﾑｽ･ｽｷﾌﾞﾘﾝｸﾞ･ｽﾐｽ･ｼﾆｱ｣(~18720101)
1871年11月5日-09:00|日本|  ||明治4年9月23日|散髪･帯刀の自由を認める
1871年11月5日-09:00|日本|青森県|明治4年9月23日|<改称>弘前県を改称→青森県
1871年11月6日-09:00|日本|  ||明治4年9月24日|太政官制改正(納言を廃し左右大臣を置く)
1871年11月6日-09:00|日本|  ||明治4年9月24日|太政官布告:夫米永銭ｦ廃ｽ
1871年11月9日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ﾄﾗｼｳﾞﾛｽ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｻﾞｲﾐｽ｣(2回目~18720106)
1871年11月9日-09:00|日本|東京大学|明治4年9月27日|<設立>司法省明法寮
1871年11月10日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地政府首相｢ｱｰｻｰ･ﾌﾞﾗｲｽ｣(2期目~18720122)
1871年11月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ｹﾍﾞｯｸ要塞から最後のｲｷﾞﾘｽ駐屯軍が撤退す
1871年11月11日-09:00|日本|  ||明治4年9月29日|神祇官中に御巫､権御巫が設置
1871年11月12日-09:00|日本|  ||明治4年9月30日|太政官布告:旧藩ﾖﾘ農商ﾆ許ｽ所ﾉ帯刀扶持米諸役免除等ｦ禁止ｽ
1871年11月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾘｽﾃｨﾄﾞ･ﾌｧﾛﾝ｣(~1875年)
1871年11月13日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ﾎｾｲﾝ･ｶｰﾝ･ﾓｼｰﾙ･ｳｯﾀﾞｳﾗ･ｾﾊﾟｻﾗｰﾙ｣(~18730914)
1871年11月13日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国首相｢ﾒｲﾍﾙﾄ･ｸﾞﾛﾌ･ﾛﾆｬｲ･ﾅｷﾞﾛﾆｬｲ･ｴｽ･ｳﾞｧｰｻﾛｽﾅﾒﾆｰ｣(~1872
  1205)
1871年11月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾀﾞﾌｧﾘﾝ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾃﾝﾌﾟﾙ･ﾊﾐﾙﾄﾝ=ﾃﾝﾌﾟﾙ=ﾌﾞﾗｯｸｳｯﾄﾞ｣(⇒18881117
  初代ﾀﾞﾌｧﾘﾝ=ｴｳﾞｧ侯~19020212死去)
1871年11月13日-09:00|日本|北海道|明治4年10月|北海道有珠郡の本願寺道路が完成
1871年11月13日-09:00|日本|龍谷大学|明治4年10月|学林敷地の上地により本願寺廓内へ移転
1871年11月14日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ=ﾊﾝｶﾞﾘｰ帝国帝国･王室･外務大臣｢ｷﾞｭﾗ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｱﾝﾄﾞﾗｰ
  ｼ･ﾌｫﾝ･ﾂｨｸ･ｼｪﾝﾄ･ｷﾗｰﾘｰ･ｳﾝﾄ･ｸﾗｽﾞﾅ=ﾎﾙｶ｣(~18791002)
1871年11月15日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾚﾅｽ･ﾌｧｰｶﾞｿﾝ副総督｣(~1872040
  6)
1871年11月15日-09:00|日本|  ||明治4年10月3日|<廃止>宗門人別帳
1871年11月16日-09:00|日本|東京都文京区|明治4年10月4日|湯島大成殿を博物局展覧場にする(東京国立博物館
  ･国立科学博物館の前身)
1871年11月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<設立>全米ﾗｲﾌﾙ協会
1871年11月17日-09:00|日本|香川県|明治4年10月5日|<編入>丸亀県､倉敷県内の数村･島を編入
1871年11月20日-09:00|日本|  ||明治4年10月8日|太政官布告:旧来ﾉ由緒ｦ以ﾃ郷士百姓町人等ﾉ地子免除ｦ廃ｽ
1871年11月20日-09:00|日本|福島県いわき市|明治4年10月8日|<死去>安藤信正(53歳､文政2(1819)年11月25日生
  )元陸奥磐城平藩主､寺社奉行･若年寄･老中(公武合体論者)
1871年11月21日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国国家大統領代行｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾔｺﾌﾞｽ･ｴﾗｽﾑｽ(~18720701)
1871年11月21日-09:00|日本|高知県|明治4年10月9日|岩崎弥太郎､土佐開成商社を設立
1871年11月22日-09:00|日本|京都府京都市下京区|明治4年10月10日|｢京都博覧会｣開催(~11月11日)[会場]西本
  願寺大書院[主催]京都博覧会社(三井八郎右衛門,小野善助,熊谷直孝)[入場者]11,455人/日本最初の博覧会
1871年11月24日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治4年10月12日|ｸﾛｽﾋﾞｰ､横浜にﾐｯｼｮﾝﾎｰﾑを設立
1871年11月24日-09:00|日本|鳥取県|明治4年10月12日|鳥取県日野郡多里村ほか村々で一揆
1871年11月25日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌｭﾙｽﾄ･ｱｳｱｰｽﾍﾟﾙｸﾞ｣(~18790215)
1871年11月25日-09:00|日本|兵庫県|明治4年10月13日|<播但一揆>旧生野藩領で住民5000人が穢多解放･地租改
  正に反対し暴動(~16日)
1871年11月26日-09:00|日本|  ||明治4年10月14日|<死去>黒駒勝蔵(40歳)侠客､尊王攘夷派志士.明治政府に捕
  縛され､処刑された
1871年11月26日-09:00|日本|  ||明治4年10月14日|太政官布告:六十六部(廻国修行)ｦ禁止
1871年11月27日-09:00|日本|  ||明治4年10月15日|三井組が大蔵省兌換証券(拾円･五円･壱円の3種)発行
1871年11月27日-09:00|日本|東京都台東区|明治4年10月15日|鎮火神社を創建､祭神を秋葉大権現と勘違いし地
  名が秋葉原に
1871年11月30日-09:00|日本|  ||明治4年10月18日|従来の養老扶持を改め､米寿の祝いを下賜
1871年11月30日-09:00|日本|鹿児島県肝属郡南大隅町|明治4年10月18日|佐多岬燈台(鹿児島県肝属郡南大隅町)
  竣工
1871年12月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾀｽﾏﾆｱのﾋﾞｼｮﾌ山で世界でも有数のｽｽﾞ鉱が発見される/ｵｰｽﾄﾗﾘｱは世界の主要な
  ｽｽﾞ産地となる
1871年12月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｰﾘ･ｶﾞﾙﾜｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼｬｰ｣(~18870206没)
1871年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼｬﾙﾙ･ｶﾐｰﾕ･ｻﾝ=ｻｰﾝｽ《英雄的行進曲変ﾎ長調》
1871年12月 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ﾁﾝﾎﾞﾗｿの中部高地地方でFernando Daquilemaが反乱を起こす
1871年12月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ海軍ｱﾒﾘｶ海軍ｸﾙｰｻﾞｰ｢ﾁｬﾀﾇｰｶﾞ｣(3043t)ﾘｰｸﾞ･ｱｲﾗﾝﾄﾞにてﾄﾞｯｸ内で流氷と衝突
  し沈没(⇒1872.1,売却)
1871年12月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||帝国金貨の鋳造に関する法律制定/標準鋳貨として｢帝国金貨｣通用､金1ﾎﾟﾝﾄﾞ
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  当たり139.5個の金貨製造/金貨の10分の1が帝国の計算単位となるﾏﾙｸ/1ﾏﾙｸの100ﾍﾟﾆﾋへの細分化
1871年12月4日-09:00|日本|  ||明治4年10月22日|<死去>壬生水石(82歳)画家､篆刻家
1871年12月4日-09:00|日本|東京都|明治4年10月22日|<死去>6代市川團蔵(72歳)歌舞伎役者
1871年12月5日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|明治4年10月23日|横須賀造船所が工部省の管轄にかわる
1871年12月6日-09:00|日本|  ||明治4年10月24日|東京･長崎間に電信が架設
1871年12月6日-09:00|日本|大分銀行|明治4年10月24日|<設立>(株)天保義社[大分]
1871年12月6日-09:00|日本|東京都|明治4年10月24日|<死去>剣術家(神道無念流)｢斉藤弥九郎｣74歳
1871年12月7日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ内閣長官｢ﾃｳ･ﾄﾞ･ﾏｲﾗﾝﾄ伯爵ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ｣(3回目~18740821)
1871年12月7日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾎｾ･ﾎﾙﾍ･ﾛｱｲｻﾞ･ｺｼｵ｣(1回目~18720722
  )
1871年12月8日-09:00|日本|東京都千代田区|明治4年10月26日|東京九段でﾌﾗﾝｽの｢ｽﾘｴｻｰｶｽ｣による日本初のｻｰｶｽ
  興業
1871年12月10日-09:00|日本|  ||明治4年10月28日|府県官制を制定｡府知事･県知事が定められる
1871年12月10日-09:00|日本|  ||明治4年10月28日|普化宗･虚無僧特権が廃止され､尺八も一般化
1871年12月10日-09:00|日本|群馬県|明治4年10月28日|<合併>安中県,伊勢崎県,小幡県,高崎県,七日市県,沼田
  県,前橋県,岩鼻県を合併､佐野県[勢多郡･緑野郡]､岩槻県[那波郡･勢多郡]､松嶺県勢多郡､泉県勢多郡､淀県勢
  多郡の各飛地領が編入→群馬県(第1次)(群馬郡高崎町に県庁を設置､上野国のうち利根郡･吾妻郡･勢多郡･群
  馬郡･碓氷郡･那波郡･甘楽郡･佐位郡･片岡郡･多胡郡･緑野郡を管轄､一時的に新田郡･山田郡の前橋県の管轄地
  域も管轄)
1871年12月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾎｱｷﾝ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾏｾﾄﾞ･ｴ･ｸｰﾄ｣(~18750510)
1871年12月12日-09:00|日本|  ||明治4年11月|賤民の裸体御禁止
1871年12月12日-09:00|日本|愛知県|明治4年11月|<発行>愛知県初の新聞｢名古屋新聞｣
1871年12月12日-09:00|日本|秋田県|明治4年11月|<返還>秋田藩､運輸船｢立象丸｣⇒日本政府
1871年12月12日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治4年11月|横浜市､市内にはじめて板囲いの共同便所を設置
1871年12月12日-09:00|日本|高知県|明治4年11月|<移籍>土佐藩｢紅葉ﾉ賀｣(1866年,New York & Philadelphia S
  . S. Co.,｢U.S. Nautilus｣Jeremiah Simonson & Co.,New York建造進水→1868年､Russell & Co.,Shanghaiに
  売却→1868年､Alt Co.,Japanに売却→1870年､土佐藩(高知)に売却､｢紅葉ﾉ賀｣と改名)⇒九十九商会(大阪)
1871年12月12日-09:00|日本|高知県|明治4年11月|<移籍>土佐藩｢鶴｣⇒九十九商会(大阪)｢千年丸｣と改名
1871年12月13日-09:00|日本|  ||明治4年11月2日|県知事を県令とし,参事を府県に置く
1871年12月13日-09:00|日本|青森県|明治4年11月2日|<編入>江刺県の一部を編入→青森県(陸奥国一円､松前[渡
  島国のうち福島郡･津軽郡･檜山郡･爾志郡]を管轄)
1871年12月13日-09:00|日本|秋田県|明治4年11月2日|<合併>秋田県､岩崎県､本荘県､矢島県､亀田県､江刺県鹿角
  郡が合併→秋田県(陸中国のうち鹿角郡､羽後国のうち平鹿郡･雄勝郡･仙北郡･由利郡･川辺郡･秋田郡･山本郡
  を管轄)
1871年12月13日-09:00|日本|岩手県|明治4年11月2日|<合併>一関県､胆沢県､登米県登米郡･栗原郡･本吉郡､仙台
  県玉造郡が合併→一関県(陸前国のうち本吉郡･登米郡･栗原郡･玉造郡･気仙郡､陸中国のうち胆沢郡･江刺郡･
  磐井郡を管轄);盛岡県は陸中国のうち閉伊郡･和賀郡･稗貫郡･紫波郡･岩手郡･九戸郡を管轄
1871年12月13日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|明治4年11月2日|宇和上灘騒動おこる(翌日鎮圧)
1871年12月13日-09:00|日本|京都府|明治4年11月2日|<合併>久美浜県,福知山県,舞鶴県,峯山県,宮津県他が合
  併→豊岡県(丹後国一円､但馬国一円､丹波国のうち多紀郡･氷上郡･天田郡を管轄)
1871年12月13日-09:00|日本|兵庫県|明治4年11月2日|<合併>明石県,赤穂県,安志県,小野県,龍野県,林田県,三
  日月県,三草県,山崎県,生野県(加西郡､多可郡,神西郡,宍粟郡)が合併→姫路県(播磨国一円を管轄);出石県,
  柏原県,篠山県,村岡県,生野県(但馬国の管轄地域)他が合併→豊岡県(丹後国一円､但馬国一円､丹波国のうち
  多紀郡･氷上郡･天田郡を管轄);生野県廃止
1871年12月13日-09:00|日本|福島県|明治4年11月2日|<合併>泉県,磐城平県,棚倉県,中村県,三春県.湯長谷県が
  合併→平県(磐城国のうち宇多郡(一部)･行方郡･標葉郡･田村郡･磐城郡･石川郡･白川郡･磐前郡を管轄);二本
  松県､福島県(第1次)､白河県が合併→二本松県(磐城国のうち白河郡､岩代国のうち信夫郡･安達郡･安積郡･岩
  瀬郡･伊達郡を管轄);若松県は岩代国のうち会津郡･耶麻郡･大沼郡･河沼郡および越後国蒲原郡のうち旧会津
  藩領の区域を管轄
1871年12月13日-09:00|日本|宮城県|明治4年11月2日|<合併>仙台県､角田県､登米県が合併→仙台県(磐城国のう
  ち宇多郡(一部)･亘理郡･伊具郡･苅田郡､陸前国のうち牡鹿郡･桃生郡･遠田郡･志田郡･賀美郡･黒川郡･宮城郡･
  名取郡･柴田郡を管轄)
1871年12月13日-09:00|日本|山形県|明治4年11月2日|<改称>米沢県が改称→置賜県(羽前国のうち置賜郡(一部)
  を管轄)
1871年12月13日-09:00|日本|山形県|明治4年11月2日|<合併>山形県､上山県､新庄県､松嶺県村山郡､酒田出張所
  村上･置賜郡が合併→山形県(羽前国のうち村山郡･置賜郡(一部)･最上郡を管轄);松嶺県田川･飽海郡､大泉県､
  山形県酒田出張所が合併→酒田県(羽前国のうち田川郡､羽後国のうち飽海郡を管轄)
1871年12月14日-09:00|日本|  ||明治4年11月2日|太政官布告:盲人ﾉ官職ｦ廃ｼ針治按摩等ﾉ家業随意ﾀﾗｼﾑ
1871年12月16日-09:00|日本|島根県|明治4年11月5日|<合併>広瀬県､松江県､母里県→島根県
1871年12月16日-09:00|日本|東京都|明治4年11月5日|<編入>東京府,品川県[荏原郡85ヵ村,豊島郡のうち26ヵ村
  ,多摩郡のうち55ヵ村]を編入
1871年12月17日-09:00|日本|佐賀県|明治4年11月6日|伊万里県管下の高島､蔭の尾島､伊王島､神の島､大山､出津
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  ､黒崎の村々のｷﾘｼﾀﾝ67人が捕縛→12/19投獄
1871年12月18日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ軍ｽﾛﾍﾞﾆｱ地方長官｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｱｳｱｰｽﾍﾟﾙｸﾞ｣(~187207
  03)
1871年12月18日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ共和国大統領代行｢ｻﾙﾊﾞﾄﾞｰﾙ･ｼﾙﾍﾞｽﾄﾙ･ﾃﾞﾙ･ﾛｻﾘｵﾎﾍﾞﾗﾉｽ･ｸﾞｱ
  ﾈｽ｣(~18741125)
1871年12月19日-08:00|台湾/日本|  ||明治4年11月8日|<宮古島島民遭難事件>琉球王国の首里王府に年貢を納
  めて帰途についた宮古､八重山の船4隻のうち､宮古船の1隻が台湾近海で遭難し､台湾東南海岸に漂着した69人
  のうち3人が溺死(1名は高齢のため脱落説あり)､台湾山中をさまよった生存者のうち54名が台湾原住民によっ
  て殺害された(8日)
1871年12月20日-09:00|日本|  ||明治4年11月9日|兵部省所管｢大坂丸｣護送船に定める
1871年12月20日-09:00|日本|兵庫県|明治4年11月9日|<改称>姫路県改称→飾磨県
1871年12月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Praxedes Mateo Sagasta[立憲党](~187205
  26)
1871年12月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｴﾚﾝﾎﾞﾛｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾛｳ｣廃絶
1871年12月22日-09:00|日本|東京都千代田区|明治4年11月11日|九段坂上招魂社前に燈台御建立成りて､今夜よ
  り燈火を点ぜらる
1871年12月23日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ･ｸﾁｬﾝ地震(M7.2)死者2千人
1871年12月23日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ/ﾖｰﾛｯﾊﾟ|  ||明治4年11月12日|岩倉使節団/岩倉具視を特命全権大使ととする
  外交使節団がｱﾒﾘｶとﾖｰﾛｯﾊﾟ歴訪の船旅に出発/木戸孝允､大久保利通､伊藤博文､山口尚芳ら46名/その他初の女
  子留学生津田梅子､永井繁子ら5人の少女など/～1873年
1871年12月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｫﾙﾄｩﾆｰﾉ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ《歌劇｢ｱｲｰﾀﾞ｣》ｶｲﾛのｵﾍﾟﾗﾊｳｽ
1871年12月25日-09:00|日本|  ||明治4年11月14日|兵部省所管｢東京丸｣護送船(准四等船)と定められる
1871年12月25日-09:00|日本|茨城県|明治4年11月14日|<合併>笠間県,宍戸県,下館県,下妻県,松岡県,水戸県が
  合併,豊岡県管轄の常陸国真壁郡､淀県管轄の常陸国真壁郡の飛地領を編入→茨城県(常陸国のうち多賀郡･久
  慈郡･那賀郡･茨城郡･真壁郡､河内国古市郡･石川郡の飛地領を管轄);麻生県､石岡県､土浦県､志筑県､牛久県､
  若森県､松川県､龍崎県､宮谷県常陸国(河内郡･行方郡･鹿島郡)と他下総国3県を統合､群馬県管轄の常陸国河内
  郡･筑波郡の飛地領を編入→新治県(県庁は新治郡土浦町の土浦城本丸御殿に設置､常陸国のうち新治郡･筑波
  郡･河内郡･信太郡･行方郡･鹿島郡を管轄)
1871年12月25日-09:00|日本|大分県|明治4年11月14日|<合併>臼杵県,岡県,杵築県,佐伯県,日出県,日田県,府内
  県,森県が合併､熊本県のうち豊後国[大分郡のうち53村,海部郡のうち39村,直入郡のうち6村]を移管→大分県
  (豊後国一円を管轄)
1871年12月25日-09:00|日本|鹿児島県|明治4年11月14日|鹿児島県は大隅国のうち熊毛郡･馭謨郡､薩摩国一円､
  ほか琉球国を管轄
1871年12月25日-09:00|日本|神奈川県|明治4年11月14日|<合併>六浦県(相模川以東),額田県管轄の相模国高座
  郡の飛地領を編入､入間県(伊奈村･留原村･山田村･小中野村･小和田村･館谷村･高尾村･五日市村,本宿村･府中
  宿･是政村･常久村･上染屋村･下染屋村･押立村･中河原村･四ﾂ谷村･小田分村･人見村･車返村,中藤村･横田村･
  岸村･三ﾂ木村)､旧前橋県(養沢村)､旧龍ヶ崎県(乙津村)､旧西端県(入野村･深沢村･戸倉村･横沢村･三内村･網
  代村)を移管→神奈川県(相模国のうち三浦郡･鎌倉郡･高座郡､武蔵国のうち橘樹郡･久良岐郡･都筑郡を管轄);
  荻野山中県,小田原県､六浦県(相模川以西),韮山県伊豆国一円[田方郡70村･君沢郡70村･賀茂郡129村･那賀郡1
  8村･伊豆諸島]が合併,額田県管轄の伊豆国田方郡･加茂郡の飛地領を編入→足柄県(相模国のうち足柄上郡･足
  柄下郡･愛甲郡･淘綾郡･津久井郡､伊豆国一円を管轄)
1871年12月25日-09:00|日本|熊本県|明治4年11月14日|<合併>長崎県天草郡91村､人吉県､熊本県[旧高瀬藩･宇土
  藩]が合併→八代県(肥後国のうち下益城郡･宇土郡･球磨郡･葦北郡･八代郡･天草郡を管轄);熊本県は肥後国の
  うち玉名郡･山鹿郡･菊池郡･山本郡･阿蘇郡･託摩郡･飽田郡･合志郡･上益城郡を管轄
1871年12月25日-09:00|日本|群馬県|明治4年11月14日|<合併>館林県が栃木県に合併
1871年12月25日-09:00|日本|埼玉県|明治4年11月14日|<合併>浦和県･岩槻県･忍県を合併､群馬県管轄の武蔵国
  埼玉郡､泉県管轄の武蔵国埼玉郡の飛地領を編入→埼玉県(武蔵国のうち埼玉郡･葛飾郡(一部)･足立郡(一部)
  を管轄,伊勢国員弁郡･朝明郡･三重郡の飛地領も当面の間は管轄);川越県･品川県(新座郡･入間郡)･韮山県武
  蔵国[入間郡のうち108村･高麗郡のうち91村･比企郡のうち82村]を統合､群馬県管轄の武蔵国入間郡･高麗郡･
  秩父郡･大里郡･比企郡･榛沢郡･那賀郡･児玉郡･多摩郡､賀美郡･幡羅郡､新座郡､額田県管轄の武蔵国多摩郡､榛
  沢郡の飛地領を編入→入間県(県庁は引き続き入間郡川越町の川越城本丸御殿に設置､武蔵国のうち横見郡･入
  間郡･秩父郡･男衾郡･大里郡･榛沢郡･賀美郡･幡羅郡･比企郡･新座郡･那賀郡･児玉郡･高麗郡･多摩郡(一部)､元
  川越県管轄の近江国甲賀郡･蒲生郡･野洲郡･高島郡の飛地領も当面の間は管轄)
1871年12月25日-09:00|日本|佐賀県|明治4年11月14日|<合併>小城県,鹿島県,唐津県,蓮池県が合併→伊万里県(
  肥前国のうち松浦郡(一部)･藤津郡･杵島郡･佐賀郡･神崎郡･三根郡･養父郡･基肄郡､対馬国一円を管轄)
1871年12月25日-09:00|日本|千葉県|明治4年11月14日|<合併>佐倉県､古河県､関宿県､結城県､生実県､曾我野県､
  葛飾県の7県が合併､豊岡県の下総国猿島郡､淀県の下総国相馬郡･印旛郡･埴生郡のうちの各飛地領を編入→印
  旛県(下総国のうち結城郡･猿島郡･葛飾郡･相馬郡･岡田郡･豊田郡･千葉郡･埴生郡･印旛郡､元古河県管轄の美
  作国久米南条郡､摂津国島下郡･兎原郡･西成郡･住吉郡の飛地領も当面の間は管轄);多古県､小見川県､高岡県
  と他常陸国8県が統合､群馬県管轄の下総国香取郡･海上郡､額田県管轄の下総国香取郡･匝瑳郡､淀県管轄の下
  総国香取郡､津県管轄の下総国香取郡の飛地領を編入→新治県(下総国のうち香取郡･匝瑳郡･海上郡を管轄)
1871年12月25日-09:00|日本|千葉県|明治4年11月14日|<合併>飯野県,一宮県,大多喜県,加知山県,菊間県,久留
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  里県,小久保県,桜井県,佐貫県,館山県,鶴舞県,鶴牧県,長尾県,花房県,松尾県が合併､額田県管轄の上総国武
  射郡･望陀郡､吉見県管轄の上総国望陀郡の飛地領を編入→木更津県(群馬県管轄の上野国邑楽郡･新田郡･山田
  郡､下野国安蘇郡･足利郡､秋田県管轄の下野国那賀郡､額田県管轄の上野国邑楽郡･新田郡､下野国安蘇郡､彦根
  県管轄の下野国安蘇郡､高富県管轄の下野国足利郡､丹南県管轄の下野国足利郡の飛地領も編入;安房国一円､
  上総国一円を管轄､元鶴牧県管轄の丹波国船井郡､元加知山県管轄の越前国敦賀郡の飛地領も当面の間は管轄)
1871年12月25日-09:00|日本|東京都|明治4年11月14日|<合併>品川県,小菅県,東京府(第1次)を合併､彦根県管轄
  の武蔵国荏原郡･多摩郡の飛地領を編入→改めて東京府(第2次)発足(武蔵国のうち荏原郡･豊島郡･多摩郡(一
  部)･足立郡(一部)･葛飾郡(一部)を管轄)
1871年12月25日-09:00|日本|栃木県|明治4年11月14日|<合併>足利県,佐野県,壬生県,日光県[都賀郡･安蘇郡･足
  利郡],吹上県が合併→栃木県､館林県も併合(下野国のうち足利郡･簗田郡･寒川郡･安蘇郡･都賀郡､上野国のう
  ち邑楽郡･新田郡･山田郡を管轄,河内国八上郡･丹南郡･丹北郡､大和国葛下郡､近江国滋賀郡､伊勢国三重郡･河
  曲郡･多芸郡の飛地領も当面の間は管轄);宇都宮県,大田原県,烏山県,黒羽県,茂木県,日光県[那須郡･塩谷郡･
  芳賀郡･河内郡]が合併､秋田県管轄の下野国河内郡の飛地領を編入→宇都宮県(県庁は河内郡宇都宮の梅が丘
  に設置､下野国のうち芳賀郡･塩谷郡･那須郡･河内郡)
1871年12月25日-09:00|日本|長崎県|明治4年11月14日|<合併>長崎県,大村県,島原県,平戸県,福江県が合併→長
  崎県(肥前国のうち彼杵郡･高来郡･松浦郡(一部)､壱岐国一円を管轄)
1871年12月25日-09:00|日本|長崎大学|明治4年11月14日|<改称>長崎県病院医学校(文部省の所管となる)⇒長崎
  県病院･長崎医学校
1871年12月25日-09:00|日本|福岡県|明治4年11月14日|<合併>中津県､千束県､豊津県が合併､日田県豊前国[企救
  郡110村,宇佐郡のうち64村]を移管→小倉県(豊前国一円を管轄);秋月県､福岡県が合併→福岡県(筑前国一円
  を管轄);久留米県,三池県,柳川県が合併→三瀦県(筑後国一円を管轄)
1871年12月25日-09:00|日本|福島県|明治4年11月14日|<改称>二本松県→福島県(第2次)
1871年12月25日-09:00|日本|宮崎県|明治4年11月14日|<合併>佐土原県･高鍋県･延岡県が合併,日田県日向国[臼
  杵郡5村,児湯郡24村,那珂郡15村,宮崎郡2村,諸県郡4村]･人吉県臼杵郡椎葉地方4村を移管→美々津県(県庁は
  児湯郡美々津町に設置､日向国のうち那珂郡(一部)･宮崎郡(一部)･諸県郡(一部)･児湯郡･臼杵郡を管轄);飫肥
  県,高鍋県那珂郡のうち18村､延岡県宮崎郡のうち12村が合併,鹿児島県の日向と大隅のうち本土部分を分離移
  管→都城県(県庁は諸県郡都城にある都城領主館跡に設置,日向国のうち那珂郡(一部)･宮崎郡(一部)･諸県郡(
  一部)､大隅国のうち菱刈郡･桑原郡･姶良郡･囎唹郡･肝属郡･大隅郡を管轄)
1871年12月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<開通>ｲﾀﾘｱ･ﾌﾗﾝｽ国境のｱﾙﾌﾟｽ山脈を貫く初のﾄﾝﾈﾙ｢ﾌﾚｼﾞｭｽ鉄道ﾄﾝﾈﾙ｣
1871年12月26日-09:00|日本|愛知県|明治4年11月15日|<合併>岡崎県,刈谷県,挙母県,重原県,田原県,豊橋県,西
  尾県,西大平県,西端県,半原県が合併､伊那県の旧三河県域を編入→額田県(三河国一円､尾張国のうち知多郡
  を管轄､美作国久米北条郡､相摸国高座郡､上総国武射郡､下総国匝瑳郡･香取郡､伊豆国田方郡･加茂郡､上野国
  新田郡･邑楽郡､下野国安蘇郡､武蔵国多摩郡､越前国丹生郡･南条郡･阪井郡､安房国平郡､武蔵国榛沢郡､摂津国
  豊島郡･川辺郡･能勢郡･有馬郡､上野国新田郡､丹波国何鹿郡､近江国浅井郡･伊香郡･高島郡､上総国望陀郡の飛
  地領も当面の間は管轄)
1871年12月26日-09:00|日本|愛媛県|明治4年11月15日|<合併>今治県,小松県,西条県が合併､倉敷県の伊予国域
  を編入→松山県(伊予国のうち宇摩郡･野間郡･新居郡･周布郡･桑村郡･越智郡･風早郡･和気郡･温泉郡･伊予郡
  を管轄);大洲県,新谷県,吉田県が合併→宇和島県(伊予国のうち宇和郡･喜多郡･浮穴郡･久米郡を管轄)
1871年12月26日-09:00|日本|岡山県|明治4年11月15日|<合併>備中国鴨方県､生坂県､庭瀬県､足守県､浅尾県､岡
  田県､高梁県､成羽県､新見県､倉敷県及び備後国1県が合併→深津県(備中国一円､摂津国豊島郡･八部郡､河内国
  高安郡･大県郡､美濃国池田郡の飛地領も当面の間は管轄);津山県､鶴田県､真島県が統合､豊岡県美作国を編入
  →北条県(県庁は西北条郡山下の津山城内に設置､印旛県美作国久米南条郡の飛地領を北条県に移管､美作国一
  円を管轄､讃岐国小豆島の飛地領も当面の間は管轄);岡山県は備前国一円を管轄
1871年12月26日-09:00|日本|香川県|明治4年11月15日|<合併>高松県､丸亀県が合併→(第1次)香川県(讃岐国一
  円を管轄)
1871年12月26日-09:00|日本|高知県|明治4年11月15日|<発足>高知県は土佐国一円を管轄
1871年12月26日-09:00|日本|静岡県|明治4年11月15日|<改称>堀江県,静岡県のうち遠江国を合併→浜松県(県庁
  は敷知郡浜松に設置,遠江国一円を管轄);静岡県は駿河国一円を管轄
1871年12月26日-09:00|日本|島根県|明治4年11月15日|<合併>広瀬県,松江県,母里県が合併､浜田県から隠岐を
  編入→島根県(出雲国一円､隠岐国一円を管轄)
1871年12月26日-09:00|日本|徳島県|明治4年11月15日|<改称>徳島県(第1次)改称,兵庫県より淡路国の一部を編
  入→名東県(阿波国一円､淡路国一円を管轄)
1871年12月26日-09:00|日本|鳥取県|明治4年11月15日|<発足>鳥取県は因幡国一円､伯耆国一円を管轄
1871年12月26日-09:00|日本|兵庫県|明治4年11月15日|<移転>兵庫県､淡路島の県域を名東県へ移管;(第1次)鳥
  取県播磨国域3郡(旧福本藩領)を飾磨県へ移管
1871年12月26日-09:00|日本|広島県|明治4年11月15日|<合併>倉敷県備後国甲奴郡を編入→広島県(安芸国一円､
  備後国のうち御調郡･世羅郡･三谿郡･三上郡･奴可郡･甲怒郡･三次郡･恵蘇郡を管轄);備中国10県､備後国福山
  県を編入→深津県(備後国のうち沼隈郡･深津郡･安那郡･品治郡･蘆田郡･神石郡を管轄)
1871年12月26日-09:00|日本|山口県|明治4年11月15日|<合併>岩国県,清末県,豊浦県が合併→山口県(周防国一
  円､長門国一円を管轄);浜田県は石見国一円を管轄
1871年12月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂにて印刷の新紙幣発行
1871年12月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ人ｱﾝﾄﾆｵ･ﾒﾝﾁｪｨ､電話機を発明し特許をとる(ｸﾞﾗﾊﾑ･ﾍﾞﾙの発明より5年前
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  のこと)
1871年12月28日-09:00|日本|東京都|明治4年11月17日|<編入>東京府,浦和県豊島郡中29村を編入
1871年12月31日-09:00|日本|愛知県|明治4年11月20日|<開校>名古屋県｢英語学校｣
1871年12月31日-09:00|日本|愛知県|明治4年11月20日|<編入>伊那県のうち足助庁が管轄する三河国内の地域を
  編入→額田県(三河国一円,尾張国知多郡を管轄)
1871年12月31日-09:00|日本|石川県|明治4年11月20日|<分離編入>大聖寺県を編入→金沢県(加賀国一円を管轄)
  ;金沢県域の越中国射水郡を編入→七尾県(能登国一円､越中国のうち射水郡を管轄)
1871年12月31日-09:00|日本|大阪府|明治4年11月20日|<合併>麻田県,高槻県,兵庫県[島上･島下･豊島･能勢4郡]
  を編入,印旛県摂津国島下郡･西成郡･住吉郡の飛地領を移管→大坂府(摂津国[島上郡･島下郡･豊島郡･能勢郡･
  西成郡･東成郡･住吉郡]を管轄､丹波国桑田郡の飛地領も当面の間は管轄)
1871年12月31日-09:00|日本|岐阜県|明治4年11月20日|<合併>高山県は筑摩県へ編入
1871年12月31日-09:00|日本|東京都中央区|明治4年11月20日|<休業>築地ﾎﾃﾙ館(築地船板町;1872年2月22日[明
  治5年1月14日]<売却>⇒海軍⇒1872年4月3日[明治5年2月26日]銀座大火で類焼)
1871年12月31日-09:00|日本|富山県|明治4年11月20日|<改称>(第1次)富山県を改称→新川県(越中国のうち礪波
  郡･新川郡･婦負郡を管轄)
1871年12月31日-09:00|日本|長野県|明治4年11月20日|<合併>飯山県,岩村田県,上田県,小諸県,須坂県,松代県､
  椎谷県の信濃国部分を合併→長野県(信濃国のうち埴科郡･高井郡･水内郡･佐久郡･更科郡･小県郡を管轄);高
  山県,伊那県,飯田県,高島県,高遠県,松本県､名古屋県の信濃部分を合併→筑摩県(飛騨国一円､信濃国のうち
  筑摩郡･伊那郡･諏訪郡･安曇郡を管轄)
1871年12月31日-09:00|日本|新潟県|明治4年11月20日|<改称>(第2次)佐渡県を改称→相川県(佐渡国一円を管轄
  )
1871年12月31日-09:00|日本|新潟県|明治4年11月20日|<合併>黒川県,新発田県,三日市県,峯岡県,村上県,村松
  県を合併→(第2次)新潟県(越後国のうち蒲原郡･岩船郡を管轄);清崎県,椎谷県,高田県,与板県を合併→(第2
  次)柏崎県(越後国のうち頸城郡･古志郡･魚沼郡･苅羽郡･三島郡を管轄)
1871年12月31日-09:00|日本|兵庫県|明治4年11月20日|<編入>尼崎県,三田県,名東県津名郡を編入､印旛県摂津
  国菟原郡の飛地領を移管→兵庫県(摂津国のうち八部郡･兎原郡･武庫郡･川辺郡･有馬郡を管轄､淡路国津名郡
  の飛地領も管轄)
1871年12月31日-09:00|日本|福井県|明治4年11月20日|<合併>大野県,勝山県､丸岡県､本保県が合併→(第1次)福
  井県(越前国のうち足羽郡･吉田郡･丹生郡･阪井郡･大野郡を管轄);鯖江県,小浜県が合併→敦賀県(若狭国一円
  ､越前国のうち今立郡･南条郡･敦賀郡を管轄)
1871年12月31日-09:00|日本|山梨県|明治4年11月20日|<改称>甲府県を改称→山梨県(甲斐国一円を管轄)
1872年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｪﾚﾌﾞ統治者(ﾔﾝ･ﾃﾞｨ-ﾍﾟﾙﾄｩｱﾝ･ﾑﾀﾞ･ｼﾞｪﾚﾌﾞ)｢ﾃﾝｸ･ｼﾞｬﾔ･ﾋﾞﾝ･ｻﾌﾞﾝ｣
1872年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾚﾌﾞ統治者(ﾔﾝ･ﾃﾞｨ-ﾍﾟﾙﾄｩｱﾝ･ﾑﾀﾞ･ｼﾞｪﾚﾌﾞ)｢ﾃﾝｸ･ｴﾃｯﾄ･ﾋﾞﾝ･ｼﾞｬﾔ｣(~1875年没)
1872年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾀﾝﾋﾟﾝ統治者｢ｻｲｰﾄﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾊﾐﾄﾞ･ｲﾌﾞﾆ･ｻｲｰﾄﾞ･ｼｬｰﾊﾞﾝ･ｱﾙ･ｶﾄﾞﾘ｣(~1894年没)
1872年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>英領ｲﾝﾄﾞ保護領ﾌﾞｰﾀﾝ主席大臣｢ｷﾂｪｯﾌﾟﾄﾞﾙｼﾞﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(~1873年)
1872年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾗﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾜﾆｰ･ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1889年9月没)
1872年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾗｵﾝ国統治者(ｼｮｰﾍﾞ)｢ﾁｬﾄｩﾙﾌﾞｼﾞ｣(~1895年没)
1872年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾊﾄ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ﾏﾌﾑ･ｼﾝ｣(~1908年没)
1872年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｰｼﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ･ﾜｼ･ｶｰﾝ｣(~1880年10月)
1872年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾑﾄﾞｩﾙｸﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾖｰｸﾞﾗｵ2世ﾊﾞﾌﾟ･ｻﾍﾌﾞ･ﾊﾞｰﾍﾞ｣(~1878年)
1872年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾙｶﾞｼ国統治者(ﾗｵ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ)｢ｹｯﾄ･ｼﾝ｣(~1902年没)
1872年-04:00|UAE|  |||<死去>ｱｼﾞｭﾏｰﾝ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Humayd ibn Rashid2世 Al Nuaimi｣
1872年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾄﾛ王国国王｢Kyebambe1世 Nyaika｣
1872年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾃﾞﾝ理事官｢ｼﾞｮﾝ･ｳｨﾘｱﾑ･Schneider｣(~1878年)
1872年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ｼﾞｬﾊﾞﾙ･ｼｬﾝﾏﾙ首長｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ･ｱﾙ･ﾗｼｯﾄﾞ｣(~18971128)
1872年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｲﾏ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｶﾌﾞｸﾞﾃ｣
1872年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｶﾞﾌﾞﾗ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｷﾀﾐﾘｹ2世ﾑﾃｨﾌﾞﾜ｣(~1894年)
1872年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｸｧﾝｶﾞ･ｷｷ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾑｳｫﾝﾜ･ﾑｽﾎﾞ｣
1872年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾅｰｺﾞ｣(~1897年)
1872年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾄﾛ王国国王｢Olimi2世 Mukabirere｣(~1875年)⇒｢Kyebambe2世 Mukarusa｣
1872年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢Muhsin ibn Ahmad｣(~1876年)
1872年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||ﾑﾌﾞﾃﾞはﾊﾞﾝﾊﾞｵに従属(~1873年)
1872年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ大宰相｢ﾎﾞｺﾞｽ･ﾇﾊﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾀｳﾌｨｰｸ･ﾊﾟｼｬ王子
  ｣(~18780828)
1872年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ｶｾﾞﾝﾍﾞ統治者(ﾑﾜﾀ･ｶｾﾞﾝﾍﾞ)｢ｶｾﾞﾝﾍﾞ9世ﾙｸｳｪｻ･ﾑﾊﾟﾝｶﾞ･ﾏﾎﾞﾃ｣(1回目~1883年)
1872年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾙｲ｣
1872年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｲﾚｼｬ統治者｢ｳｪﾈ･ｱｸﾞﾋﾞﾔﾙ2世ｲﾗﾝｺﾞﾋﾞ｣(~1898年)
1872年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督(北ｱﾌﾘｶ総司令部総督)｢Carlos Saenz y Delcourt｣(~1873年)
1872年-01:00|中央ｱﾌﾘｶ|  |||<即位>ｾﾐｵ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｾﾞﾐｵ｣建国(~19121012没)
1872年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｸﾊﾟｶ統治者｢ｼﾞｬﾔ｣
1872年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｺｺｯｼ統治者(ｿｰﾏ)｢ﾏﾙﾊﾞ｣(~1875年)
1872年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾃﾑﾈ王国摂政｢ｱﾘﾏﾆ･ﾗﾊｲ･ﾌﾞﾝﾄﾞｩ｣
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1872年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾋﾞｴｹｽ島知事｢Cayetano Bola y Carbonell｣(~1873年)
1872年 05:00|ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島評議会議長｢Daniel Thomas Smith｣(~18731231)
1872年1月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾁｬｰﾀｰｽﾞ･ﾀﾜｰｽﾞで金の発見
1872年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Mustafa Sureyya Pasha｣(2期目~6月)
1872年1月1日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島主任判事｢William Quintal｣(2期目~18731231)
1872年1月1日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･Loudon｣(~18750326)
1872年1月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾗｽﾗ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾗｲｼﾞﾝｸﾞｼﾞ･ｼﾞｼﾞﾊﾞｲ｣(~1905年)
1872年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ｴﾐｰﾙ･ｳｪﾙﾃｨ｣Lib(2期目~12.31)
1872年1月1日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ|  |||<就任>ﾘﾍﾞﾘｱ共和国大統領｢ｼﾞｮｾﾌ･ｼﾞｪﾝｷﾝｽ･ﾛﾊﾞｰﾂ｣(2回目~18760103)
1872年1月1日-09:00|日本|  ||明治4年11月21日|<死去>森一鳳(74歳)絵師
1872年1月1日-09:00|日本/ﾛｼｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  ||明治4年11月21日|ﾃﾞﾝﾏｰｸの大北(ｸﾞﾚｰﾄ･ﾉｰｻﾞﾝ)電信会社が長崎～ｳﾗｼ
  ﾞｵｽﾄｯｸの通信を開始
1872年1月1日-09:00|日本|東京都|明治4年11月21日|<廃止>触頭制度
1872年1月2日-09:00|日本|  ||明治4年11月22日|太政官布告:宮内省中内豎ｦ置ｸ
1872年1月2日-09:00|日本|  ||明治4年11月22日|長崎東浜町326番地に永見松田商社が開業｡資本金5万円/為替､
  貸金を業務とし西日本の近代的金融機関の先駆となる
1872年1月2日-09:00|日本|愛知県|明治4年11月22日|<合併>犬山県を合併→名古屋県(尾張国のうち春日井郡･愛
  知郡･葉栗郡･海東郡･海西郡･丹羽郡･中島郡を管轄,信濃国伊那郡の飛地領も当面の間は管轄)
1872年1月2日-09:00|日本|大阪府|明治4年11月22日|<合併>堺県､岸和田県,丹南県,伯太県,吉見県が合併,若松
  県和泉国南郡の飛地領を編入→堺県(河内国一円､和泉国一円を管轄)
1872年1月2日-09:00|日本|岐阜県|明治4年11月22日|<合併>笠松県,今尾県,岩村県,大垣県,加納県,郡上県,高富
  県,苗木県,野村県が合併→岐阜県(美濃国一円を管轄,越前国南条郡･丹生郡･大野郡の飛地領も当面の間は管
  轄)
1872年1月2日-09:00|日本|京都府|明治4年11月22日|<合併>綾部県,亀岡県,園部県,山家県,淀県を合併→京都府
  (山城国一円､丹波国のうち船井郡･何鹿郡･桑田郡を管轄)
1872年1月2日-09:00|日本|滋賀県|明治4年11月22日|<合併>大津県､西大路県､水口県､膳所県,山上県が合併→大
  津県(近江国のうち高島郡･滋賀郡･栗田郡･野洲郡･甲賀郡･蒲生郡を管轄);朝日山県,彦根県,宮川県が合併→
  長浜県(近江国のうち神崎郡･愛知郡･犬上郡･坂田郡･浅井郡･伊香郡を管轄)
1872年1月2日-09:00|日本|東京都|明治4年11月22日|<死去>2代片岡我當(33歳/9代片岡仁左衛門)歌舞伎役者
1872年1月2日-09:00|日本|東京都墨田区|明治4年11月22日|<大相撲>明治4年11月場所[東京本所回向院](~10日
  間)幕内優勝:(東大関)境川,6勝0敗1分1預2休
1872年1月2日-09:00|日本|東京都中央区|明治4年11月22日|十四代目市川羽左衛門､市村座を村山又三郎に譲る(
  翌年村山座に)
1872年1月2日-09:00|日本|東京都港区|明治4年11月22日|工部省勧工寮,東京赤坂溜池葵町に活字局を開設し,活
  字製造場を設置,鉛活字の製造販売を開始
1872年1月2日-09:00|日本|奈良県|明治4年11月22日|<合併>五條県,櫛羅県,小泉県,郡山県,芝村県,高取県,田原
  本県,柳生県,柳本県が合併→(第2次)奈良県(大和国一円を管轄)
1872年1月2日-09:00|日本|三重県|明治4年11月22日|<合併>亀山県,神戸県,桑名県,菰野県,鳥羽県,長島県が合
  併､和歌山県紀伊国牟婁郡の一部を編入→安濃津県(伊賀国一円､伊勢国のうち安濃郡･安芸郡･鈴鹿郡･河曲郡･
  三重郡･桑名郡･員弁郡･朝明郡を管轄);伊勢国度会県､久居県､志摩国鳥羽県が合併→度会県(県庁を度会郡山
  田岩淵町箕曲に設置,志摩国一円､伊勢国のうち多気郡･度会郡･飯野郡･飯高郡･一志郡､紀伊国のうち牟婁郡の
  一部を管轄)
1872年1月2日-09:00|日本|和歌山県|明治4年11月22日|<合併>新宮県,田辺県が合併､五條県旧高野山領を編入→
  和歌山県(紀伊国のうち伊都郡･那賀郡･海部郡･有田郡･日高郡･牟婁郡の一部を管轄)
1872年1月3日-09:00|日本|神奈川県|明治4年11月23日|<編入>東京府多摩郡中32村を神奈川県へ移管
1872年1月3日-09:00|日本|東京都|明治4年11月23日|<編入>長浜県世田谷飛地(旧･彦根藩飛地領)が廃され､その
  一部を東京府に併合(残部は神奈川県に併合された)
1872年1月3日-09:00|日本|東京都|明治4年11月23日|東京府､邏卒(警察官)制度採用し取締組置く/東京府達｢取
  締組大体規則｣によってその組織､編成､職務が定められた/取締組は東京府下を6つの大区にわけ､1大区ごとに
  取締所(警察署)1か所を設けて総長(署長)1名､差添役4名.大区は16小区に分け､1小区ごとに屯所1か所を設け
  て組頭1名､組子30名(内3名が小頭)を置いた/全体で第一線の屯所96か所に組頭の下､組子の邏卒2880名が配置
  された/その勤務は隔日で､各小区ごとに当番の15名が5名づつ3交代で昼夜の別なく屯所において立ち番､見張
  りを行うほか､犯罪捜査のための密行や検索､警邏取締を行った
1872年1月4日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ総督代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾀｰﾅｰ･ｱｰｳﾞｨﾝｸﾞ｣(~3.4)
1872年1月4日-09:00|日本|千葉県成田市|明治4年11月24日|<死去>井上正和(39歳)元下総高岡藩主
1872年1月5日-09:00|日本|  ||明治4年11月25日|学校が､文部省の管轄になる
1872年1月5日-09:00|日本|長野県長野市|明治4年11月25日|<松代騒動､牛札騒動(信濃国松代藩)>更級郡山田村(
  現･千曲市)の名主の弟であった小平甚右衛は､周辺の農民に対して松代城下(現･長野市)への強訴を呼びかけ､
  一揆勢は千曲川畔に集結し､羽尾村の大黒屋宅を焼き払った
1872年1月6日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ･ｸﾁｬﾝ地震(M6.3)死者4千人
1872年1月6日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ﾃﾞｨﾐﾄﾘｵｽ･ｹﾞｵﾙｷﾞｵｳ･ｳﾞｰﾙｶﾞﾘｽ｣(6回目~7.20)
1872年1月6日-02:00|日本|長野県長野市|明治4年11月26日|<松代騒動､牛札騒動(信濃国松代藩)>朝には約3000
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  人が城下に突入.事態を重く見た知藩事の真田幸民は金10両に対して籾7俵として石代相場を相対的に引き下
  げることと､藩札の額面通用､太政官札との等価兌換を約束し､甚右衛らは一旦帰村したが､一揆は領内全域に
  波及し､酒屋､米穀商､質屋などが打ちこわしに遭った
1872年1月6日 10:00|日本|長野県長野市|明治4年11月26日|<松代騒動､牛札騒動(信濃国松代藩)>夜､惣一揆とな
  って再び城下に突入し､真田桜山大参事や高野広馬権大参事以下､藩の要人の邸宅がことごとく焼き討ちされ､
  隣接する善光寺領でも贋金を流通させた商人が打ちこわされた
1872年1月7日-09:00|日本|  ||明治4年11月27日|政府､県治条例を定め､府県奉職規則を廃止/窮民一時救助規則
  制定>新政府は全国一律の新しい"被災者救済制度"の一つをｽﾀｰﾄ､被災者に食料15日分と家屋の再建費を貸与
  するとした
1872年1月7日-09:00|日本|長野県長野市|明治4年11月27日|<松代騒動､牛札騒動(信濃国松代藩)>一揆は武装し
  た藩兵の大挙出動により鎮圧
1872年1月8日-09:00|日本|岡山県|明治4年11月28日|岡山県赤坂郡南佐古田村で一揆
1872年1月8日-09:00|日本|東京都|明治4年11月28日|<区制>東京府が大区小区制を施行､市内外を一括､6大区と
  する
1872年1月8日-09:00|日本|長野県長野市|明治4年11月28日|<松代騒動､牛札騒動(信濃国松代藩)>藩は直ちに実
  務者を更迭し､新たに河原均大参事と山寺常山権大参事を中心に藩政を進めることとし､領内を廻村させ､知藩
  事の諭達を伝えるとともに､財政の逼迫を領民に説得し､併せて嘆願事項を書面で提出させるように指示
1872年1月9日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<設立認可>ﾃﾞﾝﾏｰｸ中央銀行
1872年1月9日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||ﾊﾟﾗｸﾞｱｲとの国境条約締結.ﾌﾞﾗｼﾞﾙはｲﾀﾁﾝ地方を割譲させる
1872年1月9日-09:00|日本|東京都|明治4年11月29日|東京府,裸体での労働･通行を禁止
1872年1月9日-09:00|日本|福島県|明治4年11月29日|<改称>平県,改称→磐前県
1872年1月10日-09:00|日本|愛知県|明治4年12月|岡谷惣助､愛知七宝会社を発足
1872年1月10日-09:00|日本|愛媛県|明治4年12月|<設立>松山に会社病院回春舎(県下の私立病院のはじめ)
1872年1月10日-09:00|日本|佐賀県|明治4年12月|<移籍>佐賀藩｢延年丸｣⇒日本國郵便蒸汽船会社(東京)
1872年1月10日-09:00|日本|三重県四日市市|明治4年12月|山中忠左衛門､四日市で万古焼の焼成に成功
1872年1月11日-09:00|日本|  ||明治4年12月2日|太政官布告:水理堤防条目ｦ改定ｽ
1872年1月12日-09:00|日本/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  ||明治4年12月3日|<発効>日本とｵｰｽﾄﾘｱ=ﾊﾝｶﾞﾘｰとの日墺修好通商
  航海条約(明治2年9月14日(18691018)調印)
1872年1月12日-09:00|日本|  ||明治4年12月3日|明治政府の転覆を謀った罪で外山光輔と愛宕通旭､切腹
1872年1月12日-09:00|日本|岡山県|明治4年12月3日|<分離編入>深津県より､旧鴨方･生坂2県域を岡山県に編入
1872年1月13日-09:00|日本|東京都中央区|明治4年12月4日|河上彦斎(38歳,尊皇攘夷派の熊本藩士で幕末の四大
  人斬りの一人)日本橋小伝馬町にて処刑
1872年1月14日-09:00|日本|  ||明治4年12月5日|東京-長崎間の郵便開設
1872年1月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>10代ﾏｰ伯(ﾃﾞ･ｼﾞｭﾘ)･12代ｹﾘｰ伯｢ｳｫﾙﾀｰ･ｺﾆﾝｸﾞｽﾋﾞｰ･ｱｰｽｷﾝ｣
1872年1月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>13代ｹﾘｰ伯｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾍﾝﾘｰ･ｱｰｽｷﾝ｣(⇒18750225兼11代ﾏｰ伯~18880916死去)
1872年1月16日-09:00|日本|  ||明治4年12月7日|<解明>明治政府軍艦｢甲鉄艦｣⇒｢東艦｣
1872年1月16日-09:00|日本|  ||明治4年12月7日|<死去>鉄翁祖門(81歳)臨済宗の僧､画家
1872年1月17日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｪﾆﾝｸﾞｽ･ｹﾝﾄﾞｰﾙ｣(2
  度目~2.27)
1872年1月20日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝのｶﾋﾞﾃ弾薬庫で兵士労働者200名が反乱
1872年1月22日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地政府首相｢ﾍﾝﾘｰ･ｴｱｰｽﾞ｣(5期目~18730722)
1872年1月22日-09:00|日本|岩手県|明治4年12月13日|<改称>(第2次)一関県が改称→水沢県
1872年1月22日-09:00|日本|広島県広島市|明治4年12月13日|広島細工町より出火,鳥屋町･横町まで燃え広がり,
  焼失家屋細工町32戸,鳥屋町15戸,横町17戸
1872年1月23日-09:00|日本|  ||明治4年12月14日|治水事業･道路補修などが民間に開放
1872年1月23日-09:00|日本|愛媛県大洲市|明治4年12月14日|<死去>加藤泰儔(89歳)元伊予新谷藩主
1872年1月24日-09:00|日本|  ||明治4年12月15日|広島最初の新聞｢日注雑記｣第1号県庁の新聞局から刊行
1872年1月26日-09:00|日本|  ||明治4年12月17日|官吏､靴履のまま上庁を許される
1872年1月26日-09:00|日本|  ||明治4年12月17日|軍務官所管｢快風丸｣兵部省(海軍部)所管となり,石炭輸送に
  従事
1872年1月26日-09:00|日本|島根県|明治4年12月17日|<分離編入>島根県のうち隠岐国を(第1次)鳥取県に編入
1872年1月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｺﾞﾒｽの率いる第一師団,ｸﾞｱﾝﾀﾅﾓ周辺の戦略的拠点ｲﾝﾃﾞｨｱﾅを確保
1872年1月27日-09:00|日本|  ||明治4年12月18日|華族･士族の農工商業営業を許可
1872年1月28日-09:00|日本|  ||明治4年12月19日|太政官布告により銅銭の併行通用を認める/天保通寶=8厘､寛
  永通寶四文銭=2厘､文久永寶=1厘半､寛永通寶=1厘
1872年1月28日-09:00|日本|長野県中野市|明治4年12月19日|<中野騒動(信濃国中野県)>高井郡高井野村(現上高
  井郡高山村)から発生した一揆勢約2000人が､羽場村(現同郡小布施町)に集結して中野町(現中野市)に向かい､
  特権的豪農や商家を打ちこわしし､中野県庁を焼き討ちし､県吏を殺害した｡高石大参事は逃亡し､松代藩に匿
  われ謹慎となった｡これを受けて松代藩ほか各藩兵が鎮圧に向かう
1872年1月29日-09:00|日本|  ||明治4年12月20日|新律綱領(明治初年の刑法)発布
1872年1月29日-09:00|日本|福井県|明治4年12月20日|<改称>(第1次)福井県､改称→足羽県
1872年1月30日-09:00|日本|長野県中野市|明治4年12月21日|<中野騒動(信濃国中野県)>一揆勢は退散
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1872年1月31日-09:00|日本|東京都中央区|明治4年12月22日|<東京日本橋明治3年難波町の大火>対岸の本所でも
  火災が起き火消衆の疲労その極に達す
1872年2月1日-09:00|日本|茨城県|明治4年12月23日|<編入>利根川寄州開墾地を新治県へ移管
1872年2月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのｱﾝﾘ･ﾃﾞｭﾋﾟｭｲ･ﾄﾞ･ﾛｰﾑが開発した人力でﾌﾟﾛﾍﾟﾗを駆動して操縦する気球が
  初飛行
1872年2月2日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞが､ｱﾌﾘｶ西岸のｺﾞｰﾙﾄﾞ･ｺｰｽﾄの通商拠点をｲｷﾞﾘｽに譲渡
1872年2月4日-09:00|日本|東京都|明治4年12月26日|<設置>司法省｢東京裁判所｣(裁判所設置の初め)
1872年2月4日-09:00|日本|山形県米沢市|明治4年12月26日|米沢藩士雲井竜雄ら12人､謀反の罪で処刑
1872年2月5日-09:00|日本|  ||明治4年12月27日|新紙幣を発行､旧紙幣(太政官札･民部省札･藩札)引替を公布
1872年2月5日-09:00|日本|東京都|明治4年12月27日|東京府下市街地に地券を発行､課税を布告/武家地廃止
1872年2月7日-09:00|日本|愛知県碧南市|明治4年12月29日|<死去>石川台嶺(29歳)浄土真宗の僧.大浜騒動の指
  導者として処刑された
1872年2月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ帝国副王･総督｢ﾒｲﾖｰ伯爵ﾁｬｰﾄﾞ･ｻｳｽｳｪﾙ･ﾊﾞｰｸ｣暗殺さ
  れる
1872年2月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝ議会が､学校管理法を制定
1872年2月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾒｲﾖｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｻｳｽｳｪﾙ･ﾎﾞｰｸ｣
1872年2月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾒｲﾖｰ伯｢ﾀﾞｰﾓｯﾄ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｨﾝﾀﾞﾑ･ﾎﾞｰｸ｣(~19271231死去)
1872年2月8日-09:00|日本|高知県|明治4年12月末|高知県で外国人排斥などを要求する一揆(土佐膏取り一揆)が
  発生(~翌年1月6日)
1872年2月9日-09:00|日本|京都府京都市|明治5年|新京極通誕生(京都随一の繁華街)
1872年2月9日-09:00|日本|静岡県伊豆市|明治5年|<開業>｢養気館新井｣(静岡県伊豆市､→新井旅館)
1872年2月9日-09:00|日本|東京都台東区|明治5年|浅草花屋敷で珍鳥､猛獣の飼育を行う<日本の動物園のﾙｰﾂの
  地>東京都
1872年2月9日-09:00|日本|花園大学|明治5年|<設置>｢般若林｣[京都･妙心寺]
1872年2月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ帝国副王･総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｽﾄﾚｲﾁｰ卿｣(~23日)
1872年2月9日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ﾊｲﾁ大統領宮殿が戦火により焼失
1872年2月9日-09:00|日本|  ||明治5年1月|<刊行>｢今朝春三組査｣初代三遊亭圓朝,山々亭有人記
1872年2月9日-09:00|日本|岡山大学|明治5年1月|<改称>岡山藩医学館⇒医学所
1872年2月9日-09:00|日本|日本郵船|明治5年1月|<改称>九十九商会⇒三川商会
1872年2月9日-09:00|日本|丸紅|明治5年1月|<創業>伊藤長兵衛｢伊藤長兵衛商店｣
1872年2月9日-09:00|日本|三重県|明治5年1月|度会県で伊勢神宮遷座の流言から一揆が発生
1872年2月9日-09:00|日本|長崎県|明治5年1月1日|伊万里県に編入されている旧佐賀藩の飛地､深堀領､諫早領､
  神代領が長崎県に編入
1872年2月9日-09:00|日本|山口県下関市|明治5年1月1日|六連島灯台(石造,初期のものが現存する無塗装の灯台
  )点灯
1872年2月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>13代ﾏﾘ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1872年2月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>14代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣先代の弟(~18950316死去)
1872年2月12日-09:00|日本|  ||明治5年1月4日|軍人勅諭下賜
1872年2月12日-09:00|日本|高知県|明治5年1月4日|<死去>山内豊資(79歳)元土佐藩主
1872年2月13日-09:00|日本|  ||明治5年1月5日|<死去>3代西川伊三郎(62歳)人形遣い
1872年2月13日-09:00|日本|丸紅|明治5年1月5日|<出店>伊藤忠兵衛｢紅忠｣[大阪]
1872年2月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ副官｢ｷｬｳﾞｪﾃﾞｨﾝ伯爵ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾁｪｽｷ･ｱ･
  ｻﾝﾀ･ｸﾛｰﾁｪ｣(~18790328)
1872年2月14日-09:00|日本|高知県吾川郡仁淀川町|明治5年1月6日|<死去>竹本長十郎(不明)高知県池川郷の農
  民.膏取一揆の指導者として処刑された
1872年2月16日-09:00|日本|岩手県|明治5年1月8日|<改称>(第2次)盛岡県が改称→岩手県
1872年2月16日-09:00|日本|東京都|明治5年1月8日|石油ﾗﾝﾌﾟによる神田旅籠町の料理店からの出火で90余戸が
  類焼
1872年2月16日-09:00|日本|宮城県|明治5年1月8日|<改称>仙台県が改称→宮城県
1872年2月17日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾀﾞﾙﾏﾁｱ王国ﾊﾞﾝ代行｢ｱﾝﾄｩﾝ･ｳﾞｧｶﾉｳﾞｨｯﾁ｣(~18730920)
1872年2月17日-09:00|日本|  ||明治5年1月9日|<死去>徳川貞子(23歳)徳川斉昭の娘､有栖川宮熾仁親王の妃.丹
  毒のため死去
1872年2月17日-09:00|日本|  ||明治5年1月9日|再び軍制改革が行われ､従来の｢四鎮台｣を東京･仙台･名古屋･大
  阪･広島･熊本の｢六鎮台｣に改めた
1872年2月18日-09:00|日本|  ||明治5年1月10日|東海道各駅の伝馬所･貫目改所が廃止され､助郷解散令も出さ
  れる
1872年2月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<開館>世界最大級の美術館｢ﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ美術館｣[ﾆｭｰﾖｰｸ市ｾﾝﾄﾗﾙ･ﾊﾟｰｸ東端]
1872年2月21日-09:00|日本|  ||明治5年1月13日|出版条例を改正(官吏の寄稿禁止)
1872年2月21日-09:00|日本|大阪府大阪市西区|明治5年1月13日|<開場>｢文楽座｣文楽軒人形浄瑠璃
1872年2月21日-08:00|中国|  ||清の同治11年1月13日|清軍が､雲南の臨安府でｲｽﾗﾑ教徒軍を破り､馬世徳を焼死
  させる
1872年2月22日-09:00|日本|北海道|明治5年1月14日|明治5年太政官布告第6号:開拓使三井組証券十円以下十銭



1875迄(3195件)

  迄ﾉ六種発行
1872年2月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ帝国副王･総督代行｢ﾈｲﾋﾟｱ卿ﾌﾗﾝｼｽ･ﾈｲﾋﾟｱ･ﾒﾙｷｽﾄｩﾝ｣(
  ~5.3)
1872年2月27日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾟｰﾌﾟ･ﾍﾈｼｰ｣(~18730217)
1872年2月27日-09:00|日本|  ||明治5年1月19日|政府,諸道の駅伝馬所･助郷の廃止､陸運会社の設立を令達
1872年2月27日-09:00|日本|滋賀県|明治5年1月19日|<改称>大津県が改称→滋賀県
1872年2月28日-09:00|日本|  ||明治5年1月20日|<刊行>福沢諭吉｢学問のすゝめ｣
1872年2月28日-09:00|日本|  ||明治5年1月20日|官制改革により､勅任官･判任官･奏任官に新制度定める
1872年2月28日-09:00|日本|東京都|明治5年1月20日|東京府､石油ﾗﾝﾌﾟによる火災対策として､この日急遽｢注意
  方｣を各区の戸長(戸籍法に基づき東京を行政区分した区の責任者)を通じて一般市民へ布告｢不良品の油を使
  用しない｣｢ﾗﾝﾌﾟの掃除は昼間行い夜になって火のそばではしない｣｢ﾗﾝﾌﾟや油の壺を火の近くに置かない｣｢細
  い灯心は使わない｣｢石油を誤って衣服などにかけたり､ﾗﾝﾌﾟを落としたり､転んで油で畳や敷物を汚すと火災
  の危険がある｣｢もし火が出た場合決して水をかけてはいけない｣など
1872年3月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝのｼｱﾀｰ･ﾛｲｱﾙが焼失
1872年3月-04:00|ﾛｼｱ|  |||<開設>ﾓｽｸﾜの歴史博物館
1872年3月-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗｺﾞｽ植民地管理者代理｢ｼﾞｮﾝ･Pope Hennessy｣(~6月)
1872年3月1日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国大統領代理｢ﾄﾏｽ･ｺﾞﾒﾝｿﾛ｣ｺﾛﾗﾄﾞ党(~18730214)
1872年3月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国でｲｴﾛｰｽﾄｰﾝ国立公園が認定(世界初の国立公園)
1872年3月1日-09:00|日本|福岡県北九州市|明治5年1月22日|部埼灯台点灯(石造,初期のものが現存)
1872年3月3日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ管理責任者｢ﾊｰﾊﾞｰﾄ･ﾃｲﾗｰ･ｱｯｼｬｰ
  ｣(3回目~18720518)
1872年3月3日-09:00|日本|  ||明治5年1月24日|兵部省所管護送船｢東京丸｣運輸船と,｢大坂丸｣輸送船と定めら
  れた
1872年3月3日-09:00|日本|東京都|明治5年1月24日|<編入>彦根県所轄荏原郡中10村､長浜県のうち宇奈根村･鎌
  田村･岡本村･八幡山村･大蔵村･横根村⇒東京府;<移管>長浜県のうち猪方村･岩戸村･和泉村⇒神奈川県
1872年3月4日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ第14代総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ｣(~18770904)
1872年3月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾛﾝｽﾞﾃﾞｰﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗｳｻﾞｰ｣
1872年3月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾛﾝｽﾞﾃﾞｰﾙ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾗｳｻﾞｰ｣(~18760815死去)
1872年3月4日-09:00|日本|香川県|明治5年1月25日|<分離編入>北条県小豆島の飛地(西部)を移管→(第1次)香川
  県/讃岐国全域が(第1次)香川県の管轄となる
1872年3月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国でｳｪｽﾃｨﾝｸﾞﾊｳｽが空気ﾌﾞﾚｰｷの特許を取得
1872年3月6日-09:00|日本|  ||明治5年1月27日|明治5年太政官布告第22号:左院中正権大中小掌記ｦ置ｸ
1872年3月8日-09:00|日本|  ||明治5年1月29日|<移管>日本政府運輸船｢立象丸｣⇒兵部省所管
1872年3月8日-09:00|日本|  ||明治5年1月29日|身分族称､皇族･華族･士族･平民とする､新身分制度が確立
1872年3月8日-09:00|日本|  ||明治5年1月29日|明治5年太政官布告第27号:贋造二分判断裁地金ﾄｼﾃ売買ｦ許ｽ;明
  治5年太政官布告第28号:銃砲取締規則
1872年3月8日-09:00|日本|  ||明治5年1月29日|明治政府､初めての全国戸籍調査実施｡総人口は33110825人
1872年3月8日-09:00|日本|東京都|明治5年1月29日|<分離編入>東京府のうち吉祥寺村､西窪村､入間県のうち南
  秋津村･久米川村･野口村･回り田村,関前村･境村､上布田村･国領宿･上ヶ給村･金子村･北野村･柴崎村･入間村･
  下仙川村･上石原村･下石原村･布田小島分村･下布田村･深大寺村･大町村･佐須村,平井村の全域､大久野村のう
  ち旧幕府領･旧西端藩領⇒神奈川県
1872年3月9日-09:00|日本|  ||明治5年2月|<刊行>福沢諭吉(39歳)､学問のすすめ初篇(明治9.11完結)
1872年3月9日-09:00|日本|滋賀県大津市|明治5年2月|<開業>西洋旅館｢開化楼｣(大津紫屋町)
1872年3月9日-09:00|日本|静岡県牧之原市|明治5年2月|村上正局が静岡県海老江で原油の露頭を発見:相良油田
1872年3月9日-09:00|日本|日本郵政|明治5年2月|<発行>(手彫)竜切手を銭の単位に変更した竜銭切手(日本初の
  目打付切手)
1872年3月9日-09:00|日本|  ||明治5年2月1日|<施行>戸籍法(壬申戸籍)､国民を華族･士族･卒･神官･僧侶･平民
  に区分/平民に苗字使用を許す(18710522<明治4年4月4日>公布)
1872年3月10日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ閣僚委員会委員長｢ﾊﾟｳﾞｪﾙ･ﾆｺﾗｴｳﾞｨﾁ･ｲｸﾞﾅﾁｪﾌ｣(~18800101)
1872年3月10日-09:00|日本|  ||明治5年2月2日|<刊行>横浜活版社｢毎週新聞｣(｢横浜毎日新聞｣抜粋)
1872年3月10日-09:00|日本|石川県|明治5年2月2日|<改称>金沢県→石川県
1872年3月10日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治5年2月2日|<設立>横浜公会(後の日本基督公会)(日本最初のﾌﾟ
  ﾛﾃｽﾀﾝﾄ教会)
1872年3月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝ学校監督法が実施される､ﾄﾞｲﾂの学校制度が確立
1872年3月13日-09:00|日本|  ||明治5年2月5日|1円金貨の｢竜図｣を｢一圓｣に改める
1872年3月14日 07:40|日本|島根県浜田市|明治5年2月6日|<明治5年浜田地震>16時40分頃､ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.1､震源域
  は浜田付近の沿岸から日本海沖合にかけて/被害は555人死亡､家屋全壊4527棟､同焼失230棟､同半壊6101棟､同
  損壊6787棟､土蔵損壊792棟､特に浜田では全町の8割以上が全壊.浜田県邇摩郡で33戸が埋没するなど山崩れ66
  53個所､道路､橋梁の破損4441個所､海岸は川波村から唐鐘にかけて90cm～1.8m隆起し､唐鐘に石見畳ヶ浦の奇
  勝を生んだ/西側の後生湯から浜田浦にかけていったん1mから50cmほど沈降し､笠柄海岸から東北方面の陸地
  にかけてふたたび1.5mほど隆起した
1872年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｯｶｰFAｶｯﾌﾟ､初の決勝戦/初代王者ﾜﾝﾀﾞﾗｰｽﾞFC
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1872年3月16日-09:00|日本|  ||明治5年2月8日|<発行>ﾌﾞﾗｯｸ､貌刺屈新聞社｢日新真事誌｢
1872年3月17日-09:00|日本|北海道|明治5年2月9日|<設置>開拓使｢魯国(ﾛｼｱ)語学所｣[函館]
1872年3月17日-09:00|日本|愛媛県|明治5年2月9日|<改称>松山県→岩鉄県(3月2日開庁)
1872年3月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｶﾝﾎﾟｽ部隊との合流に成功したｽﾍﾟｲﾝ増援部隊､6時間の激戦の末ﾏｾｵの
  部隊を撃退
1872年3月18日-09:00|日本|  ||明治5年2月10日|<死去>貞心(75歳)曹洞宗の尼僧､歌人
1872年3月19日-09:00|日本|  ||明治5年2月11日|国の医療業務を担当する職制として初めて文部省内に医務課
  が置かれた
1872年3月20日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|明治5年2月12日|井伊直憲,宗良親王御社を井伊谷宮と称し創建<
  宗良親王を祀る>
1872年3月21日-09:00|日本|  ||明治5年2月13日|<死去>森清子(40歳)歌人､森春濤の妻
1872年3月23日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領海峡植民地総督｢ﾊﾘｰ･ｾﾝﾄｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰﾄﾞ卿｣(2
  度目~18731102)
1872年3月23日-09:00|日本|  ||明治5年2月15日|<死去>国学者｢玉松操｣病没
1872年3月23日-09:00|日本|  ||明治5年2月15日|土地永代売買解禁
1872年3月26日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾚﾄﾞﾝﾀﾞはｲｷﾞﾘｽが併合､ｱﾝﾃｨｸﾞｱに組み込まれる
1872年3月26日-09:00|日本|  ||明治5年2月18日|海陸軍の刑律を領布
1872年3月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾏｾｵの部隊､ﾛﾏ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾞﾛで政府軍に奇襲攻撃､大きな被害を与える
1872年3月27日-09:00|日本|愛媛県松山市|明治5年2月19日|松山城二の丸炎上､石鐵県庁舎･焔硝蔵など焼失
1872年3月28日-09:00|日本|青森県八戸市|明治5年2月20日|<死去>南部信順(59歳)元陸奥八戸藩知藩事
1872年3月29日-09:00|日本|毎日新聞|明治5年2月21日|<創刊>東京日日新聞<条野伝平､西田伝助､落合幾次郎>｢
  毎日新聞｣の前身
1872年3月30日-09:00|日本|東京都|明治5年2月22日|江戸府庁､淫奔な劇･芝居を禁止
1872年3月30日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治5年2月22日|石田英吉･野村辰太郎･渡辺剛八･菅野覚兵衛･山本洪
  堂ら長崎振遠隊解散
1872年4月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｾｳﾞｹｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1873年1月)
1872年4月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｾｻﾞｲﾙﾘ･ｱﾘ･ﾚｻﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~18730606)
1872年4月 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ大統領｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｻﾐｭｴﾙ･ﾍﾞﾘｯｼ
  ﾞ(~1873年)
1872年4月 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾓﾝﾛｰ･ｴﾙﾄﾞﾘｯｼﾞ｣(~1873年5月)
1872年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾍﾞﾙﾃｨ｣
1872年4月1日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ大統領代行｢ﾆｰﾙ･ﾎﾟｰﾀｰ｣(1回目~6.13)
1872年4月1日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ合衆国大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾑﾘｰﾘｮ･ﾄﾛ｣(2回目~18740
  401)
1872年4月1日-09:00|日本|  ||明治5年2月24日|地券渡方規則制定
1872年4月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｻﾐｭｴﾙ･ﾌｨﾝﾚｲ･ﾌﾞﾘｰｽ･ﾓｰｽ/80歳(誕生17910427)ﾓｰﾙｽ信号の考案者
1872年4月3日 06:00|日本|東京都中央区|明治5年2月26日|<開業>築地精養軒ﾎﾃﾙ(築地采女町)開店初日に銀座大
  火で焼失(1873年<再建>⇒精養軒ﾎﾃﾙ)
1872年4月3日 06:00|日本|東京都中央区|明治5年2月26日|<東京銀座明治5年の大火>15時頃､和田倉門内祝田町
  の旧会津藩邸から出火､隣接の旧岡山藩及び高知藩の旧藩邸を焼き､西紺屋町から銀座に出て一丁目から尾張
  町二丁目､御堀端は数寄屋橋までなめ､銀座裏は三十間堀へと進み､ついで木挽町一帯から築地､西本願寺裏か
  ら南飯田町を半焼し､築地ﾎﾃﾙ館もあえなく焼滅させ､22時頃に鎮火/被害は各省官邸13か所､官員の邸宅34か所
  ､諸侯藩邸6か所､寺院58か所､町家41か町4879戸､8人死亡
1872年4月4日-09:00|日本|  ||明治5年2月27日|明治5年太政官布告第59号:式部寮中大舎人番長ｦ置ｸ
1872年4月4日-09:00|日本|滋賀県|明治5年2月27日|<改称>長浜県→犬上県
1872年4月5日-09:00|日本|  ||明治5年2月28日|明治5年太政官布告第62号:兵部省を廃止して､陸軍省と海軍省
  を置く;兵学寮は海軍省､軍医寮は陸軍省の所轄となる;陸軍参謀局は陸軍省参謀局となる;陸軍省に会計局が
  設けられる
1872年4月5日-09:00|日本|  ||明治5年2月28日|明治5年太政官布告第63号:諸寺院ﾖﾘ差許置僧位僧官ｦ廃ｽ
1872年4月6日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<発効>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ入植地が､ｲｷﾞﾘｽ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄに組み
  込まれた(18720217に批准)
1872年4月8日-09:00|日本|  ||明治5年3月|<発売>渋谷庄三郎が大阪で｢渋谷(しぶたに)ﾋﾞｰﾙ｣/日本人によるﾋﾞｰ
  ﾙ醸造･販売の元祖
1872年4月8日-09:00|日本|  ||明治5年3月|女性の富士登山(4～8月)を許可
1872年4月8日-09:00|日本|東京都中央区|明治5年3月1日|銀座に煉瓦街を建設する東京府令が出る
1872年4月9日-09:00|日本|北海道函館市|明治5年3月2日|兵部省所管運輸船｢東京丸｣北海道へ技師､機器を輸送
  中にﾒﾉｺﾅｲ沖で座礁､沈没
1872年4月10日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾊﾞｸｰ県知事｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｾﾒﾉｳﾞｨｯﾁ･ｽﾀﾛｾﾙｽｷｰ｣(~18760613)
1872年4月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就航>ｲｷﾞﾘｽのﾎﾜｲﾄ･ｽﾀｰ･ﾗｲﾝ客船｢ｱﾄﾞﾘｱﾃｨｯｸ｣(18711017ﾊｰﾗﾝﾄﾞ･ｱﾝﾄﾞ･ｳﾙﾌで進
  水)
1872年4月14日-09:00|日本|山形県上山市|明治5年3月7日|<死去>松平信宝(56歳)元出羽上山藩主
1872年4月15日-09:00|日本|  ||明治5年3月8日|5銭銀貨の｢竜図｣を｢五銭｣に改める
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1872年4月16日-08:00|中国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>香港第7代総督｢ｻｰ･ｱｰｻｰ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｹﾈﾃﾞｨ｣(~18770422)
1872年4月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍のｸﾞｱﾝﾀﾅﾓ作戦,完全な失敗に終わる
1872年4月16日-09:00|日本|  ||明治5年3月9日|明治5年太政官布告第86号:親兵を廃し近衛兵をおく
1872年4月17日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ﾛﾍﾞｰﾙ=ﾙｲ･ﾄﾞ･ｴｰｽﾞ(ｷﾞﾆｱ海岸の王の代
  理人)｣(~5.10)
1872年4月17日-09:00|日本|  ||明治5年3月10日|<開催>｢第1回京都博覧会｣(~5月30日)[会場]西本願寺･知恩院･
  建仁寺[主催]京都博覧会社[入場者]36,404人
1872年4月17日-09:00|日本|東京都文京区|明治5年3月10日|<(~4月29日)[開催地]東京都[会場]湯島聖堂大成殿[
  主催]文部省博物局>｢文部省博覧会(湯島聖堂博覧会)｣開催[入場者]192,878人/東京で開かれた最初の博覧会
1872年4月17日-09:00|日本|東京都文京区|明治5年3月10日|旧湯島聖堂の大成殿で開催された日本初の博覧会を
  機に文部省博物館発足
1872年4月19日-09:00|日本|  ||明治5年3月12日|<改称>一向宗⇒真宗
1872年4月19日-09:00|日本|  ||明治5年3月12日|東京･大阪･鎮西･東北の鎮台条例を定める
1872年4月20日-09:00|日本|  ||明治5年3月13日|<廃止>仮施薬院､<設置>大坂駆黴院
1872年4月20日-09:00|日本|秋田県|明治5年3月13日|<開庁>秋田県庁[旧久保田城本丸]
1872年4月21日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｶﾞﾝﾋﾞｱ管理者代行｢ﾍﾝﾘｰ･ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｮﾝ･ﾌｧｳ
  ﾗｰ｣(~10.7)
1872年4月21日-09:00|日本|  ||明治5年3月14日|明治5年太政官布告第82号:神祇省を改組し民部省社寺掛を併
  合する形で教部省設置､神祇省が担当した祭祀業務は宮内省式部寮が行うとされた
1872年4月22日-09:00|日本|  ||明治5年3月15日|旧銅銭96文で100文に通用することを戒め､正確に100文を授受
  すべきことを通達
1872年4月22日-09:00|日本|京都府京都市|明治5年3月15日|<初演>｢都をどり｣
1872年4月24日-09:00|日本|  ||明治5年3月17日|<創刊>｢日真新事誌｣ｼﾞｮﾝ･B･ﾌﾞﾗｯｸほか,1875年外人による/発
  行禁止で廃刊
1872年4月24日-09:00|日本|三重県|明治5年3月17日|<改称>安濃津県､改称→三重県
1872年4月25日-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がｻﾅを再占領
1872年4月26日-09:00|日本|  ||明治5年3月19日|女相撲禁止
1872年4月30日-09:00|日本|東京都港区|明治5年3月23日|<設置>赤坂離宮(紀州徳川家中屋敷が皇室に献上)
1872年4月30日-08:00|中国|  ||清･同治11年3月23日|<創刊>ｲｷﾞﾘｽ人のﾒｲﾔｰ兄弟､上海で中国最初の商業新聞｢申
  報｣
1872年4月30日-08:00|中国|  ||清･同治11年3月23日|湘軍が､貴州の苗族を大破/張朝珍､党大五らは投降し､包
  大五らは殺される
1872年5月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｽﾏﾄﾗ東部でﾊﾞﾀｯｸ戦争が勃発
1872年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｼﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾝﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣(~1873年3月)
1872年5月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ地区総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｳﾞｪｲｽ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1873年10月)
1872年5月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<結成>ｱﾒﾘｶ自由共和党(ｼﾝｼｱﾃｨ)
1872年5月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝで､第3次ｶﾙﾘｽﾀ戦争が起こる
1872年5月2日-09:00|日本|  ||明治5年3月25日|明治5年太政官布告第99号:教部省ｦ元神祇省ﾆ移ｽ
1872年5月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ帝国副王･総督｢ｽﾄﾗｯﾄﾝのﾉｰｽﾌﾞﾙｯｸ男爵ﾄｰﾏｽ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍ
  ﾞｱﾘﾝｸﾞ｣(~18760412､ｲﾝﾄﾞ担当相ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ侯と対立し辞職)
1872年5月3日 06:00|日本|北海道札幌市|明治5年3月26日|<札幌明治5年｢御用火事｣>札幌の都市建設を進めるた
  め､北海道開拓の実際上の責任者､判官･岩村通俊の命令一下起こした放火火事/開拓使庁の職員一同が参加し
  て､ｶﾞﾗｽ邸と呼ばれていた家の前あたりから､脇本陣(開拓使長官等が来札の時の宿舎)近くの本願寺から薄野
  あたりにある明治4年の移民の空き小屋を残らず焼いた/この日焼き払われた地域は官庁街を建設する予定の
  土地だった
1872年5月4日-09:00|日本|  ||明治5年3月27日|明治5年太政官布告第100号:鉱山心得『鉱物ﾊ皆政府ﾉ所有物ﾆｼﾃ
  地主ﾉ私有ﾆ非ｽ』
1872年5月4日-09:00|日本|  ||明治5年3月27日|明治5年太政官布告第98号:神社仏閣の女人禁制を廃止
1872年5月5日-09:00|日本|奈良県|明治5年3月28日|<分離編入>旧大和国吉野郡の和歌山県域を(第2次)奈良県へ
  移管
1872年5月6日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｱﾃﾞﾚｲﾄﾞに中央郵便局が開設
1872年5月6日-09:00|日本|  ||明治5年3月29日|太政官令｢身体に入れ墨禁止｣の布告
1872年5月6日-09:00|日本|  ||明治5年3月29日|明治5年太政官布告第107号:浦賀港通船改廃止
1872年5月7日-09:00|日本|広島県|明治5年4月|<創刊>｢広島新聞(第1)｣(4号まで広島静真堂,5号より県庁内承流
  舎)
1872年5月7日-09:00|日本|  ||明治5年4月1日|新紙幣発行され､順次政府紙幣との交換が行われた/額面は100円
  ､50円､10円､5円､2円､1円､半円､20銭､10銭の9種類
1872年5月7日-09:00|日本|東京都|明治5年4月1日|東京府令｢裸体､混浴､春画､性具､刺青厳禁｣
1872年5月8日-09:00|日本|愛知県|明治5年4月2日|<改称>名古屋県､改称→愛知県
1872年5月8日-09:00|日本|国立国会図書館|明治5年4月2日|<設立>書籍館[東京･湯島の昌平黌講堂跡](日本初の
  公共図書館)
1872年5月8日-09:00|日本|東京都|明治5年4月2日|いろは組(町火消)廃止､消防組に改組



1875迄(3195件)

1872年5月9日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島暫定司令官｢Ernest Joseph Nicola
  s d'Heureux｣(2期目~18730518)
1872年5月9日-09:00|日本|新潟県|明治5年4月3日|<悌輔騒動>夜､早鐘を合図に現在の巻潟東IC付近に千数百名
  の一揆勢が集結し､道々周辺の農民を糾合しながら柏崎県庁へ強訴に向かった
1872年5月9日-09:00|日本|三重県|明治5年4月3日|<分離編入>紀伊国牟婁郡の東半分･旧伊勢国の和歌山県域を
  度会県へ移管
1872年5月10日-09:00|日本|新潟県|明治5年4月4日|<悌輔騒動>信濃川分水工事に従事していた農民が蜂起
1872年5月11日-09:00|日本|  ||明治5年4月5日|明治5年太政官布告第110号:宮内省中内豎内舎人ｦ廃ｼ雑掌ｦ置ｸ
1872年5月11日-09:00|日本|東京都|明治5年4月5日|東京府が女子の断髪禁止令を発布
1872年5月12日-08:00|中国|  ||清･同治11年4月6日|李文斎率いる苗族の反乱軍が貴州省銭東で清軍に撃破され
  る
1872年5月12日-05:00|日本|新潟県|明治5年4月6日|<悌輔騒動>未明､元会津藩士の渡辺悌輔および月岡村安正寺
  の元住職で元桑名藩兵の月岡帯刀らは村々を強請して約千名の一揆勢を連れ､東本願寺三条別院に集結
1872年5月12日 11:00|日本|新潟県|明治5年4月6日|<悌輔騒動>夜､柏崎県側は一揆首謀者の宿舎を急襲し､彼等
  を捕縛/川崎九郎次1名のみが首謀者として罪を引受け､他の者は釈放された
1872年5月13日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾝｷﾞﾗ/ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島|  
  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ諸島総督･最高司令官｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾁﾘｰ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ･ﾊﾟｲﾝ卿｣(~1873年)
1872年5月13日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾝｷﾞﾗ/ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島|  
  |||<制定>ﾘｰﾜｰﾄﾞ諸島連邦植民地(ｱﾝﾃｨｸﾞｱﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ､ﾄﾞﾐﾆｶ[19400101まで]､ﾓﾝﾄｾﾗﾄ､ﾈｲﾋﾞｽ､ｾﾝﾄ･ｸﾘｽﾄﾌｧｰ､および
  英領ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島)
1872年5月13日-09:00|日本|東京都墨田区|明治5年4月7日|<大相撲>明治5年4月場所[東京本所回向院](~10日間)
  幕内優勝:(西前頭2)兜山,6勝0敗2分1預1休
1872年5月13日-02:00|日本|新潟県|明治5年4月7日|<悌輔騒動>朝より一揆勢が新潟県庁へ向けて北上/一揆勢の
  一部は暴徒と化して略奪･放火や打壊しを行い､事態収拾に向かった県庁役人や庄屋を殺害
1872年5月14日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地政府首相｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｸｽ｣無所属(~18750208)
1872年5月14日 04:00|日本|新潟県|明治5年4月8日|<悌輔騒動>午後､新潟県側は北上してきた一揆勢に威嚇射撃
  を行い､突撃しようとした首謀者の1人を射殺/一揆勢は潰走し､首謀者や殺害の下手人はほとんどが数日の内
  に捕縛された
1872年5月15日-09:00|日本|  ||明治5年4月9日|明治5年太政官布告第117号:庄屋･名主を廃止して戸長を置く;
  明治5年太政官布告第118号:陸軍省中糺問司ｦ廃ｼ裁判所ｦ置ｷ職員ｦ定ﾑ
1872年5月15日-09:00|日本|東京都|明治5年4月9日|東京府,大小区事務扱所を大小区扱所へ改称
1872年5月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾋﾞｶﾈｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾙﾀﾞｰﾙ･ｼﾝ｣
1872年5月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾋﾞｶﾈｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾝｶﾞｰ･ｼﾝ｣(~18870819没)､摂政｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾞｰﾄﾝ｣
  (~1872年8月)
1872年5月16日-08:00|中国|  ||清･同治11年4月10日|中国､陜西･甘粛のｲｽﾗﾑ教徒らの乱が平定される
1872年5月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺにおいての芸術文化の軽薄さ､卑屈さを嘆いた新聞記者らによりﾎﾞﾍﾐ
  ｱﾝｸﾗﾌﾞ創立
1872年5月17日-09:00|日本|お茶の水女子大学|明治5年4月11日|<開校>官立東京女学校(初めての女学校)[東京
  神田](俗に女紅場､あるいは英学校と称せられる)
1872年5月18日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ|  |||<就任>ｳﾞｨﾃｨ王国(ﾌｨｼﾞｰ)総理大臣｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｽﾃｨﾝ･ｳｯｽﾞ｣(~18740303)
1872年5月18日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ管理責任者代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾍﾟﾝｻ
  ｰ･ｻｰﾓﾝ｣(2回目~11.23)
1872年5月20日-09:00|日本|  ||明治5年4月14日|明治5年太政官布告第124号:外国人に対する地券の売却･抵当
  が禁止
1872年5月20日-09:00|日本|京都府|明治5年4月14日|<開設>新英学校と､女子に対する手芸の教授施設の女紅場
1872年5月20日-09:00|日本|東京都台東区|明治5年4月14日|<開業>精養軒ﾎﾃﾙ
1872年5月21日-09:00|日本|東京都|明治5年4月15日|玉川上水通船禁止
1872年5月21日-09:00|日本|北海道大学|明治5年4月15日|<開校>開拓使仮学校[東京芝増上寺本坊]
1872年5月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ﾋﾞｾﾞｰ《喜歌劇｢ｼﾞｬﾐﾚｰ｣》
1872年5月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで大赦令が採択され､旧ｱﾒﾘｶ連合指導者の追放解除
1872年5月23日-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾐｸﾎﾟﾝ｣
1872年5月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国首相Francisco Serrano[立憲党](~18720613)
1872年5月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗｯｾﾙ｣
1872年5月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ･ﾗｯｾﾙ｣先代の又従兄弟(~18910
  114死去)
1872年5月28日-09:00|日本|  ||明治5年4月22日|東京-大阪間に電信開通
1872年5月30日-09:00|日本|  ||明治5年4月24日|日曜休暇制が決められる
1872年5月31日-09:00|日本|  ||明治5年4月25日|明治5年太政官布告第131号:外国人雇入給料ﾊ新貨ｦ以ﾃ約定ｾｼﾑ
  ;明治5年太政官布告第132号:宣教使を廃止して教部省に教導職設置(無給の官吏で当初は全ての神官と神道家
  や僧侶が任命された);明治5年太政官布告第133号:僧侶の妻帯･肉食･伸髪･法用以外での平服着用が許可され
  る
1872年6月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Haci Ali Pasha Kutahyali｣(~1873.5)
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1872年6月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾂﾅ(ﾄﾞﾅｳ)･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾑﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(~1873年4月)
1872年6月-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗｺﾞｽ植民地暫定管理者｢ﾍﾝﾘｰ･ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｮﾝ･Fowler｣(~12月)
1872年6月2日-09:00|日本|  ||明治5年4月27日|明治5年太政官布告第136号:音楽歌舞ﾉ類教部省管轄ﾄｽ
1872年6月2日-08:00|中国/日本|  ||明治5年4月27日|三川商会｢紅葉ﾉ賀｣Shanghai S. N. Co.,Chainaに売却､｢N
  AUTILUS｣と改名
1872年6月3日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地総督｢ﾊｰｸﾚｽ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ｣(~18790319)
1872年6月3日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾄｰﾏｽ･Van Straubenzee卿｣(~1878
  0604)
1872年6月3日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏﾙﾀ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳﾞｧﾝ･ｽﾄﾛｰﾍﾞﾝｼﾞｰ｣(~18780513)
1872年6月3日-09:00|日本|  ||明治5年4月28日|教部省が三条の教則(第1条:敬神愛国の旨を体すべき事,第2条:
  天理人道を明らかにすべき事,第3条:皇上を奉載し朝旨を遵守せしむべき事)を布告
1872年6月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国首相｢ﾋﾟｰﾀｰ ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｳﾞｧﾝ･ﾎﾞｯｾ｣(2回目~7.6)
1872年6月4日-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾒｼ2世｣(~18740626没)
1872年6月5日-09:00|日本|  ||明治5年4月30日|明治5年太政官布告第140号:神官教部省管轄ﾄｽ
1872年6月6日-09:00|日本|愛知県|明治5年5月|<設立>額田県公立物産会社[半田]
1872年6月6日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Eugenio Selles y Angel｣(~11.
  6)
1872年6月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､関税法成立､関税率引き下げ
1872年6月6日-09:00|日本|神奈川県横浜市中区|明治5年5月|<開業>横浜ｵﾘｴﾝﾀﾙﾎﾃﾙ(神奈川県)
1872年6月6日-09:00|日本|東京都|明治5年5月|<分離編入>東京府(高円寺村･馬橋村･永福寺村･上荻窪村･下荻窪
  村･久我山村･上高井戸村･下高井戸村･中高井戸村･田端村･成宗村･和泉村･大宮前新田･松庵村･和田村･上井草
  村･下井草村･天沼村･阿佐ヶ谷村･堀之内村)が神奈川県の管轄となる;入間県のうち後の西多摩郡に属する区
  域の残部が神奈川県に移管
1872年6月6日-09:00|日本|東北大学|明治5年5月|<設置>宮城県立医学所/私立共同社病院を開き附属塾舎を設け
  る
1872年6月6日-09:00|日本|東京都千代田区|明治5年5月1日|三木達･後藤静夫ら私立医学校躋寿館を大手町1丁目
  に設立
1872年6月7日-09:00|日本|大阪府|明治5年5月2日|大阪府､漢方医門弟の取り立てを禁止
1872年6月8日-09:00|日本|  ||明治5年5月3日|明治5年太政官布告第142号:鼠取蠅取薬売買ｦ禁止ｽ
1872年6月9日-09:00|日本|  ||明治5年5月4日|<廃刊>｢毎週新聞｣
1872年6月9日-09:00|日本|  ||明治5年5月4日|東京の実業家千葉勝五郎がﾗﾑﾈを製造販売/日本ではじめて製造
  されたのは1868年
1872年6月9日-08:00|中国|  ||清･同治11年5月4日|ﾔｰｸｰﾌﾞ･ﾍﾞｸが､ｳﾙﾑﾁ郷団の徐学功を破る
1872年6月10日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌﾗﾝｼｽ｣(~18740731)
1872年6月10日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ副総督(ｼﾞｬﾏｲｶ総督に従属)｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳｪﾘﾝﾄﾝ･ｹｱﾝ
  ｽﾞ｣(2回目~1874年)
1872年6月10日-09:00|日本|  ||明治5年5月5日|<改称>｢種痘館｣⇒｢医学校病院出張所｣診察も実施
1872年6月10日-09:00|日本|  ||明治5年5月5日|食用氷初めて市場に現わる
1872年6月11日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾖｰｾﾞﾌ･ｱﾝﾄﾝ･ﾌﾞﾙｯｸﾅｰ《大ﾐｻ曲第3番》
1872年6月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼｬﾙﾙ･ｶﾐｰﾕ･ｻﾝ=ｻｰﾝｽ《歌劇｢黄色い王女｣》
1872年6月12日-09:00|日本|  ||明治5年5月7日|<施行>明治5年太政官布告第61号:鉄道略則｢運送契約の法規｣(2
  月28日公布);明治5年太政官布告第146号｢鉄道略則｣全部改正(4日公布)
1872年6月12日-09:00|日本|  ||明治5年5月7日|<就航>新潟港と佐渡夷港を結ぶ新潟丸(わが国最初の鉄製蒸気
  船)
1872年6月12日-09:00|日本|JR東日本東海道本線|明治5年5月7日|<仮開業>官設鉄道[品川-(-横浜)]23.8km
1872年6月12日-09:00|日本|JR東日本根岸線|明治5年5月7日|<仮開業>官設鉄道[(品川-)-横浜]23.8km
1872年6月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Manuel Ruiz Zorrilla｣急進党(~18730211)
1872年6月13日 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ大統領｢Neale Porter｣(~1883年)
1872年6月13日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ大統領｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｳｨﾙｿﾝ･ﾓｲｱ｣(~1873年)
1872年6月16日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ｼﾞｬｳﾝ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~8.28)
1872年6月20日-09:00|日本|鹿児島県|明治5年5月15日|<分離編入>都城県[姶良郡･菱刈郡･桑原郡のうち栗野郷､
  横川郷]を鹿児島県へ移管;美々津県諸県郡[須木郷･野尻郷･小林郷東方村]を都城県に移管
1872年6月20日-09:00|日本|東京都中央区|明治5年5月15日|<開店>西洋料理店｢築地精養軒｣[東京･築地]
1872年6月20日-09:00|日本|日本郵政|明治5年5月15日|<開通>東京ｰ高崎間郵便馬車
1872年6月22日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶﾅﾀﾞ総督代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ･ﾄﾞｲﾙ卿｣(~25日)
1872年6月22日-09:00|日本|  ||明治5年5月17日|特命全権副使大久保利通､伊藤博文再びｱﾒﾘｶへ赴く(寺島宗則
  はｲｷﾞﾘｽへ)
1872年6月23日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督代行｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｵｰｻ｣(~12.5)
1872年6月23日-09:00|日本|  ||明治5年5月18日|<改称>取締組⇒邏卒
1872年6月23日-09:00|日本|香川県高松市|明治5年5月18日|医学所を亀阜学校に合併
1872年6月24日-09:00|日本|京都府京都市|明治5年5月19日|<死去>二代吉沢検校､音楽家(地歌三味線､箏曲､胡弓
  ､平曲演奏家､作曲家､『千鳥の曲』作曲者)(生年1800年)
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1872年6月25日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶﾅﾀﾞ総督｢ﾀﾞﾌｧﾘﾝ伯爵ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾊﾐﾙﾄﾝ=ﾃﾝﾌﾟﾙ=ﾌﾞﾗｯｸｳｯﾄﾞ｣(~187811
  25)
1872年6月26日-09:00|日本|東京都千代田区|明治5年5月21日|<設置>仮｢大教院｣[麹町紀尾井町]中央講学機関と
  して
1872年6月27日-09:00|日本|  ||明治5年5月22日|太政官布告第165号:司法省中大少丞ｦ置ｸ
1872年6月27日-09:00|日本|東京都|明治5年5月22日|<分離編入>東京府下の12村(中野村･江古田村･上鷺之宮村･
  雑色村･本郷村･本郷新田･新井村･上高田村･片山村･下鷺之宮村･上沼袋村･下沼袋村)が神奈川県の管轄となる
1872年6月29日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ総督｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ｳｪｰﾊﾞｰ･ﾌｫﾝ･ｴﾍﾞﾝﾎﾌ｣(~18740614)
1872年6月29日-09:00|日本|  ||明治5年5月24日|太政官布告第167号:官舎払下規則､第舎貸渡規則
1872年6月29日-09:00|日本|兵庫県神戸市中央区|明治5年5月24日|<改称>兵庫楠木神社⇒湊川神社/最初唯一の
  別格官弊社に列格
1872年7月1日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国国家大統領｢ﾄｰﾏｽ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾊﾞｰｶﾞｰｽﾞ｣(~18770412)
1872年7月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｵﾘｴﾝﾃ軍,ｶﾘｽﾄの下に一体化され攻撃開始/ﾚﾎﾝﾄﾞｰﾝ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾙｱﾉｽの闘いで
  は,ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｶﾙﾊﾞﾙ将軍麾下のﾏｾｵ師団が,ｵﾙｷﾞﾝからﾊﾞﾗｸﾞｱへ行軍中のｽﾍﾟｲﾝ軍4百を殲滅
1872年7月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督代理｢Johan August Stakeman｣(~9.24)
1872年7月1日-09:00|日本|日本郵政|明治5年5月26日|郵便を国内一般に施行
1872年7月2日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾗﾎﾞﾙﾄﾞ｣(~18740502)
1872年7月3日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ軍ｽﾛﾍﾞﾆｱ地方長官代行｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾞﾗｲﾜｲｽ｣(2度目~11.5)
1872年7月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｲｴｽﾞｽ会がﾄﾞｲﾂ帝国で違法となる
1872年7月4日-09:00|日本|佐賀県|明治5年5月29日|<改称>伊万里県→(第2次)佐賀県
1872年7月4日-09:00|日本|東京都|明治5年5月29日|東京府,町会所廃止
1872年7月6日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国首相｢ｹﾞﾘｯﾄ･ﾃﾞ･ﾌﾘｰｽ｣(~11月)
1872年7月6日-09:00|日本|  ||明治5年6月|この月､高島･三池などで石炭採掘開始
1872年7月6日-09:00|日本|  ||明治5年6月|ﾌﾗﾝｽ女性ﾗｸﾛｯﾄ､育児院董女学校を建てる
1872年7月6日-09:00|日本|鳥取県日野郡|明治5年6月|鳥取県日野郡で納税を巡って農民一揆が発生
1872年7月6日-09:00|日本|新潟県新潟市|明治5年6月|石崎政五郎が軽油､鉱油の製造を目的に石崎製油所を設立
1872年7月6日-09:00|日本|NIPPON EXPRESSﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治5年6月|<設立>三都飛脚仲間､古河市兵衛ら｢陸運元
  会社｣
1872年7月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ｽﾍﾟｲﾝ連合が分裂し新ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ連盟結成
1872年7月10日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｽﾛﾍﾞﾆｱ大統領｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｱｳｱｰｽﾍﾟﾙｸ｣(~187403
  19)
1872年7月10日-09:00|日本|群馬県富岡市|明治5年6月5日|<開設>群馬県富岡製糸工場(農商務省経営､官営最初
  の製糸場として絹糸国産発展の端となす)
1872年7月10日-09:00|日本|JR東日本東海道本線|明治5年6月5日|<駅新設>官設鉄道[品川-横浜]間に川崎,神奈
  川
1872年7月11日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍｯﾌﾟﾊﾞｰﾝ･ﾚﾆｰ｣(~18730521)
1872年7月11日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｾﾊﾞｰｼﾞｮｽ･ｲ･ﾊﾞﾙｶ
  ﾞｽ｣(~18730418)
1872年7月12日-09:00|日本|岡山県|明治5年6月7日|<分離編入>深津県､改称､岡山県より旧鴨方県､生坂県を移管
  →小田県
1872年7月15日-09:00|日本|広島県廿日市市|明治5年6月10日|<開催>｢厳島博覧会｣(~7月10日)[開催地]広島県[
  会場]厳島千畳閣大聖院[主催]広島県
1872年7月15日-09:00|日本|福岡県太宰府市|明治5年6月10日|太政官布告第174号:太宰府社太宰府神社ﾄ改称
1872年7月15日-09:00|日本|読売新聞|明治5年6月10日|<創刊>前嶋密ら｢郵便報知新聞｣
1872年7月16日-09:00|日本|東京都|明治5年6月13日|<死去>海援隊｢長岡謙吉｣39歳､東京にて病没
1872年7月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ､ｸﾞﾗｯﾄﾞｽﾄﾝ内閣により､無記名投票法が制定される
1872年7月18日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<死去>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ﾍﾞﾆｰﾄ･ﾎﾟｰﾙ･ﾌｱﾚｽ･ｶﾞﾙｼｱ｣(生年1806年)心臓発作で
1872年7月18日-09:00|日本|  ||明治5年6月13日|東京～横浜間で郵便行嚢護送人が添乗し､列車による郵便物の
  逓送を開始
1872年7月19日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾅﾀｰﾙ特別委員｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾏｽｸﾞﾚｲｳﾞ｣(~18730430)
1872年7月19日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ｴﾄﾞｳﾞｧﾙﾄﾞ･ｸﾞｽﾀﾌ･ｱﾌ･ﾌｫﾙｾﾙｽﾞ｣(~11.19)
1872年7月19日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾏﾙｺｽ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾊﾟｳﾗ･ﾚﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾃﾊﾀﾞ･ｲ･ｺﾗﾙ
  ｣(18721130まで暫定~18761128)
1872年7月19日-09:00|日本|熊本県|明治5年6月14日|<改称>(第1次)熊本県→白川県
1872年7月20日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ｴﾊﾟﾒｲﾉﾝﾀﾞｽ･ﾃﾞｨﾐﾃｨﾙｰ･ﾃﾞﾘｹﾞｵﾙｷﾞｽ｣(4回目~1874
  0221)
1872年7月20日-09:00|日本|  ||明治5年6月15日|ｲｷﾞﾘｽ人･ｼﾞｮﾝﾚﾃﾞｨﾌﾞﾗｯｸに対し､駅構内における新聞販売を認
  可/駅構内売店の最初
1872年7月20日-09:00|日本|群馬県前橋市|明治5年6月15日|<移転>群馬県庁[高崎⇒前橋]
1872年7月22日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領｢ﾄﾏｽ･ｸﾞﾃｨ･ｴ･ﾚｽ ﾛﾊｽ(最高首長)｣(事実上23日まで~26
  日)
1872年7月26日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾌｱﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾘﾍﾞｲﾛ･ｴｽﾀｰﾀﾞ｣(3回目~8.



1875迄(3195件)

  2)
1872年7月26日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領代行｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾍﾚﾝｼｱ･ｾﾞｳﾞｧﾛｽ｣(~8.2)
1872年7月26日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ共和国暫定大統領｢ｶﾙﾛｽ･ｾﾚｵ･ｱﾘｱｽ･ﾛﾍﾟ｣(~18740113)
1872年7月26日-09:00|日本|高知県|明治5年6月21日|<死去>山内豊信(山内容堂)(46歳)元土佐藩主､内国事務総
  裁.脳溢血のため死去
1872年7月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ｢徴兵制｣が実施される
1872年7月28日-09:00|日本|  ||明治5年6月23日|太政官布告第187号:華士族平民身代限規則
1872年7月28日-09:00|日本|愛媛県|明治5年6月23日|<改称>宇和島県→神山県
1872年7月29日-09:00|日本|  ||明治5年6月24日|<購入>｢蟠竜丸｣⇒北海道開拓使｢雷電丸｣と改称(1877年日本海
  軍軍艦｢雷電艦｣と改称)
1872年7月29日-09:00|日本|奈良県磯城郡田原本町|明治5年6月24日|<死去>平野長裕(28歳)元大和田原本藩知藩
  事
1872年7月29日-09:00|日本|北海道小樽市|明治5年6月24日|太政官布告第190号:北海道幌泉海関ｦ廃ｼ室蘭厚岸ﾆ
  海関ｦ設ｹ手宮港を小樽と改称
1872年7月30日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ総司令官兼上席市民知事｢Simon de la Torre y Orma
  za｣(~11.5)
1872年7月31日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ｼｪﾌｨｸ･ﾐﾀﾞｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~10.19解任)
1872年8月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾋｼﾞｬｰｽﾞ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾚｼｯﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1874年7月)
1872年8月1日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙ初の国勢調査/ﾌﾞﾗｼﾞﾙの人口は9,930,478人,うち奴隷は1,510,806人
1872年8月1日-09:00|日本|  ||明治5年6月27日|<点灯>友ヶ島灯台[和歌山市]石造,初期のものが現存(設計ﾌﾞﾗﾝ
  ﾄﾝ)
1872年8月2日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが､ｶﾞｲｱﾅを英領ｶﾞｲｱﾅとして植民地とする
1872年8月2日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ﾒﾃﾞｨﾅ･ｴﾚﾗ｣(~18730903)
1872年8月2日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌｽﾄ･ﾊﾟﾙﾄﾞ･ｲ･ﾗｳﾞｧｯﾚ｣(~18760802没)
1872年8月2日-09:00|日本|  ||明治5年6月28日|自葬を禁止し､死者を葬るときは神官か僧侶に依頼するように
  命じる
1872年8月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾘｰﾐﾆ会議でｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ｲﾀﾘｱ連盟が結成
1872年8月4日-09:00|日本|岡山大学|明治5年7月|<改称>医学所⇒医学教場
1872年8月4日-09:00|日本|東京大学|明治5年7月|司法省明法寮から法学校正則科を設立
1872年8月4日-09:00|日本|  ||明治5年7月1日|<創刊>｢峡中新聞｣(現･山梨新聞)
1872年8月4日-09:00|日本|日本郵政|明治5年7月1日|全国に郵便施行
1872年8月7日-09:00|日本|  ||明治5年7月4日|政府､すべての土地に地券を交付
1872年8月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ﾘｰｽﾞ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞﾄﾞﾙﾌｨﾝ･ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ｣
1872年8月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ﾘｰｽﾞ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞﾄﾞﾙﾌｨﾝ･ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ｣8代公の長男(~18951223死去)
1872年8月11日-09:00|日本|  ||明治5年7月8日|太政官布告第196号:香具師ﾉ名目ｦ廃ｼ商売ﾊ随意ﾀﾗｼﾑ
1872年8月12日-08:00|中国|  ||清･同治11年7月9日|中国初の官費による留学生がｱﾒﾘｶに旅立つ
1872年8月15日-09:00|日本|  ||明治5年7月12日|明治天皇が､中国西国巡幸の帰途時に品川～横浜までご乗車/
  貸切であって増便ではないが､これが事実上初のお召し列車運転
1872年8月15日-09:00|日本|北海道根室市|明治5年7月12日|<点灯>納沙布岬灯台(日本最東端の灯台､霧信号所併
  設､1930年ｺﾝｸﾘｰﾄ造に建替)
1872年8月16日-09:00|日本|  ||明治5年7月13日|青山･渋谷に神葬地を定める(青山墓地の起こり)
1872年8月17日-09:00|日本|  ||明治5年7月14日|最初の求人広告が出る(乳母雇い入れの広告)
1872年8月17日-09:00|日本|岡山県真庭郡新庄村|明治5年7月14日|<発足>岡山県真島郡新庄村が誕生
1872年8月20日-09:00|日本|  ||明治5年7月17日|太政官布告第202号:売薬ﾊ大学東校ﾆ於ﾃ取締ｽﾙｦ廃ｽ
1872年8月22日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾎﾟｰﾄ･ｱｶﾞｽﾀとﾎﾟｰﾄ･ﾀﾞｰｳｨﾝとの間の電信線が37万ﾎﾟﾝﾄﾞの費用をかけて完成
1872年8月22日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国閣僚評議会議長｢ﾐﾘｳﾞｫｲｪ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾌﾞﾗｽﾞﾅｳﾞｧﾂ｣(~1873040
  5)
1872年8月22日-09:00|日本|愛媛県松山市|明治5年7月19日|<死去>松平定昭(28歳)元予松山藩知藩事
1872年8月23日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾗｼｯﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~11.7
  )
1872年8月23日-09:00|日本|  ||明治5年7月20日|諸道とも全て伝馬制度を廃止
1872年8月23日-09:00|日本|日本郵政|明治5年7月20日|<発行>(手彫)桜切手(1872年)額面:1銭､2銭
1872年8月26日-09:00|日本|北海道函館市|明治5年7月23日|福士成豊､函館船場町の自宅に函館気象測量所を設
  ける｡観測器として晴雨計､乾湿器雨量計を使用｡わが国初の気象測候所
1872年8月28日-09:00|日本|  ||明治5年7月25日|衆議院建白規則を制定
1872年8月29日-09:00|日本|広島県広島市|明治5年7月26日|<死去>浅野長訓(61歳)元安芸広島藩主
1872年8月31日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ｵﾚﾝｼﾞ自由国国家大統領代行｢ｼﾞｬｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾙﾄﾞﾙﾌ･ｶｳﾌﾏﾝ｣(~10.4)
1872年8月31日-09:00|日本|  ||明治5年7月28日|地租改正令発布
1872年9月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Selanikli Mustafa Necib Pasha｣(~1873.1)
1872年9月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾏｯｹﾝｼﾞｰ指揮下の第4騎兵隊がｺﾏﾝﾁ族を虐殺
1872年9月1日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治5年7月29日|横浜に高島嘉右衛門のｶﾞｽ製造所完成
1872年9月1日-09:00|日本|筑波大学|明治5年7月29日|<開校>日本最初の官立学校｢師範学校｣[湯島の旧昌平黌跡
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1872年9月3日-09:00|日本|  ||明治5年8月|<発刊>足羽県新聞会社『撮要新聞』第1号(~1873.3,第11号で廃刊)
1872年9月3日-09:00|日本|東北大学|明治5年8月|<廃止>宮城県立医学所
1872年9月3日-09:00|日本|名古屋大学|明治5年8月|<廃校>名古屋県仮医学校
1872年9月3日-09:00|日本|日本郵船|明治5年8月|<改名>日本國郵便蒸汽船会社｢長鯨丸｣⇒｢萬里丸｣
1872年9月3日-09:00|日本|  ||明治5年8月1日|<刊行>海軍水路寮､日本最初の海図｢陸中国釜石港之図｣
1872年9月3日-09:00|日本|九州大学|明治5年8月1日|<廃校>賛生館
1872年9月3日-09:00|日本|国立国会図書館|明治5年8月1日|<設置>文部省｢書籍館｣[湯島聖堂内博物館に併設](
  東京で最初の近代的な公共図書館であるが､当時の閲覧は有料制)
1872年9月4日-09:00|日本|  ||明治5年8月2日|<竣工>宮内省内海御召艦｢蒼龍丸｣(198t)横須賀造船所
1872年9月5日-09:00|日本|  ||明治5年8月3日|国民皆学をめざして学制を公布(下等小学4年､上等小学4年)
1872年9月5日-09:00|日本|  ||明治5年8月3日|司法省職務定制が定められる
1872年9月5日-09:00|日本|京都大学|明治5年8月3日|<改称>文部省｢開成所｣⇒｢第四大学区第一番中学｣
1872年9月5日-09:00|日本|東京大学|明治5年8月3日|<改称>｢南校｣⇒｢第一大学区第一番中学｣;｢東校｣⇒｢第一大
  学区医学校｣
1872年9月5日-09:00|日本|立正大学|明治5年8月3日|壇林を廃し東京芝二本榎に宗教院を設立
1872年9月6日-09:00|日本|伊予銀行|明治5年8月4日|<改称>興産社⇒興産会社(~明治26年)
1872年9月7日-09:00|日本|  ||明治5年8月5日|<死去>伏見宮邦家親王(71歳)皇族
1872年9月7日-09:00|日本|茨城県水戸市|明治5年8月5日|<設置>常陸国水戸城に鎮台分営(軍事施設)
1872年9月7日-09:00|日本|東京都|明治5年8月5日|<設置>租税寮内に地租改正局
1872年9月7日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治5年8月5日|<設立>三井組･小野組共同で｢三井小野組合銀
  行｣
1872年9月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱとｲﾝﾄﾞの間に海底電線が開通
1872年9月10日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ｣(3回目~10.11)
1872年9月12日-09:00|日本|東京都|明治5年8月10日|東京府,営繕会議所設置
1872年9月12日-09:00|日本|日本郵船|明治5年8月10日|廻漕取扱所を解散して日本国郵便蒸気汽船会社設立
1872年9月12日-08:00|中国|  ||清･同治11年8月10日|西寧のｲｽﾗﾑ教徒らが､陝西のｲｽﾗﾑ教徒らと反乱を起こす
1872年9月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第12回全英ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ﾄﾑ･ﾓﾘｽ･ｼﾞｭﾆｱ(4回目)(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/166)
1872年9月14日-09:00|日本|  ||明治5年8月12日|貢租米のすべて金納が認められる
1872年9月17日-09:00|日本|  ||明治5年8月15日|教育費受益者負担が確定
1872年9月18日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｶｰﾙ4世｣兼ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王｢ｶｰﾙ15世｣46歳(誕生1820年)
1872年9月18日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ国王｢ｵｽｶﾙ2世｣(~19071208死去78歳)兼ﾉﾙｳｪｰ国王(~19
  051026退位)
1872年9月19日-09:00|日本|  ||明治5年8月17日|<死去>初代本松斎一甫(不明)華道家､生実藩士
1872年9月19日-09:00|日本|長崎県|明治5年8月17日|<移転>佐賀県､壱岐･対馬を移管→長崎県
1872年9月20日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸ下院で､連合左翼党が過半数を占める
1872年9月20日-09:00|日本|長崎大学|明治5年8月18日|<改称>長崎医学校⇒第6大学区医学校
1872年9月21日-09:00|日本|東京都|明治5年8月19日|<編入>神奈川県の管轄する12村(中野村･江古田村･上鷺之
  宮村･雑色村･本郷村･本郷新田･新井村･上高田村･片山村･下鷺之宮村･上沼袋村･下沼袋村)が東京府の管轄に
  戻る
1872年9月22日-09:00|日本|  ||明治5年8月20日|関門海峡に海底電信線が敷設される
1872年9月22日-09:00|日本|長野県諏訪市|明治5年8月20日|長野県諏訪に器械製糸創業
1872年9月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘで開かれたﾒｰﾄﾙ法制定委員会がﾒｰﾄﾙ原器を制定/地球の大円周の4千万分の
  1が1m
1872年9月25日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Janus August Garde｣(1期目~18760105
  )
1872年9月25日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|明治5年8月23日|<設立>信義社(銀行類似会社､愛媛県北宇和郡佐伯
  町)
1872年9月25日-09:00|日本|山梨県|明治5年8月23日|<大小切騒動>甲州農民決起
1872年9月28日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝに中央郵便局が開設
1872年9月29日-09:00|日本|  ||明治5年8月27日|<設置>司法省｢警保寮｣､邏卒を移管
1872年9月30日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱをﾊﾝｶﾞﾘｰが直接統治(~19181031)
1872年10月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ総督代行｢ｴﾃﾞﾑ･ﾊﾟｼｬ･ｱﾙ=ｱﾘﾌｨ｣(~1873年)
1872年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1872年10月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ﾋﾞｾﾞｰ《劇音楽｢ｱﾙﾙの女》ﾊﾟﾘのﾃｱﾄﾙ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾄﾞｳﾞｨﾙ
1872年10月1日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾈｲﾗ｣(1回目~18730405)
1872年10月1日-09:00|日本|  ||明治5年8月29日|太政官布告第244号:官吏犯私罪律改正
1872年10月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ･ﾀﾞﾝﾌﾘｰｽﾞ&ｶﾞﾛｳｪｲのｶｰﾄﾙﾌﾞﾘｯｼﾞ駅構内の転轍器に連動していない信
  号の誤現示により､入換作業中の貨物列車に夜行列車が衝突.死者12人
1872年10月2日-09:00|日本|  ||明治5年8月末|街道の伝馬所と助郷を廃止
1872年10月2日-09:00|日本|  ||明治5年8月30日|明治政府が農民の職業自由､年貢米の金農､商業兼業を許可
1872年10月2日-09:00|日本|東京都港区|明治5年8月30日|新橋駅構内に西洋食物飲茶店が開業/初の駅売店[ｷﾖｽｸ
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1872年10月3日-09:00|日本|東北大学|明治5年9月|私立共立社病院附属塾舎⇒共立病院附属学舎となる(共立学
  舎と称する)
1872年10月3日-09:00|日本|奈良県奈良市|明治5年9月|教部省から興福寺(登大路町)一山の廃寺の指令を受ける
1872年10月3日-09:00|日本|日本郵政|明治5年9月1日|<発行>(手彫)桜切手(1872年)額面:半銭､10銭､20銭､30銭
1872年10月4日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ｵﾚﾝｼﾞ自由国国家大統領代行｢委員会(ｳｨﾘｱﾑ･ｺﾘﾝｽﾞ委員長/ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾋﾟ
  ｰﾀｰ･ｼｭﾈﾊｰｼﾞｭ/ｹﾞﾙﾊﾙﾄﾞｩｽ･ﾖﾊﾈｽ･ﾃﾞｭ･ﾄﾜ)｣(~18730616)
1872年10月4日-09:00|日本|茨城県行方市|明治5年9月2日|<死去>新庄直敬(55歳)元常陸麻生藩知藩事
1872年10月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで､社会政策学会が設立される
1872年10月7日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｶﾞﾝﾋﾞｱ管理者代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾄｰﾘｰ･ﾏｲﾙｽﾞ･ｸｰﾊ
  ﾟｰ｣(1回目~18731002)
1872年10月7日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Joao Climaco de Carvalho｣(~187
  3.7死去)
1872年10月7日-09:00|日本|  ||明治5年9月5日|ｳｻｷﾞ市場の禁止
1872年10月9日-09:00|日本|  ||明治5年9月7日|太政官布告第252号:陸軍元帥服制ｦ定ﾑ;太政官布告第254号:謀
  殺本属長官律改正
1872年10月9日-09:00|日本|  ||明治5年9月7日|東京-京都･大阪間に電信開通
1872年10月10日-09:00|日本|  ||明治5年9月8日|小学教則､中学教則を領布
1872年10月11日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾏｰｽﾃﾞﾝ･ｳｫｰﾀｰﾊｳｽ｣(~18730303)
1872年10月11日-08:00|中国|  ||清･同治11年9月10日|清軍が大理府に進攻し､ｲｽﾗﾑ教徒の馬得重を殺す
1872年10月12日-09:00|日本|新潟県|明治5年9月10日|<悌輔騒動>渡辺悌輔､月岡帯刀､川崎九郎次等､捕縛された
  一揆の首謀者と殺害の下手人等の合わせて7名はいずれも処刑された
1872年10月12日-09:00|日本|東京都|明治5年9月10日|<分離編入>神奈川県の管轄する20村(高円寺村･馬橋村･永
  福寺村･上荻窪村･下荻窪村･久我山村･上高井戸村･下高井戸村･中高井戸村･田端村･成宗村･和泉村･大宮前新
  田･松庵村･和田村･上井草村･下井草村･天沼村･阿佐ヶ谷村･堀之内村)⇒東京府
1872年10月14日-09:00|日本|JR東日本東海道本線|明治5年9月12日|<正式開業>官設鉄道[新橋-品川-川崎-鶴見-
  神奈川(-横浜)]29km/旅客運賃は新橋～横浜上等1円12銭5厘､中等75銭､下等37銭5厘
1872年10月15日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾚｲｽﾞ=ｸﾚｲ｣(~18740119)
1872年10月15日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||<成立>ｶﾅﾀﾞ太平洋鉄道会社
1872年10月15日-09:00|日本|  ||明治5年9月13日|太政官布告第262号:文部省中編輯寮ｦ廃ｼ大中少督学ｦ置ｸ
1872年10月16日-09:00|日本|  ||明治5年9月14日|海軍兵員徴募規則を定める;太政官布告第265号:僧侶苗字ｦ設
  ｹｼﾑ
1872年10月16日-09:00|日本|沖縄県|明治5年9月14日|<発足>琉球王国を鹿児島県の管轄から離し､琉球藩が設置
  され国王尚泰を琉球藩主とし華族とする
1872年10月16日-09:00|日本|北海道|明治5年9月14日|<分割>開拓使の札幌本庁を開庁/その下に函館,宗谷,浦河
  ,根室,樺太の5支庁を置く
1872年10月17日-09:00|日本|  ||明治5年9月15日|太政官布告第273号:修験道廃止令
1872年10月17日-08:00|中国|  ||清･同治11年9月16日|清軍が臨安府でｲｽﾗﾑ教徒を破る
1872年10月18日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<死去>ｽﾞｰﾙｰ王国国王｢ﾑﾊﾞﾝﾃﾞ｣
1872年10月18日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<即位>ｽﾞｰﾙｰ王国国王｢ｾﾃﾜﾖ･ｶﾑﾊﾟﾝﾃﾞ｣(1期目~18790828)
1872年10月18日-09:00|日本|  ||明治5年9月16日|<開催>｢金沢展覧会｣(~10月16日)[開催地]石川県[会場]兼六
  園内巽新殿[主催]石川県/前田候の刀剣･金玉･銅錫･陶器･漆器･布帛･木工竹彫･書画を展示
1872年10月19日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞのﾋﾙ･ｴﾝﾄﾞで､世界最大級の235ｷﾛｸﾞﾗﾑにもなる金塊が発見さ
  れﾎﾙﾀﾏﾝの金塊と呼ばれた
1872年10月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<交替>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ｼｪﾌｨｸ･ﾐﾀﾞｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣進歩思想が強すぎたためｽﾙﾀ
  ﾝによって罷免⇒｢ﾐｭｰﾃﾙｼﾑ･ﾘｭｼｭﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣就任(3期目~18730315)
1872年10月21日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾆｭｰﾄﾝ｣(1
  回目~28日)
1872年10月21日-09:00|日本|  ||明治5年9月19日|<死去>吉沢検校(65歳)地歌筝曲家
1872年10月22日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰの国際寝台車会社(ﾜｺﾞﾝ･ﾘ社)ｵｰｽﾃﾝﾃﾞ-ﾍﾞﾙﾘﾝ間で寝台列車運行
  開始
1872年10月22日-09:00|日本|  ||明治5年9月20日|<仮設>開拓使学校[東京府下芝山内]
1872年10月23日-09:00|日本|  ||明治5年9月21日|三座又は代え櫓以外の芝居公認(160年ぶり)
1872年10月25日-09:00|日本|福島県郡山市|明治5年9月23日|<死去>松平頼升(41歳)元陸奥守山藩知藩事
1872年10月25日-09:00|日本|北海道|明治5年9月23日|<分離編入>青森県松前[渡島国のうち福島郡･津軽郡･檜山
  郡･爾志郡]を移管→開拓史
1872年10月25日-09:00|日本|宮崎県|明治5年9月23日|<分離編入>八代県球磨郡米良地方14村⇒美々津県児湯郡
  に移管
1872年10月25日-08:00|中国|  ||清･同治11年9月24日|清軍が粛州のｲｽﾗﾑ教徒を破る
1872年10月26日-09:00|日本|  ||明治5年9月24日|鉄銭の併行通用認める/寛永通寶四文鉄銭8枚=1厘､寛永通寶
  一文鉄銭16枚=1厘
1872年10月27日-09:00|日本|  ||明治5年9月25日|太政官布告第289号:北海道江差湊ﾍ海関ｦ設ｸ
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1872年10月27日-09:00|日本|石川県|明治5年9月25日|<分離編入>七尾県旧能登国→石川県
1872年10月27日-09:00|日本|富山県|明治5年9月25日|<分割編入>七尾県越中国射水郡を移管→新川県
1872年10月30日-09:00|日本|滋賀県|明治5年9月28日|<編入>犬上県､編入→滋賀県
1872年10月30日-09:00|日本|東京都|明治5年9月28日|<死去>三升亭小勝･2代(落語家)
1872年10月31日-09:00|日本|大阪府大阪市|明治5年9月29日|<廃止>大阪医学校
1872年10月31日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治5年9月29日|高島嘉右衛門･日本ｶﾞｽ社中により横浜の大江橋
  から馬車道･本町通りにかけて､日本最初のｶﾞｽ灯が点灯される
1872年11月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝが財務､戦争､司法等の9省を設置
1872年11月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国首相｢ｱｲｻﾞｯｸ･ﾜｰｼｰ･ﾌﾗﾝｾﾝ･ｳﾞｧﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾟｯﾄ｣(2回目~18740827)
1872年11月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｶﾘｽﾄ,ｵﾙｷﾞﾝ攻略作戦に成功
1872年11月1日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|明治5年10月|<創建>白旗神社(西御門,旧法華堂)頼朝を祀る
1872年11月1日-09:00|日本|大阪府大阪市|明治5年10月1日|<初点灯>天保山灯台(木造,廃灯)点灯
1872年11月1日-09:00|日本|兵庫県神戸市|明治5年10月1日|<初点灯>和田岬灯台(木造,1963年廃灯､2代目が須磨
  海浜公園に移設保存)
1872年11月2日-09:00|日本|  ||明治5年10月2日|太政官布告第295号:(芸娼妓解放令)人身売買･娼妓･芸妓の年
  季奉公廃止;太政官布告第297号:古金銀納入証券渡方規則中改正
1872年11月3日-09:00|日本|  ||明治5年10月3日|新橋･横浜間鉄道専用電信開設
1872年11月3日-09:00|日本|東京都中央区|明治5年10月3日|東京･新富座が日本初のｲｽ式劇場になる
1872年11月4日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地政府首相｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｲﾈｽ｣(~18730804)
1872年11月4日-09:00|日本|  ||明治5年10月4日|太政官布告第298号:府県官宅ﾉ地租取立方ｦ定ﾑ
1872年11月4日-09:00|日本|群馬県富岡市|明治5年10月4日|富岡製糸場がﾌﾗﾝｽ製機械を使って操業を開始
1872年11月4日-09:00|日本|東京都千代田区|明治5年10月4日|国史編輯局の事業を継いで,太政官正院に歴史課
  設置;太政官正院に翻訳局設置
1872年11月5日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ軍ｽﾛﾍﾞﾆｱ地方長官｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾘｯﾀｰ･ｶﾙﾃﾈｯｶﾞｰ･ﾌｫﾝ･ﾘｰﾄﾎﾙｽﾄ｣(
  ~18810430)
1872年11月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英仏通商条約が締結される
1872年11月5日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ総司令官兼上席市民知事｢Joaquin Enrile y Hernan｣
  (~18730214)
1872年11月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾕﾘｼｰｽﾞ･ｸﾞﾗﾝﾄがｱﾒﾘｶ大統領に再選される
1872年11月5日-09:00|日本|  ||明治5年10月5日|<死去>巣内式部(55歳)尊攘運動家､歌人
1872年11月5日-08:00|中国|  ||清･同治11年10月5日|貴州の清軍が､新城を攻めてｲｽﾗﾑ教徒の金万照を捕らえる
1872年11月7日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ﾑｽﾀﾌｧ･ｱｼﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~18731127)
1872年11月7日-09:00|日本|  ||明治5年10月7日|太政官布告第299号:米大小豆雑穀等ｦ以ﾃ油製造ｦ許ｽ
1872年11月8日-09:00|日本|  ||明治5年10月8日|<営業開始>運輸馬車会社[千住～宇都宮]間
1872年11月8日-09:00|日本|神奈川県|明治5年10月8日|<移管>工部省｢横須賀造船所･横浜製作所｣⇒海軍省
1872年11月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国ﾎﾞｽﾄﾝで大火､金融街の大部分を含む776棟の建物が焼失､少なくとも20名
  が亡くなった
1872年11月9日-09:00|日本|東京都千代田区|明治5年10月9日|太政官布告第303号:大蔵省中勧農寮正算司ｦ廃ｽ
1872年11月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ﾋﾞｾﾞｰ《ｱﾙﾙの女･組曲第1番》ﾊﾟﾄﾞﾙｰ
1872年11月10日-09:00|日本|  ||明治5年10月10日|長崎でｲﾜｼの油漬け缶詰が作られ､北海道開拓使が石狩町に
  缶詰工場を開設
1872年11月10日-09:00|日本|北海道|明治5年10月10日|太政官布告第304号:北海道土地売貸規則
1872年11月11日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Pedro Mariano Ramirez Aten
  za｣(~18730311)
1872年11月12日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢洪淳穆｣(~18730525)
1872年11月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸﾛｰﾄﾞ･ﾓﾈ､少年時代を過ごしたｾｰﾇ川河口の町ﾙ･ｱｰﾌﾞﾙで｢印象､日の出｣(16区｢
  ﾏﾙﾓｯﾀﾝ･ﾓﾈ美術館｣)を描く
1872年11月13日-09:00|日本|  ||明治5年10月13日|太政官布告第307号:勅任官位犯罪条例ｦ改ﾑ
1872年11月13日-09:00|日本|東京都中央区|明治5年10月13日|<開場>守田座[新富町に新築}/外国人用椅子席完
  備
1872年11月14日-09:00|日本|東京都千代田区|明治5年10月14日|太政官布告第308号:外務省中弁務使記ｦ廃ｼ公使
  書記官ｦ置ｸ
1872年11月15日-09:00|日本|東京都|明治5年10月15日|東京府,営繕会議所附養育院設立
1872年11月17日-09:00|日本|東京都千代田区|明治5年10月17日|文部省教科書編成掛を置き､編集に着手
1872年11月19日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾖﾊﾝ･ﾏｳﾙﾃｨｽ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾉﾙﾃﾞﾝｽﾀﾑ｣(4回目~1
  8730324)
1872年11月23日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ管理責任者｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾚ
  ｰ｣(~18731002)
1872年11月23日-09:00|日本|  ||明治5年10月23日|新聞『新聞雑誌』に日本初の尋ね人広告掲載
1872年11月25日-09:00|日本|東京都千代田区|明治5年10月25日|太政官布告第322号:教部省を文部省に合併
1872年11月27日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領代行｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾃﾞｨｵｽ･ﾎﾞｽｹ･ｲ･ﾍﾞﾝﾁｭﾗ･ﾌｧﾙﾌｧﾝ｣(~2
  8日)
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1872年11月27日-09:00|日本|岡山県笠岡市|明治5年10月25日|小田県,県庁を浄心寺から元笠岡代官所跡の新庁
  舎に移転
1872年11月27日-09:00|日本|北海道|明治5年10月27日|太政官布告第323号:開拓使ﾆ於ﾃ北海道航海荷物運輸仕法
  ｦ設ｸ
1872年11月28日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領｢ﾄﾏｽ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾌﾘｱｽ･ｱﾒﾄﾗｰ｣(1回目~18730509)
1872年11月28日-09:00|日本|  ||明治5年10月28日|太政官布告第325号:道路掃除ﾉ条目ｦ定ﾑ
1872年11月28日-09:00|日本|  ||明治5年10月28日|太政官布告第326号:外務省中書記生ｦ置ｸ
1872年11月28日-09:00|日本|東京都|明治5年10月28日|営繕会議所を会議所に改める
1872年11月28日-09:00|日本|東京都新宿区|明治5年10月28日|内藤新宿動植物試験場(後の新宿御苑)設置
1872年11月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｭｰﾙ･ｴﾐｰﾙ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾏｽﾈ《歌劇｢ﾊﾞｻﾞﾝのﾄﾞﾝ･ｾｻﾞｰﾙ｣》
1872年11月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞでｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞが初のｻｯｶｰ公式国際試合
1872年12月-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗｺﾞｽ植民地管理者｢ｼﾞｮｰｼﾞ･Berkeley｣(~1873.8)
1872年12月1日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地首相｢ｼﾞｮﾝ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾓﾙﾃﾉ｣無党派(~18780205
  )
1872年12月1日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治5年11月|<開設>高島町遊郭(吉原遊郭を移転→1880年永真遊郭
  に移転)
1872年12月1日-09:00|日本|京都府立医科大学|明治5年11月1日|粟田口青蓮院内に仮療病院を設け患者の治療を
  行うかたわら医学生を教育した
1872年12月1日-09:00|日本|東京都|明治5年11月1日|消防組が再び東京府に属することになる
1872年12月5日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国首相｢ﾖｰｾﾞﾌ･ｽｽﾞﾗｳﾞｨ･ｵｶｰﾆｬ･ｴｽ･ｴﾙｹﾈｼ｣(~18740320)
1872年12月5日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督｢ｲｸﾞﾅｼｵ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ﾄｩﾃﾞﾗ･ｲ･ﾌﾟﾘｴﾄ｣(~18741
  122)
1872年12月5日 03:00|大西洋/ｲｷﾞﾘｽ|  |||15時頃､ｲｷﾞﾘｽの帆船ﾃﾞｨ･ｸﾞﾗｼｱ号が大西洋上で､ﾏｽﾄが折れて無人で漂
  っていた帆船ﾒﾘｰ･ｾﾚｽﾄ号に出会う.乗組員10人全員消失
1872年12月6日-09:00|日本|青森県青森市|明治5年11月6日|青森明治5年下新町の大火｢(武士)火事｣午後8時下新
  町奥崎丹蔵方より出火､729戸焼失
1872年12月8日-09:00|日本|  ||明治5年11月8日|太政官布告第334号:総本寺本山ｦ除ｸ無檀無住の寺院廃止布令
1872年12月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで､地方行政再編法案が上院を通過/商業割引銀行が設立される
1872年12月9日-09:00|日本|  ||明治5年11月9日|太政官布告第337号:改暦/太陰暦を廃止して太陽暦を採用する
  との布告が出された(太陰暦の明治5年12月3日を明治6年1月1日とする)時間表示が改められる(1日24時間)
1872年12月9日-09:00|日本|ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治5年11月9日|<改称>永見松田商社(長崎東浜町326番地)
  資本金を8万円に増資⇒立誠会社
1872年12月11日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<死去>ﾊﾜｲ王｢ｶﾒﾊﾒﾊ5世｣
1872年12月11日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ﾊﾜｲ諸島王国国王｢執行省:Ferdinand William Hutchison/Robert Stirl
  ing(1期目)/Stephen Henry Phillips｣(~18730109)
1872年12月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ｶﾝﾄｩｰｸｯｸ級ｽﾙｰﾌﾟ｢ｱﾙﾊﾞﾆｰ｣(3300t);ｱﾒﾘｶ海軍ｼﾞｬﾜ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ｹﾞ
  ﾘｴｰﾙ｣(3954t)
1872年12月12日-09:00|日本|  ||明治5年11月12日|太政官布告第339号:大礼服にそれまでの裃などの和服を廃
  止し洋服を採用する太政官布告
1872年12月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂのﾊﾟｳﾙ･ﾍﾝﾗｲﾝが合成ｶﾞｽを燃料とするｴﾝｼﾞﾝを用いる飛行船のﾃｽﾄ飛行を
  行ない時速19kmの速度で飛行
1872年12月13日-09:00|日本|  ||明治5年11月13日|<死去>6代常磐津小文字太夫(32歳)浄瑠璃太夫
1872年12月13日-09:00|日本|  ||明治5年11月13日|司法省､違式かい違条例制定/現代では軽犯罪に当たる程度
  の罪を､罰金や10～20回の笞罰(罪人の身体にﾑﾁを振るい痛める刑罰)､1～2日の拘留刑などで罰する/疫病や交
  通事故などを防止するための条文が用意されている/公衆衛生面の注意事項が多い
1872年12月14日-09:00|日本|  ||明治5年11月14日|太政官布告第341号:一部金銀貨の直径縮小､一部銀貨の量目
  増加
1872年12月14日-09:00|日本|愛知県刈谷市|明治5年11月14日|<死去>土井利教(26歳)元三河刈谷藩知藩事
1872年12月15日-09:00|日本|  ||明治5年11月15日|神武天皇即位の年を紀元とし､即位日の1月29日を祝日とす
  る(1873年10月14日に2月11日に変更)
1872年12月15日-09:00|日本|  ||明治5年11月15日|太政官布告第349号:国立銀行条例国立銀行成規
1872年12月15日-09:00|日本|香川県高松市|明治5年11月15日|<点灯>鍋島灯台(香川県坂出市,石造,初期のもの
  が現存､退息所は四国村に移築保存)
1872年12月16日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治5年11月16日|高島炭坑で坑夫が暴動
1872年12月19日-09:00|日本|  ||明治5年11月19日|太政官布告第355号:古金銀納入証券渡方規則中更正
1872年12月20日-09:00|日本|東京都墨田区|明治5年11月20日|<大相撲>明治5年11月場所[東京本所回向院](~10
  日間)幕内優勝:(東小結)兜山,8勝0敗2休
1872年12月23日-09:00|日本|  ||明治5年11月23日|女性の相撲見物を許可
1872年12月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ軍とｱﾊﾟｯﾁ族､ｿﾙﾄ川峡谷の戦い
1872年12月26日-09:00|日本|東京都中央区|明治5年11月26日|茅場町と小網町との間なる鎧の渡しを木橋に改め
  鎧橋完成(日本橋小網町)
1872年12月27日-09:00|日本|  ||明治5年11月27日|太政官布告第378号:監獄則
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1872年12月27日-09:00|日本|愛知県|明治5年11月27日|<編入>額田県→愛知県
1872年12月27日-09:00|日本|東京都千代田区|明治5年11月27日|神殿･皇霊殿が完成し､八神は天神地祇と併せて
  神殿に祀られ､歴代皇霊は賢所から皇霊殿に奉遷された
1872年12月28日-09:00|日本|  ||明治5年11月28日|<改称>税関本局⇒横浜税関(税関賦制改正の為)
1872年12月28日-09:00|日本|  ||明治5年11月28日|全国徴兵に関する詔が出される
1872年12月28日-09:00|日本|東京都豊島区|明治5年11月28日|雑司ヶ谷･駒込に神葬地が定められる
1872年12月29日-09:00|日本|東京都新宿区|明治5年11月29日|陸軍省御用商人｢山城屋和助｣公金不正融資事件に
  関与し､陸軍省で自害
1872年12月31日-09:00|日本|  ||明治5年12月2日|太政官布達人身売買禁止令
1872年12月31日-09:00|日本|大分県|明治5年12月2日|大分県下農民一揆/処罰者は28000名
1873年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｽﾝｶﾞｲ･ｳｼﾞｮﾝ統治者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ｽﾝｶﾞｲ･ｳｼﾞｮﾝ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ｻｲｰﾄﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾗｰﾏﾝ･ﾋﾞﾝ
  ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ｶﾄﾞﾘ｣(~1881年没)
1873年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾞﾘ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Ma'mun Al Rashid Perkasa Alamyah｣(~1924年)
1873年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾗﾝﾊﾟﾝ国主(ﾁｬｵ)｢ﾌﾛﾑﾏﾌｨｳｫﾝ｣(~1887年)
1873年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾁｴﾝﾏｲ国ﾁｪｯﾄﾄﾝ朝国王ｲﾝﾀｳｨﾁｬﾔｰﾉﾝ(~1896年)
1873年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>英領ｲﾝﾄﾞ保護領ﾌﾞｰﾀﾝ主席大臣｢ﾀﾝﾃﾞｨﾝ･ﾝｺﾞﾄﾞｩｯﾌﾟ｣(~1885年)
1873年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｷﾂｪｯﾌﾟ･ﾄﾞﾙｼﾞ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(1回目~1877年)
1873年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾝｸﾞﾘ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ(~18871201)
1873年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝｸﾞﾘ国管理者｢ｳｪｽﾄ｣(~1878年7月)
1873年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾙﾁｬｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾋﾞﾗﾊﾞｰﾙ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~18911218没)
1873年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｽﾊﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬｲﾀﾝ･ﾃﾞｵ･ﾊﾞﾝｼﾞ｣(~18970410没)
1873年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｼﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1890年4月没)
1873年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾙﾜﾆ国統治者(ﾗﾅ)｢ｼﾞｬｼｭﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣(2回目~18800815)
1873年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾊﾞﾀﾞﾌｼｬﾝはｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝに編入
1873年-04:00|UAE|  |||<死去>ｳﾝﾑ･ｱﾙ=ｶｲﾜｲﾝ首長｢Sheikh Ali bin Abdullah Al Mualla｣
1873年-04:00|UAE|  |||<就任>ｱｼﾞｭﾏｰﾝ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Rashid ibn Humaid2世 Al Nuaimi｣(~1891.4死去)
1873年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<就任>ｱﾙｻｲﾄﾞ王朝首相(ﾜｼﾞｰﾙ)｢ｻｲｰﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾌﾞｻｲﾃﾞｨ｣(1回目~1888年)
1873年-04:00|UAE|  |||<就任>ｳﾝﾑ･ｱﾙ=ｶｲﾜｲﾝ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Ahmad1世 ibn `Abd Allah Al Mu`alla｣(~190
  40613死去)
1873年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相代行｢ﾐﾙｻﾞ･ﾌｻｲﾝ･ｶｰﾝ･ﾑｼｰﾙ･ｱﾀﾞﾗ･ｻﾊﾞｻｰﾙ/ﾙｻﾞ･ﾕｽﾌ･ｱｼｭﾃｨｱｰﾆ/ｶﾑﾗﾝ･ﾐﾙ
  ｻﾞ･ﾅｴﾌﾞ･ｴｽ･ｻﾙﾀﾈ(1878年から)｣(~1880年)
1873年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾆｮﾛ=ｷﾀﾗ対立王｢Kabigumire｣
1873年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｳｶﾞﾝﾀﾞ王国首相｢Muhidi｣(~1896年)
1873年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ総督｢ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬ･ｱﾙ=ｱｲﾕｰﾌﾞ｣(~18770518)
1873年-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾏｯｻﾜ総督｢ﾚｲﾁｪﾙ･ﾍﾞｲ･ｱﾌﾞﾛﾔﾝ｣(~1875年11月)
1873年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ海軍司令官代理｣⇒｢ﾊﾘｯﾄ･ﾍﾞｲ｣(~同年)
1873年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>下ﾔｰﾌｧ･ｻﾙﾀﾝ｢Ali2世ibn Ahmad al-Afifi｣(~1885年)
1873年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾆｮﾛ=ｷﾀﾗ王｢Olimi6世 Kabugungu｣(同年死去)⇒｢Cwa2世 Kabalega｣(2期目~1
  8980403)
1873年-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｾﾝﾅﾊｲﾄはｴｼﾞﾌﾟﾄに併合され､後に紅海州の一部となった
1873年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||ﾑﾌﾞﾃﾞはｲｻﾝﾄﾞﾗに従属(~1880年)
1873年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｷﾀﾝｺﾞﾆｱ首長｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾗﾌﾏﾝ･ｻｲｰﾄﾞ･ｱﾘ｣(~1875年)
1873年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾆﾝ湾英国領事｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･Livingstone｣
1873年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｱｸﾞｳｪのｴｳｪ国統治者｢ｱﾀﾝﾚ｣(~1889年)
1873年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Luis Maria Fernandez de Cordoba y Perez de Barradas｣(~1879
  年)
1873年-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾞﾎﾞﾝ･ｷﾞﾆｱ湾入植地司令官｢ｼｬﾙﾙ･ｱﾝﾘ･ｼﾞｭｰﾙ･ﾊﾟﾉﾝ･ﾃﾞｭ･ﾊｼﾞｴ｣(~1875年)
1873年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督(北ｱﾌﾘｶ総司令部総督)｢Manuel Keller y Garcia｣(~同年)⇒｢F
  ulgencio Gavila y Sola｣(~1875年)
1873年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾏﾗﾃﾞｨ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ｶﾂｨﾅ)｢ﾊﾞﾙﾑ･ﾀﾞﾝ･ﾀﾞﾝ･ｶｻﾜ｣(~1878年)
1873年-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵﾙﾝｸﾞはﾌﾗﾝｽ保護領
1873年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ第8代総督｢Hudson Ralph Janisch｣
1873年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾙｻﾞ連邦ｴﾐｰﾙ｢ｱﾘ･ﾃﾞｨﾖﾝﾎﾞｯﾄ･ｳﾙﾄﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1886年10月没)
1873年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞｳｫﾙ統治者(ﾃｨｰﾝ)｢ﾗﾄ･ｼﾞｮｰ･ﾝｺﾞｰﾝ･ﾗﾃｨｰﾙ･ｼﾞｮｯﾌﾟ｣(~1874年)
1873年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ主任判事｢D.S. Lloyd｣(~同年)
1873年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ大統領｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾓﾝﾛｰ･ｴﾙﾄﾞﾘｯｼﾞ｣(~1882年6月)
1873年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾋﾞｴｹｽ島市長｢Benigno Alvarez｣⇒暫定市長｢Felix Nieto｣⇒市長｢Man
  uel E. Benitez｣(~1874年)
1873年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾋﾞｴｹｽ島は自治体としてﾌﾟｴﾙﾄﾘｺに組み込まれた
1873年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾗﾎﾟﾗ統治者｢Tupua Temauiari`i Ha`amananahia`a Mai｣摂政(~1876年
  )
1873年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏｱﾚﾊﾞ統治者｢Bernardo Teaoiti｣摂政(~1881年)
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1873年1月-09:00|日本|  ||明治6年|<創刊>週刊｢長崎新聞｣(本木昌造が松田源五郎､池原日南､西道仙ら)/冊子
  式で型は半紙の2つ折り表紙とも10枚内外の袋綴り,1部3銭3厘(~18731200廃刊)
1873年1月-09:00|日本|  ||明治6年|<創刊>｢小田県新聞｣
1873年1月-09:00|日本|埼玉大学|明治6年|<設立>埼玉県｢学校改正局｣
1873年1月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾈｼﾞｭﾄﾞ首長｢ｻｳﾄﾞ2世ｲﾌﾞﾝ･ﾌｧｲｻﾙ｣(2度目~1875年1月)
1873年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Mehmed Halet Pasha｣(~1874.9)
1873年1月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ﾌｫｽﾌｫｰ･ﾑｽﾀﾌｧ･ｼﾄﾞｷ･ﾊﾟｼｬ｣(~3月)
1873年1月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾏﾏﾄﾞｩ･ﾊﾞｰﾙ｣(2回目~3月)
1873年1月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||37年以来建設を続けてきたﾒｷｼｺ=ﾍﾞﾗｸﾙｽ間の鉄道開通
1873年1月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｳﾞｨｸﾄﾘｱ教育法施行/無償･義務･世俗教育の確立
1873年1月1日-09:00|日本|  ||明治6年|<発刊>福澤諭吉著｢改暦辨｣
1873年1月1日-09:00|日本|  ||明治6年|国立銀行条例公布
1873年1月1日-09:00|日本|  ||明治6年|太陰暦を廃止､この日を太陽暦明治6年1月1日とする
1873年1月1日-09:00|日本|栃木県|明治6年|<開庁>栃木県初代県庁舎(栃木市)
1873年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾎﾟｰﾙ･ｾﾚｿｰﾚ｣Lib(~12.31)
1873年1月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾌｫﾝ･ﾛｰﾝ｣(~11.9)
1873年1月1日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾌﾞﾀﾞとﾍﾟｼｭﾄが合併してﾌﾞﾀﾞﾍﾟｽﾄとなり､ﾊﾝｶﾞﾘｰ側の首都になる
1873年1月1日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾋﾟﾄｹｱﾝ諸島主任判事｢Thursday October Christian
  2世｣(5期目~18741231)
1873年1月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ｷﾞｬﾛｳｪｲ伯｢ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1873年1月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ｷﾞｬﾛｳｪｲ伯｢ｱﾗﾝ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~19010207死去)
1873年1月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||清･同治11年12月4日|戸布法実施で小民が士族を軽んじることを厳禁
1873年1月4日-09:00|日本|  ||明治6年|<改称>横浜運上所⇒横浜税関,大阪運上所⇒大阪港税関,兵庫運上所⇒
  神戸税関,新潟運上所⇒新潟税関,函館運上所⇒函館税関,長崎運上所⇒長崎税関
1873年1月4日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第1号｢五節ｦ廃ｼ祝日ｦ定ﾑ｣(神武天皇即位日･天長節
  を祝日とし5節句を廃止)
1873年1月7日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第2号｢休暇日ｦ定ﾑ｣(官庁の年末･年始の休暇決まる)
1873年1月7日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞ･ｴﾛｲｽﾞﾓ民政知事｢Francisco de Albuquerque Pi
  nto Mesquita e Castro｣(~18760412)
1873年1月8日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督代理｢Manuel Mac-Crohon y Blake｣(~24日)
1873年1月8日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ﾊﾜｲ王｢ﾙﾅﾘﾛ｣(~18740203)
1873年1月9日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第4号｢全国鎮台配置改定｣(鎮台を名古屋･広島に置
  き6鎮台とする);<改称>鎮西鎮台⇒熊本鎮台
1873年1月9日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第5号｢新律名例改正並附例｣
1873年1月9日-09:00|日本|栃木県小山市|明治6年|<改称>｢栃木県下大町新田駅｣⇒｢羽川駅｣(明治6年太政官布告
  第6号)
1873年1月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾙｲ･ﾅﾎﾟﾚｵﾝ/64歳(誕生:18080420)ﾌﾗﾝｽの皇帝ﾅﾎﾟﾚｵﾝ3世
1873年1月9日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ﾊﾜｲ諸島王国国王｢William Charles Lunalilo｣(~1874年死去)
1873年1月10日-09:00|日本|  ||明治6年|<施行>国民皆兵の徴兵令(明治5年11月28日太政官布告第379号,20歳以
  上の男子に兵役義務)
1873年1月10日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｸﾞﾘｸｱﾗﾝﾄﾞ西州副知事｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｽｰｼｰ｣(~18750803)
1873年1月12日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第8号｢港内取締規則ｦ定ﾒ港湾海川口等ﾆ於ﾃ商船税
  金収入廃止｣
1873年1月13日-09:00|日本|愛媛県今治市|明治6年|石鐵県庁を今治へ移転
1873年1月13日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾆｺﾗｲ･ｱﾝﾄﾞﾚｲｪｳﾞｨﾁ･ﾘﾑｽｷｰ=ｺﾙｻｺﾌ《歌劇｢ﾌﾟｽｺﾌの娘｣》
1873年1月14日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第11号｢第舎貸渡規則中改正｣
1873年1月14日-09:00|日本|  ||明治6年|明治新政府が城郭の廃城令を出す(3分の2の城郭が廃城となる)
1873年1月14日-09:00|日本|石川県|明治6年|<移転>石川県庁[⇒金沢](明治6年太政官布告第13号)
1873年1月14日-09:00|日本|福井県|明治6年|<合併>足羽県→敦賀県
1873年1月14日-08:00|中国|  ||清･同治11年12月16日|中国初の汽船航運会社で半官半民の輸船招商局が上海に
  設置される
1873年1月15日-09:00|日本|  ||明治6年|<設立>保任社(日本における最初の海上保険)
1873年1月15日-09:00|日本|  ||明治6年|庶民をまどわす梓巫､市子､憑祈祷､狐下げなどの民族信仰を禁止
1873年1月15日-09:00|日本|鹿児島県|明治6年|<分離編入>都城県大隅国→鹿児島県
1873年1月15日-09:00|日本|熊本県|明治6年|<編入>八代県→白川県
1873年1月15日-09:00|日本|宮城県仙台市|明治6年|<一般開放>西公園(仙台市)
1873年1月15日-09:00|日本|宮崎県|明治6年|<合併>美々津県全部･都城県の一部(日向国)→(第1次)宮崎県
1873年1月17日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第18号｢地所質入書入規則｣
1873年1月18日-09:00|日本|  ||明治6年|<設置>大阪裁判所
1873年1月18日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第21号｢妻妾ﾆ非ﾙ婦女分娩ﾉ児子ﾊ私生ﾄ為ｼ其婦女ﾉ
  引受ﾀﾗｼﾑ｣(妻･妾でない婦女の児を私生児と称する)布告
1873年1月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの作家ﾘｯﾄﾝ/69歳(誕生:18030525)｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ最後の日｣
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1873年1月19日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第23号｢僧侶ﾉ位階ｦ廃ｽ｣
1873年1月20日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第25号｢鳥獣猟免許取締規則｣
1873年1月20日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾆｭｰﾄﾝ｣(2回
  目~10.20)
1873年1月22日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第26号｢比丘尼蓄髪肉食縁付帰俗等随意ﾄｽ｣(尼僧の
  蓄髪･肉食･婚姻･帰俗の自由が認められる);明治6年太政官布告第27号｢華士族平民互ﾆ養子取組ｦ許ｽ｣(華士族
  と平民の相互養子縁組許される);明治6年太政官布告第28号｢華士族家督相続ﾉ条規ｦ定ﾑ｣
1873年1月24日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾌﾜﾝ･ｱﾗﾐﾉｽ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾊﾞﾙ｣(~18740317)
1873年1月25日-09:00|日本|  ||明治6年|<開業>勧工寮機械製糸場
1873年1月25日-09:00|日本|  ||明治6年|<創刊>｢東京仮名書新聞｣
1873年1月26日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｲﾘｲﾁ･ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ《交響曲第2番ﾊ短調"小ﾛｼｱ"Op.17》
1873年1月26日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<死去>ｱﾒﾘｰ･ﾄﾞ･ﾎﾞｱﾙﾈ､ﾌﾞﾗｼﾞﾙ皇帝ﾍﾟﾄﾞﾛ1世の皇后(生年1812年)
1873年1月26日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙで連邦共和国ｸﾗﾌﾞが結成
1873年1月28日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第30号｢海軍兵学寮生徒入寮規則中年令改正｣
1873年1月29日-09:00|日本|  ||明治6年|紀元節祝日の始(後に2月11日と改める)
1873年1月30日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第31号｢僕婢馬車人力車駕籠乗馬遊船等諸税規則｣;
  明治6年太政官布告第33号｢囚犯繋獄決放病死等ﾉ際携帯品処分ｦ定ﾑ｣
1873年1月31日-09:00|日本|奈良県桜井市|明治6年|<死去>織田長易(50歳)元大和芝村藩知藩事
1873年2月-09:00|日本|  ||明治6年|<売却>肥後藩｢Migoto｣⇒三川商会(大阪)､｢蓬莱丸｣と改名
1873年2月-09:00|日本|  ||明治6年|安曇郡の臥雲辰致が綿紡機発明
1873年2月-09:00|日本|  ||明治6年|教導職の全国統括機関｢大教院｣を増上寺内に移転;各府県単位の統括を行
  なう中教院が設置され全国に小教院が置かれた
1873年2月-09:00|日本|  ||明治6年|鉄製汽船｢ｺｳﾍﾞﾏﾙ｣(294G/T)ｾｲｶﾞｲ(東京)が建造進水(竣工後､まもなく｢電信
  丸｣と改名)
1873年2月-09:00|日本|群馬大学|明治6年|<設立>群馬に小学校教員伝習所
1873年2月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰは自国内ｲｷｹのﾁﾘ硝石会社を接収,自ら開発に乗り出す
1873年2月1日-09:00|日本|  ||明治6年|<死去>5代大谷廣次(41歳､4代大谷友右衛門次男､安政2年5代大谷友右衛
  門⇒明治3年現名)歌舞伎役者
1873年2月1日-08:00|中国|  ||清･同治12年1月4日|劉錦棠が､甘粛の大通の向陽堡を攻略してｲｽﾗﾑ教徒の馬寿､
  馬進禄らを殺す
1873年2月2日-09:00|日本|順天堂大学|明治6年|佐倉順天堂､本郷湯島に病院を開く
1873年2月3日-09:00|日本|  ||明治6年|<落成>心斎橋(鉄橋)
1873年2月5日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第36号｢年令計算方ｦ定ﾑ｣(年齢計算を満年齢○年○
  月と数えることを定める)
1873年2月5日-09:00|日本|東京都|明治6年|東京府が養育院を上野の護国院跡に移転
1873年2月6日-09:00|日本|  ||明治6年|高島炭坑で再度暴動､400人が暴動､死者2人､脱走30人
1873年2月6日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ大統領｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｳｨﾙｿﾝ･ﾓ
  ｱ｣(~1882年)
1873年2月7日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第37号｢復讐ｦ厳禁ｽ｣;明治6年太政官布告第39号｢父
  祖被殴律改正｣;明治6年太政官布告第41号｢狩衣直垂浄衣等ｦ祭服ﾆ用ﾙｦ許ｽ｣
1873年2月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾞﾙﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ﾗﾅ)｢ﾊﾞｸﾞﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣
1873年2月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾞﾙﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ﾗﾅ)｢ﾆﾊﾙ･ｼﾝ｣(~19010720没)､摂政｢ﾏﾊﾗﾆ･ｻﾃﾊ･ﾃﾞ
  ｳﾞｨ･ﾊﾞﾜ｣(~1884年)
1873年2月7日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼｪﾘﾀﾞﾝ･ﾚ･ﾌｧﾆｭ､小説家(生年1814年)
1873年2月8日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第43号｢犯姦律改正｣;明治6年太政官布告第44号｢閏
  刑条内廃為庶人之律改定｣
1873年2月8日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾓﾃﾞｽﾄ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾑｿﾙｸﾞｽｷｰ《歌劇｢ﾎﾞﾘｽ･ｺﾞﾄﾞｩﾉﾌ｣》
1873年2月10日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第46号｢銀貨幣量目増ﾆ付五十銭以下模様改正｣(新
  貨条例改正,竜50･20･10･5銭銀貨発行)
1873年2月10日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第47号｢硝石輸出ｦ許ｽ｣
1873年2月11日-09:00|日本|JR北海道青函航路|明治6年|北海道開拓使庁:弘明丸で青森～函館間と函館～安渡間
  に青函郵便輸送と同時に一般船客輸送開始
1873年2月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｽﾍﾟｲﾝ国王｢ｱﾏﾃﾞｵ1世｣
1873年2月12日-09:00|日本|王子ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治6年|三井組･小野組･島田組の計画による製紙会社の設立許可
  され〈抄紙会社〉という
1873年2月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国首相｢Estanislao Figueras｣連邦共和党(~18730607)
1873年2月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ共和国第一共和政初代大統領｢ｴｽﾀﾆｽﾗｵ･ﾌｨｹﾞﾗｽ｣連邦共和派(~6.1
  1)
1873年2月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで貨幣鋳造法が可決され銀貨の鋳造が停止
1873年2月12日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<死去>ﾎﾟﾗﾎﾟﾗ統治者｢Te ari`i maeva rua2世｣
1873年2月12日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾎﾟﾗﾎﾟﾗ統治者｢Te ari`i maeva rua3世｣(~18880319)
1873年2月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼﾞｮｰﾄﾞﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾀｸｸﾄ･ｼﾝ｣
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1873年2月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｮｰﾄﾞﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｼｭﾜﾝﾄ･ｼﾝ2世｣(~18951011没)
1873年2月14日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第51号｢質地ﾖﾘ起ﾙ訴訟済方｣
1873年2月14日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国大統領代理｢ﾎｾ･ｴｳﾍﾆｵ･ｴｼﾞｬｳﾘ｣ｺﾛﾗﾄﾞ党(⇒3.1大統
  領)｣(~18750115)
1873年2月14日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ総司令官兼上席市民知事｢Juan Martinez Plowes｣(~3
  .25)
1873年2月15日-09:00|日本|  ||明治6年|<新設>大阪府病院[西本願寺掛所内]
1873年2月15日-09:00|日本|  ||明治6年|<創刊>《まいにちひらかなしんぶんし》,はじめて扁平活字を使用
1873年2月15日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第55号｢第舎貸渡規則第四章改正｣
1873年2月16日-09:00|日本|  ||明治6年|<創刊>静岡新聞(週2回･静岡県で最初のもの)
1873年2月17日-09:00|日本|  ||明治6年|証券印紙初めて発行
1873年2月17日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第57号｢鳥獣猟免許取締規則第十条中改正｣;明治6
  年太政官布告第58号｢私借官物律改正｣
1873年2月17日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｨﾘｱﾑ･ｷｰﾄ｣(~3.17没)
1873年2月18日-09:00|日本|  ||明治6年|<改称>函館運上所⇒税関
1873年2月20日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第61号｢混穢ﾉ制ｦ廃ｽ｣;明治6年太政官布告第62号｢
  非職有位ﾉ輩大礼服調製迄通常礼服換用ｦ許ｽ｣;明治6年太政官布告第64号｢皇族大礼服制｣;明治6年太政官布告
  第65号｢絞罪器械改正｣
1873年2月20日-09:00|日本|愛媛県|明治6年|<合併>岩鉄県､神山県→愛媛県
1873年2月20日-09:00|日本|香川県|明治6年|<編入>(第1次)香川県→名東県
1873年2月20日 04:00|BES諸島|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ副知事｢John George Louis Illidge van Romondt｣(~18811020
  )
1873年2月22日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第66号｢外務省中代領事ｦ廃ｽ｣
1873年2月24日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第68号｢布告発令毎ﾆ三十日間便宜ﾉ地ﾆ掲示ｼ並ﾆ従
  来ﾉ高札ｦ取除ｶｼﾑ｣<ｷﾘｽﾄ教解禁>
1873年2月25日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第69号｢贖罪収贖例改正｣;明治6年太政官布告第71
  号｢徒場ｦ懲役場ﾄ換称｣
1873年2月28日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙｳｪｰのｱﾙﾏｳｪﾙ･ﾊﾝｾﾝが顕微鏡でらい菌発見(ﾊﾝｾﾝ病)
1873年3月-09:00|日本|東北大学|明治6年|<改称>共立学舎⇒共立義塾
1873年3月-09:00|日本|三菱商事|明治6年|岩崎弥太郎が三川商会の経営を一任され三菱商会と改称
1873年3月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｷﾞｭﾙﾁｭ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~5月)
1873年3月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞはｱﾁｪ王国に宣戦布告
1873年3月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾏｾｵ,侵攻してきたｽﾍﾟｲﾝ軍を迎えうち,これを撃破
1873年3月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶでｼｮｰﾙｽﾞがQWERT配列のﾀｲﾌﾟﾗｲﾀｰが登場
1873年3月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾖﾊﾝ･ｼｭﾄﾗｳｽ2世《喜歌劇｢ﾛｰﾏの謝肉祭｣》
1873年3月2日-08:00|中国|  ||清･同治12年2月4日|西寧のｲｽﾗﾑ教徒の馬桂源らが降伏し､西寧のｲｽﾗﾑ教徒の反乱
  が平定される
1873年3月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ﾋﾞｾﾞｰ《小組曲｢子供の遊び｣》
1873年3月3日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｫｯｸｽ｣(4回目~4.8)
1873年3月3日-09:00|日本|  ||明治6年|<死去>山県墨僊(88歳)儒学者､書家
1873年3月3日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第080号｢諸省府県常額金渡方改正｣;明治6年太政官
  布告第081号｢旧藩々貸附金穀取立法則｣;明治6年太政官布告第083号｢雑犯律失火条例｣
1873年3月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､植樹土地法制定
1873年3月4日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞで離婚を認める法案が7度目の提出で可決
1873年3月4日-09:00|日本|  ||明治6年|福井県で真宗宗徒らがｷﾘｽﾄ教反対一揆を起こす
1873年3月4日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第084号｢官宅払下ｹ規則改正｣;明治6年太政官布告第
  085号｢田畑村里近傍ﾆ於ﾃﾜﾅ､ｦﾄｼｱﾅ等ｦ設ﾙｦ禁ｽ｣
1873年3月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾁﾝ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾃﾞｨﾙ･ｶｰﾝ｣(~18870107)
1873年3月4日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ･ｻﾝｻﾝﾊﾞﾄﾞﾙ地震､死者800人
1873年3月5日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第087号｢僕婢馬車人力車駕籠乗馬遊船等諸税規則中
  第三条第一則改正｣;明治6年太政官布告第088号｢僧侶身代限規則｣
1873年3月5日-09:00|日本|栃木県|明治5年4月9日|<区制>栃木県で大小区制の実施
1873年3月5日-09:00|日本|福岡教育大学|明治6年|藩校修猷館の跡地に学科取調所を設立
1873年3月6日-09:00|日本|福井県|明治6年|福井県で真宗復活､ｷﾘｽﾄ教排除などを目的とした護法一揆が発生
1873年3月7日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第091号｢神武天皇御即位日ｦ紀元節ﾄ称ｽ｣;明治6年太
  政官布告第095号｢窩弓殺傷人律｣
1873年3月10日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第097号｢郵便賃銭ﾉ称呼ｦ廃ｼ郵便税ｦ興ｼ郵便規則並
  ﾆ罰則改定｣;郵便料金の全国一律制度が始まる
1873年3月11日-09:00|日本|福井県|明治6年|今立郡で一揆がおこる
1873年3月13日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第101号｢鉄道犯罪罰例改正｣;明治6年太政官布告第
  102号｢祝寿金廃止｣
1873年3月13日-09:00|日本|  ||明治6年|｢第2回京都博覧会｣開催(～6月10日)[開催地]京都府[会場]京都御所,
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  仙洞御所[主催]京都博覧会社[入場者]43,457人
1873年3月13日-09:00|日本|福井県|明治6年|坂井郡で一揆がおこる
1873年3月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｸﾞﾗｽﾄﾝ首相が､ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ大学法案の票決に敗れて辞任するが､少数内閣
  の樹立が拒否されたために再任される
1873年3月14日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第103号｢外国人民ﾄ婚姻差許条規ｦ定ﾑ｣国際結婚が
  認められる
1873年3月14日-09:00|日本|石川県金沢市|明治6年|尾山神社創建
1873年3月14日-09:00|日本|北海道大学|明治6年|開拓使仮学校を組織再編のため閉鎖
1873年3月15日-09:00|日本|  ||明治6年|<開設>鳥羽郵船:鳥羽-品川航路
1873年3月15日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第104号｢蚕種原紙売捌規則改正｣;明治6年太政官布
  告第105号｢旧藩々貸附金穀取立法則追加｣
1873年3月15日-09:00|日本|三重県|明治6年|｢伊勢山田博覧会｣開催(～5月31日)[開催地]三重県[会場]伊勢山田
  大世古町元御師龍太郎邸[主催]度会県,神宮司庁
1873年3月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｻｸｽﾞﾙ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ｴｻｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~4.15)
1873年3月15日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾎｾ･ﾊﾞﾌﾟﾃｨｽﾀ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞ｣(2回目~187
  60522)
1873年3月16日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｿｺﾄ帝国ｽﾙﾀﾝ｢Abubakar2世Atiku na Raba｣(~18770328)
1873年3月17日-09:00|日本|  ||明治6年|<合併>｢堂島米会所｣､｢油相庭会所｣⇒｢堂島米油相庭会所｣
1873年3月17日-09:00|日本|  ||明治6年|最初の海底電信が馬関海峡に開通
1873年3月17日-09:00|日本|東京都|明治6年|東京府,朱引内外各区画変更
1873年3月17日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｨﾘｱﾑ･ｷｰﾄ｣
1873年3月17日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾚｰ/ｱﾚｸｻﾝﾀﾞ
  ｰ･ﾌﾞﾗﾎﾞｰ｣(~8.28)
1873年3月18日-09:00|日本|  ||明治6年|学制二編を追加発布
1873年3月18日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第110号｢鳥獣猟免許取締規則改正｣;明治6年太政官
  布告第111号｢二罪倶発以重論律例並ﾆ殴三等親以下尊長律条例｣
1873年3月19日-09:00|日本|  ||明治6年|<移管>文部省所管｢博物館･書籍館･小石川薬園｣⇒太政官正院博覧会事
  務局
1873年3月20日-09:00|日本|広島県|明治6年|広島県庁,二の丸が兵営となったため,広島小町の国泰寺を仮庁舎
  として移転
1873年3月20日-09:00|日本|福岡県|明治6年|<開催>｢大宰府博覧会｣(~4.20)[開催地]福岡県[主催]尾崎臻,西高
  辻信巌,三木隆助
1873年3月21日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連邦ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ･ｱｰﾆｰ卿｣(
  ~6.14)
1873年3月21日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|明治6年|<死去>青山忠敏(40歳)元丹波篠山藩知藩事
1873年3月21日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Miguel Villalba Hervas｣(~10
  .7)
1873年3月22日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ|  |||ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺの奴隷制度は廃止
1873年3月22日 13:00|日本|神奈川県横浜市|明治6年|<横浜明治6年｢相生町の大火｣>22時頃､相生町三丁目南側､
  手塚敬二郎店(たな:貸家)建具職業水谷岩吉方より出火,同町二丁目､四丁目残らず､一丁目八九分通り焼失/そ
  れより高砂町残らず､住吉町四丁目迄､常盤四丁､尾上町四丁､真砂町残らず.港町北側わずか残る.末広町三丁
  目､四丁目､鳩町通中程迄焼失/翌日4時頃鎮火/当時の横浜市街地の3分の1が失われた/町数にして26､家数で15
  77戸を焼失
1873年3月22日 14:30|日本|北海道函館市|明治6年|<函館明治6年の大火｢屋根屋火事｣>夜中の23時30分､築島第3
  大区4小区豊川町一丁目の東の端にある梅川楼に近い､屋根屋稼業の川上新四郎方から出火､炎は火元の豊川町
  は西の端にある武蔵野楼を残して二ﾉ橋までの2丁目､3丁目を灰にした上､さらに掘割(導水路)を越えて対岸の
  汐留町1丁目､2丁目にも燃え移り､地続きの地蔵町4丁目から6丁目まで､龍神町､音羽町､西川町まで延焼/その
  後､炎は願乗寺川も飛び越えて東川町の願乗寺を焼け落とし､周囲の人家をなめ尽くした/翌日午前4時半鎮火/
  5人死亡､焼失数は町数で9町､棟数で415棟､戸数(世帯)で1314戸うち同居戸数136戸､土蔵2棟､板蔵18棟､雑蔵20
  棟､家台16台､神社2棟､寺2棟､消火の際こわした家3棟
1873年3月23日-09:00|日本|  ||明治6年|<昇格>文部省医務課⇒医務局
1873年3月23日-09:00|日本|愛媛県|明治6年|愛媛県庁､松山に開庁､旧神山県大洲支庁廃止､旧神山県庁(宇和島)
  を愛媛県支庁として開庁
1873年3月23日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ|  |||ﾌﾟｴﾙﾄ･ﾘｺで奴隷制廃止
1873年3月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||E･ﾚﾐﾝﾄﾝ･ｱﾝﾄﾞ･ｻﾝｽﾞ社がﾀｲﾌﾟﾗｲﾀｰを製造開始
1873年3月24日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Eduardo Beaumont y Calafat｣(~1875
  0114)
1873年3月24日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第113号｢陸軍省職制改正｣(軍務局は歩兵･騎兵を扱
  う第二局となり､これとは別に通報･軍部･庶務を扱う第一局新設､会計局を改組し会計事務を掌る第五局が置
  かれ､参謀局が第六局となる)
1873年3月24日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事代理｢Octave Bernard Gilbert-Pierre｣(~8.2
  3)
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1873年3月25日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第115号｢新旧公債証書発行条例｣公布(藩債処分の
  ため)
1873年3月25日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ総司令官兼上席市民知事｢Rafael Primo de Rivera y Sobre
  monte｣(~18740202)
1873年3月30日-09:00|日本|  ||明治6年|<発布>明治6年太政官布告第121号｢金札引換公債証書発行条例｣(官省
  札回収のため)
1873年3月30日-09:00|日本|  ||明治6年|砂糖の自由貿易初めて許される(従来は国内産出少なかったため制限
  されていた)
1873年3月31日-09:00|日本|  ||明治6年|<死去>講談師初代神田伯山
1873年4月-09:00|日本|常陽銀行|明治6年|太田開産会社､茨城に設立
1873年4月-09:00|日本|東京学芸大学|明治6年|東京府小学教則講習所設立
1873年4月-09:00|日本|東京都台東区|明治6年|柳原鍵吉､浅草で撃剣興行を行う
1873年4月-09:00|日本|東京都中央区|明治6年|<開場>｢中嶋座｣[蛎殻町]
1873年4月-09:00|日本|東京都中央区|明治6年|東京京橋に西洋料理精養軒が開業
1873年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾙﾁﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾗｵ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ)｢ｱﾏﾙ･ｼﾝ｣(~18990328)
1873年4月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ4世ｱﾙ･ﾌｻｲﾝ｣
1873年4月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾂﾅ(ﾄﾞﾅｳ)･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾗﾌﾏﾝ･ﾇﾚﾃﾞｨｰﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1874年
  4月)
1873年4月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｱﾁｪのｳﾚｰﾊﾞﾗﾝ(領主)層はｽﾙﾀﾝ･ﾏﾌﾑｯﾄﾞの下に結束､ｵﾗﾝﾀﾞ軍を撃退
1873年4月1日-09:00|日本|長野県|明治6年|筑摩県区制を改め30大区199小区を置く
1873年4月1日-09:00|日本|日本郵政|明治6年|<発行>(手彫)桜切手(1873年)額面:4銭
1873年4月1日-09:00|日本|日本郵政|明治6年|郵便料金の全国均一制実施/書状2銭､市内1銭
1873年4月1日-09:00|日本|三重県志摩市|明治6年|安乗埼灯台(三重県阿児町,木造/1948年(昭和23)ｺﾝｸﾘｰﾄ造に
  建替､初代の木造灯台は船の科学館(東京都)に移築)点灯
1873年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｾﾌﾟﾃｨﾐｳｽ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾙｸｯﾁ｣
1873年4月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｫﾙﾄｩﾆｰﾉ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ《弦楽四重奏曲ﾎ短調》
1873年4月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾎｰﾌﾟﾄﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾎｰﾌﾟ｣
1873年4月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾎｰﾌﾟﾄﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ･ﾙｲｽ･ﾎｰﾌﾟ｣先代の息子(⇒19021027兼初代ﾘﾝ
  ﾘｽｺﾞｰ侯~19080229死去)
1873年4月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍外輪戦闘艦｢ｳﾞｧﾝﾀﾞｰﾋﾞﾙﾄ｣(3360t)商船Three Brothersとなる
1873年4月2日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第122号｢父祖被殴律改正｣
1873年4月2日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱで選挙法が改正され､帝国議会議員の直接選挙が規定される
1873年4月3日-09:00|日本|宮城県仙台市|明治6年|<創刊>宮城新聞(仙台における新聞の始め)
1873年4月5日-09:00|日本|  ||明治6年|文部省｢小学教則｣中の算術を和洋兼学と改定
1873年4月5日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国閣僚評議会議長｢ﾖｳﾞｧﾝ･ﾘｽﾃｨ｣(2度目､14日まで代行~11.3)
1873年4月5日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ﾀﾞﾏｿ･A･ｾﾙｳﾞｪﾗ｣(1回目~5.8)
1873年4月8日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相｢ｼﾞｭﾘｱｽ･ﾌｫｰｹﾞﾙ｣(1回目~18750706)
1873年4月10日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第131号:官吏が公務･外交を妨げる内容を新聞に掲
  載することを禁止
1873年4月10日-09:00|日本|京都大学|明治6年|<改称>第四大学区第一番中学⇒第三大学区第一番中学
1873年4月10日-09:00|日本|東京大学|明治6年|<改称>第一大学区第一番中学⇒開成学校
1873年4月10日-09:00|日本|長崎大学|明治6年|<改称>第六大学区医学校⇒第五大学区医学校
1873年4月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｾｻﾞｰﾙ=ｵｰｷﾞｭｽﾄ=ｼﾞｬﾝ=ｷﾞﾖｰﾑ=ﾕﾍﾞｰﾙ･ﾌﾗﾝｸ《交響詩｢贖罪》
1873年4月13日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第132号｢改正軍人犯罪律｣
1873年4月14日-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙがすべての奴隷貿易を廃止
1873年4月15日-09:00|日本|東京都|明治6年|<開催>｢東京山下門内博物館博覧会｣(~7.31)[開催地]東京都[会場]
  東京山下門内博物館[主催]内務省博覧会事務局
1873年4月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｼﾙｳﾞｧﾝﾘ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾘｭｼｭﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(~18740215)
1873年4月17日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第135号｢生糸取締規則中改正追加｣
1873年4月17日-09:00|日本|東京都|明治6年|東京府,町用掛改定
1873年4月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾄ国統治者(ﾗｰｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾅ)｢ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾝｼﾞ･ﾊﾞﾜﾝｼﾝｼﾞ｣(~18960110没)
1873年4月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾊﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｬﾑ･ｼﾝ｣(~19040123)
1873年4月18日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第136号｢伝信線近傍ﾆ於ﾃ紙鳶ｦ掲ｸﾙｦ禁ｽ｣(全国電線
  付近にて凧を飛ばすを禁ずる)
1873年4月18日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<設立>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝｽ･ｱﾒﾘｶｰﾝｽ･ｽﾄｰﾑﾌｧｰﾙﾄ･ﾏｰﾂﾌｧｯﾍﾟｲ(ﾎｰﾗﾝﾄﾞ･ｱﾒﾘｶﾗｲﾝ)
1873年4月18日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙでｻﾝﾊﾟｳﾛ共和党が結成される
1873年4月18日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ｶﾝﾃﾞｨｰﾄﾞ･ﾋﾟｴﾙﾃｲﾝ･ｲ･ｼﾞｮｰﾌﾞ･
  ｽﾄﾗｲｸ｣(~11.4)
1873年4月21日-09:00|日本|北海道大学|明治6年|<再開校>開拓使仮学校
1873年4月21日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｶﾗﾄﾞ･ｺｲｺ｣(~18741025没)
1873年4月23日-09:00|日本|京都大学|明治6年|<改称>第三大学区第一番中学⇒開明学校;第四大学区一番中学⇒
  大阪開明学校
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1873年4月23日-09:00|日本|東京都墨田区|明治6年|<大相撲>明治6年4月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優
  勝:(東関脇)雷電,7勝0敗2預1休/この場所から兜山より改め
1873年4月24日-10:00|ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮﾝ･ﾓﾚｽﾋﾞｰ船長(2.20ﾌｪｱﾌｧｯｸｽ･ﾓｰｽﾋﾞｰ提督にちなんでﾎﾟｰﾄﾓﾚ
  ｽﾋﾞｰを命名)ﾍｲﾀｰ島で再びﾊﾟﾌﾟｱのｲｷﾞﾘｽ領有宣言
1873年4月28日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第140号｢蚕種取締規則改正｣
1873年4月28日-09:00|日本|東京都中央区|明治6年|<開場>喜昇座[久松町･浜町川河岸](→久松座→千歳座→明
  治座)
1873年4月28日-08:00|中国|  ||清･同治12年4月2日|清軍が､雲南の雲州を攻めてｲｽﾗﾑ教徒の馬遇元らを殺す
1873年4月29日-09:00|日本|NTT|明治6年|東京･長崎間､電報取り扱い開始
1873年4月30日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾅﾀｰﾙ特別委員代行｢ﾄｰﾏｽ･ﾐﾙｽﾞ｣(~7.22)
1873年4月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾃﾞｭﾋﾟｭｲがﾊﾉｲに帰着し､仏軍とﾍﾞﾄﾅﾑのｸﾞｴﾝ朝軍が交戦
1873年4月30日-08:00|中国/日本|  ||清･同治12年4月4日|特命全権大使副島種臣､天津において李鴻章と日清条
  約批准書交換がされて発効
1873年5月-09:00|日本|香川県高松市|明治6年|<移転改称>｢高松医学所｣⇒｢仮病院｣[高松中ﾉ村旧講道館]
1873年5月-09:00|日本|香川県高松市|明治6年|<改称>高坂柳軒共立病院(香川県高松市)⇒高松公立病院
1873年5月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｲｴﾒﾝ･ｳｫﾘｽ(総督)｢Ahmed Eyyub Pasha｣(~1875.4)
1873年5月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ﾌﾞﾙｻﾘ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾗﾃﾞｨﾌ･ﾊﾟｼｬ･ﾄﾊﾟｰﾙ｣(~1875年6月)
1873年5月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Babanli Ahmed Pasha｣(~1874.6)
1873年5月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｾｳﾞｹｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~11.7)
1873年5月 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾒﾙﾌｫｰﾄ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~1876年)
1873年5月1日-09:00|日本|日本郵政|明治6年|郵便事業が政府独占に､国内信書の往復を駅逓寮に移管して私送
  を禁止
1873年5月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<開催>｢ｳｨｰﾝ万国博覧会｣(~11.1)[会場]ｳｨｰﾝ･ﾌﾟﾗｰﾃﾞﾙ公園(ｵｰｽﾄﾘｱ)[入場者]7
  ,225,000人●｢ｼﾞｰﾒﾝｽのｱｰｸ灯､電気ｸｯｼｮﾝの試作品｣など/日本政府としての公式参加
1873年5月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで1ｾﾝﾄ葉書が作られる
1873年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘｳﾞｨﾝｸﾞｽﾄﾝ､探検家(生年1813年)
1873年5月2日-09:00|日本|  ||明治|<移管改称>御召船｢春風丸｣⇒日本海軍｢肇敏丸｣(→明治9年2月20日:運送艦
  →明治10年:練習艦)
1873年5月2日-09:00|日本|  ||明治6年|太政官職制改正､参議を内閣議官と改称､右院が臨時機関化
1873年5月2日-09:00|日本|広島県|明治|広島中島本町より出火｡中島本町39戸,天神町北組25戸,材木町3戸,合計
  67戸焼失
1873年5月2日-09:00|日本|福井県|明治6年|<移転>敦賀県庁[⇒仮県庁､今浜村永建寺]
1873年5月5日-09:00|日本|  ||明治6年|<移管>外務省附属語学所⇒文部省所轄
1873年5月5日-09:00|日本|群馬県沼田市|明治6年|<死去>土岐頼之(47歳)元上野沼田藩主
1873年5月5日-09:00|日本|東京都千代田区|明治6年|皇居炎上,赤坂離宮を仮皇居とする
1873年5月5日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ﾃﾞﾝﾏｰｸに貨幣同盟成立し､金本位制採用
1873年5月6日-09:00|日本|山梨大学|明治6年|<改称>甲府学問所徽典館⇒開智学校
1873年5月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｾﾞｯﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾀﾞﾝﾀﾞｽ｣
1873年5月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｾﾞｯﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾛｰﾚﾝｽ･ﾀﾞﾝﾀﾞｽ｣(⇒18920822初代ｾﾞｯﾄﾗﾝﾄﾞ侯~19290311死
  去)
1873年5月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦4月24日|ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世が､ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗ2世を訪問して独露軍事協定を締結
1873年5月7日-09:00|日本|高知県|明治6年|高知県､高知城を公園とする
1873年5月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの哲学者で経済学者ｼﾞｮﾝ･ｽﾃｭﾜｰﾄ･ﾐﾙ/66歳(誕生:18060520)
1873年5月7日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｱﾒﾘｶ|  |||米国海兵隊がﾊﾟﾅﾏに侵攻
1873年5月8日-09:00|日本|  ||明治6年|陸海軍武官官等改正により､元帥を廃止する
1873年5月8日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾈｲﾗ｣(2回目､10.1まで代行､その後暫定~11.14)
1873年5月9日-09:00|日本|東京都中央区|明治6年|銀座煉瓦街一部竣工(歩道を赤ﾚﾝｶﾞで舗装)
1873年5月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｳｨｰﾝ株式取引所が大混乱となる/1873年世界恐慌が始まる
1873年5月9日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領｢ｱﾄﾞﾙﾌｫ･ﾊﾞﾘｳﾞｨｱﾝ｣(~18740214)
1873年5月10日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第155号｢受取諸証文印紙貼用心得方規則増加｣
1873年5月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾋﾞｽﾏﾙが文化闘争で｢5月諸法｣を制定し､聖職者の養成･罷免権の国家掌握を定
  める
1873年5月15日-09:00|日本|  ||明治6年|<開通>前橋～熊谷間馬車
1873年5月15日-09:00|日本|  ||明治6年|太政官布告162号:妻の離婚請求が認められる;明治6年太政官布告第16
  3号｢人家稠密ﾉ地ﾆ於ﾃ牛豚類豢養ｦ禁ｽ｣;明治6年太政官布告第165号｢赤阪仮皇居御近火並ﾆ非常ﾉ節号砲施行｣
1873年5月15日-09:00|日本|京都府|明治6年|三条東洞院に図書館兼書籍販売所である集書院(京都府立図書館の
  前身)が開設
1873年5月15日-09:00|日本|兵庫県|明治6年|<移転>兵庫県庁舎[⇒神戸山手に新築]
1873年5月15日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾖｱﾝ･ｸｻﾞ､元ﾙｰﾏﾆｱ公(生年1820年)
1873年5月15日-02:00|ﾄﾙｺ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ｼｭﾘｰﾏﾝが｢ﾌﾟﾘｱﾓｽの黄金｣(ﾄﾛｲｱの黄金)を発見/ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ｼｭﾘｰﾏﾝは､ﾄ
  ﾞｲﾂの考古学者､実業家
1873年5月16日-08:00|中国|  ||清･同治12年4月20日|清軍が､雲南順寧府でｲｽﾗﾑ教徒の馬応江らを殺す
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1873年5月17日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第167号｢地所質入書入規則第十五条増補｣
1873年5月18日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島司令官｢Charles Henri Alfred Jo
  ubert｣(~18760730)
1873年5月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国でﾘｰﾊﾞｲ･ｽﾄﾗｳｽとｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ﾃﾞｲﾋﾞｽが､銅製ﾘﾍﾞｯﾄで補強したﾃﾞﾆﾑの作業着の
  特許を得る
1873年5月21日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾛﾝﾃﾞﾝ｣(2期目~1874042
  6)
1873年5月23日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾛｼｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ･ﾊﾝｶﾞﾘｰが､ﾛｼｱとｼｪｰﾝﾌﾞﾙﾝ協定を結ぶ
1873年5月23日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞで北西部騎馬警察創設法が可決
1873年5月24日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第172号｢陸軍省中軍医寮ｦ廃ｽ｣(軍医寮は軍医部に
  改組､軍医頭は軍医総監に改められた)
1873年5月24日-09:00|日本|静岡県|明治6年|静岡県は駿河国を七大区四十五小区に改む
1873年5月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ共和国第三共和政3代大統領兼ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾊﾟﾄﾘｽ･ﾄﾞ
  ･ﾏｸﾏｵﾝ｣軍人･王党派(~18790130,任期途中で辞任)
1873年5月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第2代首相｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛｲ｣王党派(第1次,~18740522)
1873年5月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<罷免>ﾌﾗﾝｽ共和国第三共和政2代大統領兼ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾙｲ･ｱﾄﾞﾙﾌ
  ･ﾃｨｴｰﾙ｣
1873年5月25日-09:00|日本|大阪大学|明治9年|<移管>｢種痘館｣⇒大阪府病院付属
1873年5月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||北ﾛﾝﾄﾞﾝのｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗ･ﾊﾟﾚｽが開館
1873年5月26日-09:00|日本|岡山県|明治6年|<美作騒擾､美作騒擾事件(北条県西西条郡､苫田郡､久米郡､英田郡､
  勝田郡､真庭郡)>北条県で起きた､大変激しいものとなった.一揆は｢元魁｣筆保卯太郎を中心に､北条県西西条
  郡貞永寺村から起こり､苫田郡､久米郡､英田郡､勝田郡､真庭郡へと広がった/死亡者18人
1873年5月27日-09:00|日本|  ||明治6年|華族･旧楽人に限られていた神楽･舞楽の伝習､一般庶民にも許される
1873年5月27日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｽｳｪｰﾃﾞﾝ間に貨幣同盟成立(金本位制採用)
1873年5月27日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾟｰﾌﾟ･ﾍﾈｼｰ卿｣(~18740622)
1873年5月29日-08:00|中国|  ||清･同治12年5月4日|清軍がｲｽﾗﾑ教徒によるﾊﾞﾝｾﾞｰの乱を鎮圧
1873年5月30日-09:00|日本|  ||明治6年|大阪開商社が蒸気｢益丸｣の定期航海を始め､日名子太郎に回漕業務を
  委託
1873年5月30日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第183号:官費留学生の無断民間就職を禁止
1873年5月30日-09:00|日本|岡山県|明治6年|<美作騒擾､美作騒擾事件(北条県西西条郡､苫田郡､久米郡､英田郡､
  勝田郡､真庭郡)>東部から津山城下への突入を図ったが､県の役人側に負け失敗
1873年5月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ｽﾙｰﾌﾟ｢ﾀﾞｺﾀ｣(1369t)
1873年5月31日-09:00|日本|第四銀行|明治6年|<設立>第四国立銀行(新潟,明治7年3月1日開業)
1873年6月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||北ｸｨｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞのﾊﾟｰﾏ川で金が発見/ｺﾞｰﾙﾄﾞﾗｯｼｭが起こり､3年間で1万5,000人のﾖ
  ｰﾛｯﾊﾟ人と2万人の中国人がやってきた
1873年6月-09:00|日本|  ||明治6年|<初演>｢髪結新三｣､[原･馬文耕､三代目春風亭柳橋,｢白子屋政談｣を改作､作
  ･二代目河竹新七]
1873年6月-09:00|日本|  ||明治6年|<設立>二本松製糸会社
1873年6月-09:00|日本|  ||明治6年|この月､前橋製糸所を小野組に払い下げ
1873年6月-09:00|日本|群馬大学|明治6年|<改称>小学校教員伝習所⇒暢発学校
1873年6月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾏﾘｸ･ﾏﾏﾄﾞｩ･ｶﾑ｣(~1874年5月)
1873年6月 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島主席｢Richard Mahoney Hickson｣(~1879年)
1873年6月1日-09:00|日本|  ||明治6年|<施行>生糸製造取締規則(1.30発布);明治6年太政官布告第56号｢受取諸
  証文印紙貼用心得方規則｣<借貸売買などの証券には証券印紙を貼付>(2.17公布)
1873年6月1日-09:00|日本|  ||明治6年|<創立>横浜生糸改会社(社長三井得右衛門･原善三郎;弁天通6丁目)
1873年6月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾌﾗﾝｽがﾍﾞﾄﾅﾑとの戦争状態に入る
1873年6月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの探検家ﾘﾋﾞﾝｸﾞｽﾄﾝ/60歳(誕生:18130319)
1873年6月2日-09:00|日本|  ||明治6年|三島億二郎ら長岡会社病院(長岡赤十字病院の前身)設立
1873年6月2日-09:00|日本|岡山県|明治6年|大阪鎮台兵､北条県の暴動を鎮圧
1873年6月3日-09:00|日本|愛知県西尾市|明治6年|<死去>松平乗秩(35歳)元三河西尾藩知藩事
1873年6月4日-07:00|ﾀｲ|  |||ｼｬﾑで国家収入院が創設される
1873年6月4日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>ｸﾞｱﾃﾏﾗ共和国大統領｢ﾌｽﾄ･ﾙﾌｨｰﾉ･ﾊﾞﾘｵｽ･ｱｳﾖﾝ｣(~18850402)
1873年6月5日-09:00|日本|JR|明治6年|新橋～横浜の往復常乗切手が認可(上等乗客3ヵ月120円.定期乗車券の始
  )
1873年6月5日-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||ﾀﾝｻﾞﾆｱのｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ島で､奴隷貿易が全面禁止
1873年6月6日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾊｻﾝ･ｻﾐ･ﾊﾟｼｬ｣(~1874年11月)
1873年6月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦5月25日|ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ2世が､ﾌﾗﾝﾂ･ﾖｰｾﾞﾌ2世とｼｪｰﾝﾌﾞﾙﾝ軍事協定を締結
1873年6月7日-09:00|日本|  ||明治6年|<発刊>日刊新聞｢愛知新聞｣
1873年6月7日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第191号｢神社ﾉ祭式職制ｦ廃ｼ神官奉務規則ｦ下付ｽ｣
1873年6月8日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第194号｢田畑石高ﾉ称ｦ廃ｼ反別ｦ以ﾃ換用ｾｼﾑ｣(石高制
  を廃止し田畑･反別課税制に)
1873年6月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｶﾄﾞｶﾞﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｶﾄﾞｶﾞﾝ｣
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1873年6月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｶﾄﾞｶﾞﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ｶﾄﾞｶﾞﾝ｣(~19150306死去)
1873年6月9日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地総督｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾏｽｸﾞﾚｲｳﾞ｣(~18770129)
1873年6月9日-09:00|日本|  ||明治6年|<開業>金谷善一郎,外国人向け旅館｢金谷ｶｯﾃｰｼﾞ･ｲﾝ｣(栃木県日光市本町
  ､→日光金谷ﾎﾃﾙ)
1873年6月9日-09:00|日本|  ||明治6年|政府,はじめて会計見込表(歳出入予算表)を発表,歳計予算制度を確立
1873年6月9日-09:00|日本|NTT|明治6年|連名電報制度創始(同文電報のはじめ)
1873年6月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||北ﾛﾝﾄﾞﾝのｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗ･ﾊﾟﾚｽが焼失
1873年6月10日-09:00|日本|  ||明治6年|<廃止>目安箱
1873年6月10日-09:00|日本|新潟県|明治6年|<編入>(第2次)柏崎県廃止､蒲原郡の一部を除く全域→新潟県
1873年6月10日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｼﾞｪﾘｱ総督｢ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｳｼﾞｪｰﾇ･ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ･ｼｬﾝｼﾞｰ｣(~187903
  15)
1873年6月11日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治6年|<設立>東京に第一国立銀行(三井小野組合銀行を改
  組;国立とは国家設立認可のこと､7.20開業)
1873年6月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国首相Francesc Pi i Margall[連邦共和党](~18730718)
1873年6月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ共和国第一共和政第2代大統領｢ﾋﾟ･ｲ･ﾏﾙｶﾞﾙ｣連邦共和派(~7.18),
  連邦共和国を宣言
1873年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｬが､ﾄﾞｲﾂとの友好通商条約に調印
1873年6月11日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾝｷﾞﾗ/ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島|  
  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ諸島総督･最高司令官｢ﾍﾝﾘｰ･ﾀｰﾅｰ･ｱｰｳﾞｨﾝｸﾞ卿｣(~1874年)
1873年6月12日-09:00|日本|  ||明治6年|山口県大小区制施行､県内行政区画二一大区､二六六小区となる
1873年6月13日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第205号｢外国人訴訟規則｣領布
1873年6月13日-09:00|日本|福岡県|明治6年|<10万人の筑前竹槍一揆>(～6月末)筑前嘉麻郡高倉村の農民たちが
  ､隣接の豊前田川郡猪膝村の米相場ﾌﾞﾛｰｶｰに抗議に押し寄せた/全県下､1軒に1人の参加といわれる10万人の農
  民を一揆に立ち上がらせることになる/一揆は筑前全域から隣接する筑後地方へと拡がる/一揆勢は自然発生
  的に東､西､南から4つの集団をつくり､各地で米穀商の店や蔵などを襲い､打ち壊しや放火をしながら､県庁の
  ある福岡を目指す/一揆勢は要求として､①年貢の3年間免除､②旧藩の復活､③学校･徴兵･地券発行の廃止､④
  藩札の復活､⑤旧暦の復活などをかかげていた/一揆勢の放火による被災家屋4590軒､内焼失家屋2247軒､その
  ほとんどが被差別部落民の家屋だったという
1873年6月14日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾌｧｰｶﾞｿﾝ卿｣(~18741203没)
1873年6月14日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第210号｢海関輸出入荷物取扱条例｣
1873年6月14日-09:00|日本|静岡県|明治6年|静岡県､邏卒(巡査)屯所を設け､邏卒を置く
1873年6月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾞｲﾂの考古学者ｼｭﾘｰﾏﾝがﾄﾛｲの遺跡で財宝を発見
1873年6月15日-09:00|日本|愛媛県松山市|明治6年|<初点灯>御雇英人技師の設計により松山沖に釣島灯台を設
  置(県下最初の灯台)
1873年6月15日-09:00|日本|群馬県|明治6年|<合併>(第1次)群馬県が入間県と合併→熊谷県
1873年6月15日-09:00|日本|埼玉県|明治6年|<合併>入間県･(第1次)群馬県が合併→熊谷県､武蔵国大里郡熊谷駅
  に県庁を設置
1873年6月15日-09:00|日本|千葉県|明治6年|<合併>印旛県､木更津県が合併→千葉県
1873年6月15日-09:00|日本|栃木県|明治6年|<編入>宇都宮県が編入→栃木県
1873年6月16日-09:00|日本|福岡県|明治6年|<筑前竹槍一揆>福岡で農民らは｢目取り｣(米相場の高い低いを山伝
  いに連絡して､一儲けしようという連中)の頭のところへ押し掛けた(猪膝の打ちこわし)
1873年6月18日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第215号｢代人規則｣
1873年6月20日-09:00|日本|鳥取県|明治6年|<会見血税一揆>一揆は会見郡各地に拡大.一揆勢は各地の戸長宅な
  どを打ち壊し､小学校などもその被害に遭った
1873年6月21日-09:00|日本|鳥取県|明治6年|<会見血税一揆>日野川河川敷に集結した一揆勢は米子町の県米子
  支庁に嘆願書を提出､いったん解散/鎮静後には県側による大規模な取締りが行われ､処分されたのは1万1907
  人､そのうち1人が終身刑となり､罰金の総額も2万4817円に上った
1873年6月21日-09:00|日本|福岡県|明治6年|<筑前竹槍一揆>福岡で農民らは､相場師の住む富商宅などを破壊し
  ､猪膝から大隈へなだれこみ､穂波郡へ広がり,さらに､鞍手･宗像･糟屋郡へ一揆の主力が変わり､当時福岡城内
  にあった県庁襲撃へと発展
1873年6月22日-09:00|日本|  ||明治6年|文部省医務局が国政の内務全般を担当する内務省に移管
1873年6月25日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第227号｢盗賊窩主律例｣
1873年6月25日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第228号｢集議院ｦ廃ｼ其事務ｦ左院ﾆ属ｽ｣;明治6年太
  政官布告第229号｢左院中議生廃止｣
1873年6月25日-09:00|日本|福岡県|明治6年|<筑前竹槍一揆>一揆勢鎮圧/一揆勢は散り散りになって帰郷し一揆
  は収まる
1873年6月25日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ男爵ｲﾝﾄﾞﾚﾆｳｽ｣(5回目~11.11)
1873年6月27日-09:00|日本|  ||明治6年|<改称>内務省｢医務局｣⇒｢第七局｣
1873年6月27日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第231号｢偽造寳貨条例｣
1873年6月27日-09:00|日本|香川県|明治6年|<西讃竹槍騒動､西讃農民騒動>名東県豊田郡･三野郡･多度郡･那珂
  郡･阿野郡･鵜足郡･香川郡の7郡で一揆.農民たちは焼き打ち､打毀し､戸長事務所､小学校､戸長宅､邏卒出張所
  や民家など計599箇所を破壊.放火された村の数は約130村､農民側死者50名､官軍側死者2名
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1873年6月27日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｷﾞｱﾅ総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｴｳﾞｧｰﾄﾞ･ﾗｯｼｭﾜｰｽ｣(~18740310)
1873年7月-09:00|日本|  ||明治6年|<設立>森有礼･福沢諭吉･加藤弘之･西周･中村正直ら｢明六社｣
1873年7月-09:00|日本|  ||明治6年|<発行>日刊紙｢愛知新聞｣(名古屋で)
1873年7月-09:00|日本|筑波大学|明治6年|<改称>｢師範学校｣⇒｢東京師範学校｣
1873年7月-09:00|日本|新潟大学|明治6年|新潟町に私立新潟病院が建設され,治療とともに医学生を募集し,西
  洋医学教育を開始
1873年7月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ｱﾙｼﾞｪﾘｱで土地法制定
1873年7月 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Joao Climaco de Carvalho｣
1873年7月 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢政府評議会｣(~10.28)
1873年7月1日-09:00|日本|  ||明治6年|工部省勧工寮内に女工伝習所が設けられ､ｲｷﾞﾘｽ人女性が洋裁を伝授
1873年7月1日-09:00|日本|  ||明治6年|菅島燈台付属官舎完成(三重県鳥羽沖､明治村へ移築)
1873年7月1日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第206号｢改定律例｣<磔の刑､晒首などの旧制を廃す
  る>施行(0613頒布)
1873年7月1日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞのﾌﾟﾘﾝｽｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ島が連邦に加入
1873年7月2日-09:00|日本|  ||明治6年|<囲碁>就任:十五世本因坊秀悦(六段､24歳/坊家初の実子相伝)
1873年7月2日-09:00|日本|  ||明治6年|<死去>｢本因坊秀和｣54歳
1873年7月2日-09:00|日本|  ||明治6年|<創刊>新潟県活版局(開設)｢新潟県治報知｣
1873年7月2日-09:00|日本|広島県|明治6年|徴兵反対一揆を動因として,御調郡西野村および隣村の豊田郡田野
  浦村の農民数百人,培根商社分社の屠牛場へ乱入して被差別部落の家屋へ放火,家財を破壊するなどの暴行
1873年7月5日-09:00|日本|  ||明治6年|<創刊>｢長野新報｣(現･信濃毎日新聞)
1873年7月6日-09:00|日本|香川県|明治6年|<西讃竹槍騒動､西讃農民騒動>一揆はほぼ鎮圧/逮捕約282名､うち死
  刑7名､懲役刑50名(または51名)など
1873年7月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾂ･ｳﾞｨﾝﾀｰﾊﾙﾀｰ､画家(生年1805年)
1873年7月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのｱﾙｺｲで､ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ派を中心とした蜂起が起こる
1873年7月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで最初の｢貨幣法｣制定､ﾄﾞｲﾂで通用しているﾗﾝﾄの通貨制度にかわり､帝国
  通貨制度が導入される(統一的計算基準がﾏﾙｸ)
1873年7月10日-09:00|日本|  ||明治6年|<廃止>小塚原刑場
1873年7月11日-09:00|日本|  ||明治6年|<開場>奥田座(春木座)[春木町]
1873年7月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのｶﾙﾀﾍﾅで､ｶﾝﾄﾅﾘｽﾀの蜂起が起こる
1873年7月12日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Federico Salcedo y San Roma
  n｣(~1874年)
1873年7月13日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督･最高司令官｢ﾊﾄﾞｿﾝ･ﾗﾙﾌ･ｼﾞｬﾆｯｼｭ｣(2期目､1
  2.11まで代理~18840331)
1873年7月15日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第246号｢米麦海関無税ｦ以ﾃ海外輸出ｦ許ｽ｣
1873年7月16日-09:00|日本|  ||明治6年|<死去>近衛忠房､江戸時代の公卿(生年1838年)
1873年7月17日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第248号｢大蔵省中国債寮ｦ置ｸ｣;明治6年太政官布告
  第250号｢宮内省中内膳司内匠司調度司廃止｣
1873年7月17日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第251号｢府県事務受渡規則｣
1873年7月18日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第253号｢火葬禁止｣
1873年7月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<辞任>ｽﾍﾟｲﾝ共和国第一共和政大統領｢ﾋﾟ･ｲ･ﾏﾙｶﾞﾙ｣
1873年7月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国首相Nicolas Salmeron[連邦共和党](~18730906代理~187309
  07)
1873年7月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ第一共和国大統領｢ﾆｺﾗｽ･ｻﾙﾒﾛﾝ｣穏健共和派(~9.7)
1873年7月19日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第255号｢鎮台条例改定｣東京､佐倉､新潟､仙台､青森
  ､名古屋､金沢､大阪､大津､姫路､広島､丸亀､熊本､小倉の14師管を置き､これを6軍管に隷す;明治6年太政官布告
  第256号｢各地方違式ｶｲ違条例｣
1873年7月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ﾀﾞｳﾞｨｯﾄﾞ､ｳﾞｧｲｵﾘﾆｽﾄ･作曲家(生年1810年)
1873年7月20日-09:00|日本|  ||明治6年|<開通>札幌本道(室蘭街道､→国道36号)
1873年7月20日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第260号｢官吏受財条例｣;明治6年太政官布告第262
  号｢受取諸証文印紙貼用心得方規則二十六条以下増補｣
1873年7月20日-09:00|日本|静岡銀行|明治6年|<設立>韮山生産会社[静岡]
1873年7月21日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ首相｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｽﾀﾝ｣(~18801011)
1873年7月22日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地政府首相｢ｱｰｻｰ･ﾌﾞﾗｲｽ｣(3期目~18750603)
1873年7月22日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第263号｢第二十八号華士族家督相続ﾉ儀第一章改正
  一章追加｣;明治6年太政官布告第264号｢金札引換公債証書発行条例中改定｣
1873年7月22日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾅﾀｰﾙ特別委員｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾁﾘｰ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ･ﾊﾟｲﾝ卿｣(2回目~1
  8750401)
1873年7月23日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第266号｢窃盗条例｣
1873年7月24日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第267号｢名例律再犯加等罪例条例及賊盗律監守盗
  常人盗条例｣;明治6年太政官布告第269号｢強盗条例｣;明治6年太政官布告第270号｢給没贓物条例｣
1873年7月25日-09:00|日本|  ||明治6年|<改称>内務省｢第七局｣⇒｢衛生局｣
1873年7月25日-09:00|日本|  ||明治6年|船越景保ら､水泳道場を開設し､広く一般に宣伝
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1873年7月26日-09:00|日本|  ||明治6年|<復興>東京両国の花火大会
1873年7月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾁｭｯﾁｪﾌ､詩人･外交官(生年1803年)
1873年7月28日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第272号｢地租改正条例｣(地価の100分の3を地租と
  し金納になる);明治6年太政官布告第273号｢犯姦条例｣
1873年7月30日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾎﾞｳｴﾝ｣(~18790222)
1873年7月30日-09:00|日本|  ||明治6年|<創刊>共立社｢高知新聞｣
1873年7月30日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第274号｢居喪犯姦律改正｣;明治6年太政官布告第27
  6号｢海陸軍刑律第十条第十四条改正並ﾆ増加｣
1873年7月30日-09:00|日本|東京大学|明治6年|工部省工学寮から工学校を設立
1873年8月-09:00|日本|東北大学|明治6年|共立義塾を解散し共立病院附属塾舎として教育を続ける
1873年8月-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗｺﾞｽ植民地管理者代理｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｷｬﾒﾛﾝ Lees｣(1期目~10月)
1873年8月1日-09:00|日本|  ||明治6年|官吏に初めて暑中休暇を与える
1873年8月1日-09:00|日本|大阪府|明治6年|<開園>大阪府｢住吉公園｣(大阪市住之江区浜口東1丁目)
1873年8月1日-09:00|日本|大阪府大阪市|明治6年|<開園>大阪市｢天王寺公園｣(天王寺区茶臼山町､⇒四天王寺公
  園､1901年7月10日廃園)
1873年8月1日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅ総督｢ｺｰﾈﾘｽ･ｱｽｶﾆｳｽ･ﾌｧﾝ･ｼﾍﾟｽﾃｲﾝ｣(~18821101)
1873年8月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺで循環ﾜｲﾔ式のｹｰﾌﾞﾙｶｰが開通
1873年8月2日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第279号｢詐偽律中偽造斛斗秤尺条例｣;明治6年太政
  官布告第280号｢諸公文署名式初条中改正｣
1873年8月2日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Aleksandr Aleksandrovich Kavelin｣(~18811204)
1873年8月3日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第281号｢大礼佩剣制｣;明治6年太政官布告第282号｢
  朝鮮国漂流人取扱規則第二条改正｣;明治6年太政官布告第284号｢工学校略則廃止｣
1873年8月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのｳｨｶﾞﾝ･ﾉｰｽ･ｳｪｽﾀﾝ駅を通過中に､客車が脱線し駅舎･ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑに衝突
  .乗客13人が死亡
1873年8月4日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地政府首相｢ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ･ｹﾅｰﾘｰ｣(~18760720)
1873年8月4日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾞｨｸﾄﾙ･ﾊﾙﾄﾏﾝ､画家(生年1834年)
1873年8月6日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治6年|日米郵便交換条約調印
1873年8月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｼｬﾝﾄﾙｲﾕ､画家(生年1814年)
1873年8月9日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第292号｢危害品船積ﾉ法則ｦ定ﾑ｣;明治6年太政官布告
  第293号｢官吏犯公罪条例｣
1873年8月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ王国首相(閣僚評議会議長)｢ﾏﾙｺ･ﾐﾝｹﾞｯﾃｨ｣(3回目~18760325)
1873年8月11日-09:00|日本|茨城県東茨城郡大洗町|明治6年|<死去>松平頼之(16歳)元陸奥守山藩知藩事
1873年8月12日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第296号｢文部省中官名廃置及教員ﾉ等次学位ﾉ称号
  等改定｣(大学の教師を教授､中学は教諭､小学校は訓導と呼ぶことになる);明治6年太政官布告第298号｢訴訟律
  内越訴条廃止｣;明治6年太政官布告第299号｢改定律例第二百七十五条改正｣
1873年8月12日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第297号｢陸軍裁判所中管獄書記二官廃止｣
1873年8月12日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｶﾗｶﾙﾊﾟｸｽﾀﾝはﾛｼｱに併合
1873年8月13日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第300号｢大日本政府電信取扱規則｣
1873年8月13日 00:00|北極|  |||ﾕﾘｳｽ･ﾊﾟｲｱｰとｶｰﾙ･ｳﾞｧｲﾌﾟﾚﾋﾄの北極探検隊が､ﾌﾗﾝﾂ･ﾖｰｾﾞﾌ･ﾗﾝﾄを発見
1873年8月15日-09:00|日本|静岡銀行|明治6年|融通会所(後に融通会社となる)福岡に設立設立
1873年8月16日-09:00|日本|  ||明治6年|<開業>外国人用｢横浜ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ｣
1873年8月17日-09:00|日本|佐賀県小城市|明治6年|<死去>鍋島直堯(74歳)元肥前小城藩主
1873年8月18日-09:00|日本|東北大学|明治6年|<開設>宮城師範学校[仙台]
1873年8月18日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾋﾞｱﾌﾗ湾･ﾍﾞﾆﾝ湾英国領事｢ｼﾞｮｰｼﾞ･Hartley｣(~1877年)
1873年8月20日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第304号｢東京第一国立銀行ﾆ於ﾃ二十円以下五種ﾉ紙
  幣発行｣布告
1873年8月21日-09:00|日本/ﾍﾟﾙｰ|  ||明治6年|日本とﾍﾟﾙｰ,ﾏﾘｱ･ﾙｽ号事件解決を期に友好通商航海仮条約を締結
1873年8月23日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第306号｢動産不動産書入金穀貸借規則｣
1873年8月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝでｱﾙﾊﾞｰﾄ橋開橋
1873年8月23日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Marie Gabriel Couturier｣(2期目~18790810
  )
1873年8月24日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｺﾗｽﾞﾑ(ｷﾊﾞ)はｱﾑﾀﾞﾘﾔ川の右岸にあるすべての領土がﾛｼｱに併合されﾛ
  ｼｱ保護領(~1917.11)
1873年8月25日-09:00|日本|  ||明治6年|<設立>器械製糸六工社(長野松代)
1873年8月27日-09:00|日本|大谷大学|明治6年|<改称>高倉学寮⇒貫練場
1873年8月28日-09:00|日本|広島県|明治6年|<死去>浅野長厚(31歳)元安芸広島新田藩知藩事
1873年8月28日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾞｰｸﾚｰ｣(~18740814)
1873年8月29日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第308号｢新貨条例中銅貨幣二銭ﾉ一種ｦ加ﾍ且各種ﾉ
  図面改正鋳造｣/2銭銅貨制定
1873年8月29日-08:00|中国|  ||清･同治12年7月7日|ｳﾙﾑﾁの団勇の徐学功らが､沙子山で安集延のｲｽﾗﾑ教徒を破
  る
1873年8月30日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾋｭｰｺﾞ･ｸﾞﾃﾞｱ･ﾃﾞ･ﾗｾﾙﾀﾞ･ｶｽﾃﾛ･ﾌﾞﾗﾝｺ｣(1



1875迄(3195件)

  期目~18761107)
1873年8月31日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第310号｢証券印紙ﾉ内二十五銭五十銭一円ﾉ三種改
  定｣;明治6年太政官布告第311号｢官員免職病死等ﾉ節賜物規則改定｣
1873年8月31日-09:00|日本|群馬県安中市|明治6年|<死去>板倉勝殷(54歳)元上野安中藩知藩事
1873年9月-09:00|日本|静岡銀行|明治6年|<設立>融通会社(静岡県君沢郡三島宿;のちに福寿会社と改称);大場
  治水社(静岡県君沢郡大場村)
1873年9月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ政府は1日8時間労働制を導入｡ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞでは､技術者組合連合
  が1日8時間労働を勝ち取る
1873年9月1日-09:00|日本|  ||明治6年|鉱業制度確立の為､明治6年太政官布告第259号｢日本坑法｣施行(0720発
  布,鉱山心得の概念を明確にし､試掘､借区開坑などの手続きを具体的に規定)
1873年9月1日-09:00|日本|  ||明治6年|白洲灯台(福岡県北九州市,木造,1900年(明治33)に石造に建替)点灯
1873年9月1日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第230号｢飛脚ﾄ称ｼ貨物運送ｦ業ﾄｽﾙ者私ﾆ営業ｽﾙｦ禁ｽ｣
  <民間の飛脚便禁止>施行(0627公布)
1873年9月1日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<即位>ｽﾞｰﾙｰ王｢ｹﾁｭﾜｰﾖ｣(~18790704)南部ｱﾌﾘｶ
1873年9月2日-09:00|日本|  ||明治6年|<死去>八田知紀(75歳)歌人
1873年9月3日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副知事｢Samuel Stallard｣(~10.13)
1873年9月3日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾎｾ･ｴｳｾﾞﾋﾞｵ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾍﾟﾄﾞﾗｻ｣(~1875020
  1)
1873年9月5日-09:00|日本|  ||明治6年|三池鉱山､官営となる/のち三井へ払い下げ
1873年9月5日-08:00|中国|  ||清の同治12年7月14日|四川の黔江で､ﾌﾗﾝｽ人司祭やｷﾘｽﾄ教信者が殺される
1873年9月7日-09:00|日本|  ||明治6年|<死去>3代山木検校(38歳)筝曲家
1873年9月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国首相｢Emilio Castelar｣連邦共和党(~18740103)
1873年9月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ第一共和国大統領｢ｴﾐﾘｵ･ｶｽﾃﾗﾙ｣統一共和派(~18740103)
1873年9月8日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治6年|第五国立銀行(大阪)開業免許(12月10日開業､明治9
  年1月本店を東京へ移す)
1873年9月10日-09:00|日本|  ||明治6年|<開業>ﾎﾞﾝﾅ｢ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ｣(横浜居留地海岸通り20番地､初代料理長ﾙｲ･ﾍﾞ
  ｷﾞｭｰ)
1873年9月10日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第314号｢郵便犯罪罰則第二十三条増加｣
1873年9月11日-09:00|日本|  ||明治6年|<死去>六代目坂東三津五郎/28才(安政3年5月坂東三津五郎襲名)
1873年9月11日-09:00|日本|静岡県静岡市|明治6年|<死去>松平信賢(66歳)元駿河小島藩主
1873年9月13日-09:00|日本|  ||明治6年|<併合>宇都宮裁判所⇒栃木裁判所
1873年9月15日-09:00|日本|  ||明治6年|<完成>菅島燈台付属官舎(ﾌﾞﾗﾝﾄﾝが建設､鳥羽沖､→明治村へ移築)三重
  県
1873年9月15日-09:00|日本|  ||明治6年|<死去>3代金原亭馬生(落語家)
1873年9月15日-09:00|日本|  ||明治6年|<点灯>潮岬灯台(和歌山県串本町,設計ﾌﾞﾗﾝﾄﾝ,木造,1878年に石造に改
  築)
1873年9月15日-09:00|日本|JR|明治6年|新橋･横浜間の鉄道に初めて貨車運転開始(従来は客車のみであった)
1873年9月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾗﾝｽが賠償金の支払いを完了し駐留ﾄﾞｲﾂ軍が撤退
1873年9月16日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾓﾛｯｺ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ4世｣
1873年9月16日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾊｻﾝ1世｣(~18940609没)
1873年9月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾊｰﾄﾞｳｨｯｸ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾖｰｸ｣
1873年9月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||就任>5代ﾊｰﾄﾞｳｨｯｸ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾖｰｸ｣先代の息子(~18970518死去)
1873年9月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾄﾞﾅﾃｨ､天文学者(生年1826年)
1873年9月20日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾀﾞﾙﾏﾁｱ王国ﾊﾞﾝ｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾏｼﾞｭﾗﾆｯﾁ｣(~18800221)
1873年9月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||1873年世界恐慌がﾆｭｰﾖｰｸに波及し､ﾆｭｰﾖｰｸ株式取引所が閉鎖される
1873年9月22日-09:00|日本|  ||明治6年|<使用開始>明治政府｢豊島ヶ岡御陵｣(護国寺隣接地､→豊島岡墓地)<皇
  族専用>
1873年9月22日-09:00|日本|  ||明治6年|暴風雨､野毛･石川･中村で倒壊54
1873年9月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｬﾝ･ｼｬｺﾙﾅｸ､天文学者(生年1823年)
1873年9月23日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞ労働党が結成される
1873年9月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞのﾌﾟﾈｰで社会改革運動組織｢真理探求協会｣が創立
1873年9月26日-09:00|日本|山形県東根市|明治6年|<死去>米津政易(45歳)元出羽長瀞藩主
1873年9月28日-09:00|日本|  ||明治6年|郵便脚夫のﾋﾟｽﾄﾙ携行が認められる｡当時は郵便物に対する認識が薄く
  ､世間では郵便袋の中に必ず多少の金が入っていると思われていた
1873年9月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｴﾐｰﾙ･ｶﾞﾎﾞﾘｵ､小説家(生年1832年)
1873年10月-09:00|日本|  ||明治6年|<一部竣工>銀座煉瓦街
1873年10月-09:00|日本|  ||明治6年|<設立>大倉喜八郎｢大倉組商会｣
1873年10月-09:00|日本|慶應義塾|明治6年|<設置>慶應義塾医学所および慶應義塾大阪分校
1873年10月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ地区総督｢ｴｻﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~12月)
1873年10月-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗｺﾞｽ植民地管理者｢ｼﾞｮｰｼﾞ･Cumine Strahan｣(~1874.6)
1873年10月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｳﾞｨｸﾄﾘｱ､ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ郊外ｷｭｰで精神病院が設立される
1873年10月1日-09:00|日本|  ||明治6年|<施行>明治6年太政官布告第239号｢人民相互ﾉ証書ﾆﾊ必ｽ実印ｦ用ヰｼﾑ｣
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  証券に爪印･花押を用いることを禁止し,名印を押させる(7.5公布)
1873年10月1日-09:00|日本|秋田大学|明治6年|<開校>伝習学校
1873年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｨﾘｯﾋﾟ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾌｧｯﾄｰﾘ｣
1873年10月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴﾄﾞｳｨﾝ･ﾗﾝﾄﾞｼｰｱ､画家(生年1802年)
1873年10月2日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｶﾞﾝﾋﾞｱ管理者｢ｺｰﾈﾘｱｽ･ﾍﾝﾄﾞﾘｸｾﾝ･ｺｰﾄﾗｲﾄ｣
  (~18750212)
1873年10月2日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ管理責任者｢ｶﾞｰﾈｯﾄ･ｼﾞｮｾﾌ･ｳｫﾙ
  ｽﾞﾘｰ卿｣(~18740304)
1873年10月3日-09:00|日本|  ||明治6年|<死去>鳥居耀蔵(78歳､生年1796年)元南町奉行･勘定奉行
1873年10月3日-09:00|日本|  ||明治6年|長崎で日本初の洋式結婚式｡英国籍の中国人と日本人の国際結婚
1873年10月4日-09:00|日本|  ||明治6年|<死去>初代神田伯山(不明)講談師
1873年10月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第13回全英ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ﾄﾑ･ｷｯﾄﾞ(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/179)
1873年10月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨｰｸ､音楽家(生年1785年)
1873年10月7日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾗｼﾞﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1874年9月)
1873年10月8日-09:00|日本|  ||明治6年|<移管>宮内省内海御召艦｢蒼龍丸｣⇒海軍省所管
1873年10月8日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第335号｢諸公文署名式中改正｣;明治6年太政官布告
  第337号｢清国在留日本国人心得方規則｣
1873年10月9日-09:00|日本|  ||明治6年|<運行開始>函館～森間乗合馬車
1873年10月9日-09:00|日本|東京大学|明治6年|<開校>開成学校(東京大学の前身)[東京]
1873年10月10日-08:00|中国|  ||清･同治12年8月19日|ｲｽﾗﾑ教徒の白彦虎らがﾊﾐを占領
1873年10月12日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第340号｢第百三十八号棄児養育米ﾉ布告但書取消｣
1873年10月13日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副知事｢William Sherbrooke Ramsay Norcot
  t卿｣(~18780930)
1873年10月14日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第344号｢年中祭日祝日ﾉ休暇日ｦ定ﾑ｣(祝祭日を定
  めて休日制定/元始祭､新年宴会､孝明天皇祭､紀元節､神武天皇祭､神嘗祭､天長節､新嘗祭);明治6年太政官布告
  第346号｢神官賀表書式中改定｣
1873年10月15日-09:00|日本|  ||明治6年|<開抗>相良油田(静岡県相良町)
1873年10月17日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第349号｢監守自盗条例並犯姦条例｣
1873年10月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《弦楽四重奏曲第2番ｲ短調Op.51-2》
1873年10月19日-09:00|日本|  ||明治6年|<開園>新潟遊園(→白山公園)[新潟県]
1873年10月19日-09:00|日本|  ||明治6年|<開園>日本で最初の公園:浅草寺､寛永寺､増上寺､富岡八幡､飛鳥山の
  5か所
1873年10月19日-09:00|日本|  ||明治6年|新聞紙条例を廃止し明治6年太政官布告第352号｢新聞紙発行条目｣公
  布
1873年10月19日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||詩人ﾗﾝﾎﾞｰが､｢地獄の季節｣を自費出版
1873年10月20日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第353号｢地方官員及常備金割賦規則改定｣
1873年10月21日-09:00|日本|  ||明治6年|<設置>海軍兵学寮に機関科[生徒を測量･蒸気機関･運用砲術･造船の
  各科に分科]
1873年10月22日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<就任>ﾌｻｲﾝ朝大法官｢ﾍｲﾚﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ｣無所属(~18770721)
1873年10月22日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾛｼｱ|  |||ﾄﾞｲﾂ帝国はﾛｼｱ帝国､ｵｰｽﾄﾘｱ･ﾊﾝｶﾞﾘｰ帝国の三つの帝国間
  で三帝同盟を結ぶ
1873年10月23日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第355号｢猥ﾘﾆ墓地ｦ設ｹ或ﾊ区域ｦ広ﾑﾙｦ禁ｽ｣
1873年10月25日-09:00|日本|  ||明治6年|<開始>参議･省卿兼任制
1873年10月25日-09:00|日本|  ||明治6年|<種別変更>軍務官所管軍艦｢富士山丸｣⇒練習艦
1873年10月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾖｰｾﾞﾌ･ｱﾝﾄﾝ･ﾌﾞﾙｯｸﾅｰ49指揮《交響曲第2番ﾊ短調》
1873年10月27日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Juan Quiros de los Rios｣(~
  18740123)
1873年10月27日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||<就任>ｷｭｰﾊﾞ共和国暫定大統領｢ｻﾝﾀ･ﾙｼｱ侯爵ｻﾙﾊﾞﾄﾞｰﾙ･ｼｽﾈﾛｽ･ｲ･ﾍﾞﾀﾝｸｰﾙ｣(1
  回目~18750701)
1873年10月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｸﾞﾘｯﾃﾞﾝ､有刺鉄線生産機械の特許取得
1873年10月28日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第357号｢神官免職ﾉ節賜物規則改正｣
1873年10月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||1873年金融恐慌がﾄﾞｲﾂに波及し､ﾍﾞﾙﾘﾝ証券取引所が空前の大暴落になる
1873年10月28日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Gregorio Jose Ribeiro｣(~18760
  906)
1873年10月28日 19:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||夜､ﾊﾟﾘの｢ﾙ･ﾍﾟﾙﾃｨｴ通り｣(9区)にあった､1821年創業の｢ｻﾙ･ﾙ･ﾍﾟﾙﾃｨｴ(11代目ｵ
  ﾍﾟﾗ座)｣で原因不明の火災が発生し､24時間燃え続けて崩壊
1873年10月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ王｢ﾖﾊﾝ｣
1873年10月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ王｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ｣(~19020619死去)
1873年10月30日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第360号｢地方官員並ﾆ常備金割賦規則取消｣
1873年10月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ､侵略のための武器輸送の疑惑で米船ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱｽ号を拿捕し､乗組
  員を処刑
1873年11月-09:00|日本|  ||明治|<売却>三瀦県産物会社｢扶桑丸｣(1869年,Textor & Co.,London｢C.J.Textor｣S
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  ir James Laing Co.,Sunderland建造進水→三瀦県産物会社(福岡)→｢扶桑丸｣と改名)⇒三菱商会(大阪)(1878
  年,｢田子浦丸｣と改名)
1873年11月-09:00|日本|静岡銀行|明治6年|<設立>資産貸附所､静岡
1873年11月-09:00|日本|名古屋大学|明治6年|<設置>医学講習場(西本願寺別院)
1873年11月-09:00|日本|福井県|明治6年|<架橋>白川橋(今立郡上鯖江･丹生郡家久村間)
1873年11月-09:00|日本|福井大学|明治6年|<創立>小学師範学科
1873年11月1日-09:00|日本|  ||明治6年|<完成>東京に日本始めての石橋｢万世橋｣
1873年11月1日-09:00|日本|  ||明治6年|<設立>｢第四銀行｣[新潟](18740301開業)現存する最古のﾅﾝﾊﾞｰ銀行
1873年11月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《ﾊｲﾄﾞﾝの主題による変奏曲》
1873年11月3日-09:00|日本|  ||明治6年|祭日に国旗掲揚の制を定める
1873年11月3日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領海峡植民地総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾊｰ
  ﾊﾞｰﾄﾞ･ｱﾝｿﾝ｣(2度目~4日)
1873年11月3日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国閣僚評議会議長｢ﾖｳﾞｧﾝ･ﾏﾘﾉｳﾞｨｯﾁ｣(~18741207)
1873年11月4日-09:00|日本|東京外国語大学|明治6年|<分離独立>開成学校⇒東京外国語学校
1873年11月4日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領海峡植民地総督｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｸﾗｰｸ卿｣(~187505
  10)
1873年11月4日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾎｱｷﾝ･ｼﾞｮﾍﾞﾗｰﾙ･ｲ･ｿﾚｰﾙ｣(1回
  目~18740406)
1873年11月4日-08:00|中国|  ||清･同治12年9月15日|粛州のｲｽﾗﾑ教徒の馬四が､左宗棠に降伏
1873年11月5日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第362号｢出訴期限規則｣;明治6年太政官布告第366
  号｢僕婢馬車人力車駕籠乗馬游船等諸税規則中改正｣
1873年11月7日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾉｰｻﾞﾝﾃﾘﾄﾘｰ最初の新聞､『ﾉｰｽ･ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾝ』創刊
1873年11月7日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||<交替>ｶﾅﾀﾞ総理大臣｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ卿｣ｶﾅﾀﾞ太平洋鉄道に関わる汚
  職が暴露されて辞任⇒｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｯｹﾝｼﾞｰ｣就任(~18781017)
1873年11月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾘｽﾞﾊﾞｰﾝ伯｢ｱｰﾈｽﾄ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾏﾚｯﾄ･ｳﾞｫｰﾝ｣
1873年11月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾘｽﾞﾊﾞｰﾝ伯｢ｱｰﾈｽﾄ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾏﾚｯﾄ･ｳﾞｫｰﾝ｣(~18880331死去)
1873年11月8日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||<市制>ｶﾅﾀﾞでｳｨﾆﾍﾟｸﾞ市が創設
1873年11月9日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第372号｢開拓使創立ﾉ保任社用船旗章ｦ定ﾑ｣;明治6
  年太政官布告第373号｢陸軍服制中軍医馬医服制改定｣
1873年11月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ｵｯﾄｰ･ﾌｫﾝ･ﾋﾞｽﾏﾙｸ｣(~18900320)
1873年11月10日-09:00|日本|  ||明治6年|<開催>｢筑摩県博覧会(松本博覧会)｣(~12.24)[開催地]長野県[会場]
  松本城[主催]松本博覧会社
1873年11月10日-09:00|日本|  ||明治6年|横浜ｱﾏﾁｭｱ･ｱｽﾚﾁｯｸ協会を結成し､第1回陸上競技会を開催
1873年11月10日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第375号｢内務省ｦ置ｸ｣/大久保利通の独裁体制固め
  に入る
1873年11月10日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾏｾｵの第二師団,ﾏﾝｻﾆｰｼﾞｮを攻撃.数千の守備隊を打ち破り,中央広場
  まで達する
1873年11月11日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｳﾞｨｸﾄﾘｱ工場法､女性の最大労働時間を8時間に限定
1873年11月12日-08:00|中国|  ||清･同治12年9月23日|甘粛のｲｽﾗﾑ教徒が蜂起するが､まもなく鎮圧される
1873年11月13日-09:00|日本|  ||明治6年|明治政府が火あぶり･はりつけの刑を廃止
1873年11月14日-09:00|日本|  ||明治6年|<死去>4代坂東彦三郎(74歳/坂東亀三郎→四代目坂東彦三郎⇒安政3
  年3月現名)歌舞伎役者
1873年11月16日-09:00|日本|  ||明治6年|<創建>尾山神社(金沢市)
1873年11月16日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ･ﾐﾛ｣(~18750920)
1873年11月17日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第385号｢米麦粉海関無税海外輸出ｦ許ｽ｣
1873年11月17日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰで､ﾍﾟｽﾄ､ﾌﾞﾀﾞ､ｵｰﾌﾞﾀﾞが合併してﾌﾞﾀﾞﾍﾟｽﾄになる
1873年11月19日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第389号｢郵便ﾊｶﾞｷ紙並ﾆ封嚢発行規則｣
1873年11月19日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第390号｢工部省中勧工寮ｦ廃ｼ其事務ｦ製作寮ﾆ属ｽ｣
1873年11月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ大統領任期が7年に延長される
1873年11月20日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/ﾌﾗﾝｽ|  ||越南･嗣徳26年|ﾌﾗﾝｽ軍(ﾌﾗﾝｼｽ･ｶﾞﾙﾆｭ大尉)が突如ﾊﾉｲ城を占拠(~1874031
  5)
1873年11月21日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾙﾘｽ･ﾗｼﾞｬ｢ｻｲｰﾄﾞ･ﾌｾｲﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｻｲｰﾄﾞ･ﾊﾙﾝ･ｼﾞｬﾏﾙﾗｲﾙ｣
1873年11月21日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾍﾟﾙﾘｽ･ﾗｼﾞｬ｢ｻｲｰﾄﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ ｻｲｰﾄﾞ･ﾌｻｲﾝ･ｼﾞｬﾏﾙﾗｲﾙ｣(~189
  70217没)
1873年11月27日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ｱﾙﾉｰﾄ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｱｷﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目
  ~18740406)
1873年12月-09:00|日本|  ||明治6年|<開園>浜寺公園(大阪府)
1873年12月-09:00|日本|岐阜大学|明治6年|<設立>師範研習学校
1873年12月-09:00|日本|群馬県|明治6年|<創刊>高崎誠之堂｢書抜新聞｣(群馬県初の新聞)
1873年12月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ地区総督｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1874年2月)
1873年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸﾛｰﾄﾞ･ﾓﾈ､ｼﾞｬｺﾌﾞ･ｶﾐｰﾕ･ﾋﾟｻﾛ､ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ･ｼｽﾚｰ､ｵｰｷﾞｭｽﾄ･ﾙﾉﾜｰﾙら､｢芸術家､画家､彫刻
  家､版画家その他による匿名協会｣を設立
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1873年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝでｽﾓｯｸﾞ被害が深刻化
1873年12月1日-09:00|日本|茨城県結城市|明治6年|<死去>水野勝寛(18歳)元下総結城藩主･知藩事
1873年12月1日-09:00|日本|日本郵政|明治6年|<発売>日本初の郵便葉書(2つ折で1枚5厘)と郵便封嚢
1873年12月3日-09:00|日本|  ||明治6年|<大相撲>明治6年12月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優勝:(西前
  1)鯱の海,7勝2敗1休
1873年12月3日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第398号｢国立銀行条例成規中紙幣頭ﾆ可差出報告ﾉ
  条第五節第十一節改定｣
1873年12月4日-09:00|日本|  ||明治6年|<移管>海軍省｢横浜製鉄所｣⇒大蔵省
1873年12月4日-09:00|日本|  ||明治6年|<創刊>坪井良作｢新潟隔日新聞｣(翌年4月｢新潟毎日新聞｣と改題)
1873年12月5日-09:00|日本|  ||明治6年|<開校>大阪師範学校(官立)
1873年12月5日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第403号｢徴兵令第三章第九条但書改正｣
1873年12月5日-09:00|日本|福井県小浜市|明治6年|<死去>酒井忠義(61歳)元若狭小浜藩主･知藩事､京都所司代
1873年12月6日-08:00|中国|  ||清･同治12年10月17日|ﾔｰｸｰﾌﾞ･ﾍﾞｸがﾄﾙｷｽﾀﾝを支配し､ｶｼｭｶﾞﾙのｱﾐｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾔｸﾌ
  ﾞ･ﾊｰﾝになる
1873年12月9日-07:00|日本|東京都|明治6年|<東京神田明治6年東福田町の大火>午前2時ごろ東福田町四番地の
  古紙卸業･永田善兵衛方から出火,東南の方向に燃え広がった/神田では火元の東福田町を始め橋本町一丁目､
  豊島町一丁目､元岩井町､神田材木町など800余戸を全焼したが､炎の手は更に日本橋へと延び､馬喰町､亀井町､
  小伝馬町､横山町などの問屋街をひとなめにし､日本橋の目抜き通りから急速に東南の方向に燃え進んだ/日本
  橋を灰にした炎は､東は元浜町から富沢町､蛎殻町二丁目､一丁目へ延び､西は鉄砲町から堀江町､小舟町の両河
  岸を経て小網町一丁目から二､三丁目へと進み､行徳河岸に行き着いてようやく､午前7時に鎮火/日本橋は48町
  ､4952戸が全焼し､神田と合わせ5752戸余が全焼
1873年12月9日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｽﾏﾄﾗ島のｱﾁｪ王国にｵﾗﾝﾀﾞ軍が侵攻し､ｱﾁｪ軍と戦闘状態になり激戦の
  末王都を奪われた
1873年12月10日-09:00|日本|東京都|明治6年|東京府､貸座敷(遊郭)渡世規則､娼妓規則､芸妓規則を定める
1873年12月10日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治6年|<開業>第五国立銀行[大阪]
1873年12月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《弦楽四重奏曲第1番ﾊ短調Op.51-1》
1873年12月12日-09:00|日本|愛知教育大学|明治6年|<開校>愛知県養成学校[名古屋久屋町]
1873年12月13日-09:00|日本|山形県上山市|明治6年|<死去>松平信行(84歳)元出羽上山藩主
1873年12月14日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ州総督｢ﾎｾ･ﾏﾇｴﾙ･ｸﾘｽﾋﾟﾆｱｰﾉ･ﾀﾞ･ﾌｫﾝｾｶ(統治評議
  会議長)｣(~18740810)
1873年12月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ﾙｲ･ｱｶﾞｼｰ､海洋学者･地質学者(生年1807年)
1873年12月17日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第411号｢明治七年郵便規則及ﾋ罰則｣
1873年12月19日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第412号｢新貨条例中新貨幣例目ﾉ末条刪去及造幣
  規則第四条改定｣
1873年12月20日-09:00|日本|京都府宮津市|明治6年|<死去>松平宗秀(65歳)元丹後宮津藩主､寺社奉行･大坂城代
  ･京都所司代･老中
1873年12月21日-09:00|日本|茨城県結城市|明治6年|<死去>水野勝進(57歳)元下総結城藩主
1873年12月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||越南･嗣徳26年|劉永福の率いる黒旗軍がﾊﾉｲを占領しているﾌﾗﾝｽ軍と戦
  い､ﾌﾗﾝｽ軍の指導者が戦死
1873年12月22日-09:00|日本|三菱鉱業|明治6年|三菱商会､吉岡銅山(岡山県)を買収､初めて鉱山経営に進出
1873年12月23日-09:00|日本|  ||明治6年|<死去>蜂屋茂橘(79歳)随筆家
1873年12月23日-09:00|日本|  ||明治6年|<竣工>日本海軍運輸船｢第一利根川船｣(横須賀造船所)
1873年12月23日-09:00|日本|  ||明治6年|前参議江藤新平派の青年士族らが征韓党を結成
1873年12月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Andres Cuadra y Bourman｣(~1879年)
1873年12月24日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第416号｢海軍旗章更正増補｣
1873年12月24日-09:00|日本|第四銀行|明治6年|<設立>第四国立銀行(新潟;18740301開業)
1873年12月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊｲﾝﾘﾋ･ｸﾞｽﾀﾌ･ﾎﾄｰ､美学者(生年1802年)
1873年12月24日-09:00|韓国/朝鮮|  ||清･同治12年11月5日|閔氏一党による大院君失脚で､第一次大院君政権倒
  れ高宗国王､親政を表明/驪興閔氏一門による政権奪取､勢道政治=閔氏政権始まる
1873年12月25日-09:00|日本|  ||明治6年|<設置>機密事項に参与する非常設の官として内閣顧問/島津久光を任
  命
1873年12月25日-09:00|日本|  ||明治6年|<設定>屯田兵制度
1873年12月25日-09:00|日本|  ||明治6年|<設立>旧本荘藩士族の授産団体｢洪融社｣
1873年12月25日-09:00|日本|  ||明治6年|<創刊>誠之堂｢書抜新聞｣(群馬県下最初の新聞)
1873年12月25日-09:00|日本|  ||明治6年|消防組は東京府の手を離れて､いったん国の司法省警保寮の所管とな
  る
1873年12月25日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第421号｢神社改正規則更定｣
1873年12月27日-09:00|日本|  ||明治6年|政府が陸海軍資のため家禄に対する税を賦課する家禄税を設け､秩禄
  奉還の法を定める
1873年12月28日-09:00|日本|  ||明治6年|明治6年太政官布告第434号｢改定律例第七十六条改正｣
1873年12月28日-09:00|日本|  ||明治6年|陸海軍資のため､勅任･奏任の官員に対する俸給に官禄税を設ける
1873年12月31日-09:00|韓国/朝鮮|  ||清･同治12年11月12日|崔益鉉､大院君を弾劾して済州に配流
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1874年-09:00|日本|花園大学|明治7年|東京に臨済宗各派･黄檗宗連合による連合総学設置
1874年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾝｶﾞｲ･ｳｼﾞｮﾝを英国保護領として分離(~1895年)
1874年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾒｰ･ﾎﾝ･ｿﾝ国主(ﾊﾟﾙﾀｻｸﾃｨ)｢ﾊﾟﾔ･ｼﾝｶﾞﾅﾄ･ﾗﾁｬ｣(~1884年)
1874年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾗﾝﾅｰ･ｼｬﾑ高等弁務官｢ﾃｰﾌﾟ･ﾌﾟﾗﾁｭﾝ｣(1期目~1876年)
1874年-07:00|ﾀｲ|  |||<設立>ﾒｰ･ﾎﾝ･ｿﾝ
1874年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｽﾏﾘｸ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｮｹﾞﾝﾄﾞﾗ･ｻﾏﾝﾄ｣(~18770204没)
1874年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｲﾗｶﾞﾙ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｳﾑﾗｵ･ｼﾝ｣(~18910219没)
1874年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾑﾊﾙｻｲﾝ国摂政｢ﾏﾝｶﾞｯﾄ･ﾗﾑ｣ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ管理下(~1896年)
1874年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｮﾊﾞｯﾄ国統治者(ﾗﾅ)｢ｻﾙﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1897年没)
1874年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾗｳﾝﾀﾞ･ﾊﾟﾀｰﾙ･ｶﾁｬﾙ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾗｸﾞﾊﾞｰﾙ･ﾀﾞﾔﾙ･ｼﾝ｣(~18851218没)
1874年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾗﾝﾊﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞｽﾜﾅﾃｨ･ﾋﾞﾙﾊﾞｰ･ﾏﾝｸﾞﾗｼﾞ･ﾏﾊﾊﾟﾄﾗ｣(~18810715)
1874年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾝﾄﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌｫｶｰ･ｼﾝ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ｼﾞｬｶﾞﾃﾞﾌﾞ｣(~1877年)
1874年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶｲﾗｶﾞﾙ国をｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞが統治(~1883年)
1874年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||<死去>ﾑﾜﾘ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾓﾊﾒﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｻｲﾃﾞｨ･ﾊﾏﾃﾞｨ･ﾏｶﾀﾞﾗ｣
1874年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｲﾊﾞﾝﾀﾞ統治者(ﾑﾄｩﾊﾞ･ﾑﾄｳ)｢ｷｼｮｷｴ｣(~1902年)
1874年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ｴｼｭﾚﾌ･ｴﾌｪﾝﾃﾞｨ｣(~1875年)
1874年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾊﾞｵ･ｽﾙﾀﾝ(ﾌｧﾙﾒ)｢ﾓﾊﾒﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾊﾒﾄﾞ｣(2回目)
1874年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||<即位>ﾑﾜﾘ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｼﾞｭﾝﾍﾞ･ﾌｧﾃｨﾏ･ﾋﾞﾝﾄ･ｱﾌﾞﾃﾞﾚﾏﾈ｣(2回目~1878年)
1874年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾃﾞﾘｿﾞｰﾙ地区総督｢Qasim Pasha｣(~1876年)
1874年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｰｽﾞ公｢ｼﾞｬﾝ｣(~19400825死去)
1874年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞｳｫﾙ統治者(ﾃｨｰﾝ)｢ｾ･ﾔｼﾝ･ｼﾞｮｰ･ｶﾞﾛ･ｶﾞﾅ･ﾌｫｰﾙ｣(2回目~1890年)
1874年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾏﾙﾀﾝ島市長｢Victor Foulquier｣
1874年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾏﾙﾀﾝ島市長｢Pierre Auguste Beauperthuy｣(~1878年死去)
1874年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<死去>ﾊﾜｲ諸島王国国王｢William Charles Lunalilo｣
1874年1月-09:00|日本|  ||明治7年|<出版>｢西洋童話｣今井史山纂輯(清規堂)
1874年1月-09:00|日本|福井県|明治7年|海老助橋(福井県足羽郡深谷村･吉田郡海老助村間)架橋
1874年1月1日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島主任判事｢Fletcher Christian Nobbs｣(~18751231
  )
1874年1月1日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李裕元｣(~18750526)
1874年1月1日-09:00|日本|茨城県水戸市|明治7年|<創設>水戸東武館(北見町2-26;剣道､居合道､なぎなた及び北
  辰一刀流剣術､新田宮流抜刀術を修練する道場)
1874年1月1日-09:00|日本|慶應義塾|明治7年|慶應義塾内に､私立小学校和田塾(のちの慶應義塾幼稚舎)が開塾
1874年1月1日-09:00|日本|東京都港区|明治7年|放火され増上寺本堂は全焼
1874年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾖﾊﾝ･ｶｰﾙ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ｼｪﾝｸ｣Rad(3期目~12.31)
1874年1月1日 05:00|ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島弁務官｢Daniel Thomas Smith｣(~1878年)
1874年1月1日 05:00|ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島/ｼﾞｬﾏｲｶ|  |||ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島はｼﾞｬﾏｲｶの一部となる(~19620805)
1874年1月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||黒旗軍とﾍﾞﾄﾅﾑ抵抗勢力の反撃でﾌﾗﾝｽ軍がﾊﾉｲから撤退
1874年1月2日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾏﾘｱ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ｲ･ｻﾝﾃｨﾝ｣(~21日)
1874年1月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国首相｢Francisco Serrano｣立憲党(~18740226)
1874年1月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ共和国第一共和政第5代大統領｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｾﾗｰﾉ｣保守共和独裁派(~12
  .30)
1874年1月5日-09:00|日本|静岡県沼津市|明治7年|<死去>水野忠寛(68歳)元駿河沼津藩主
1874年1月5日-09:00|日本|東京都|明治7年|東京の京橋-新橋間に馬車､人力車専用の道路が完成
1874年1月5日-08:00|中国|  ||清･同治12年11月17日|<創刊>王韜が香港で｢循環日報｣
1874年1月7日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Rafael Bethencourt y Mendoza
  ｣(3期目~2.21)
1874年1月8日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ｸｲｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ植民地政府首相｢ｱｰｻｰ･ﾏｶﾘｽﾀｰ｣(3期目)
1874年1月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<創立>国際海上保険連合(IUMI)､ﾍﾞﾙﾘﾝで
1874年1月9日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第1号｢内務省中寮司ｦ置ｸ｣;警保寮を司法省から内務
  省に移管;内務省地理寮が発足(1877年,内務省地理局と改称),工部省測量司を移管
1874年1月9日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第2号｢酒造其外取締規則中追加｣
1874年1月9日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾒﾛﾈｽの闘い/ｶﾘｽﾄとﾏｾｵの連合軍は,ｽﾍﾟｲﾝ軍ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｴｽﾎﾟﾝﾀﾞ大佐の千名
  三個連隊をせん滅
1874年1月10日-09:00|日本|川崎重工|明治7年|<開設>川崎正蔵､東京･琉球間郵便航路
1874年1月10日-09:00|日本|兵庫県たつの市|明治7年|<死去>脇坂安宅(66歳)元播磨龍野藩主､寺社奉行･京都所
  司代･老中
1874年1月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ帝国議会選挙で､ｶﾄﾘｯｸ政党の中央党が躍進
1874年1月12日-09:00|日本|  ||明治7年|<結成>愛国公党(自由民権政社)(板垣退助･後藤象二郎･副島種臣･江藤
  新平ら)
1874年1月12日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|明治7年|<死去>本多忠鄰(64歳)元播磨山崎藩主
1874年1月13日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ共和国大統領｢ﾎﾟﾝﾁｬｰﾉ･ﾚｲﾊﾞ･ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ｣(1回目､18750202まで
  暫定~18760608)
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1874年1月13日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月1日|ﾛｼｱで国民皆兵の徴兵制度が施行される
1874年1月14日-09:00|日本|東京都三鷹市|明治7年|右大臣岩倉具視､征韓派の高知県士族武市熊吉らに赤坂喰違
  で襲撃され負傷
1874年1月15日-09:00|日本|大分県|明治7年|<設立>大分警察署
1874年1月15日-09:00|日本|東京都|明治7年|東京府の警察･消防を管轄する内務省の地方官庁として東京･八重
  洲町2丁目鍛冶橋内旧津山藩邸に内務省管轄の東京警視廳を設置
1874年1月16日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治7年|高島炭坑が官営(工部省所管)化
1874年1月18日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第5号｢船灯規則改正海上衝突予防規則｣(船舶が航
  行する際に灯火を標示することを定めた船灯規則を改正)灯火の標示のほか霧中航海での信号､他の船舶との
  衝突回避航法なども規定するなど､総合的に海上交通の安全を図ることを目的とした基本法規
1874年1月18日-09:00|日本|川崎汽船|明治7年|<開設>川崎正蔵､大有丸を第1船として東京大阪琉球間郵便航路
1874年1月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｳﾞｨｸﾄｰﾙ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｴﾄﾞｩｱｰﾙ･ﾗﾛ51《ｳﾞｧｲｵﾘﾝ協奏曲》
1874年1月19日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第6号｢地所質入書入規則第九条改正｣
1874年1月19日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾜｲﾘｰ･ｲｰｽﾄ｣(~18770208)
1874年1月20日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第8号｢僧尼ﾉ輩族籍ｦ定ﾑ｣
1874年1月20日-09:00|日本|神奈川県川崎市|明治7年|<開通>六郷川渡橋
1874年1月20日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ2世･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｼﾞｬｱﾌｧﾙ･ｻﾌｨ
  ｳﾃﾞｨﾝ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ｣(~18770330)
1874年1月20日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾟﾗはｲｷﾞﾘｽ保護領(~19570831)/ﾃﾞｨﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｽ準州がﾍﾟﾅﾝの属領としてｲ
  ｷﾞﾘｽに割譲される(~19350216)
1874年1月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,議員に遡及賃金を認める法が撤廃される
1874年1月22日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢総司令官:ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾏﾘｱ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ｲ･ｻﾝﾃｨﾝ/ﾏﾇｴ
  ﾙ･ｱﾙﾀｸﾞﾗｼｱ･ｶｾﾚｽ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ｣(~4.6)
1874年1月22日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞの総選挙で､与党の自由党が勝利
1874年1月23日-09:00|日本|  ||明治7年|近衛歩兵第1･第2連隊が組織され､天皇が軍旗を授ける
1874年1月25日-09:00|日本|東京都|明治7年|東京府,朱引内小区改定
1874年1月25日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾔﾝｸﾞ｣(~4.4)
1874年1月26日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｽﾛﾍﾞﾆｱ大統領｢ｸﾚﾒﾝｽ･ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ･ﾛﾀｰﾙ･ﾌﾟﾘﾝﾂ･ﾌｫﾝ･ﾒｯﾃﾙ
  ﾆﾋ=ｳﾞｨﾈﾌﾞﾙｸ｣(3.19まで代行~7.20)
1874年1月27日-09:00|日本|東京都|明治7年|消防事務は､東京警視庁安寧課消防掛に属し消防組員は各警察署長
  の指揮の下に活動することになる
1874年1月27日-09:00|日本|東京都中央区|明治7年|築地教会で初の日本人男子の国際結婚
1874年1月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ･ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ･ﾌｫﾙｶｰｸの分岐点で切り離された先発列車が遅延して発車し
  たのを､信号掛が後発列車の発車と誤認して待避線の貨物列車を発車させ､直後に発車した後発列車が､本線に
  進入していた貨物列車に衝突.死者16人
1874年1月28日-09:00|日本|群馬県沼田市|明治7年|坊新田町妙光寺とともに坊新田小学校も焼失
1874年1月28日-09:00|日本|東京都|明治7年|消防組員の服務心得､進退賞罰を規定した｢消防章程｣が制定され､
  これによりそれまでの町火消の集団が､近代的な規律の下に活動する消防組になっていく
1874年1月28日-09:00|日本|東京都港区|明治7年|<設置>青山御所(後の赤坂迎賓館)
1874年1月28日-09:00|日本|広島県広島市|明治7年|広島区広瀬村で大火,100余戸を焼く
1874年1月28日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑﾄﾞ･ｼｬｰ｣病死
1874年1月28日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国国王｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾀﾞｳﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~19030110)
1874年1月29日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第12号｢神社改正規則第四条改正｣
1874年1月30日-09:00|日本|高知大学|明治7年|<設立>｢陶冶学舎｣[高知県庁(西弘小路)内]
1874年1月31日-09:00|日本|  ||明治7年|女工採用の始(大蔵省の紙幣寮にて初めて女工を採用)
1874年2月-09:00|日本|神奈川県|明治7年|<改称>｢横浜共立病院｣を県立とする⇒｢神奈川県立十全医院｣
1874年2月-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾍﾞﾄﾅﾑで阮朝の対仏妥協に対してﾁｬﾝ･ﾀﾝらがｹﾞｱﾝで蜂起
1874年2月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ地区総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾅｼﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~12月)
1874年2月1日-09:00|日本|  ||明治7年|<創刊>大教院｢教会新聞｣(月4回刊)
1874年2月1日-09:00|日本|  ||明治7年|<発行>竜2銭･竜1銭･半銭･1厘銅貨
1874年2月1日-09:00|日本|NTT|明治6年|東京～宇都宮間電信線完成/宇都宮電信局(栃木)開局
1874年2月1日-09:00|日本|慶應義塾|明治7年|<創刊>慶應義塾出版社｢民間雑誌｣(主宰福澤諭吉)/不定期刊で翌
  年6月まで12冊を発行
1874年2月1日-09:00|日本|高知県高知市|明治7年|<創業>城西館[上町]
1874年2月1日-09:00|日本|佐賀県|明治7年|<佐賀の乱>征韓論を唱える江藤新平を中心とする士族の暴動がおき
  る
1874年2月1日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|明治7年|<佐賀の乱>憂国党に属する士族が官金預かり業者である小野
  組に強引に金談.店員ら逃亡
1874年2月2日-09:00|日本|  ||明治7年|<創刊>秋田魁新報社｢遐邇新聞｣(→｢秋田魁新報｣)
1874年2月2日-09:00|日本|東京都|明治7年|<設置>新橋～京橋間馬車鉄道
1874年2月2日-09:00|日本|東京都中央区|明治7年|銀座煉瓦街の欧風道路が完成
1874年2月2日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ総司令官兼上席市民知事｢Jose Laureano Sanz y Posse｣(2期
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  目~18751215)
1874年2月2日-08:00|中国/ｲｷﾞﾘｽ|  ||清･同治12年12月16日|ｶｼｭｶﾞﾙのﾔｰｸｰﾌﾞ･ﾍﾞｸが､ｲｷﾞﾘｽと通商条約を締結
1874年2月3日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第14号｢受取諸証文印紙貼用心得方規則第九条中添
  正｣
1874年2月3日-09:00|日本|立教大学|明治7年|<創立>私塾｢立教学校｣[東京築地]ｱﾒﾘｶ聖公会宣教師ｳｨﾘｱﾑｽﾞ主教
  により
1874年2月3日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<死去>ﾊﾜｲ王｢ﾙﾅﾘﾛ｣
1874年2月3日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<就任>ﾊﾜｲ諸島王国執行省｢Edwin Oscar Hall/Charles Reed Bishop/Robert Sti
  rling/Albert Francis Judd｣(~13日)
1874年2月5日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第15号:警視庁､羅卒を巡査と改める
1874年2月5日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||西ｱﾌﾘｶ(ｶﾞｰﾅ)で､ｲｷﾞﾘｽ軍がｱｻﾝﾃ軍を破ってｸﾏｼを制圧
1874年2月6日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/ﾌﾗﾝｽ|  |||越仏協定が成立し､ﾌﾗﾝｽがﾊﾉｲなどから撤退を開始
1874年2月7日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治7年|<批准>日米郵便交換条約(4月18日批准書交換,6月7日布告.最初の
  外国郵便条約)
1874年2月7日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第16号｢捕亡律内徒流人逃条改正｣
1874年2月7日-09:00|日本|高知大学|明治7年|<開学>高知県｢陶冶学舎｣(県庁舎内⇒後の師範学校)
1874年2月7日-09:00|日本|宮城県仙台市青葉区|明治7年|<創建>青葉神社(伊達政宗を祀る)
1874年2月8日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第17号｢蚕種取締規則第四則中追加｣
1874年2月8日-09:00|日本|群馬県みどり市|明治7年|<発見>小平鍾乳洞/小さな鍾乳洞
1874年2月8日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦:1874/1/27|<初演>ﾓﾃﾞｽﾄ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾑｿﾙｸﾞｽｷｰ《歌劇｢ﾎﾞﾘｽ･ｺﾞﾄﾞｩﾉﾌ｣》ｻﾝｸﾄ
  ･ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸのﾏﾘｲﾝｽｷｰ劇場
1874年2月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ歴史家ｼﾞｭｰﾙ･ﾐｼｭﾚ(1798-､76歳)/ﾗｲﾌﾜｰｸの｢ﾌﾗﾝｽ史｣も終了
1874年2月10日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年工部省布達第3号｢明治六年第三百号布告電信取扱規則第十八
  条改正｣
1874年2月10日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾏｾｵの率いる進攻部隊,ｵﾎ･ﾃﾞ･ｱｸﾞｱでﾏﾇｴﾙ･ﾎﾟﾙﾃｨｰｼﾞｮ将軍の率いる2千
  の重武装部隊を撃破.ｸﾞｱｲﾏﾛを奪回
1874年2月11日-09:00|日本|  ||明治7年|<開設>青森-函館間定期航路(毎月2の日に函館から青森に向い,4の日
  に復航)
1874年2月13日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第19号｢蚕種原紙売捌規則改正｣
1874年2月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾖﾊﾝ･ﾌﾞﾙｸﾞﾐｭﾗｰ/67歳(誕生:18061204)作曲家/｢ﾋﾟｱﾉ教則本｣を著した
1874年2月13日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ﾊﾜｲ諸島王国国王｢ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ｶﾗｶｳｱ｣(~18910120死去)
1874年2月14日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年工部省布達第4号｢電信規則第二十三条符徴音信改正｣
1874年2月14日-09:00|日本|香川県丸亀市|明治7年|<死去>京極高朗(77歳)元讃岐丸亀藩主
1874年2月14日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領｢ﾄﾏｽ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾌﾘｱｽ･ｱﾒﾄﾗｰ｣(2回目~18760504)
1874年2月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾋｭｾｲﾝ･ｱｳﾞﾆ･ﾊﾟｼｬ｣(~18750426)
1874年2月16日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|明治7年|<佐賀の乱>佐賀軍､未明より佐賀県庁(佐賀城)を攻撃/佐賀
  城焼失
1874年2月16日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾗｽ･ｸﾞｱｼﾏｽの闘い/ﾏｾｵは2百の騎兵と50人の歩兵を率い,2千の敵陣に突
  入.ｽﾍﾟｲﾝ軍は5日間の闘いで死傷者1,037名を出し負傷者と多量の武器を戦場に残したまま敗走/反乱軍もﾏｾｵ
  を含め174名が死傷
1874年2月17日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第20号｢新貨条例中造幣規則第十四条追加｣
1874年2月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<辞任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第41代首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾞﾗｯﾄﾞｽﾄﾝ｣
1874年2月18日-09:00|日本|  ||明治7年|<創業>有隣堂(穴山篤太郎).殖産興業書出版販売
1874年2月18日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第21号｢艀漁船並海川小廻船等船税規則｣
1874年2月18日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|明治7年|<佐賀城の戦い(佐賀城)>夜に左半大隊は佐賀城を脱出.左半
  大隊は佐賀軍の待ち伏せにあって大損害(3分の1が死亡)を与えられた.佐賀の乱における政府軍の死者は大部
  分がこの戦闘におけるもので､佐賀県大属小出光照､中隊長大池蠖二大尉(佐賀の乱での官軍戦死者で最高位の
  一人)､沢田正武中尉が戦死､敗走中に包囲された津井城郷吉中尉が自刃したほか､山川浩少佐､奥保鞏大尉が重
  傷､西島助義少尉が捕虜となった｡また､この時､憂国党の副島義高は捕虜を殺害しないよう通達を出したが､佐
  賀城からの脱出時に岩村の命で公金2,000円を携行していた佐賀県権中属の中島脩平に対しては､これを公金
  横領と看做して処刑.なお､この敗走中､兵卒の谷村計介が単身先行し渡船を調達して部隊を窮地から救った｡
  これにより､左半大隊は久留米に留まっていた右半大隊との合流に成功
1874年2月19日-09:00|日本|愛知教育大学|明治7年|<設立>官立愛知師範学校
1874年2月19日-09:00|日本|長崎大学|明治7年|<設立>官立長崎師範学校(10月15日開校)
1874年2月19日-09:00|日本|新潟大学|明治7年|<設立>官立新潟師範学校
1874年2月19日-09:00|日本|広島大学|明治7年|<設立>官立広島師範学校
1874年2月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第42代首相｢(初代ﾋﾞｰｺﾝｽﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ伯爵)ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾃﾞｨｽﾞﾚ
  ｰﾘ｣保守党(2期目~18800423)
1874年2月21日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ﾃﾞｨﾐﾄﾘｵｽ･ｹﾞｵﾙｷﾞｵｳ･ｳﾞｰﾙｶﾞﾘｽ｣(7回目~18750509
  )
1874年2月21日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Mateo Gamundi｣(~12.30)
1874年2月22日-09:00|日本|  ||明治7年|陸軍省第6局を廃し､参謀局を置く
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1874年2月22日-09:00|日本|佐賀県鳥栖市|明治7年|<朝日山の戦い(村田町朝日山)>二日市から原田を経て､田代
  (鳥栖)に入った野津少将率いる政府軍の本隊は朝日山に向かい､第四大隊と第三砲隊は轟木道から正面へ､第
  十大隊の半数が山浦から側面に､残る半数が宿村から背後に出て包囲攻撃を行った｡佐賀軍も猛烈に反撃した
  がすぐに弾薬が枯渇したため支えることが出来ず､中原に敗走し､ここでも敗れて隘路である切通で反撃に出
  た｡このとき追撃を担当した第四大隊は分散しており1中隊のみで相対したため苦戦したが､最後にはこれも退
  け､苔野まで前進したのち中原まで退き､笛吹山から原古賀の佐賀兵を掃討した第十大隊と合流して宿営した｡
  また､夜半には佐賀兵の夜襲も撃退した｡これに対し第十一大隊は朝日山の本隊に合流しようと筑後川を渡り､
  千栗･豆津･江見などで佐賀軍を破ったものの､六田で奇襲を受け､永山貞応中尉が戦死するなど大損害を出し
  筑後川を渡り住吉(久留米市安武町)まで退却した｡その後夜間再度渡河して千栗に宿営したため､この日の戦
  力の結集には失敗した
1874年2月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｺﾞﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬﾄﾞｩﾋﾞﾝﾄﾞ･ｼﾝ｣(~19221104没)
1874年2月23日-09:00|日本|佐賀県|明治7年|<寒津川の戦い(寒津川)>政府軍は第十大隊を前軍とし､第三砲隊が
  続行､第四大隊を後軍として中原を出発.前夜合流した前山隊が中原の守備に当たった.佐賀軍は寒津村(現:み
  やき町)に本陣を置き､寒津川沿いで迎撃､中島鼎蔵の指揮の下左右から挟撃し追い込んだが､官軍指揮官の陸
  軍少将野津鎮雄が弾雨の中抜刀して先頭に立ち兵を励まし戦い､また中原から北山に転戦していた厚東武直少
  佐の第四大隊が反転して背後を突き､佐賀軍は総崩れとなり敗走.しかし､本隊となった第十大隊第二中隊は中
  隊長阿部正通大尉が戦死し､代わって指揮を取った児玉源太郎大尉も重傷を負うなど被害が大きく､中原に到
  着した第十一大隊は一個中隊を割いて増援として差し出した/<田手川の戦い(田手川)>朝日山の陥落を聞いて
  神埼まで出ていた江藤は寒津でも破れたことを聞くと馬を田手(現:吉野ヶ里町田手)まで走らせて陣頭指揮を
  執った.江藤は田手川に防御陣を敷き､一部の精鋭を持って背後を突こうとしたが､田手川下流を渡河した青山
  朗大尉率いる第十大隊第四中隊に逆に背後から攻撃を受け敗退.さらに官軍が追撃したため､佐賀軍は神埼(現
  :神埼市)を焼き払い境原(現:神埼市千代田町境原)まで退却.勝機を失ったと見た江藤は征韓党を解散し､鹿児
  島県へ逃れて下野中の西郷隆盛に助力を求めるため戦場を離脱
1874年2月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｳｨﾝｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ少佐が､ﾗｹｯﾄとﾈｯﾄとﾎﾞｰﾙとそのﾙｰﾙをｾｯﾄにした遊びを考
  案し3年間の特許を取る
1874年2月24日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|明治7年|<三瀬の戦い(佐賀県三瀬村)>福岡士族による貫族隊六個小
  隊が飯場村に出撃したが反撃を受け､小隊長幾島徳(安川敬一郎男爵の兄)が戦死するなどし金武まで後退
1874年2月24日-09:00|日本|東京都台東区|明治7年|<竣工>浅草橋
1874年2月26日-09:00|日本|  ||明治7年|<死去>大前田英五郎(82歳)侠客
1874年2月26日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|明治7年|<三瀬の戦い(佐賀県三瀬村)>小笠原隊が背振口で佐賀軍を
  破る
1874年2月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Juan de Zavala｣立憲党(~18740903)
1874年2月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ大統領｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｾﾗｰﾉ｣
1874年2月27日-09:00|日本|佐賀県神埼市|明治7年|<境原の戦い(千代田町境原)>官軍は総攻撃を開始し､第十大
  隊および第三砲隊が本隊として姉村に､第四大隊を右翼として城原から川久保に､第十一大隊と第十九大隊一
  個小隊を左翼として蓮池にそれぞれ進軍した｡佐賀軍が神埼以南の諸橋梁を破壊していたため､架橋しながら
  戦う第十大隊は苦戦したが､砲隊の榴散弾が佐賀軍の保塁に命中したのをきっかけに猛進し､また第十一大隊
  が後方から攻撃したため挟撃の形となり､佐賀軍を敗走させて境原を奪取した｡またこの日の夜には佐賀軍は
  一千人規模の夜襲を敢行したが､蓮池を占領しに向かった第十一大隊が戻り､側面を突いたことで佐賀軍は壊
  走
1874年2月27日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|明治7年|<三瀬の戦い(佐賀県三瀬村)>小笠原隊が三瀬も取って佐賀
  軍を四散させた
1874年2月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>3代ｳｪｽﾄﾐﾝｽﾀｰ侯｢ﾋｭｰ･ﾙｰﾊﾟｽ･ｸﾞﾛｰｳﾞﾅｰ｣⇒初代ｳｪｽﾄﾐﾝｽﾀｰ公(~18991222
  死去)
1874年2月27日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶﾙﾛｽ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｾｽﾍﾟﾃﾞｽ､ｷｭｰﾊﾞの革命家(生年1819年)ｽﾍﾟｲﾝ軍に
  殺害される
1874年2月27日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶﾘｽﾄ,百日間にわたる防衛戦ののち敗北
1874年2月28日-09:00|日本|佐賀県神埼市|明治7年|<境原の戦い(千代田町境原)>政府軍が佐賀城下に迫ると､こ
  のころ東京から戻っていた木原隆忠(島義勇の従弟)と副島義高を使者に降伏と謝罪を申し出たが､官軍は内容
  が無礼として受理せず､木原を拘留.島義勇は佐賀で討ち死にするつもりであったが､実弟の副島義高らが無理
  矢理脱出させた
1874年3月-09:00|日本|東京農工大学|明治7年|内務省勧業寮内藤新宿出張所(現新宿御苑)内に蚕業試験掛が設
  けられ蚕業に関する試験･研究及び伝習業務開始
1874年3月1日-09:00|日本|  ||明治7年|<死去>斎藤墨湖､画家･茶人(103歳､生年1772年)
1874年3月1日-09:00|日本|京都府京都市|明治7年|<開催>｢第3回京都博覧会｣(～6月8日)[開催地]京都府[会場]
  京都御所･仙洞院[主催]京都博覧会社[入場者]281,219人
1874年3月1日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|明治7年|政府軍主力:反乱軍から佐賀県庁(佐賀城)を奪回､佐賀の乱鎮
  圧される
1874年3月1日-09:00|日本|東京都|明治7年|<開催>｢東京山下門内博物館博覧会｣(～6月10日)[開催地]東京都[会
  場]東京山下門内博物館[主催]内務省博覧会事務局
1874年3月1日-09:00|日本|三重県|明治7年|<開催>｢伊勢山田博覧会｣(～5月31日)[開催地]三重県[主催]度会県
1874年3月1日-09:00|日本|三井物産|明治7年|<設立>井上馨｢先収会社｣
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1874年3月2日-09:00|日本|栃木県さくら市|明治7年|<死去>喜連川縄氏(31歳)元下野喜連川藩主
1874年3月3日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ|  |||<就任>ｳﾞｨﾃｨ王国(ﾌｨｼﾞｰ)総理大臣｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾞｲﾂ･ｻｰｽﾄﾝ｣(~10.10)
1874年3月4日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第26号｢受取諸証文印紙貼用心得方規則第九条添正
  中追加｣
1874年3月4日-09:00|日本|山梨大学|明治7年|<改称>開智学校⇒師範講習学校
1874年3月4日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ管理責任者代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾏｸｽｳｪ
  ﾙ｣(~30日)
1874年3月7日-09:00|日本|  ||明治7年|<死去>2代一龍斎貞山(36歳)講談師
1874年3月7日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年陸軍省布布達第131号｢陸軍徽章ｱﾙ服帽等売買着用ｦ禁ｽ｣
1874年3月7日-09:00|日本|鹿児島県|明治7年|<佐賀の乱>憂国党の党首･島義勇､鹿児島で捕縛される
1874年3月8日-09:00|日本|東京都|明治7年|東京府,府下大小区画改定､11大区103小区とする
1874年3月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>第13代大統領｢ﾐﾗｰﾄﾞ･ﾌｨﾙﾓｱ｣74歳(誕生:18000107)
1874年3月10日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｷﾞｱﾅ総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾛﾝｸﾞﾃﾞﾝ｣(~18770308)
1874年3月11日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事代理｢Francois Charles Leonce Michaux｣(~
  1875年)
1874年3月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳｨｽｺﾝｼﾝ州鉄道運賃規制法が制定される
1874年3月13日-09:00|日本|お茶の水女子大学|明治7年|明治7年文部省布達第9号｢東京府下ﾆ女子師範学校設立｣
1874年3月14日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第29号｢改定律例第百八条刪除｣
1874年3月15日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第30号｢明治七年日本帝国郵便規則中訂正増補｣;明
  治7年太政官布告第32号｢明治七年日本帝国郵便犯罪罰則第三条第四条中改正｣
1874年3月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｻｲｺﾞﾝ条約が調印され､ﾍﾞﾄﾅﾑがﾌﾗﾝｽ保護国化される
1874年3月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｵﾙｶ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~19300303没)
1874年3月17日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第33号｢銅銭海外輸出ｦ許ｽ｣
1874年3月17日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督代理｢Manuel Blanco Valderrama｣(~6.18)
1874年3月17日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ副総督(ｼﾞｬﾏｲｶ総督に従属)代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾞﾚﾝ･
  ﾋｭｰ･ﾐｯﾁｪﾙ｣(2回目~5.15)
1874年3月18日-09:00|日本|宮崎県|明治7年|<死去>秋月種殷(58歳)元日向高鍋藩主･知藩事
1874年3月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍は5日間の闘いで死傷者1,037名を出し負傷者と多量の武器を
  戦場に残したまま敗走.反乱軍もﾏｾｵを含め174名が死傷
1874年3月20日-09:00|日本|  ||明治7年|<改正>｢新貨条例｣/<発行>新1円銀貨
1874年3月20日-09:00|日本|東京都墨田区|明治7年|<大相撲>明治7年3月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優
  勝:(東関脇)雷電,7勝0敗2分1休
1874年3月20日-09:00|日本|長野県飯田市|明治7年|<開催>｢飯田博覧会｣(～4月20日)[開催地]長野県[会場]飯田
  岩戸社
1874年3月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国首相｢ｲｼｭﾄｳﾞｧﾝ･ﾋﾞﾄｰ･ｻﾛｽﾌｧｲ･ｴｽ･ﾅｰﾀﾞｽﾃﾞｨ｣(~18750302)
1874年3月21日-09:00|日本|群馬県前橋市|明治7年|前橋で大火320戸焼失
1874年3月21日-09:00|日本|東京都中央区|明治7年|<開催>わが国最初の陸上運動会｢競闘遊戯会｣築地海軍兵学
  寮で
1874年3月22日-09:00|日本|  ||明治7年|<佐賀の乱>首謀者の一人の山中一郎等､高知県佐賀駅で捕縛
1874年3月23日-09:00|日本|  ||明治7年|<佐賀の乱>首謀者の一人の香月経五郎等､林有造等との会談後捕縛
1874年3月23日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第36号｢新貨条例中造幣規則十四条追加ｦ第一条追
  加ﾆ改正｣
1874年3月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱｲｵﾜ州鉄道運賃規制法が制定される
1874年3月24日-09:00|日本|  ||明治7年|<禁止>天皇の写真売買
1874年3月24日-09:00|日本|  ||明治7年|<設置>地租改正事務局(内務･大蔵の管轄)
1874年3月24日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第37号｢家禄奉還ﾉ者ﾍ資金被下方規則第一条第二条
  中追加｣;明治7年太政官布告第038号｢神官教導職及僧侶礼服ｦ定ﾑ｣
1874年3月24日-09:00|日本|静岡県|明治7年|<竣工>安部川に初めて木橋の安水橋(渡り賃は1人4厘)
1874年3月27日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年文部省布達第11号｢東京府下ﾆ司薬場設立｣東京日本橋馬喰町に
  日本初の国立医薬品試験機関｢司薬場｣開設
1874年3月27日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<初演>ﾍﾞﾄﾞｼﾞﾌ･ｽﾒﾀﾅ《歌劇｢2人のやもめ｣》
1874年3月28日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第39号｢家禄引換公債証書発行条例｣(秩禄奉還者に
  営業資金供与のため)布告
1874年3月28日-09:00|日本|群馬県高崎市|明治7年|高崎で大火700戸焼失
1874年3月29日-09:00|日本|高知県安芸郡東洋町|明治7年|<佐賀の乱>江藤新平が高知県甲ﾉ浦で捕縛される
1874年3月29日-09:00|日本|新潟県|明治7年|<設立>官立新潟外国語学校[新潟県]
1874年3月30日-09:00|日本|群馬県高崎市|明治7年|<解散>｢保任社｣日本における最初の海上保険会社
1874年3月30日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ管理責任者代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｷｬﾒﾛﾝ
  ･ﾘｰｽﾞ｣(1回目~6.25)
1874年3月31日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第41号｢明治七年郵便規則第七十七条中追加｣
1874年3月31日-09:00|日本|  ||明治7年|陸軍省内に軍馬局設置､馬政業務を扱い､軍馬の調教を行った｡支部に
  あたる東京の第一厩と仙台の第二厩を管轄
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1874年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾀﾞｳﾝｼｬｰ侯｢ｱｰｻｰ･ｳｨﾙｽﾞ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾙ･ﾄﾗﾝﾌﾞﾙ･ｻﾝｽﾞ･ﾛｰﾃﾞﾝ･ﾋﾙ｣
1874年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾀﾞｳﾝｼｬｰ侯｢ｱｰｻｰ･ｳｨﾙｽﾞ･ｼﾞｮﾝ･ｳｪﾘﾝﾄﾝ･ﾄﾗﾝﾌﾞﾙ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾙ･ﾋﾙ｣(~191805
  29死去)
1874年4月-09:00|日本|木村家總本店|明治7年|<移転>木村家/東京･銀座に
1874年4月-09:00|日本|東京大学|明治7年|<創設>内務省農事修学場[現在の新宿御苑内]
1874年4月-09:00|日本|三菱商事|明治7年|岩崎弥太郎､三菱商会本社を東京に移す
1874年4月-09:00|日本|宮城県|明治7年|<区制>宮城県で大区小区施行
1874年4月-09:00|日本|山口大学|明治7年|<設立>教員試験所
1874年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼｯｷﾑ王｢ｼｹｵﾝ･ﾅﾑｹﾞﾙ｣
1874年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼｯｷﾑ王｢ﾄｩﾄﾌﾞ･ﾅﾑｹﾞﾙ｣(~19140211､死去)
1874年4月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾂﾅ(ﾄﾞﾅｳ)･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｱｼﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1876年9月)
1874年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾊﾞｯﾎﾞｰﾆ｣
1874年4月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽで連邦憲法の大改正が行われる
1874年4月1日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ合衆国大統領｢ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾍﾟﾚｽ･ｲ･ﾏﾉｻﾙﾊﾞｽ･ﾃﾞﾙ
  ･ｶｽﾃｨｰｼﾞｮ｣(~18760401)
1874年4月2日-09:00|日本|  ||明治7年|<死去>初代桂文枝(56歳､1819年生)落語家
1874年4月2日-09:00|日本|  ||明治7年|<創刊>｢明六雑誌｣(明六社)啓蒙雑誌/明六社の機関誌
1874年4月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾙﾃﾞｵ国統治者(ｼｮｰﾍﾞ)｢ｱﾆﾙｯﾀﾞ･ｼﾝ｣(~1891年没)
1874年4月3日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官代行｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ･ｱﾏﾝﾄﾞ･ｴｽﾇｰﾌ｣(~同年)⇒｢ｱｰｻｰ･ｴ
  ﾘﾊﾞﾝｸ･ﾊﾌﾞﾛｯｸ｣(1回目~1875年)
1874年4月4日-09:00|日本|  ||明治7年|<設置>台湾蕃地事務局(三条実美により)
1874年4月4日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾞﾚｲ卿｣(~18770310)
1874年4月5日-09:00|日本|栃木県|明治7年|<発行>栃木新誌(栃木最初の新聞)
1874年4月5日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾖﾊﾝ･ｼｭﾄﾗｳｽ2世《喜歌劇｢こうもり｣》ｳｨｰﾝ劇場
1874年4月6日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾀﾞｰｳﾞｨｯｼｭ･ﾊﾟｼｬ｣(~18750
  904)
1874年4月6日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾏﾘｱ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ｲ･ｻﾝﾃｨﾝ｣(2回目､9.10~1
  8750412､最高責任者~18760223)
1874年4月6日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾊﾊﾞﾅ侯爵ﾎｾ･ｸﾞﾃｨｴﾚｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ｺﾝﾁ
  ｬ･ｲ･ｲﾙｺﾞｲｪﾝ｣(3回目~18750301)
1874年4月10日-09:00|日本|高知県|明治7年|<結成>政治結社立志社(板垣退助が､高知に)/自由､福祉を旗印に掲
  げているが､不平士族の意識の強い構成員だったため､やがて西南戦争に呼応する者を多く出すことになる
1874年4月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第14回全英ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ﾏﾝｺﾞ･ﾊﾟｰｸ(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/159)
1874年4月11日-09:00|日本|福島県白河市|明治7年|<死去>阿部正備(52歳)元陸奥白河藩主
1874年4月12日-09:00|日本|  ||明治7年|<禁止>政府,外国人の銅銭輸出を
1874年4月13日-09:00|日本|  ||明治7年|<佐賀の乱>江藤新平･島義雄ら13名に死刑判決が下り即日処刑(斬首.
  江藤･島は斬首のうえ梟首)/その他､136人が懲役､240人が除族､7人が禁固処分
1874年4月13日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第43号｢改定律例第十六条中附籍ｦ入籍ﾆ改ﾑ｣
1874年4月13日-09:00|日本|東京都千代田区|明治7年|<設立>華族集会所(のちの華族会館)
1874年4月14日-09:00|日本/ﾍﾟﾙｰ|  ||明治7年|<購入>ﾍﾟﾙｰ船｢ｻﾞﾄﾞｷｱ｣(1868年,ﾌﾗﾝｽにて竣工)⇒北海道開拓使､
  軍艦｢北海丸｣と改称
1874年4月15日-09:00|日本|長野県松本市|明治7年|<開催>｢松本博覧会｣(～6月3日)[開催地]長野県[会場]松本
  城天守閣[主催]松本博覧会社
1874年4月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで｢画家･彫刻家･版画家等の匿名協会展｣(通称｢第1回印象派展｣)が開かれ
  ｢印象主義｣が誕生
1874年4月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの天文学者ｼﾞｪﾛｰﾑ･ﾕｼﾞｪｰﾇ･ｺｯｼﾞｬが彗星C/1874H1(ｺｯｼﾞｬ彗星)発見
1874年4月18日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治7年|日米郵便交換条約批准交換(18730806調印)
1874年4月18日-09:00|日本|京都大学|明治7年|<改称>大阪開明学校⇒大阪外国語学校
1874年4月18日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治7年|<改称>長崎広運学校⇒長崎外国語学校
1874年4月18日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｱﾊﾞｺｰﾝ公爵ｼﾞｪｰﾑｽﾞﾊﾐﾙﾄﾝ｣(2回目~18761211)
1874年4月19日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第44号｢金札引換公債証書発行条例中紙幣寮紙幣頭
  改正｣
1874年4月20日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第45号｢牛馬売買規則第二条改定｣
1874年4月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾘﾄﾞｺｯﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾞｨｸﾗﾑ･ｼﾝ｣(~18980808没)
1874年4月23日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第46号｢官吏犯公罪条例｣
1874年4月24日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｲﾘｲﾁ･ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ《歌劇｢ｵﾌﾟﾘﾁﾆｰｸ(親衛隊)｣》
1874年4月25日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第47号｢家禄引換公債証書発行条例第十六条但書中
  訂正｣
1874年4月26日-09:00|日本|新潟県新発田市|明治7年|<死去>溝口直溥(56歳)元越後新発田藩主
1874年4月26日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ｼﾞｮﾝ･ｽｺｯﾄ･ﾌﾞｯｼｭ｣(1期目~5.2)
1874年4月27日-01:30|日本|静岡県浜松市|明治7年|<浜松明治7年の大火｢小野組火事｣>7時30分､浜松宿伝馬町の
  小野組支店より失火､折節西風激しく､宿場中ならび近傍のこらず類焼､11時より南風に変わり､東は馬込村迄
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  延焼し､16時鎮火/同宿家数3202軒のうち､焼失家数1318軒(41%焼失)､その内､蔵が108棟､寺5か所､狂言小屋(芝
  居小屋)1軒/焼失した町は､東海道筋の目抜き通りで､火元の伝馬町､旅籠町､鍛冶町､後道､平田町､平田村､塩町
  ､大工町､利町､紺屋町､連尺町､神明町､肴町､池町､板屋町､新町､元魚町､大堀新地の18町村/馬込村59軒のうち1
  7軒を焼失
1874年4月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||帝国紙幣の発行に関する法律制定
1874年5月-09:00|日本|三越伊勢丹ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治7年|<開業>今井藤七｢丸井今井呉服店｣(札幌市南一条西一丁
  目)
1874年5月-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<就任>ｱﾙｻｲﾄﾞ王朝摂政｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｱｼﾞｽﾞ･ﾋﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣(~1875年12月)
1874年5月1日-09:00|日本|  ||明治7年|<開催>｢名古屋博覧会｣(~6.10)[開催地]愛知県[会場]東本願寺名古屋別
  院[主催]愛知県下博覧会社[入場者]300,000人
1874年5月1日-09:00|日本|  ||明治7年|<初点灯>｢御前埼灯台｣(設計ﾌﾞﾗﾝﾄﾝ,静岡県御前崎市,初期のものが現存
  するﾚﾝｶﾞ造灯台)
1874年5月1日-09:00|日本|福井大学|明治7年|<独立>小学師範学科⇒敦賀県師範学校
1874年5月1日 06:00|日本|  ||明治7年|<開業>｢京品ﾎﾃﾙ｣(港区芝高輪南町4-10-20)
1874年5月2日-09:00|日本|  ||明治7年|議員憲法及び議事規則を頒布
1874年5月2日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督代行｢ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｺﾞｱ｣(1度目
  ~10.26)
1874年5月2日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳｪﾘﾝﾄﾝ･ｹｲﾝｽﾞ｣(~5.27)
1874年5月3日-08:00|中国|  ||清･同治13年3月18日|上海のﾌﾗﾝｽ租界の道路拡張案に中国人墓地の破壊が含まれ
  ていたため衝突が起こり､死傷者が出る
1874年5月5日-09:00|日本|  ||明治7年|横須賀村4番地14番舎に海軍兵学寮分校を設置:横須賀校舎1棟及び向山
  官舎1棟を主船寮より移管､予科生徒20名機関実地修業のため入校
1874年5月6日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治7年|<改組>三井両替店⇒為替ﾊﾞﾝｸ三井組
1874年5月6日-08:00|台湾/日本|  ||明治7年|<台湾出兵>西郷従道の日本軍が琉球島民殺害の罪を問うために台
  湾に上陸
1874年5月7日-09:00|日本|  ||明治7年|<一般開放>｢兼六園｣(太政官布告に基づいて)公園となる[石川県金沢市
  ､1676作庭]
1874年5月7日-09:00|日本|  ||明治7年|<死去>6代望月太左衛門(45歳)歌舞伎囃子方
1874年5月7日-09:00|日本|沖縄県|明治7年|明治7年太政官布告第50号｢琉球藩各地ﾆ郵便役所及郵便取扱所設置｣
1874年5月7日-09:00|日本|東京大学|明治7年|<改称>開成学校⇒東京開成学校;第一大学区医学校⇒東京医学校
1874年5月8日-07:00|ﾀｲ|  |||ｼｬﾑのﾗｰﾏ5世が､枢密院と国務院を設置/ﾌﾞﾝﾅｰｸ一族の影響力が抑止される
1874年5月9日-09:00|日本|山梨中央銀行|明治7年|<設立>興益社(6.1開業)
1874年5月10日-09:00|日本|  ||明治7年|<開催>｢木曽福島博覧会｣(~8.25)[開催地]長野県[会場]木曽福島興禅
  寺[主催]福島博覧会社
1874年5月11日-09:00|日本|JR西日本東海道本線|明治7年|<仮開通>官設鉄道[大阪-西ﾉ宮-三ﾉ宮-神戸]32.74km
1874年5月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｽﾜﾀﾗ級ｽﾙｰﾌﾟ｢ｽﾜﾀﾗ｣(1900t,ﾌﾞﾙｯｸﾘﾝ海軍工廠)
1874年5月12日-09:00|日本|  ||明治7年|<設置>左院に国憲編纂掛
1874年5月12日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第52号｢地所質入書入規則第十条第十二条改正｣;明
  治7年太政官布告第53号｢地租改正条例中第八章追加｣
1874年5月12日-09:00|日本|茨城県水戸市|明治7年|<遷座>常磐神社(現在地に)
1874年5月12日-09:00|日本|熊本大学|明治7年|<開校>熊本県立仮師範学校
1874年5月14日-09:00|日本|新潟県村上市|明治7年|<死去>内藤信親(63歳)元越後村上藩主､寺社奉行･大坂城代･
  京都所司代･老中
1874年5月14日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領｢国務長官評議会:ｿｰﾙ･ﾘｵﾄｰ/ｼﾞｮｾﾌ･ﾗﾓｯﾄ/ｼﾞｬﾝ･ｵｸﾀｳﾞｨｳｽ
  ･ﾗﾓｰ｣(~6.14)
1874年5月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学とﾏｷﾞﾙ大学で世界初ｱﾒﾘｶﾝﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ試合行なわれる
1874年5月15日-09:00|日本|千葉大学|明治7年|<改名>｢千葉小学校｣⇒｢千葉師範学校｣(師範学科･小学科を設置)
1874年5月15日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ副総督(ｼﾞｬﾏｲｶ総督に従属)｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾐﾗｰ･ﾏﾝﾃﾞｨ｣
  (~1876年)
1874年5月17日-09:00|日本|  ||明治7年|西郷従道が台湾に向けて出兵/長崎を出港
1874年5月19日-09:00|日本|  ||明治7年|<廃止>海軍省軍務局
1874年5月19日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第54号｢民事控訴略則｣
1874年5月20日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年教部省布達第4号｢諸宗寺院中輪番住職廃止本住職ｦ置ｶｼﾑ｣
1874年5月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｳﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾟﾀﾝﾊﾞｰ･ﾃﾞｵ｣再興(~18791005没)
1874年5月22日-09:00|日本|秋田大学|明治7年|<統合>伝習学校､洋学校⇒太平学校
1874年5月22日-09:00|日本|石川県|明治7年|<死去>前田慶寧.肺病のため(45歳)元加賀藩主･知藩事
1874年5月22日-08:00|台湾/日本|  ||明治7年|<台湾出兵>台湾西南部の社寮港に全軍を集結し､西郷の命令によ
  って本格的な制圧を開始
1874年5月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第3代首相｢ｴﾙﾈｽﾄ･ｸﾙﾄｰ･ﾄﾞ･ｼｾ｣王党派(第1次~18750310)
1874年5月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｫﾙﾄｩﾆｰﾉ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ《ﾚｸｨｴﾑ》ﾐﾗﾉのｻﾝ･ﾏﾙｺ教会
1874年5月23日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||1800ﾄﾝの鉄製の帆船ﾌﾞﾘﾃｨｼｭ･ｱﾄﾞﾐﾗﾙ号がｷﾝｸﾞ島で難破/79人死亡､生存者は
  9人のみ
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1874年5月24日-09:00|日本|  ||明治7年|<設立>梅本町公会
1874年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｺﾉｰﾄ=ｽﾄﾗｻｰﾝ公･初代ｻｾｯｸｽ伯｢ｱｰｻｰ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ王子｣ｳﾞｨ
  ｸﾄﾘｱ女王の三男(~19420116死去)
1874年5月27日-09:00|日本|  ||明治7年|東京･銀座で日本初の紅茶販売
1874年5月27日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ｼﾞｮﾝ･ｽｺｯﾄ･ﾌﾞｯｼｭ｣(2期目~11.20)
1874年5月29日-09:00|日本|  ||明治7年|<死去>小政､侠客(生年1842年)
1874年5月29日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽ連邦憲法が修正され､集権化がはかられる
1874年6月-09:00|日本|  ||明治7年|<創刊>ﾜｸﾞﾏﾝが日本初の漫画雑誌｢絵新聞日本地｣(ﾆｯﾎﾟﾝﾁ)
1874年6月-09:00|日本|岡山大学|明治7年|<創立>温知学校
1874年6月-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治7年|西郷隆盛､鹿児島鶴丸城の厩跡に私学校を設立
1874年6月-09:00|日本|埼玉大学|明治7年|<改称開校>学校改正局⇒埼玉県師範学校
1874年6月-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|明治7年|<廃寺>金峯山寺
1874年6月-09:00|日本|福井県|明治7年|<竣工>春日野新道
1874年6月-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗｺﾞｽ植民地管理者代理｢ｼﾞｮﾝ･Shaw｣(~9月)
1874年6月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ｱﾓﾇｰｻｸ級ｸﾙｰｻﾞｰ｢ﾈｳﾞｧﾀﾞ｣(3850t)
1874年6月1日-09:00|日本|  ||明治7年|<開催>｢新潟博覧会｣(~7.4)[開催地]新潟県[会場]白山神社[主催]新潟
  県
1874年6月1日-09:00|日本|大阪府高槻市|明治7年|<死去>永井直輝(48歳)元摂津高槻藩主
1874年6月1日-09:00|日本|JR西日本東海道本線|明治7年|<新設>官設鉄道[大阪-西ノ宮]間に神崎､[西ノ宮-三ノ
  宮]間に住吉駅
1874年6月1日-09:00|日本|山梨中央銀行|明治7年|<設立>興益社(→第十国立銀行→山梨中央銀行東京支店)
1874年6月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<正式解散>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社
1874年6月2日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ男爵ｲﾝﾄﾞﾚﾆｳｽ｣(6回目~10.22)
1874年6月2日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾌｨｯﾂ･ﾛｲ･ｻﾏｾｯﾄ｣(~11.5)
1874年6月3日-09:00|日本|  ||明治7年|海軍兵学寮分校(横須賀村4番地向山)機関科を横須賀村に設置､海軍兵
  学寮横須賀分校開設爾来､蒸気機関科生徒を実地経験のため半年乃至1年派遣
1874年6月3日-08:00|台湾/日本|  ||明治7年|<台湾出兵>牡丹社など事件発生地域を制圧して現地の占領を続け
  た(戦死者は12名)/ﾏﾗﾘｱは猖獗をきわめ､561名はそれにより病死
1874年6月4日-09:00|日本|奈良教育大学|明治7年|<創設>｢寧楽書院｣(教員伝習所として興福寺内に)
1874年6月5日-09:00|日本|広島大学|明治7年|私立躋寿館を県の仮医学校とする
1874年6月5日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||ｱｲｽﾗﾝﾄﾞで憲法が発布される
1874年6月5日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ司令官兼ｿｼｴﾃ諸島共和国弁務官｢Octave Bernard Gi
  lbert-Pierre｣(~1876年)
1874年6月6日-09:00|日本|  ||明治7年|娼婦の検黴制度初めて実施
1874年6月8日-09:00|日本|島根県松江市|明治7年|島根県雑賀町の大火(約2000戸焼失)
1874年6月8日-09:00|日本|東京都千代田区|明治7年|<竣工>ﾆｺﾗｲ堂主教館[神田駿河台]
1874年6月14日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第64号｢官林荒蕪地払下規則中第九条削除｣
1874年6月14日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領｢ﾐｶｴﾙ･ﾄﾞﾐﾝｸﾞ｣(~18760415)
1874年6月15日-09:00|日本|  ||明治7年|新橋～横浜間旅客運賃改正し､上等1円･中等60銭･下等30銭に値下げ
1874年6月15日-09:00|日本|広島県広島市|明治7年|<開校>官立広島外国語学校[大手町1丁目]
1874年6月16日-09:00|日本|石川県金沢市|明治7年|<開催>｢金沢博覧会｣(~7.31)[開催地]石川県[会場]金沢市兼
  六園内東別院[主催]石川県
1874年6月17日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第65号｢家禄引換公債証書発行条例中改正増加｣;明
  治7年太政官布告第66号｢新旧公債証書発行条例中改正増加｣
1874年6月18日-09:00|日本|  ||明治7年|陸軍参謀局条例を定める(陸軍省参謀局が外局となる)
1874年6月18日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾎｾ･ﾏﾙｶﾝﾎﾟ｣(~18770228)
1874年6月19日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第67号｢酒造絞油商船生糸牛馬売買鑑札規則中増加
  ｣
1874年6月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,紙幣の総額を決定する通貨法制定
1874年6月21日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝの物理学者ｵﾝｸﾞｽﾄﾛｰﾑ/59歳(誕生:18140813)
1874年6月22日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞｰｳﾞｪﾙﾆｭ･ﾃﾞｭﾏﾚｽｸ｣(~12.2)
1874年6月23日-09:00|日本|  ||明治7年|北海道屯田兵制度設置
1874年6月23日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年工部省布達第17号｢工学寮学課並諸規則第三十五条改正｣
1874年6月24日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第69号｢改正閏刑律中禁錮ｦ禁獄ﾆ改ﾑ｣
1874年6月25日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第70号｢徴兵令第三章常備兵免役概則第五条中増加
  ｣
1874年6月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<航>ｲｷﾞﾘｽのﾎﾜｲﾄ･ｽﾀｰ･ﾗｲﾝ客船｢ﾌﾞﾘﾀﾆｯｸ｣就
1874年6月25日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ管理責任者代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾐﾝ･ｽ
  ﾄﾗﾊﾝ｣(~7.25)
1874年6月26日-08:00|中国/ﾍﾟﾙｰ|  ||清･同治13年5月13日|天津で､清がﾍﾟﾙｰとの修好通商航海条約を締結
1874年6月26日-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾒｼ2世｣
1874年6月26日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ総督｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾎﾟｯｼﾝｼﾞｬｰ･ﾌｫﾝ･ﾁｮﾎﾞﾙｽｷ｣(~18800318)



1875迄(3195件)

1874年7月-09:00|日本|東京都港区|明治7年|海軍水路寮 麻布台に海軍観象台を設置(日本経緯度原点)
1874年7月-09:00|日本|福島県会津若松市|明治7年|会津鶴ヶ城を取壊し
1874年7月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾋｼﾞｬｰｽﾞ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾘｭｼｭﾃﾞｭｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~10月没)
1874年7月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｷﾞｭﾙｷｭ･ｱﾘ･ｻｲﾌﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1875年1月)
1874年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|  ||明治7年|<売却>Lawrie & Co.,London｢Acantha｣(1870年,J.G.Lawrie,Glasgow
  建造進水→1873年､Union Steam Navigation Co.,Shanghaiの所有)⇒日本政府｢東海丸｣と改名
1874年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||R.forrest｢Coomassie｣Gibbon,Sunderland,Englandで竣工
1874年7月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ｶｽｺ級ﾓﾆﾀｰ｢ｺｰﾎｰｽﾞ｣(1175t),｢ｻﾝｸｯｸ｣(1175t)
1874年7月1日-09:00|日本|広島大学|明治7年|<創立>広島県｢白島学校｣(広島市東白島町)
1874年7月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱで初の公立動物園が誕生
1874年7月2日-09:00|日本|愛媛県松山市|明治7年|<設立>県立松山病院(温泉郡二番町)､医学所付設
1874年7月5日-09:00|日本|福岡教育大学|明治7年|大名町に教員伝習所が設置/学科取調所から改称
1874年7月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>11代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ﾌｫｯｸｽ･ﾓｰﾙ=ﾗﾑｾﾞｲ｣
1874年7月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>12代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾗﾑｾﾞｲ｣(~18800720死去)
1874年7月7日-09:00|日本|  ||明治7年|喰違の変の犯人7名､斬罪
1874年7月7日-09:00|日本|高知県|明治7年|<移管>愛媛県[沖ﾉ島､鵜来島､姫島]⇒高知県(明治9年2月幡多郡に編
  入)
1874年7月8日-09:00|日本|大阪府|明治7年|<落成>大阪府庁舎[西大組江之子島上之町]
1874年7月10日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第73号｢華士族分家ﾉ者ﾊ平民籍ﾆ編入ｽ｣
1874年7月12日-09:00|日本|  ||明治7年|<死去>七代目市川海老蔵/42才(七代目市川團十郎の三男)
1874年7月12日-09:00|日本|宮城県仙台市|明治7年|<死去>伊達慶邦(50歳)元陸奥仙台藩主
1874年7月13日-09:00|日本|東京都|明治7年|東京府､道路や車内での頬かぶり･手拭かぶりを禁止
1874年7月13日-09:00|日本|山梨県甲府市|明治7年|<発売>ｺｰﾌﾟﾗﾝﾄﾞから技術指導を受けた甲府の野口正章｢三ﾂ
  鱗｣印ﾋﾞｰﾙ
1874年7月14日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第76号｢地所質入書入規則第十六条増補｣
1874年7月14日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国首相｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾌｫﾈｽﾍﾞｯｸ｣(~18750611)
1874年7月15日-09:00|日本|東京都港区|明治7年|<開場>｢河原崎座｣芝新堀に新築(後の新堀座)
1874年7月16日-09:00|日本|長野県|明治7年|長野県区制を改め28大区190小区を置く
1874年7月17日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年内務省甲布達第19号｢官林荒蕪地払下規則中刪除｣
1874年7月18日-09:00|日本|  ||明治7年|<改称>日本海軍軍艦｢一番貯蓄船｣⇒練習艦｢摂津｣
1874年7月18日-09:00|日本|横浜銀行|明治7年|<改組>｢横浜為替会社｣⇒｢横浜第二国立銀行｣設立(7.20開業免状
  下付､8.15開業)
1874年7月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就役>ﾌﾗﾝｽ海軍の艦艇｢ﾗ･ｶﾞﾘｿﾆｴｰﾙ｣
1874年7月20日-09:00|日本|NTT|明治7年|宇都宮～白川間電信線開通(白川電信局開局)
1874年7月20日-09:00|日本|新潟県|明治7年|新潟に｢川汽船会社｣設立､新潟~長岡間に蒸気船就航
1874年7月20日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｽﾛﾍﾞﾆｱ大統領｢ﾎﾞﾌｽﾗﾌ･ﾘｯﾀｰ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｨﾄﾞﾏﾝ｣(18750601
  まで代行~18771218)
1874年7月20日-01:00|ﾓﾅｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾅｺ総督･国務院議長代行｢ｶｽﾃﾚｯﾄの騎士ﾚｵﾝｽ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾄﾞ･ｺｲｴ｣(~187
  50227)
1874年7月22日-09:00|日本|  ||明治7年|巡査の棍棒を廃し帯剣とする
1874年7月22日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ及び北西部の地方総督｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ﾊﾟﾌﾞﾛﾋﾞｯﾁ･ｱﾙﾍﾞﾃﾞｨﾝｽｷｰ｣(~1
  8800518)
1874年7月24日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが西ｱﾌﾘｶ(ｶﾞｰﾅ)のｺﾞｰﾙﾄﾞ･ｺｰｽﾄ南部を植民地とする
1874年7月25日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年文部省布達第21号｢小学教員ﾀﾗﾝｺﾄｦ欲ｽﾙ者ﾊ小学訓導ﾀﾙﾍｷ証書ｦ
  授与ｽ｣(小学校教員の検定試験と教員免許状の制度が初めて定められる)
1874年7月25日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾐﾝ･
  ｽﾄﾗﾊﾝ｣(~18760407)
1874年7月26日-09:00|日本|  ||明治7年|<領収>北海道開拓使｢北海丸｣(1422t;1868年,ﾌﾗﾝｽでﾍﾟﾙｰ船ｻﾞﾄﾞｷｱ竣工
  →明治7年､ﾍﾟﾙｰ船ｻﾞﾄﾞｷｱとして横浜入港→明治7年､船員が脱走し､空船となり日本が接収→明治7年､北海道開
  拓使がﾍﾟﾙｰから購入｢北海丸｣と改称)⇒日本政府(8月､三等軍艦)
1874年7月26日-09:00|日本|神奈川県横浜市中区|明治7年|<開業>高島嘉右衛門,芝居小屋｢港座｣(横浜住吉町1丁
  目､瓦斯燈使用･豪華設備)舞台開/中村翫雀一座｢近世開港魁｣(座主高島嘉右衛門)
1874年7月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾓﾃﾞｽﾄ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾑｿﾙｸﾞｽｷｰ《歌劇｢ﾎﾞﾘｽ･ｺﾞﾄﾞｩﾉﾌ｣》
1874年7月28日-09:00|日本|東京都千代田区|明治7年|<開館>華族会館[永田町]
1874年7月29日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第81号｢証券印紙規則改定証券印税規則｣
1874年7月29日-09:00|日本|高島屋|明治7年|<死去>初代飯田新七(72歳)近江商人
1874年7月30日-09:00|日本|東京都文京区|明治7年|<開設>浅草文庫/徳川幕府の学問所と将軍の紅葉山文庫の書
  籍を蔵書とした東京湯島の官立図書館書籍館を浅草米倉に移転(和漢書約2600冊)
1874年7月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで｢工場法｣｢賃金法｣が成立
1874年7月31日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｶｰﾌｧｰﾄﾞ｣(~18750807)
1874年7月31日-04:00|ﾛｼｱ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾛｼｱからのﾒﾉﾅｲﾄ教徒の移民の第一陣がｹﾍﾞｯｸに到着
1874年8月-09:00|日本|  ||明治7年|尾道の廻漕業者竹内隼太,蒸汽船による大阪～広島間の航路を開く
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1874年8月-09:00|日本|愛知教育大学|明治7年|愛知県養成学校が法華寺町に移転
1874年8月-09:00|日本|大阪教育大学|明治7年|東本願寺難波別院(南御堂)掛所内に教員伝習所設置
1874年8月-09:00|日本|徳島県徳島市|明治7年|鷲の門を残し徳島城取壊し
1874年8月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ｱﾙｼﾞｪﾘｱで先住民身分法が制定
1874年8月 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾁﾘ|  |||ﾎﾞﾘﾋﾞｱとﾁﾘ,国境を南緯24度で確定することで合意
1874年8月1日-09:00|日本|  ||明治7年|<施行>｢米麦の海外輸出禁止｣(5.29公布)
1874年8月1日-09:00|日本|JR|明治7年|大阪･神戸間中等･下等旅客運賃の賃率を各5厘低減して中等3銭､下等1銭
  5厘に改訂
1874年8月3日-09:00|日本|  ||明治7年|幼児の越後獅子舞の使用が禁止
1874年8月4日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第83号｢家禄賞典禄奉還ﾉ者ﾊ資金被下規則第九条以
  下増加｣
1874年8月4日-09:00|日本|大阪府|明治7年|<分離編入>摂津国島上郡磯島村を河内国交野郡へ編入
1874年8月5日-09:00|日本|静岡銀行|明治7年|<設立>松代融通(株)[長野]
1874年8月5日-09:00|日本|日本郵政|明治7年|郵便貯金開始
1874年8月7日-09:00|日本|東京都|明治7年|東京警視庁､電信を初めて架設し緊急連絡に活用/本庁と東京府内六
  大区(後の方面本部)間及び日本橋電信局間に電信回線を架設､技術生14名を工部省電信寮(局)から臨時に借り
  て運営をはじめた
1874年8月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱでｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙの蜂起が起こるが､失敗
1874年8月10日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ州総督｢ﾎｾ･ｹﾞﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ･ｲ･ﾒﾈｾｽ｣(~187712
  01)
1874年8月14日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾚﾝﾁ｣(~18750214)
1874年8月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||清･同治13年7月4日|独立軍営として武衛所を設置(禁衛大将趙寧夏が武衛
  都統使を兼任)
1874年8月16日-09:00|日本|山形県|明治7年|酒田県で石代上納･雑税廃止を求める騒動が起こる
1874年8月18日-09:00|日本|  ||明治7年|文部省､医制を定める(医師･薬剤師の教育･免許制度､医薬分業を定め
  た)
1874年8月18日-09:00|日本|東京都|明治7年|浅草雷門･新橋間に二階建馬車が運行(千里軒)
1874年8月19日-09:00|日本|  ||明治7年|警察官に警察手帳を公布
1874年8月19日-09:00|日本|  ||明治7年|｢東｣座礁沈没して浮揚修理
1874年8月19日-09:00|日本|広島県廿日市市|明治7年|厳島の官林20町四方,松1580本焼失(~20日鎮火)
1874年8月21日-09:00|日本|  ||明治7年|<明治7年8月台風､九州北部風水害>)暴風は､九州､四国､中国より佐渡
  までも及んで､殊に九州で激しく,白川県下､風災のために倒潰家屋数およそ三万八千余軒.長州､高瀬､小島､河
  尻､八代等沿海の浦々にて､溺死人員その数幾百人/長崎構内に碇泊船舶大小二百十八余艘ことごとく沈没､溺
  死者数わからず/福岡県三瀦地域の被害､圧死391人､溺死367人､倒家18902戸､半潰4429戸､流失283戸､寺社半壊
  270余､学校全潰13校､救助窮民11万5091人
1874年8月21日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ内閣長官｢ｼﾞｭｰﾙ･ｴﾄﾞｩｱｰﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾏﾛｳ｣(1回目~18780618
  )
1874年8月27日-09:00|日本|  ||明治7年|<死去>初代哥沢芝金(47歳)うた沢節演奏家
1874年8月27日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第88号｢航海公証規則｣
1874年8月27日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国首相｢ﾔﾝ･ｱﾌﾞﾗﾊﾑｽﾞｰﾝ･ﾍｰﾑｽｹﾙｸ｣(1回目~18771103)
1874年8月28日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年工部省布達第21号｢電信私線規則｣
1874年8月30日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第89号｢証券印税規則第五則第九条削去第二則中増
  加｣
1874年9月-09:00|日本|三井金属鉱業|明治7年|三井組が神岡鉱山(岐阜県)の経営権を取得【東洋一の鉱山】
1874年9月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Esad Pasha｣(~1875.1)
1874年9月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰで新しい中央郵便局の建物がｵｰﾌﾟﾝ
1874年9月1日-09:00|日本|  ||明治7年|鶴岡･致道館跡に､旧士族の子弟のための苗秀学校が開校
1874年9月1日-09:00|日本|東京都|明治7年|<開設>東京府:谷中墓地(主に天王寺の敷地を引き継ぎ,→谷中霊園)
  ､青山霊園､雑司が谷霊園,染井墓地(→染井霊園)/日本初の公営墓地
1874年9月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Praxedes Mateo Sagasta｣立憲党(~18741231
  )
1874年9月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｷﾞｰｽﾞ公｢ｼﾞｬﾝ｣ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ･ﾌｨﾘｯﾌﾟの曾孫､ｱﾝﾘ･ﾄﾞﾙﾚｱﾝの又甥(~19400825死
  去)
1874年9月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｶﾘｽﾄ,百日間にわたる防衛戦ののち敗北
1874年9月5日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第93号｢旧金銀貨幣価格表ｦ改定ｼ人民相互ﾉ取引廃止
  ｣(旧金銀貨の一般通用禁止)
1874年9月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ｶｽｺ級ﾓﾆﾀｰ｢ﾔｽﾞｰ｣(1175t)⇒ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱのA.Purvis&Son
1874年9月6日-09:00|日本|熊本県|明治7年|<創刊>白川新聞(熊本県下最初の新聞)
1874年9月7日-09:00|日本|岐阜県中津川市|明治7年|<合併>長野県西筑摩郡[田立村､山口村]⇒山田村
1874年9月7日-09:00|日本|長野県木曽郡南木曽町|明治7年|<合併>筑摩県筑摩郡[与川村､三留野村､柿其村]⇒読
  書村;長野県西筑摩郡[田立村､山口村]⇒山田村
1874年9月9日-09:00|日本|  ||明治7年|二階建馬車を禁止
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1874年9月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ･ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ東部ﾉｰﾌｫｰｸのｿｰﾌﾟ･ｾﾝﾄ･ｱﾝﾄﾞﾘｭｰの単線区間で､電信のﾐｽによ
  り列車同士が正面衝突.死者25人
1874年9月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾋﾟｴｰﾙ･ｷﾞﾖｰﾑ･ｷﾞｿﾞｰ､政治家･歴史家､ﾌﾗﾝｽ首相(生年:1787年)
1874年9月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ｶｽｺ級ﾓﾆﾀｰ｢ｱﾝﾌﾟｸｧ｣(1175t)⇒ﾆｭｰ･ｵｰﾘﾝｽﾞのNathaniel McKay;｢
  ｴﾄﾗ｣(1175t);｢ｸﾗﾏｽ｣(1175t);｢ﾕﾏ｣(1175t)⇒ﾆｭｰ･ｵｰﾘﾝｽﾞのTheodore Allen
1874年9月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||清･同治13年8月2日|<統合>武芸庁⇒武衛所
1874年9月13日-09:00|日本|  ||明治7年|<創建>ｼﾞｪｰﾑｽ･ｶｰﾃｨｽ･ﾍﾎﾞﾝ､横浜指路教会
1874年9月15日-09:00|日本|ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治7年|<改組>合資組織｢立誠会社｣⇒株式組織｢立誠会社｣
1874年9月16日-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾄﾌｧ2世｣(~19080207没)
1874年9月17日-09:00|日本|  ||明治7年|<開校>官立愛知外国語学校[名古屋]
1874年9月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｶｽｺ級ﾓﾆﾀｰ｢ｼｬｲﾛｰ｣(1175t,Charles W. McCord)
1874年9月19日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第97号｢浦高札第五条改正｣
1874年9月20日-09:00|日本|  ||明治7年|<結成>小野梓ら｢共存同衆｣(後に､馬場辰猪･田口卯吉･島田三郎らが参
  加)
1874年9月20日-09:00|日本|  ||明治7年|<設置>兵学寮内に水雷製造局
1874年9月20日-09:00|日本|新潟県新潟市|明治7年|中野貫一､新潟県金津で手掘井開坑出油
1874年9月22日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第99号｢海陸軍刑律中増加｣
1874年9月24日-09:00|日本|  ||明治7年|<創刊>朝野新聞(公文通史を改題/主幹成島柳北､論説欄を常設)
1874年9月24日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第100号｢横浜元為替会社洋銀券発行規則｣
1874年9月24日-09:00|日本|東京都中央区|明治7年|<設置>海軍省､築地に兵器製造所(12月､海軍造兵所と改称)
1874年9月24日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝで､ｱﾍﾞﾘｬｰﾈｰﾀﾞ大統領の就任に反対する反乱が起こる
1874年9月25日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ知事｢Louis Eugene Alleyron｣(~18750227)
1874年9月25日-09:00|日本|  ||明治7年|<分類>兵部省所管輸送船｢大坂丸｣⇒五等軍艦
1874年9月30日-09:00|日本|千葉県|明治7年|<開庁>千葉県庁舎(新築)
1874年9月30日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾆｭｰﾄﾝ｣(3回
  目~11.21)
1874年10月-09:00|日本|  ||明治7年|<売却>｢Sunderland｣(1872年､J. Blumer & Co.,建造進水)⇒日本政府｢品
  川丸｣と改名
1874年10月-09:00|日本|香川県高松市|明治7年|<再改称>｢高松公立病院｣[香川県高松市]⇒｢共立病院｣
1874年10月-09:00|日本|神戸大学|明治7年|<設置>兵庫県師範伝習所
1874年10月-09:00|日本|山口大学|明治7年|<改称>教員試験所⇒山口県教員養成所
1874年10月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｾﾗﾝｺﾞｰﾙはｲｷﾞﾘｽ保護領(~19570831)
1874年10月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾋｼﾞｬｰｽﾞ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾀｷｴﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1877年10月)
1874年10月-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾞﾘｸｱﾗﾝﾄﾞ･ｲｰｽﾄをｹｰﾌﾟ植民地に編入
1874年10月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ｴｼｭﾚﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1876年5月)
1874年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|  ||明治7年|<売却>E.M.De Bussche,London｢Yen-tal｣(1873年､W.Doxford Sons 
  Ltd.,Sunderland建造進水)⇒日本政府｢豊島丸｣と改名
1874年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾞｴﾀｰﾉ･ｼﾓﾝﾁｰﾆ｣｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾌｧｯﾄｰﾘ｣
1874年10月6日-09:00|日本|東京都台東区|明治7年|<竣工>｢厩橋｣
1874年10月8日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第105号｢明治七年日本帝国郵便犯罪罰則第四条改
  正｣
1874年10月9日-09:00|日本|長野県岡谷市|明治7年|<合併>筑摩県諏訪郡[東山田村､西山田村､東堀村]が合併→
  長地村
1874年10月9日-09:00|日本|長野県諏訪郡下諏訪町|明治7年|<合併>筑摩県諏訪郡[下諏訪町(村格)･友之町(村格
  )･下原村･久保村･武居村･富部村･高木村]が合併→下諏訪村
1874年10月9日-09:00|日本|長野県茅野市|明治7年|<合併>筑摩県諏訪郡[上原村､横内村､塚原村､矢ヶ崎村]が合
  併→永明村
1874年10月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾀﾞﾝﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾋﾞｽﾐﾗ･ｶｰﾝ｣(~18951220没)
1874年10月9日 00:00|世界/ｽｲｽ|  |||ｽｲｽで行われている第1回万国郵便会議で､万国郵便連合が発足
1874年10月10日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌｨｼﾞｰ暫定総督｢ﾊｰｷｭﾘｰｽﾞ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ卿｣(~18750901
  )
1874年10月10日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌｨｼﾞｰがｲｷﾞﾘｽに主権を譲渡
1874年10月10日-09:00|日本|新潟県|明治7年|新潟川汽船会社が新潟･三条･長岡間に川蒸気船(魁丸)就航
1874年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾘﾝｽﾀｰ公･3代ｷﾙﾃﾞｱ侯･3代ｵﾌｧﾘｰ伯｢ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣
1874年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾘﾝｽﾀｰ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~18870210死去)
1874年10月11日-09:00|日本|  ||明治7年|<死去>二代目春風亭柳枝(落語家)
1874年10月11日-09:00|日本|東京都港区|明治7年|新橋駅附近で､ﾎﾟｲﾝﾄ故障で機関車と貨車1両が転覆する(初の
  列車転覆事故)
1874年10月11日-09:00|日本|長崎県|明治7年|<廃止>長崎医学校(学生は東京医学校に転学)
1874年10月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾜﾙ国統治者(ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ﾏﾝｶﾞﾙ･ｼﾝ｣(~18890101)
1874年10月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｷﾞｿﾞｰ/87歳(誕生:17871004)歴史家｡ﾌﾗﾝｽ首相
1874年10月12日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ共和国大統領｢ﾆｺﾗｽ･ﾚﾐｼﾞｵ･ｱｳﾚﾘｵ･ｱｳﾞｪﾗﾈｰﾀ･ｼﾙﾊﾞ｣(~188010
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  12)間接選挙で選出
1874年10月13日-09:00|日本|  ||明治7年|会計年度改正(来る12月より7月~6月制に移行)
1874年10月13日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第107号｢株式取引条例｣公布
1874年10月13日-09:00|日本|長野県諏訪市|明治7年|<合併>筑摩県諏訪郡[大和村､下桑原村､小和田村]が合併→
  上諏訪村;諏訪郡[上桑原村､赤沼村､飯島村､神戸村]が合併→四賀村
1874年10月14日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌｨｼﾞｰ総督代行｢ｴﾄﾞｶﾞｰ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ･ﾚｲﾔｰﾄﾞ行政官｣(~18750901)
1874年10月14日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年文部省布達第26号｢官費生規則取消｣
1874年10月14日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾟﾗｲﾊﾞ州ｶﾝﾋﾟﾆｬ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ,ﾌｧｸﾞﾝﾃﾞｽで,重税に反対するQuebra-Quiloの反乱
  が発生.政府は600人の部隊を送りこれを鎮圧
1874年10月15日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Jose de Salazar y Real Rod
  riguez｣(~1875年)
1874年10月17日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第108号｢服忌ﾊ武家ﾉ制ｦ用ヰ京家ﾉ制ｦ廃ｽ｣
1874年10月17日-09:00|日本|岩手県|明治7年|<合併>水沢県[今泉村･長部村]が合併→気仙村;[高田村･竹駒村]
  が合併→氷上村;[浜田村･勝木田村]が合併→米崎村;[猪川村･田茂山村]が合併→盛村
1874年10月17日-09:00|日本|宮城県|明治7年|<編入>水沢県により下記栗原郡の村の統合が行われる(56村)/小
  山田村←西村､荻生田村;山田村←北宮沢村､雨生沢村;嵯峨村←宮沢村､小林村;大里村←(栗原)富村､中村;豊
  岳村←川熊村､桜目村;太沢村←太田村､八沢村､留場村[横須賀];白幡村←刈敷村､沼崎村;玉荻村←荻沢村､照
  越村;姫郷村←堀口村､八樟村;金田村←川口村､清水目村､嶋体村;王沢村←狐崎村､北沢村;駒崎村←中野村､猿
  飛来村;鳥谷村←鳥沢村､深谷村､里谷村;賢児村←普賢堂村､赤児村;有馬村←有壁村､片馬合村;大岡村←大林
  村､福岡村;大堤村←大原木村､小堤村;津久毛村←平形村､岩崎村､小迫村;宮野村←上宮野村､下宮野村､留場村
  [横須賀を除く];宝来村←芋埣村､泉沢村､嶺崎村､渡丸村;富野村←(二迫)富村､城生野村;沢田村が荒谷村に､
  清水沢村が清滝村に､長岡村が小野村に､曽根村が柳目村に､大川口村が長崎村に､清水村が真坂村に､桜田村が
  八幡村に､畑村が金成村に､梨崎村が姉歯村に､菱沼村が栗原村に､成田村が築館村にそれぞれ編入
1874年10月17日-09:00|日本|宮城県|明治7年|<編入>水沢県により下記本吉郡の村の統合が行われる(18村);本
  吉村←志津川村･荒戸浜･清水浜;戸倉村←折立村･水戸辺村･滝ﾉ浜･長清水浜;横山村←北沢村･南沢村;麻崎村
  ←柳津村･黄牛村;御嶽村←津谷村･馬籠村･山田村;大谷村←岩尻村･平磯村;階上村←波路上村･岩月村･最知村
  ･長磯村;松岩村←松崎村･赤岩村;新月村←新城村･月立村
1874年10月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|  ||明治7年|<購入>ｲｷﾞﾘｽ鉄製汽船｢ｼﾝﾅﾝｼﾞﾝｸﾞ｣(1191t;1869年,ｲｷﾞﾘｽ･ｸﾞﾗｽｺ
  ﾞｰで竣工)⇒日本海軍(翌日艦籍に編入し軍艦｢高雄丸｣と命名)
1874年10月19日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<退役>ﾛｼｱ帝国のｽｸﾘｭｰﾌﾘｹﾞｰﾄ｢ｵｽﾘｬｰﾋﾞｬ｣(18600808ｵﾌﾁﾝｽｺｴ海軍工廠で進水)
1874年10月20日-09:00|日本|  ||明治7年|<改称>日本海軍軍艦｢北海丸｣⇒｢浅間｣(→明治11年2月7日:練習艦→
  明治23年8月23日:第三種役務艦→明治24年3月3日:第五種雑役艦→明治29年4月1日:雑役船)
1874年10月20日-09:00|日本|青森県下北郡東通村|明治7年|<竣工点火>青森県尻屋崎燈台
1874年10月21日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|明治7年|<死去>伊東祐相(63歳)元日向飫肥藩主･知藩事
1874年10月22日-09:00|日本|長野県諏訪市|明治7年|<合併>筑摩県諏訪郡[有賀村､上野新田村､硯石新田村､文出
  村､小川村]が合併→豊田村;諏訪郡[神宮寺村､上金子村､中金子村､下金子村､福島村]が合併→中洲村;諏訪郡[
  北真志野村､南真志野村､大熊村､田辺村､後山新田村､板沢新田村､椚平新田村]が合併→湖南村
1874年10月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾑﾀ･ﾗｼﾞｬｳﾗ国統治者(ﾗｵ)｢ﾊﾞｰﾗﾄ･ﾌﾟﾗｼｬﾄﾞ｣(~1891年12月没)
1874年10月25日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第113号｢海陸軍刑律中退職ﾉ刑名ｦ停官ﾄ改正｣
1874年10月25日-09:00|日本|長野県岡谷市|明治7年|<合併>筑摩県諏訪郡[小坂村､花岡村]が合併→湊村;諏訪郡
  [橋原村､鮎沢村､駒沢村､三沢村､新倉村が合併→川岸村;諏訪郡[岡谷村､小口村､小井川村､今井村､若宮新田村
  ､小梅沢新田村､西堀村が合併→平野村
1874年10月25日-09:00|日本|長野県諏訪郡富士見町|明治7年|<合併>筑摩県諏訪郡[木間村､休戸村､花場新田村､
  横吹新田村､橡木新田村､若宮新田村､松田新田村､大平新田村､栗生新田村､御射山神戸村]が合併→富士見村;
  諏訪郡[上蔦木村､下蔦木村､神代村､平岡村､机村､瀬沢村､瀬沢新田村､先能村､木戸口新田村､烏帽子新田村]が
  合併→落合村
1874年10月25日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｶﾗﾄﾞ･ｺｲｺ｣
1874年10月25日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<併合>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ⇒ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ(~18831223)
1874年10月26日 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||<即位>ｱｼｬﾝﾃｨ王｢Regent Kwabena Dwomo｣(~同年)⇒｢Otumfuo Nana Mensa Bon
  su｣(~18830308)
1874年10月26日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀﾞﾝﾀﾞｽ｣(~1880年没)
1874年10月27日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第114号｢皇族大礼佩剣制｣;明治7年太政官布告第1
  15号｢株式取引条例第三十五条中地券ﾉ字刪除｣
1874年10月27日-09:00|日本|  ||明治7年|陸軍士官学校条例制定
1874年10月29日-09:00|日本|NTT|明治7年|<完成>東京~青森~北海道間電信線(津軽海峡海底線完成)
1874年10月30日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年文部省布達第27号｢種痘規則｣
1874年10月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ｽｼﾞｬﾝ･ｼﾝ｣(~18841223没)
1874年10月31日-09:00|日本|  ||明治7年|<分類>日本海軍練習艦｢摂津｣⇒四等軍艦
1874年10月31日-08:00|中国/日本/台湾|  ||清･同治13年9月22日;明治7年|清が日本に50万両の償金を支払う条
  約に調印/台湾問題解決
1874年11月-09:00|日本|愛媛県八幡浜市|明治7年|<創設>｢私立八幡浜病院普済館｣[愛媛県]
1874年11月-09:00|日本|香川大学|明治7年|<設置>｢成章師範学校｣
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1874年11月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾑｽﾀﾌｧ･ｱｼﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1875年2月)
1874年11月1日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治7年|<改称>長崎県病院⇒蕃地事務局(兵員)病院
1874年11月1日-09:00|日本|奈良県|明治7年|奈良県を10大区に分け1千戸を以て小区とした
1874年11月2日-09:00|日本|  ||明治7年|東京日々新聞が社説欄を創設
1874年11月2日-09:00|日本|読売新聞|明治7年|<創刊>日就社(→読売新聞社)｢読売新聞｣/発行部数は200部
1874年11月2日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<創設>ｽｰﾀﾞﾝ鉄道
1874年11月4日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第117号｢官吏犯公罪条例｣
1874年11月5日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第119号｢家禄奉還ﾉ者ﾍ資金被下規則第一条第二条
  改定｣(秩禄100石以上の者の家禄返還を許し一時賜金交付の旨を布告)
1874年11月5日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾝﾘｰ･ﾚﾌﾛｲ卿｣(2期目~187
  70510)
1874年11月6日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||南ｵｰｽﾄﾗﾘｱでｺﾞｲﾀﾞｰ線を越えた入植の拡大を可能にする公有地処分法が成
  立
1874年11月7日-09:00|日本|長野県木曽郡南木曽町|明治7年|<合併>筑摩県筑摩郡[妻籠村･蘭村]⇒吾妻村
1874年11月7日-09:00|日本|長野県茅野市|明治7年|<合併>筑摩県諏訪郡[丸山新田村､田沢村､二久保新田村､舟
  久保新田村､坂室新田村､茅野村､向河原新田村､大河原新田村､下河原新田村､中河原村､安国寺村､新井村､上赤
  田新田村､下赤田新田村､高部村]→宮川村;諏訪郡[金沢村､木舟新田村､大池新田村､大沢新田村､川久保村､青
  柳新田村]→金沢村
1874年11月8日-09:00|日本|大分県別府市|明治7年|<焼失>鶴見火男火売神社
1874年11月10日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第122号｢鳥獣猟規則改定｣;明治7年太政官布告第1
  23号｢国内迴漕規則施行港内取締規則廃止｣;明治7年太政官布告第124号｢坑物中将来開発ﾉ品ｦ引当外国人ﾖﾘ金
  子借入又ﾊ約定ｦ禁ｽ｣
1874年11月12日-09:00|日本|  ||明治7年|文部省､種痘規則を発布
1874年11月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾑﾊﾙｻｲﾝ国統治者(ﾀﾗﾅ･ｻﾍﾌﾞ)｢ﾋﾗ･ｼﾝ｣(~19140824没)
1874年11月14日-09:00|日本|日本郵船|明治7年|<開設>三菱会社､東京～函館間定期航路
1874年11月14日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾝｷﾞﾗ/ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島| 
   |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ諸島総督･最高司令官｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾘｰﾊﾞｰ･ﾌﾗﾝｼｽ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ｣(~1875年)
1874年11月15日-09:00|日本|  ||明治7年|太政大臣､鳥獣猟規則を改正
1874年11月15日-09:00|日本|千葉県銚子市|明治7年|<点灯>犬吠埼灯台(ﾌﾞﾗﾝﾄﾝが建設/31.3m,日本第2位の高煉
  瓦建築)
1874年11月16日-09:00|日本|青山学院|明治7年|東京麻布に米国婦人宣教師による女子小学校が設立される
1874年11月17日 14:50|日本|東京都中央区|明治7年|<東京京橋明治7年川口町の大火>(～18日)23時50分ごろ､東
  京府第一大区十六小区川口町の三谷七郎右衛門宅から出火,近隣に延焼し1231戸が焼失
1874年11月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国ｸﾘｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞで万国婦人矯風会設立され禁酒運動を開始
1874年11月20日-09:00|日本|  ||明治7年|<類別>軍務官所管練習艦｢富士山丸｣三等軍艦(187610,機関を撤去)
1874年11月20日-09:00|日本|  ||明治7年|官金出納担当の小野組が破産/政府､官金委託を第一国立銀行へ移す
1874年11月20日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾍﾝﾘｰ･ﾀｰﾅｰ･ｱｰｳﾞｨﾝｸﾞ｣(1期目~1876120
  8)
1874年11月21日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官｢ｱｰｻｰ･ﾊﾟｰｳﾞｽ･ﾌｪｲ卿｣(~1
  8790404)
1874年11月22日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督代行｢ﾊｺﾎﾞ･ﾊﾞﾚﾗ｣(~18750122)
1874年11月24日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<初演>ｱﾝﾄﾆﾝ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄ･ﾄﾞｳﾞｫﾙｻﾞｰｸ《歌劇｢王様と炭焼き｣》
1874年11月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|  ||明治7年|<竣工>日本政府灯台巡視船｢明治丸｣ｲｷﾞﾘｽのｸﾞﾗｽｺﾞｰにあるﾈﾋﾟ
  ｱ造船所で(1897年商船学校に移管､1954年除籍)
1874年11月25日-09:00|日本|長野県茅野市|明治7年|<合併>筑摩県諏訪郡[山田新田村､中沢村､田道新田村､栗沢
  村､神之原村､子ﾉ神新田村､菊沢村､穴山村､北久保新田村]が合併→玉川村
1874年11月25日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ共和国大統領｢ﾌｱﾝ･ﾊﾞｳﾃｨｽﾀ･ｷﾞﾙ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞﾘｵ｣(~187704
  12没)
1874年11月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<結成>ｱﾒﾘｶ､ｸﾞﾘｰﾝﾊﾞｯｸ党
1874年11月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｶﾙｺｯﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾘｽﾄ･ｸﾞｯﾄﾞﾌｪﾛｰ｣(~18760412)
1874年12月-09:00|日本|  ||明治7年|<出版>｢学問のすすめ｣十二編/著･福澤諭吉
1874年12月-09:00|日本|  ||明治7年|<竣工>日本海軍運輸船｢第二利根川船｣(109.3t)横須賀造船所
1874年12月-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治7年|<設立>川崎組[東京]
1874年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Hasan Samih Pasha｣(~1875.3)
1874年12月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ地区総督｢ｱｼﾞｽﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1876年)
1874年12月1日-09:00|日本|  ||明治7年|<施行>明治7年太政官布告第98号｢日本帝国電信条例｣(0922公布)､電信
  業務の政府管掌が確立
1874年12月1日-09:00|日本|JR|明治7年|大阪~神戸で貨物営業開始
1874年12月2日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ｣(1回目~18800618)
1874年12月3日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾉｰﾏﾝﾋﾞｰ侯爵ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾌ
  ｨｯﾌﾟｽ｣(~18790221)
1874年12月3日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第131号｢牛馬売買規則第九条追加｣
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1874年12月3日-08:00|台湾/日本|  ||明治7年|<撤兵>西郷従道ら､台湾から
1874年12月7日-09:00|日本|神奈川県横浜市西区|明治7年|<設置>野毛坂,金星観測所(各国の学者,観測)
1874年12月7日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国閣僚評議会議長｢ｱﾁﾑ･ﾁｭﾐｯﾁ｣(~18750203)
1874年12月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾐｼｼｯﾋﾟ州で人種暴動が起こり､75人以上の黒人が殺害される
1874年12月8日-09:00|日本|  ||明治7年|救貧法の恤救規則が制定される
1874年12月8日-09:00|日本|宮城県|明治7年|<開校>官立宮城外国語学校
1874年12月9日-09:00|日本|  ||明治7年|<破産>官金出納担当の島田組
1874年12月9日-09:00|日本|  ||明治7年|ﾒｷｼｺ観測隊ならびに日本水路寮の海軍中尉吉田重親らが横浜で金星の
  太陽面経過の観測に成功
1874年12月9日-09:00|日本|東京都港区|明治7年|<設置>麻布台に海軍観象台(日本経緯度原点/東京都)
1874年12月10日-09:00|日本|大分銀行|明治7年|<設立>留恵社(北海部郡臼杵村)
1874年12月11日-09:00|日本|東京都|明治7年|東京市街に初めて石油ﾗﾝﾌﾟの街燈点火
1874年12月11日-09:00|日本|広島大学|明治7年|広島県,公立の教員養成学校として白島学校(仮校舎広島東白島
  町真木直一宅)を開校
1874年12月12日-09:00|日本|埼玉県さいたま市浦和区|明治7年|<設置>浦和公園偕楽園(調神社境内)
1874年12月13日-09:00|日本|  ||明治7年|双生子･三つ子出生の場合,前産を兄姉と定めることを太政官布告(旧
  俗では反対に後産が兄姉)
1874年12月15日-09:00|日本|  ||明治7年|<死去>2代歌川国輝(45歳)浮世絵師
1874年12月18日-09:00|日本|  ||明治7年|東京､名古屋､大阪に歩兵連隊編制
1874年12月18日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第134号｢名例律断罪無正条条例｣
1874年12月18日-09:00|日本|東京都|明治7年|東京･京橋-銀座-芝金杉橋の街路の両側に85基のｶﾞｽ灯が点火
1874年12月20日-09:00|日本|東京都墨田区|明治7年|<大相撲>明治7年12月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内
  優勝:(西前6)梅ヶ谷,8勝0敗1分1休
1874年12月22日-09:00|日本|  ||明治7年|東京府豊島郡岩淵町､埼玉県北足立郡川口町間の従前の境界を廃し荒
  川の中央を持って境界とする
1874年12月23日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第135号｢明治八年日本帝国郵便規則及罰則｣
1874年12月23日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治7年|官営の高島炭坑の北渓井坑､南洋井坑が政府から後藤象二
  郎に払い下げ
1874年12月23日-08:00|中国|  ||清･同治13年11月15日|甘粛の河州で､ｲｽﾗﾑ教徒の閔殿臣らが反乱を起こす
1874年12月24日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第136号｢証券印税規則第二則中加除更正｣
1874年12月24日-09:00|日本|東京都中央区|明治7年|東京･築地の東京第一長老協会で日本初のｸﾘｽﾏｽｲﾌﾞの祝会
1874年12月25日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年太政官布告第137号｢証券印税規則第五則中追加｣
1874年12月26日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ政府議長｢ﾌｪﾘｯｸｽ(男爵)ﾌﾞﾛﾋﾊｳｾﾞﾝ｣(~18850223)
1874年12月27日-09:00|日本|愛知県|明治7年|<改称>愛知外国語学校⇒愛知英語学校
1874年12月27日-09:00|日本|京都大学|明治7年|<改称>大阪外国語学校⇒大阪英語学校
1874年12月27日-09:00|日本|東京大学|明治7年|<設立>東京英語学校(東京外国語学校から独立)
1874年12月27日-09:00|日本|長崎県|明治7年|<改称>長崎外国語学校⇒長崎英語学校
1874年12月27日-09:00|日本|新潟県|明治7年|<改称>新潟外国語学校⇒新潟英語学校
1874年12月27日-09:00|日本|広島県|明治7年|<改称>広島外国語学校⇒広島英語学校
1874年12月27日-09:00|日本|宮城県|明治7年|<改称>宮城外国語学校⇒宮城英語学校
1874年12月28日-09:00|日本|  ||明治7年|明治7年工部省布達第32号｢工学寮学課並諸規則中廃止改正｣
1874年12月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽﾍﾟｲﾝ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ12世｣ｲｻﾍﾞﾙ2世の息子(~18851125死去27歳)
1874年12月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞで,王政復古を目指すﾏﾇｴﾙ･ﾊﾟﾋﾞｱ将軍が蜂起/ｽﾍﾟｲﾝ議会は解散し第1
  共和政が終る
1874年12月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ公｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣
1874年12月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ公｢ﾀﾞｸﾞﾗｽ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣(~19251210死去)
1874年12月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾝﾊﾞｽ･ﾃﾞﾙ･ｶｽﾃｨﾘｮ｣保守党(~187509
  12)
1875年-13:00|ｻﾓｱ/米領ｻﾓｱ|  |||<即位>ｻﾓｱ王｢ﾏﾘｴﾄｱ･ﾗｳﾍﾟﾊﾟ(1回目)+ﾋﾟｭﾚﾌﾟｰﾚ｣
1875年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾚﾌﾞ統治者(ﾔﾝ･ﾃﾞｨ-ﾍﾟﾙﾄｩｱﾝ･ﾑﾀﾞ･ｼﾞｪﾚﾌﾞ)｢ﾃﾝｸ･ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾋﾞﾝ･ﾗﾃﾞｨﾝ｣(~188412
  13没)
1875年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾛﾛ･ｽﾙﾀﾝ｢Dano Baba Hasan｣(~1878年)
1875年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｸｽﾌﾟﾊﾝ摂政｢Pangeran Jayawikarta｣(~1880年)
1875年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾏﾝ王国ﾗｼﾞｬ｢Tuan Jagung/Tengku Abdul Kandis｣(~1901年)
1875年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||ｼｪﾝｸｱｰﾝはﾀｲに併合
1875年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾃﾞｨｱ国統治者(ｱｻﾞﾑ･ｳﾞｧﾗ)｢ﾊﾞﾜ･ｼﾞｳﾞｧﾝ｣(~1930年没)
1875年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾃﾞｨ国統治者(ﾃﾞｻｲ･ｼｭﾘ)｢ﾋﾏﾄｼﾑｼﾞ･ｼﾞｮﾗﾜﾙｼﾑｼﾞ｣(~1884年)
1875年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾙﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾗｵﾙ)｢ｼﾌﾞｼﾝｼﾞ2世ｸﾏﾝｼﾝｼﾞ｣(~1882年没)
1875年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾓﾊﾝﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｳﾒｼﾝｼﾞ｣(~1882年没)
1875年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾜﾄﾞﾜﾝ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾀﾞｼﾞﾗｼﾞ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗｼﾑｼﾞ｣(~18850505没)
1875年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｸﾃｨ国をｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞが統治(~1892年2月)
1875年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞｿﾀﾞ国はｲｷﾞﾘｽに直接従属(~1900年)
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1875年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾃﾞｨﾙ国統治者(ｶｰﾝ)｢ﾗﾌﾏﾄ･ｱｯﾗｰ･ｶｰﾝ｣(~1886年)
1875年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｻﾙ･ｲ･ﾌﾟﾙ､ｼﾊﾞﾙｶﾞﾝをｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝに編入
1875年-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ･ｻｰﾓﾝ｣(~1879年)
1875年-04:00|UAE|  |||<就任>ﾊﾑﾘﾔ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Sayf ibn `Abd al-Rahman｣(~1904年)
1875年-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｴﾁｵﾋﾟｱのﾒﾚﾌﾞ･ﾐﾗｼｭ総督｢ｳｫﾙﾃﾞﾐｶｴﾙ｣(~1879年)
1875年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ｻﾝﾄﾞｩﾝ･ﾅｼﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1877年)
1875年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｻﾞﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾑｻﾞﾔ･ﾝｺﾌｶｲﾚ｣(~1880年頃)
1875年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>上ﾔｰﾌｧ･ｻﾙﾀﾝ｢Muhammad ibn `Ali ibn Salih ibn Ahmad Al Harhara｣(~1895042
  8)
1875年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾄﾛ王国国王｢Rukidi2世 Isingoma｣⇒｢Kyebambe3世 Rububi｣(1期目)⇒｢Nyamuy
  onjo Kakende｣(1期目~1876年)
1875年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾏﾌﾘｰ国ｻﾙﾀﾝ｢Ali ibn `Abd Allah Afrar al-Mahri｣(~1907年)
1875年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｻﾝｸﾙ首長｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ･ｳｽﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ﾊｻﾝ･ｳﾑｸﾌﾞ･ﾑﾝﾄｩ｣(~1886年)
1875年-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾞﾎﾞﾝ･ｷﾞﾆｱ湾入植地司令官｢ﾌｪﾘｯｸｽ･ｱﾝﾌﾞﾛﾜｰｽﾞ･ｸﾚﾏﾝ｣(~1876年)
1875年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督(北ｱﾌﾘｶ総司令部総督)｢Pedro Sartorius y Tapia｣(~1876年)
1875年-01:00|中央ｱﾌﾘｶ|  |||<即位>ﾗﾌｧｲｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾗﾌｧｲ｣建国(~19000615没)
1875年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｸﾑﾃﾞ統治者｢ｳｫﾙｿｰ｣(~1898年)
1875年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｺｺｯｼ統治者(ｿｰﾏ)｢ﾗﾌｨｱ･ﾗﾝｸﾞﾊﾞﾅ｣(~1882年)
1875年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国統治者(ﾌﾞｰﾙﾊﾞ･ｼﾞｮﾛﾌ)｢ｱﾙ･ﾌﾞｳﾘ･ｾﾅﾌﾞ･ﾝｼﾞｪｲ｣(~18900524)
1875年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||ｼﾞｮﾛﾌ帝国はｱﾌﾏﾄﾞｩ･ｼｬｲｸ帝国に併合(~1890年)
1875年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｾﾝﾄﾙｼｱ/ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ･ｳｨﾝﾄﾞﾜｰﾄﾞ諸
  島総督代理｢Sanford Freeling｣(~同年)⇒｢Sir John Pope Hennessy｣(~1876年)
1875年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾝｷﾞﾗ/ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島|  |||<就
  任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ諸島総督･最高司令官代行｢ｴﾄﾞｳｨﾝ･ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾍﾞｲﾝｽﾞ｣(~2.3)
1875年1月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾈｼﾞｭﾄﾞ首長｢ｻｳﾄﾞ2世ｲﾌﾞﾝ･ﾌｧｲｻﾙ｣
1875年1月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾈｼﾞｭﾄﾞ首長｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾗｰﾏｰﾝ･ﾌﾞﾝ･ﾌｧｲｻﾙ｣(~8月)
1875年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Ahmed Hamdi Pasha｣(1期目~1876.4)
1875年1月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾊﾞｲﾀﾙ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾚﾌｪﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~6月)
1875年1月1日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治8年|<施行>日米郵便交換条約(18730806調印)外国郵便の取扱実施
1875年1月1日-09:00|日本|静岡大学|明治8年|<設立>静岡師範学校
1875年1月1日-09:00|日本|日本郵政|明治8年|<改称>｢郵便役所･郵便取扱所｣⇒｢郵便局｣
1875年1月1日-09:00|日本|日本郵政|明治8年|<発行>(手彫)鳥切手(1875年)額面:12銭､15銭､45銭
1875年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾖﾊﾝ･ﾔｺﾌﾞ･ｼｪﾗｰ｣Dem(~12.31)
1875年1月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社の残務整理が終了.正式に会社の歴史の幕を下ろす(設立は16
  00)
1875年1月1日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾋﾟﾄｹｱﾝ諸島主任判事｢Moses Young｣(3期目~1875123
  1)
1875年1月2日-09:00|日本|  ||明治8年|<改称>｢新聞雑誌｣→｢あけぼの｣
1875年1月2日-09:00|日本|日本郵政|明治8年|<施行>明治7年太政官布告第90号｢郵便為替規則｣(18740903公布)､
  最初は尋常為替(小為替30円以下)を取り扱う
1875年1月4日-09:00|日本|  ||明治8年|警視庁練兵場で出初め式が行われる
1875年1月5日-09:00|日本|  ||明治8年|外国郵便業務を横浜･神戸･長崎で開始
1875年1月6日-09:00|日本|兵庫県姫路市|明治8年|<死去>建部政醇(81歳)元播磨林田藩主
1875年1月8日-09:00|日本|  ||明治8年|小学児童の学齢制定(満6歳から14歳まで)､尋常科6年･高等科2年の8年
  が小学児童と定められる
1875年1月8日-09:00|日本|跡見学園女子大学|明治8年|<設立>跡見花蹊｢跡見学校｣(のちの跡見学園)
1875年1月8日-09:00|日本|東京都|明治8年|前年から東京で流行していた天然痘死者が3000人を超える/東京府
  が天然痘予防規則制定
1875年1月8日-09:00|日本|東京都|明治8年|東京府､諸芸人に賦金(営業税､地方税の一種)を課する
1875年1月10日-09:00|日本|山梨県南巨摩郡身延町|明治8年|見延山久遠寺本堂他火災焼失
1875年1月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙで､社会党が創立される
1875年1月11日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>西ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ｣(~18771111)
1875年1月12日-08:00|中国|  ||清･同治13年12月5日|<死去>清の第10代皇帝穆宗帝･同治帝/19歳(誕生:1856)
1875年1月13日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地総督｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｳｪﾙﾄﾞ｣(~18800405)
1875年1月13日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第2号｢日本坑法第八章中坑物税当分廃止｣
1875年1月13日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Vicente Clavijo y Plo｣(~187
  91207)
1875年1月14日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Manuel Bravo y Barrera｣(~18800815
  )
1875年1月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<再任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｲｻﾍﾞﾙ｣ｱﾙﾌｫﾝｿ12世の姉(~1880091
  4~19310423死去)
1875年1月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝで､ｱﾙﾌｫﾝｿ12世(18)がﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞの入り､ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ王朝の王政復古が成る
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1875年1月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで正貨再開法制定､正貨支払いの再開が決定され､ｸﾞﾘｰﾝﾊﾞｯｸ紙幣削減
1875年1月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<開場>ﾌﾗﾝｽ｢ｵﾍﾟﾗ座(ﾊﾟﾚ･ｶﾞﾙﾆｴ)｣(9区)こけら落とし公演が行われる/設計者ｼｬ
  ﾙﾙ･ｶﾞﾙﾆｴ.ﾈｵ･ﾊﾞﾛｯｸ式建築､折衷様式の建物
1875年1月15日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾊﾞﾚｰﾗ Olivera｣PC(2期目~22日)
1875年1月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<営業開始>ﾄﾙｺ･ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ新市街の地下鉄(世界で2番目に古い)
1875年1月20日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第4号｢証券印税規則第五則第拾条削除｣;明治8年太
  政官布告第6号｢民法裁判上負債者失踪後ﾉ訴訟成例改正｣
1875年1月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ｢自然主義｣絵画の画家ｼﾞｬﾝ=ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾐﾚｰ(1814-､60歳)/農村に取材し
  ､地道で重苦しい色調､人道的主題を特徴とする/代表作に｢晩鐘｣･｢落穂拾い｣(7区｢ｵﾙｾｰ美術館｣)など
1875年1月20日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾊｲﾁ|  |||ﾄﾞﾐﾆｶとﾊｲﾁ,国交関係を樹立.平和友好条約を締結
1875年1月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾌﾗﾝｽがｲﾝﾄﾞｼﾅ銀行を設立
1875年1月22日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｻﾝﾃｨｽﾃﾊﾞﾝ･ｲ･ﾁｬﾓﾛ｣(~18770213)
1875年1月22日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国大統領代理｢Pedro Esteban Carve Perez｣PC⇒大統
  領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾊﾞﾚｰﾗ Olivera｣PC(3期目~18760310)
1875年1月23日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸｲｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｹｱﾝｽﾞ｣(~18770314)
1875年1月23日-09:00|日本|長野県諏訪郡原村|明治8年|<合併>筑摩県諏訪郡[大久保村､柳沢村､八ﾂ手新田村､払
  沢新田村､柏木新田村､菖蒲沢村､中新田村､室内新田村]が合併→原村
1875年1月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼｬﾙﾙ･ｶﾐｰﾕ･ｻﾝ=ｻｰﾝｽ《交響詩｢死の舞踏｣Op.40》
1875年1月25日-09:00|日本|  ||明治8年|<創業>金原医籍店(のちの金原出版)(医学書輸入)､丸善に次ぐ古い出
  版社
1875年1月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの数学者ｹｰﾘｰ/53歳(誕生:18210816)｢楕円関数論｣を著した
1875年1月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国で歯科用電動ﾄﾞﾘﾙが特許化
1875年1月28日-09:00|日本|東京都中央区|明治8年|<改称>｢守田座｣負債問題から⇒｢新富座｣
1875年1月28日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<開業>ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙﾖｰﾛｯﾊﾟ(ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾞﾙﾌﾞﾙｸﾞ)
1875年1月29日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第9号｢鳥獣猟規則中第十六条刪除｣
1875年1月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの国民議会が､憲法に関するﾜﾛﾝ修正案を1票差で可決し､共和政が承認さ
  れる
1875年1月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾊﾜｲ|  |||ﾊﾜｲ王国とｱﾒﾘｶが､互恵通商条約を結ぶ､ﾊﾜｲ､実質的にｱﾒﾘｶの保護下に置か
  れる
1875年2月-09:00|日本|  ||明治8年|<復刊>｢長崎新聞｣再興/隔日発行で1冊8頁､定価は1部1銭5厘(1か月15銭)
1875年2月-09:00|日本|伊予銀行|明治8年|<改称>｢種生講｣⇒｢種生会社｣
1875年2月-09:00|日本|香川県高松市|明治7年|<竣工>｢常磐橋｣[高松市街丸亀町通り]長さ3間半･幅5間
1875年2月-09:00|日本|岐阜大学|明治8年|<改称>｢師範研習学校｣⇒｢岐阜県師範学校｣
1875年2月-09:00|日本|京都府京都市|明治8年|<発足>京都司薬場(⇒翌年廃止)
1875年2月-09:00|日本|J.ﾌﾛﾝﾄﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ|明治8年|大阪の老舗ゑびす屋呉服店を買収､ゑびす屋いとう呉服店とし
  て新町通に開業
1875年2月-09:00|日本|NIPPON EXPRESSﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治8年|<改称>｢陸運元会社｣⇒｢内国通運会社｣
1875年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<創立>ﾎﾞﾝﾍﾞｲ工場主協会
1875年2月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾑｽﾀﾌｧ･ｼﾄﾞｷ･ﾊﾟｼｬ｣(~1877年8月)
1875年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||木製帆船｢Formosa｣ｲｷﾞﾘｽScotlandで建造進水
1875年2月1日-09:00|日本|  ||明治8年|<施行>国内廻漕規則(1874年11月10日公布)
1875年2月1日-09:00|日本|  ||明治8年|<創刊>大教院｢教会新聞｣(月4回刊)
1875年2月1日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾆｺﾗｽ･ﾗﾓﾝ･ﾌﾚｲﾚ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ｣(~18760802)
1875年2月2日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第10号｢家禄賞典禄百石以上ﾉ者奉還ﾉ節資金被下方
  規則第二条挿注中改正｣
1875年2月2日-09:00|日本|お茶の水女子大学|明治8年|<設立>｢女子師範学校｣[東京]
1875年2月3日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第12号｢陸軍省中造兵司武庫司廃止｣
1875年2月3日-09:00|日本/中国|日本郵船|明治8年|三菱商会が､上海-横浜定期航路の運行を開始する(外国航路
  の始め)/東京丸､新潟丸､高砂丸､金川丸の4隻で､横浜～上海の1週1回の定期航路
1875年2月3日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国閣僚評議会議長｢ﾀﾞﾆｰﾛ･ｽﾃﾌｧﾉｳﾞｨｯﾁ｣(~8.31)
1875年2月3日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾝｷﾞﾗ/ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島|  |
  ||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ諸島総督･最高司令官｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾞｰｸﾚｰ卿｣(~1881年)
1875年2月4日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第14号｢北海道諸産物出港税則並各港船改所規則｣(
  函館その他海関所を｢船改所｣に改称);明治8年太政官布告第15号｢海陸軍刑律法例中増加｣;明治8年太政官布告
  第017号｢徴兵令中改正増加｣
1875年2月4日-09:00|日本|日本郵政|明治8年|<発行>(手彫)桜切手(1875年)額面:半銭､1銭､2銭､4銭､5銭､6銭､10
  銭､20銭､30銭
1875年2月6日-09:00|日本|  ||明治8年|森有礼と広瀬阿常が福澤諭吉を証人として初の｢契約結婚｣
1875年2月7日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第20号｢外国形日本船輸出入税未納内外貨物回漕規
  則｣
1875年2月7日-09:00|日本|大阪府大阪市|明治8年|<坐摩の大火>延焼戸数820余戸
1875年2月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｳﾞｨｸﾄｰﾙ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｴﾄﾞｩｱｰﾙ･ﾗﾛ《ｽﾍﾟｲﾝ交響曲》
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1875年2月8日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第21号｢明治八年郵便規則第百五十九条中増加｣
1875年2月9日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地政府首相｢ｼﾞｮﾝ･ﾛﾊﾞｰﾄｿﾝ｣無所属(~18770321)
1875年2月9日-09:00|日本|  ||明治8年|<復帰>太政官正院博覧会事務局所管｢博物館･書籍館･小石川薬園｣⇒文
  部省
1875年2月12日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｶﾞﾝﾋﾞｱ管理者代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾄｰﾘｰ･ﾏｲﾙｽﾞ･ｸｰﾊ
  ﾟｰ｣(2回目~7.2)
1875年2月13日-09:00|日本|  ||明治8年|政府が全国民に姓をつけるように布告する(平民苗字必称義務令)
1875年2月14日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ｺｰﾈﾘｱｽ･ﾍﾝﾄﾞﾘｸｿﾝ･ｺﾙﾄﾗｲﾄ｣(1回
  目~7.3)
1875年2月15日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年文部省布達第2号｢京都府下ﾆ司薬場ｦ設ｸ｣
1875年2月15日-09:00|日本|東京都|明治8年|<開催>｢吉原博覧会｣(~3.16)[開催地]東京都[会場]江戸町金瓶楼[
  主催]俵屋和助,泉屋忠兵衛ほか吉原楼主
1875年2月17日-09:00|日本|  ||明治8年|<死去>内田九一.肺結核のため(32歳)写真家
1875年2月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ｱﾙｹﾞﾗﾝﾀﾞｰ､天文学者(生年1799年)
1875年2月18日-09:00|日本|岐阜大学|明治8年|<改称>｢岐阜県師範研習学校｣⇒｢岐阜県師範学校｣
1875年2月18日-09:00|日本|長野県茅野市|明治8年|<合併>筑摩県諏訪郡[下菅沢新田村､福沢村､南大塩村､塩之
  目村､下古田村､上古田村､宮原村､宮原新田村､中込新田村､御作田新田村]が合併→豊平村;諏訪郡[中村､笹原
  新田村､須栗平新田村､堀新田村､金山新田村､新居新田村､山口新田村､上菅沢新田村､白井手新田村]が合併→
  湖東村
1875年2月20日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第23号｢雑税廃止｣;明治8年太政官布告第24号｢絞油
  税則廃止｣;明治8年太政官布告第26号｢酒類税則ｦ定ﾒ酒造取締並ﾆ税則濁酒醤油ｼｭｳ麹税共廃止｣;明治8年太政官
  布告第27号｢遊船税ｦ改ﾒ車税規則ｦ定ﾒ僕婢馬車人力車駕籠乗馬遊船諸税規則廃止｣(旧幕府諸雑税が廃止され､
  車税･ﾀﾊﾞｺ税･酒税が定められる)
1875年2月22日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第31号｢等外吏ﾆ準ｽﾙ者犯罪条例ｦ定ﾑ｣;明治8年太政
  官布告第32号｢蚕種製造組合条例並ﾆ蚕種製造組合会議局規則ｦ定ﾒ蚕種取締規則廃止｣
1875年2月22日-09:00|日本|  ||明治8年|立志社(土佐)の呼びかけにより､大阪で全国の政社が会合し愛国社結
  成
1875年2月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ｢自然主義｣絵画の画家で風景画を得意としたｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ｶﾐｰﾕ･ｺﾛ
  ｰ(1796-､78歳)/夕暮れを好んで描き､安息･清新という特徴をもつ
1875年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの地質学者ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾗｲｴﾙ/87歳(誕生:17871114)地史学を開拓した
1875年2月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､元老院の組織に関する法律が可決される
1875年2月25日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第33号｢鎮台条例中改正｣
1875年2月25日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|明治8年|神仏分離令により吉水院廃寺､吉水神社に改称
1875年2月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､公権力の組織に関する法律が可決される
1875年2月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ﾏｰ伯｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾍﾝﾘｰ･ｱｰｽｷﾝ｣13代ｹﾘｰ伯(~18880916死去)
1875年2月25日-08:00|中国|  ||清･光緒1年1月20日|<即位>清皇帝｢徳宗光緒帝｣(4歳~19081114)光緒と改元/西
  太后が親政
1875年2月27日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ知事｢Leopold Eberhard Ludovic de Pritzbuer｣(
  ~18780411)
1875年2月27日-09:00|日本|東京都文京区|明治8年|<開園>文部省,日本初の近代的植物園｢小石川植物園｣(小石
  川薬園を改称,明治10年,東京大学附属となる)
1875年2月27日-01:00|ﾓﾅｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾅｺ総督･国務院議長｢ｼｬﾙﾙ･ｳﾞｨｸﾄﾙ･ｴﾐｰﾙ･ﾄﾞ･ﾎﾞﾜｲｴ､ｻﾝﾄ･ｽｻﾞﾝﾇ男爵｣
  (~18840114)
1875年2月27日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾖﾊﾝ･ｼｭﾄﾗｳｽ2世《喜歌劇｢ｳｨｰﾝのｶﾘｵｽﾄﾛ｣》
1875年2月28日-09:00|日本|  ||明治8年|貿易銀発行/420ｸﾞﾚｲﾝに増量
1875年3月-09:00|日本|  ||明治8年|<竣工>日本海軍｢函容丸｣(450t)横須賀造船所
1875年3月-09:00|日本|  ||明治8年|ｶﾞｽ灯が東京の京橋から北へ万世橋､浅草橋まで点火
1875年3月-09:00|日本|愛媛県松山市|明治8年|<移転改称>県立松山病院医学所[温泉郡二番町]⇒｢収養館｣[小唐
  人町元水野屋敷]
1875年3月-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|明治8年|<発足>官営の医薬品試験機関｢大阪司薬場｣(舎蜜局跡⇒18
  87年､大阪衛生試験所)
1875年3月-09:00|日本|NIPPON EXPRESSﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治7年|<改称>陸運元会社⇒内国通運会社
1875年3月-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治7年|<改称>三井組⇒三井ﾊﾞﾝｸ
1875年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Sakizli Esad Muhlis Pasha｣(~1876.6)
1875年3月1日-09:00|日本|奈良教育大学|明治8年|<改称>伝習所⇒奈良(小学)師範学校
1875年3月1日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ総監代行｢ｸﾛｰﾄﾞ･ﾐｼｪﾙ･ｼﾞｬｯｸ･ﾙｲ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾌｫﾝﾃｰﾇ｣(~9
  .16)
1875年3月1日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰで､保守派の自由党が結成される
1875年3月1日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ﾎﾞﾅﾍﾞﾝﾁｬｰ･ｶｰﾎﾞ･ｲ･ｱﾙｺｲ｣(
  ~8日)
1875年3月1日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ共和国大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾎｱｷﾝ･ﾁｬﾓﾛ･ｱﾙﾌｧﾛ｣(~18790301)
1875年3月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ1875年市民権法成立､公共の場での人種差別禁止
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1875年3月2日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第36号｢徴兵令改正中教導職試補増加ﾉ条削除｣
1875年3月2日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国首相｢ﾍﾞﾗ･ﾊﾞｰﾛ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪﾝｸﾊｲﾑ｣(~10.21)
1875年3月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ﾋﾞｾﾞｰ《歌劇｢ｶﾙﾒﾝ｣》ｵﾍﾟﾗ･ｺﾐｯｸ
1875年3月3日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督代理｢Jacques Eugene Barnabe Ruillier｣(~12.30)
1875年3月4日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第37号｢北海道ﾆ屯田憲兵ｦ設ｹ開拓使中准陸軍大佐以
  下官等ｦ置ｸ｣
1875年3月4日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第38号｢国内回漕規則第十五条中但書追加｣
1875年3月7日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第39号｢明治八年郵便為替規則第七十五条改定｣
1875年3月7日-09:00|日本|長野県諏訪郡富士見町|明治8年|<合併>筑摩県諏訪郡[田端村､先達村､葛窪村､池袋村
  ､高森村､小六新田村]が合併→境村;諏訪郡[乙事村と立沢村]が合併→本郷村
1875年3月7日-09:00|日本|長野県茅野市|明治8年|<合併>筑摩県諏訪郡[中道村､小屋場村､槻木新田村､上場沢新
  田村､大日影新田村]が合併→泉野村;諏訪郡[柏原村､湯川村､芹ヶ沢村､糸萱村]が合併→北山村;諏訪郡[埴原
  田新田村､鋳物師屋新田村､北大塩新田村､一本木新田村､塩沢村]が合併→米沢村
1875年3月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼﾞｮﾝ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ､動物学者(生年1800年)
1875年3月8日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第40号｢商船規則第十項廃止｣
1875年3月8日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾊﾞﾙﾏｾﾀﾞ伯ﾌﾞﾗｽ･ｳﾞｨﾗｰﾃ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗ
  ･ﾍﾗ｣(3回目~18760118)
1875年3月10日-09:00|日本|  ||明治8年|奈良の東大寺をはじめ各寺院の実器は内務省管理下に永久保存法を設
  ける
1875年3月10日-09:00|日本|東京都港区|明治8年|清水誠､東京三田四国町の吉井公別邸に仮工場を設けﾏｯﾁ製造
  を開始(黄燐ﾏｯﾁ)
1875年3月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第4代首相｢ﾙｲ･ﾋﾞｭﾌｪ｣王党派(第1次~18760223)
1875年3月11日-09:00|日本|島根大学|明治8年|<設立>島根県小学教員伝習所
1875年3月12日-09:00|日本|山口県下関市|明治8年|<死去>毛利元純(44歳)元長門清末藩主･知藩事
1875年3月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｷｼｬﾝ･ｼﾝ｣(~18770723)
1875年3月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの国民議会が陸軍増強法を可決
1875年3月14日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第42号｢米海外輸出ｦ許ｽ｣
1875年3月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで中央銀行設立法が制定される
1875年3月15日-09:00|日本|京都府京丹後市|明治8年|<開催>｢第4回京都博覧会｣(~6.22)[開催地]京都府[会場]
  京都御所･仙洞御所･大宮御所[主催]京都博覧会社[入場者]337,542人
1875年3月15日-09:00|日本|東京都大田区|明治8年|<点灯>羽田灯台(東京都,鉄造,廃灯)
1875年3月15日-09:00|日本|山梨大学|明治8年|<改称>｢師範講習学校｣⇒｢山梨県師範学校｣
1875年3月16日-09:00|日本|香川県高松市|明治8年|<一般公開>｢栗林公園｣[香川県高松市栗林町]
1875年3月17日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ﾗｳﾌﾟ､ｳﾞｧｲｵﾘﾆｽﾄ･作曲家(生年1832年)
1875年3月18日-09:00|日本|  ||明治8年|正院内に政体取調局を設置,木戸･大久保･板垣･伊藤の4参議が委員と
  なり,3月28日,成案を上奏
1875年3月20日-09:00|日本|  ||明治8年|津軽海峡に海底電信敷設/東京-青森間､北海道間の電信線が開通
1875年3月20日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年文部省布達第3号｢官立師範学校卒業生派出規則廃止｣
1875年3月21日-09:00|日本|三重県松阪市|明治8年|<創建>山室山神社(→本居神社→本居宣長ﾉ宮)
1875年3月22日-09:00|日本|  ||明治8年|<交付>日本海軍運輸船｢函容丸｣⇒北海道開拓使｢函館丸｣と改称
1875年3月24日-09:00|日本|  ||明治8年|大蔵･内務両省からｽﾀｯﾌを集めて地租改正を一括して扱う専門部局地
  租改正事務局設置
1875年3月24日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年文部省布達第6号｢大阪府下ﾆ司薬場ｦ設ｸ｣
1875年3月25日-09:00|日本|  ||明治8年|東京-青森間の電信線が開通(仙台-青森間開通による)
1875年3月26日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Johan Wilhelm van Lansberge｣(~188104
  12)
1875年3月26日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｳﾞｨｸﾄﾙ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾎﾟﾘﾜﾉﾌ｣(~18850404)
1875年3月28日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第45号｢艀漁船並ﾆ海川小回船等船税規則中第三則
  改定｣
1875年3月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣
1875年3月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ･ﾏﾘｱ｣(~19490115死去)
1875年3月29日-08:00|中国/台湾|  ||清･光緒1年2月22日|台湾の獅頭社の高砂族の乱が平定される
1875年3月30日-09:00|日本|  ||明治8年|<改称>｢博覧会事務局｣⇒｢博物館｣(内務省所属)
1875年3月31日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第47号｢蚕種原紙規則中改正｣
1875年4月-09:00|日本|  ||明治8年|<結成>睦連(寄席芸人統一団体)
1875年4月-09:00|日本|  ||明治8年|国産ﾏｯﾁ製造の始まり/清水誠､東京三田四国町の吉井公別邸に仮工場を設
  け黄燐ﾏｯﾁ製造に着手
1875年4月-09:00|日本|東京都墨田区|明治8年|<大相撲>明治8年4月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優勝:(
  西前4)武藏潟,7勝1敗1分
1875年4月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｵﾃﾞｯｻで南部ﾛｼｱ労働者同盟が設立
1875年4月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｲｴﾒﾝ･ｳｫﾘｽ(総督)｢Mustafa Asim Pasha｣(~1879.4)
1875年4月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのｶﾞｽﾄﾝ･ﾃｨｻﾝﾃﾞｨｴが､Joseph Croce-Spinelliと Theodore Sivelと共に気球で
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  8,600mの高さに達したが､2人の同僚は酸素不足で死に､ﾃｨｻﾝﾃﾞｨｴは生き残ったが､聴力を失った
1875年4月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ海軍ｶｽｺ級水雷艇｢ﾋｰﾛｰ｣(1175t)ﾜｼﾝﾄﾝ海軍工廠にて解体
1875年4月1日-09:00|日本|熊本県|明治8年|<開催>｢熊本博覧会｣(~5.30)[開催地]熊本県[会場]白川県熊本錦山
  神社[主催]熊本博覧会社
1875年4月1日-09:00|日本|奈良県奈良市|明治8年|<開催>｢第1回奈良博覧会｣(~6.19)[開催地]奈良県[会場]東大
  寺大仏殿[主催]奈良博覧会社
1875年4月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾚﾜ国をｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞが統治(~18951015)
1875年4月1日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾅﾀｰﾙ特別委員代行｢ｶﾞｰﾈｯﾄ･ｼﾞｮｾﾌ･ｳｫﾙｽﾞﾘｰ卿｣(~9.3)
1875年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟﾗﾒﾃﾞ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣｢ﾙｲｰｼﾞ･ﾊﾟｽｸｱﾘ｣
1875年4月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾀｲﾑｽﾞ紙世界初天気予報
1875年4月4日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第48号｢式部寮中伶人官等改定｣
1875年4月5日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第49号｢国内回漕規則第十五条中港則違犯ﾉ者科料改
  定｣
1875年4月6日-09:00|日本|  ||明治8年|台形をしたｺﾝﾋﾞｰﾌの缶詰の缶が特許登録される
1875年4月6日-09:00|日本|京都府綾部市|明治8年|<死去>谷衛滋(59歳)元丹波山家藩主･知藩事
1875年4月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾓｰｾﾞｽ･ﾍｽ､思想家(生年1812年)
1875年4月10日-09:00|日本|  ||明治8年|勲章及び従軍記章の制初めて定められ､勲等を分け八級となす
1875年4月10日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第51号｢証券印税規則第四則中改正増加｣
1875年4月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾀﾞﾔｰﾅﾝﾄﾞ･ｻﾗｽﾜﾃｨによってｱｰﾘｱ･ｻﾏｰｼﾞ(ｱｰﾘﾔ伝統協会)がﾎﾞﾝﾍﾞｲに設立(のちﾊﾟﾝ
  ｼﾞｬｰﾌﾞに拡大)
1875年4月11日-09:00|日本|  ||明治8年|<設立>松本良順ら学会東京医学会社
1875年4月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ｼｭﾜｰﾍﾞ､天文学者(生年1789年)
1875年4月12日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第56号｢酒造其外取締規則追加ﾉ条但書改定｣;明治8
  年太政官布告第57号｢酒類税則第三則中改定｣
1875年4月12日-09:00|日本|広島大学|明治8年|<改称>｢白島学校｣⇒｢広島県公立師範学校｣
1875年4月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就航>ﾌﾗﾝｽ海軍装甲艦｢ﾘｼｭﾘｭｰ｣(18731203､ﾂｰﾛﾝ造船所で進水)
1875年4月14日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第58号｢立憲政体ﾉ詔書｣;明治8年太政官布告第59号
  ｢元老院大審院ｦ置ｷ式部寮ｦ宮内省ﾆ附ｼ左右院ｦ廃ｽ｣行政を担当する太政官･正院､立法を担当する元老院･地方
  官会議(上下両院に擬制)､司法省裁判所を廃止して大審院(太政官の左右両院を廃止､その下に上等裁判所･地
  方裁判所)を置く三権分立制の基礎を形作った;正院歴史課を修史局と改称
1875年4月14日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領下ﾋﾞﾙﾏ主席弁務官｢ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾘﾊﾞｰｽﾞ･ﾄﾝﾌﾟｿﾝ｣(18770430まで
  代行~18780330)
1875年4月17日-09:00|日本|  ||明治8年|前田健次郎(香雪),｢平仮名絵入新聞｣創刊､翌年3月より｢東京絵入新聞
  ｣に改称
1875年4月17日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年陸軍省布布達第109号｢徴兵令参考第十五条但書刪去｣
1875年4月19日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第61号｢艀漁船並ﾆ海川小回船等船税規則第七則追
  加｣
1875年4月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾛﾀﾞ国摂政評議会議長｢ﾏﾀﾞﾌﾞ･ﾗｵ･ﾀﾝｼﾞｬｳﾞﾙｶﾙ卿｣(~5.25)
1875年4月20日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第62号｢造幣規則改定｣
1875年4月21日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Thomas Louis Kirkland Le Normant de Ke
  rgrist｣(~1877年)
1875年4月22日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第64号｢海軍旗章中改定｣
1875年4月23日-09:00|日本|  ||明治8年|元老院議員任命 後藤象二郎､陸奥宗光､津田出､吉井友実､由利公正､加
  藤弘之以下13名 勝海舟は辞退
1875年4月24日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第65号｢蚕種製造組合条例第十一条第二節ﾍ但書追
  加｣;明治8年太政官布告第66号｢内国船難破及漂流物取扱規則ｦ定ﾒ浦高札ｦ廃ｽ｣
1875年4月24日 02:30|日本|岐阜県高山市|明治8年|<飛騨高山明治8年の大火>午前11時30分､高山二之町の商人
  桐山源兵衛宅の薪小屋の二階から出火､烈しい南風にあおられて周囲に飛び火/特に中心街の一之町三丁目､二
  之町二丁目､三之町三丁目東側と四丁目西側が猛火をかぶり､一之新町､二之新町､大新町､八幡町､鉄砲町､若達
  町が焼失｡寺内町の高山御坊照蓮寺ほか9か寺､横山八幡社及び小学校2校が焼け､午後6時5分鎮火｡破壊消防で7
  戸が壊され､住家1032戸､土蔵44か所､橋2か所に延焼し灰となった.1人死亡
1875年4月25日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第67号｢元老院ｦ太政官代中元左院跡ﾍ置ｸ｣;明治8年
  太政官第67号の2布告｢元老院中正副議長議官正権大少書記官正権大中少書記生ｦ置ｷ官等ｦ定ﾑ｣
1875年4月25日-08:00|中国|  |||<死去>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ｢12世ﾃｨﾝﾚｰ･ｷﾞｬﾂｫ｣
1875年4月25日-08:00|中国|  |||<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢閣僚会議｣(~同年)⇒｢第10代ｸﾝﾃﾞﾘﾝｸﾞ･ﾗﾏ･ﾀﾂｧｸ･ｶﾞﾜﾝ･ﾍﾟﾙﾃﾞﾝ
  ｣(~18780212)
1875年4月26日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｻｸｽﾞﾙ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ｴｻｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~8.26)
1875年4月28日-09:00|日本|伊予銀行|明治7年|<設立>栄松社(銀行類似会社､松山)
1875年4月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就航>ｲｷﾞﾘｽのｲﾝﾏﾝ･ﾗｲﾝの客船｢ｼﾃｨ･ｵﾌﾞ･ﾍﾞﾙﾘﾝ｣(ｹｰﾄﾞ･ｱﾝﾄﾞ･ｶﾝﾊﾟﾆｰによって
  建造)(1898年ｱﾒﾘｶ政府に徴用され｢ﾐｰﾄﾞ｣と改名､1921年ｽｸﾗｯﾌﾟ)
1875年4月30日-09:00|日本|  ||明治8年|<廃止>神仏合同布教
1875年4月30日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|明治8年|愛媛･宇和島須賀通りで大火､105戸焼失
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1875年4月30日-09:00|日本|長崎県|明治8年|<改称>｢蕃地事務局(兵員)病院｣⇒長崎県管轄｢長崎病院｣
1875年4月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｬﾝ=ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾜﾙﾃﾞｯｸ､古物研究家･地図学者･芸術家･探検家(生年1766
  年)
1875年5月-09:00|日本|  ||明治8年|<売却>日本國郵便蒸気船｢黄龍丸｣⇒日本政府
1875年5月-09:00|日本|鹿児島大学|明治8年|<立>小学校授業講習所設
1875年5月-09:00|日本|JR|明治8年|神戸工場で国産木材を使って客車･貨車を製造(車輪等は輸入)客車製造の最
  初
1875年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾃﾞｶﾝの農民が高利貸しに対して反乱おこす
1875年5月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ｼﾞｬﾜ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ｣(3954t)
1875年5月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ芸術院がｼﾄﾞﾆｰに開かれた/18760602,ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ･ｱｰﾄ･ｷﾞｬﾗﾘ
  ｰとなり､1880年にはﾅｼｮﾅﾙ･ｱｰﾄ･ｷﾞｬﾗﾘｰと改名
1875年5月1日-09:00|日本|慶應義塾|明治8年|<開館>福沢諭吉｢三田演説館｣
1875年5月1日-09:00|日本|JR西日本東海道本線|明治8年|<開業>官設鉄道安治川支線[大阪-安治川]間2.82km
1875年5月1日-09:00|日本|日本郵船|明治8年|<改称>｢三菱商会｣⇒｢三菱汽船会社｣
1875年5月1日-09:00|日本|読売新聞|明治8年|読売新聞,隔日発行から日刊に改める(1枚売り8厘,月ぎめ16銭)
1875年5月2日-09:00|日本|ゆうちょ銀行|明治8年|郵便貯金業務が開始される
1875年5月3日-09:00|日本|  ||明治8年|<解散>大教院/｢教会新聞｣廃刊
1875年5月3日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第69号｢国内回漕規則第十六条ﾍ但書追加｣
1875年5月3日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ･ﾃﾞｨﾅｰﾙ地震(M6.7)死者2千人
1875年5月4日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第071号｢司法省中明法寮廃止｣;明治8年太政官布告
  第073号｢判事解部ｦ廃ｼ判事判事補ｦ置ｷ官等ｦ定ﾑ｣
1875年5月4日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第70号｢難船救助心得方規則条目第二十五項改定｣
1875年5月7日-09:00|日本|  ||明治8年|<払下>日本國郵便蒸汽船会社｢大有丸｣((1869,Miller & Bros.,Glasgow
  ｢Wilhelmina Emma｣Thos.Wingate&Co.,Glasgow建造竣工→1870年,廻漕会社(東京)に払下げ→1870年,日本政府
  (東京)に売却､｢大有丸｣と改名→1871年､廻漕取扱所(東京)へ移籍))⇒沖縄県(1880年,郵便汽船三菱会社へ移
  籍)
1875年5月7日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第75号｢海軍省中造兵司武庫司廃止｣
1875年5月7日-09:00|日本|茨城県|明治8年|<分割編入>新治県新治郡･筑波郡･河内郡･行方郡･信太郡･鹿島郡､千
  葉県結城郡･猿島郡･岡田郡･豊田郡･相馬郡の一部･葛飾郡の一部を移管→茨城県
1875年5月7日-09:00|日本|埼玉県|明治8年|<分離編入>千葉県葛飾郡の一部を移管→埼玉県
1875年5月7日-09:00|日本|千葉県|明治8年|<分割編入>新治県香取郡･匝瑳郡･海上郡を編入→千葉県
1875年5月7日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治8年;ﾛｼｱ暦4月25日|ｻﾝｸﾄ･ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸで､日本とﾛｼｱの間に樺太･千島交換条
  約が結ばれる/樺太全島がﾛｼｱ領､千島全島が日本領となり､日露国境が画定される
1875年5月9日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第77号｢陸軍省中兵学寮廃止｣
1875年5月9日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ﾁｬﾘﾗｵｽ･ｽﾊﾟｲﾙ･ｲ･ﾄﾞﾉｽ･ﾄﾘｺｳﾋﾟｽ｣(1回目~10.27)
1875年5月10日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第81号｢郵便ﾊｶﾞｷ紙改正｣;明治8年太政官布告第82
  号｢造幣規則中訂正｣
1875年5月10日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領海峡植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾗﾝｼｽ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ･ｼﾞｬ
  ｰｳﾞｫﾜ卿｣(~18770403)
1875年5月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾀｳﾞｧﾚｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ｣(~18770724)
1875年5月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ暫定総督｢ﾙｲ･ﾍﾞﾙﾅｰﾙ･ｱﾒﾘｳｽ･ﾃﾞﾙﾘｭｰ｣(~7.1)
1875年5月17日-09:00|日本|  ||明治8年|書籍館の蔵書は文部省の所管には戻ってこなかったため､文部省は改
  めて省の所蔵する図書を譲渡し､同館は東京書籍館として再度湯島聖堂内に再発足､日本で初めての納本図書
  館として全ての国内出版物を蔵書に受け入れた
1875年5月17日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第86号｢国内回漕規則第十七条追加｣
1875年5月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾙｰｲﾋﾞﾙのﾁｬｰﾁﾙﾀｳﾝｽﾞ競馬場で､ﾙｲｽ･ｸﾗｰｸが第1回ｹﾝﾀｯｷｰ･ﾀﾞｰﾋﾞｰを開催
1875年5月18日-13:00|ｻﾓｱ/米領ｻﾓｱ|  |||ｻﾓｱ王国憲法が発布される
1875年5月18日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ･ｺﾛﾝﾋﾞｱで地震(M7.0)死者1万6000人
1875年5月20日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治8年|軍艦｢雲揚｣が朝鮮近海の水路を測量中､江華島砲台の朝鮮
  兵から砲撃を受け｢雲揚｣は応戦して砲台を占領､永宗城を焼き朝鮮兵30余名を倒し帰投
1875年5月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾊﾟﾘで､米独伊仏がﾒｰﾄﾙ条約調印し､ﾒｰﾄﾙ法が国際単位系とし
  て認められる
1875年5月22日-13:00|ｻﾓｱ/米領ｻﾓｱ|  |||<就任>ｻﾓｱ王国首相｢ｱﾙﾊﾞｰﾄ･ﾊﾞｰﾝｽﾞ･ｽﾀｲﾝﾊﾞｰｶﾞｰ｣(~18760208首相廃止)
1875年5月22日-13:00|ｻﾓｱ/米領ｻﾓｱ|  |||<即位>ｻﾓｱ王｢ﾏﾘｴﾄｱ･ﾗｳﾍﾟﾊﾟ｣((2度目~1876年)
1875年5月22日-09:00|日本|  ||明治8年|中村正直･古川正雄･岸田吟香ら,盲人の保護教導を目的として<楽善会
  >を組織(のちの東京盲唖学校)
1875年5月22日-09:00|日本|金沢大学|明治8年|<設立>石川県女子師範学校(初の地方女子師範学校)
1875年5月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾁｭｰﾘﾝｹﾞﾝ地方のｺﾞｰﾀで､ﾗｻｰﾙ派とｱｲｴﾅﾊ派が合同してﾄﾞｲﾂ社会主義労働党が結
  成される
1875年5月22日-09:00|韓国/朝鮮|  ||明治8年|慶尚道･蔚山で民乱
1875年5月23日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第89号｢火葬禁止ﾉ布告廃止｣
1875年5月24日-09:00|日本|  ||明治8年|日本海軍軍艦｢高雄丸｣運送船と測量船を兼任;兵部省所管軍艦｢大坂丸
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  ｣輸送船に準ずるものと定められた
1875年5月24日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第91号｢大審院諸裁判所職制章程｣<大審院設置>;明
  治8年太政官布告第92号｢上等裁判所ｦ東京大阪福島長崎ﾆ置ｷ其分轄府県ｦ定ﾑ｣;明治8年太政官布告第94号｢民事
  控訴略則廃止｣
1875年5月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<創立>ｲﾝﾄﾞで｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｶｰﾝが､ﾑﾊﾒﾀﾞﾝ･ｱﾝｸﾞﾛ･ｵﾘｴﾝﾀﾙ･ｶﾚｼﾞ｣
1875年5月25日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第95号｢新旧公債証書発行条例改定｣
1875年5月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾛﾀﾞ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｹﾞｰｸﾜｰﾙ)｢ｻﾔｼﾞ･ﾗｵ3世･ｹﾞｰｸﾜﾙ｣(~19390206没)､
  摂政｢ｼﾞｬﾑﾅ･ﾊﾞｲ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｹﾞｰｸﾜﾙ｣(~18811228)
1875年5月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<結成>ﾄﾞｲﾂ帝国でﾄﾞｲﾂ社会主義労働者党(全ﾄﾞｲﾂ労働者党とﾄﾞｲﾂ社会民主労働
  者党が合併)
1875年5月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｱﾗｰﾄ級砲艦｢ｱﾗｰﾄ｣(1020t,ｼﾞｮﾝ･ﾛｰﾁ&ｻﾝｽﾞ造船所)
1875年5月29日-09:00|日本|横浜銀行|明治7年|<設立>積小社(小田原銀行の前身)(小田原)
1875年5月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就航>ﾎﾜｲﾄ･ｽﾀｰ･ﾗｲﾝの客船｢ｹﾞﾙﾏﾆｯｸ｣(ﾊｰﾗﾝﾄﾞ･ｱﾝﾄﾞ･ｳﾙﾌによって建造)(1904
  年ｱﾒﾘｶﾝ･ﾗｲﾝに売却､その後ﾄﾞﾐﾆｵﾝ･ﾗｲﾝへ再び売却)
1875年5月31日-09:00|日本|  ||明治8年|太政官札･民部省札･大蔵省免換証券･開拓便見換証券の通用禁止
1875年5月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｴﾘﾌｧｽ･ﾚｳﾞｨ､魔術理論家(生年1810年)
1875年6月-09:00|日本|  ||明治8年|<改称>｢河原崎座｣→｢新堀座｣
1875年6月-09:00|日本|  ||明治8年|<竣工>大坂山道(阿讃国境)2里47間6歩
1875年6月-09:00|日本|  ||明治8年|日本國郵便蒸汽船会社:｢紀伊國丸｣｢錫懐丸｣｢明光丸｣｢靑龍丸｣｢延年丸｣｢萬
  里丸｣日本政府に売却;｢有功丸｣(建造年,建造所不詳)日本政府に売却;｢千里丸｣(1867年､Jardine Matheson & 
  Co.,U.K.｢Lamont｣Robert Napier And Sons,Glasgow建造進水→1867年､Shanghai S. N. Co.,U. S.に売却､｢CH
  IH-LI｣と改名→1871年､廻漕取扱所(東京)に売却､｢千里丸｣と改名)日本政府に売却;｢猶龍丸｣(1861年,T. Lane
  ,U. K.｢Undine｣Thos. Wingate & Co.,Glasgow建造進水→1862年､Douglass Lapraik&Co.,HongKongの所有→18
  68年､加賀藩に売却､｢猶龍丸｣と改名→1871年､日本政府に移籍→1871年､廻漕取扱所(東京)に移籍)日本政府に
  売却
1875年6月-09:00|日本|駒沢大学|明治8年|<開校>｢曹洞宗専門学校｣[青松寺獅子窟学寮内]
1875年6月-09:00|日本|日本郵船|明治8年|<解散>日本国郵便蒸気汽船会社
1875年6月-09:00|日本|福井県|明治8年|<架橋>中角橋(吉田郡舟橋新村･中角村間)
1875年6月-02:00|ｴｽﾜﾃｨﾆ|  |||<就任>ｽﾜｼﾞﾗﾝﾄﾞ最高支配者｢ﾄﾞﾗﾐﾆ4世｣(~18891007没)
1875年6月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾌﾞﾙｻﾘ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾚﾃﾞｨﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~9月)
1875年6月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾗｰｼﾝ･ﾏﾏﾄﾞｩ･ｾﾘﾝ･ﾀﾗ｣(3回目~11月)
1875年6月1日-09:00|日本|  ||明治8年|東京･赤坂葵町に､内務省地理寮(国土地理院の前身)量地課東京気象台
  を設立(中央気象台の前身)内務省測量司ではじめてｲｷﾞﾘｽ式気象観測を開始(当初は1日3回,明治9年から1日8
  回,19年1月から毎時観測となる)
1875年6月1日-09:00|日本|ﾌｪﾘｽ女学院|明治8年|山手178番に校舎建築･落成｢ﾌｪﾘｽ･ｾﾐﾅﾘｰ｣と名づける
1875年6月2日-09:00|日本|  ||明治8年|<創刊>日本初のﾀﾌﾞﾛｲﾄﾞ版｢東京曙新聞｣(｢あけぼの｣を改称)
1875年6月3日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地政府首相｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞｳｺｰﾄ｣(2期目~18760606)
1875年6月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>｢ﾛﾏﾝ主義｣音楽の作曲家ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ﾋﾞｾﾞｰがﾊﾟﾘ西郊外ﾌﾞｰｼﾞｳﾞｧﾙ(ｲｳﾞﾘｰﾇ県)
  で(1838-､37歳)/主な作品に｢ｶﾙﾒﾝ｣･｢ｱﾙﾙの女｣など
1875年6月5日-09:00|日本|  ||明治8年|気象庁が毎日の定時観測を開始
1875年6月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾐﾗｰｼﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾙ･ﾗｵ3世ﾊﾞﾗ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾊﾟｯﾄﾜﾙﾀﾞﾝ｣(~19360623)
1875年6月8日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第102号｢金穀貸借請人証人弁償規則改正｣
1875年6月9日-09:00|日本|  ||明治8年|明治政府が九州で唯一の長崎上等裁判所が萬歳町の長崎裁判所を仮庁
  舎とし開庁
1875年6月9日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｯｷｭｰｴﾝ｣(2回目~7.3)
1875年6月11日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国首相｢ﾔｺﾌﾞ･ﾌﾞﾛﾝﾇﾑ･ｽｶﾍﾞﾆｳｽ･ｴｽﾄﾗｯﾌﾟ｣(~18940807)
1875年6月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｳｨﾝﾛｯｸ､天文学者(生年1826年)
1875年6月13日-09:00|日本|  ||明治8年|政府より柄崎温泉組に温泉払下げ(武雄温泉)
1875年6月13日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第105号｢蚕種製造組合条例中蚕種印紙税改正｣
1875年6月14日-09:00|日本|  ||明治8年|<死去>二代目尾上菊次郎/女方四代目市川小團次の相手役
1875年6月15日-09:00|日本|  ||明治8年|<死去>浮世絵師,三代目鳥居清忠/59歳
1875年6月16日-09:00|日本|新潟県長岡市|明治8年|<死去>牧野忠訓(32歳)元越後長岡藩主
1875年6月18日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第106号｢明治七年第百四号地所買受地券申請ﾉ布告
  改正｣
1875年6月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ海軍外輪ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ｻﾗﾅｯｸ｣(2100t)Seymour Narrowsにて難破
1875年6月19日-09:00|日本|東京都|明治8年|東京府下､吹矢などの賭け商売をいっさい禁止
1875年6月20日-09:00|日本|  ||明治8年|<開園>宮城県｢桜ヶ岡公園｣(旧仙台藩門閥である伊達安房･古内左近之
  助･大内逢殿の3邸地､合計5447坪)
1875年6月22日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ男爵ｲﾝﾄﾞﾚﾆｳｽ｣(7回目~11.17)
1875年6月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾘｱ国統治者(ﾀｺﾚ･ｻﾍﾌﾞ)｢ﾓｼﾞ･ﾑﾙｳﾞｧｰｼﾞ｣(~19071019没)
1875年6月25日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第108号｢新貨条例ｦ改刻ｼ貨幣条例ﾄ改ﾑ｣(定位貨幣
  を補助貨幣に改称);明治8年太政官布告第109号｢亜米利加合衆国ﾄ郵便交換条約書中改定｣
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1875年6月25日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国閣僚評議会議長(首相)｢ｶｼｱｽ男爵･伯爵･侯爵ﾙｲｽ･ｱﾙﾍﾞｽ･ﾃﾞ
  ･ﾘﾏ･ｴ･ｼﾙﾊﾞ｣(3回目~18780105)
1875年6月28日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第110号｢讒謗律｣,明治8年太政官布告第111号｢新聞
  紙条目ｦ廃ｼ新聞紙条例ｦ定ﾑ｣(反政府言論を取り締まるため/発行許可制､持主･編集人･印刷人等の法的責任､騒
  乱煽起･成法誹毀の論説取締りなど)
1875年6月28日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのｲｽﾏｲｰﾙ･ﾊﾟｼｬが､外国人の協力で裁判所を設置
1875年6月29日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第113号｢改定律例第四条増加｣
1875年6月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ皇帝｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ1世｣(生年:1793年)
1875年6月30日-09:00|日本|  ||明治8年|元老院の議案条令定められる
1875年7月-09:00|日本|慶應義塾|明治8年|慶應義塾大阪分校が徳島に移される
1875年7月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅとﾎﾞｽﾆｱで反乱が起こる(~1877年)
1875年7月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督兼最高司令官代理｢Sanford Freeling｣(~11
  月)
1875年7月1日-09:00|日本|  ||明治8年|<開催>｢長野博覧会｣(～8月19日)[開催地]長野県[会場]善光寺大勧進[
  主催]長野博覧会会主
1875年7月1日-09:00|日本|  ||明治8年|<点灯>菅島灯台(三重県鳥羽市,ﾚﾝｶﾞ造,初期のもの現存､附属官舎(国指
  定重要文化財)は明治村に移築保存)
1875年7月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ暫定総督｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｸﾘｽﾄﾙ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨ･ﾄﾞ･ｼｺﾞﾜｲｴ｣(~8.23)
1875年7月1日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||<就任>ｷｭｰﾊﾞ共和国暫定大統領｢ﾌｱﾝ･ﾊﾞｳﾃｨｽﾀ･ｽﾎﾟﾄﾙﾉ･ｲ･ｹﾞｵﾛﾋﾞｯﾁ｣(~18760329)
1875年7月2日-09:00|日本|  ||明治8年|<設置>大阪に上等裁判所
1875年7月2日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第114号｢地所名称区別ﾉ内官有地第二種民有地第三
  種ﾉ条改正｣
1875年7月2日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｶﾞﾝﾋﾞｱ管理者｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾛｳ卿｣(1回目~3日)
1875年7月3日-09:00|日本|  ||明治8年|太政官正院の法制課を法制局に改組設置
1875年7月3日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾛｳ｣(1度目~1876年7月
  )
1875年7月3日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｶﾞﾝﾋﾞｱ管理者代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾄｰﾘｰ･ﾏｲﾙｽﾞ･ｸｰﾊﾟ
  ｰ｣(3回目~18770109)
1875年7月3日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督｢ｼﾘﾙ･ｸﾗｰｸ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣(1回目､1876年3月まで代行~187
  6年4月)
1875年7月5日-09:00|日本|  ||明治8年|元老院の開院式が行われる
1875年7月6日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾎﾟｰﾚﾝ｣(~18760215)
1875年7月7日-09:00|日本|  ||明治8年|官吏が政務に関することを新聞などに掲載するのを禁止
1875年7月7日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第115号｢牛馬売買規則第四条但書改正｣
1875年7月9日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅで反ﾄﾙｺ暴動がおこる
1875年7月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで脱燐精鉱炉が開発される
1875年7月11日-09:00|日本|  ||明治8年|出島教会(長崎監督教会)が出島8･9番地(旧ｵﾗﾝﾀﾞ商館内)に建つ/日本
  人専用として初めての新教教会で日本聖公会最古の教会(1889教会を解体)
1875年7月11日-09:00|日本|東芝|明治8年|<設立>田中久重､電信機工場｢田中製造所｣[東京･新橋]
1875年7月12日-09:00|日本|王子ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治8年|抄紙会社(のちの王子製紙)､西洋紙の製造を始める
1875年7月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで公権力の諸関係に関する法律が可決され､｢1875年憲法｣が成立/第三共
  和政の体系が決まる
1875年7月22日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第121号｢金穀貸借請人証人弁償規則布告文中削除
  増加｣;明治8年太政官布告第122号｢酒類税則第一則中追加｣
1875年7月22日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾄﾞ･ﾍﾞｸ･ﾊﾝ｣(~
  12月)
1875年7月22日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<廃位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾀﾞｰﾔｰﾙ･ﾊﾝ｣ﾛｼｱ
  により軟禁された
1875年7月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<除籍>ｱﾒﾘｶ海軍ﾚｻｶ級砲艦｢ﾅﾝﾀｽｹｯﾄ｣(1129t)
1875年7月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｱﾒﾘｶの発明家ｱｲｻﾞｯｸ･ﾒﾘｯﾄ･ｼﾝｶﾞｰ/63歳(誕生18111027)/ﾐｼﾝを発明した
1875年7月25日-09:00|日本|  ||明治8年|<設立>京都府､南禅寺の療病院管轄下｢癩狂院｣(公立精神病院の初め)
1875年7月27日-09:00|日本|  ||明治8年|<開設>横山卓､官許を得て築地合引橋ぎわに水泳道場
1875年7月29日-09:00|日本|北海道大学|明治8年|<移転改称>｢開拓使仮学校｣⇒｢札幌学校｣[北海道札幌(現:中央
  区北2西2)]
1875年7月30日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第124号｢新聞紙条例附則中追加｣
1875年7月31日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｱﾒﾘｶ第17代大統領｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｼﾞｮﾝｿﾝ｣/66歳(誕生18081229)
1875年8月-09:00|日本|大阪教育大学|明治8年|<改称>｢教員伝習所｣⇒｢大阪府師範学校｣
1875年8月-09:00|日本|岐阜大学|明治8年|<設立>岐阜県公立病院附属医学校
1875年8月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾊﾝ｢Nasir ad-Din Khan｣(1期目~10月)
1875年8月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾈｼﾞｭﾄﾞ首長｢ｱﾌﾞﾄﾞｯ ﾗｰ3世ｲﾌﾞﾝ･ﾌｧｲｻﾙ｣(2度目~1887年)
1875年8月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ﾊｼ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾗﾌﾏﾝ･ﾇﾚｯﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1877年4月)
1875年8月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||ﾎﾞｽﾆｱで反ﾄﾙｺ暴動がおこる
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1875年8月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで世界最初の海運同盟ｶﾙｶｯﾀ･ｺﾝﾌｧﾚﾝｽが成立
1875年8月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ｶｽｺ級ﾓﾆﾀｰ｢ﾓﾄﾞｯｸ｣(1175t),｢ﾉｰｾｯﾄ｣(1487t)
1875年8月1日-09:00|日本|  ||明治8年|<点灯>烏帽子島灯台(福岡県志摩町,鉄造)
1875年8月1日-09:00|日本|大分銀行|明治8年|<設立>｢朝陽社｣[大分]
1875年8月1日 04:00|BES諸島|  |||<死去>ｻﾊﾞ島副知事｢Moses Leverock｣
1875年8月4日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾊﾝｽ･ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｱﾝﾃﾞﾙｾﾝがｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝの近郊ﾒﾙｷｮｰﾙ家の別荘｢ﾛｰﾘﾍｯｽﾞ｣で/7
  0歳(誕生:18050402)童話作家
1875年8月5日-09:00|日本|  ||明治8年|<制定>度量衡取締条例･検査規則等(尺貫法を統一)
1875年8月6日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<死去>ｴｸｱﾄﾞﾙ国大統領｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾓﾚﾉ｣暗殺される
1875年8月6日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国暫定大統領｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾚｵﾝ｣(~9.15)
1875年8月7日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ｸﾞﾗﾊﾑ･ﾍﾞﾘｰ｣(~10.20)
1875年8月7日-09:00|日本|  ||明治8年|<完成>旧見付学校(静岡県磐田市)
1875年8月8日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第126号｢証券印税規則中追加｣
1875年8月8日-09:00|日本|古河機械金属|明治8年|<創立>古河機械金属
1875年8月9日-09:00|日本|  ||明治8年|日本海軍軍艦｢第一丁卯艦｣ﾗｯｺ密猟取締り中に座礁破壊
1875年8月10日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞで新土地法が施行
1875年8月11日-09:00|日本|広島大学|明治8年|<開校>小田県公立師範学校
1875年8月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで､公衆衛生法が制定される
1875年8月12日-09:00|日本|  ||明治8年|東京芝浜に離宮を設ける(浜離宮)
1875年8月12日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第127号｢福島上等裁判所ｦ宮城ﾆ移ｽ｣
1875年8月14日-09:00|日本|  ||明治8年|人身を質とする借金が禁止
1875年8月20日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第129号｢蚕種褒賞規則廃止｣
1875年8月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾗ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｳﾞｧｶﾂｨﾝｼﾞ･ﾒｸﾞﾗｼﾞ｣(~1943年没)
1875年8月22日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治8年|樺太千島交換条約が批准される/樺太がﾛｼｱ領､千島全島が日本領
  となる
1875年8月23日-09:00|日本|  ||明治8年|<発行>｢愛知日報｣[名古屋]
1875年8月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ暫定総督｢ﾙｲ･ﾃﾞﾒﾄﾘｳｽ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾈｽﾃｨ｣(1回目~11.7)
1875年8月24日-09:00|日本|  ||明治8年|札幌の開拓使女学校開業式挙行､その夜､女生徒達が西洋の音楽に合わ
  せて踊りを行う
1875年8月24日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第130号｢家禄引換公債証書発行条例ｦ廃ｼ更ﾆ二条ｦ
  定ﾒ外手続ﾊ新旧公債証書発行条例ﾆ準拠ｾｼﾑ｣;明治8年太政官布告第131号｢金札引換公債証書発行条例中改正｣
1875年8月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ｶｽｺ級ﾓﾆﾀｰ｢ﾆｵﾍﾞ｣(1175t)⇒ﾆｭｰ･ﾖｰｸのJohn Roach
1875年8月26日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾈﾃﾞｨﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~18760512)
1875年8月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ人のﾏｼｭｰ･ｳｪｯﾌﾞ大尉がﾄﾞｰﾊﾞｰ海峡の単独遊泳に成功
1875年8月27日-09:00|日本|佛教大学|明治8年|<改称>｢勧学所｣⇒｢勧学本場｣
1875年8月28日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第133号｢地租改正法各管内一般ﾆ施行ﾉ節ﾊ府県市街
  地ﾓ地価百分ﾉ三ﾆ改正｣
1875年8月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼﾞｬﾗﾜｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞ･ﾗﾅ)｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ｣
1875年8月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬﾗﾜｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞ･ﾗﾅ)｢ｻﾞﾘﾑ･ｼﾝ｣(~18960302)
1875年8月30日-09:00|日本|埼玉県|明治8年|<移転>千葉県葛飾郡の一部を編入→埼玉県
1875年8月31日-09:00|日本|山形県|明治8年|<改称>(第2次)酒田県､改称→鶴岡県
1875年8月31日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国閣僚評議会議長｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｽﾃﾌ･ﾁｭ･ｱ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨｯﾁ｣(1回目~10.8)
1875年9月-09:00|日本|福井県|明治8年|<竣工>敦賀県,舟橋(吉田郡稲多村･舟橋村間)
1875年9月-09:00|日本|福井大学|明治8年|<設置>小浜･武生･大野･福井の4か所に小学授業法伝習所
1875年9月-09:00|日本|平安女学院大学|明治8年|ﾐｽ･ｴﾚﾝ･G･ｴﾃﾞｨ､大阪川口で女学校を始める
1875年9月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｷﾞｭﾙｷｭ･ｱﾘ･ｻｲﾌﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1876年5月)
1875年9月1日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌｨｼﾞｰ植民地総督｢ｱｰｻｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ卿｣(1回目~18780626)
1875年9月3日-09:00|日本|  ||明治8年|<死去>本木昌造(72歳､生年1824年)ｵﾗﾝﾀﾞ通詞､教育者/日本における活
  版印刷の先駆者
1875年9月3日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第135号｢出版条例更定｣､罰則制定(発行者が直接届
  け､版権確保)
1875年9月3日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾅﾀｰﾙ特別委員｢ﾍﾝﾘｰ･ｱｰﾈｽﾄ･ｶﾞｽｺｲﾝ･ﾌﾞﾙﾜｰ卿｣(~18800420
  )
1875年9月4日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾑﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(~10.30)
1875年9月5日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第137号｢改定律例第二百九十一条刪除｣
1875年9月5日-09:00|日本|香川県|明治8年|<分離>名東県､讃岐国を分けて(第2次)香川県を設置
1875年9月7日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第138号｢華士族平民家禄賞典禄米額ﾉ称呼ｦ廃ｼ金禄ﾆ
  改定｣(華族･士族への家禄を米から現金支給に変える)
1875年9月7日-09:00|日本|北海道大学|明治8年|<開校>札幌学校
1875年9月8日-09:00|日本|  ||明治8年|警視庁､東京市中五橋を守る水防規則制定し水防組を組織/警視庁管轄
  下の水防組合員は､日ごろからいかだに乗るなど水上での活動を生業としており､材木の管理と運搬などに携
  わった､材木問屋の川並鳶
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1875年9月8日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<竣工>ﾛｼｱ帝国の装甲巡洋艦｢ｹﾞﾈﾗｰﾙ=ｱﾄﾞﾐﾗｰﾙ｣
1875年9月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ｶｽｺ級ﾓﾆﾀｰ｢ｼｮｰﾆｰ｣(1175t),｢ﾜｻｯｸ｣(1175t)
1875年9月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第15回全英ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ｳｨﾘｰ･ﾊﾟｰｸ(4回目)(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/166)
1875年9月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Joaquin Jovellar｣保守党(~18751202)
1875年9月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾃｵﾌｨﾛｽ･ﾍﾝﾘｰ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣
1875年9月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾊﾟﾜｰ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~18850520死去)
1875年9月15日-09:00|日本|  ||明治8年|<創業>大倉書店(大倉孫兵衛).絵双紙業および出版業(明治22年,絵双
  紙店を廃業,洋紙店開業,大正12年9月,関東大震災に全焼して廃業)
1875年9月15日-09:00|日本|日本郵船|明治8年|<払下げ>日本政府｢金川丸｣(1852年､The Peninsular And Orient
  al Steam Navigation Co.,｢London Madras｣Tod & Mcgregor,Glasgow,Scotlaned建造進水→1874年､日本政府(
  東京)に売却､｢金川丸｣と改名)⇒三菱汽船会社(1878年､庫船､後に帆船に改造→1885年,売却);｢新潟丸｣(1855
  年､Canadian Steam Navigation Co.｢Erie｣John Laird,Birkenhead,England建造進水→1856年､Gauthier Frer
  es Compagnie Franco-Americaine(France)に売却､｢BARCELONE｣と改名→1858年､Peninsular & Oriental Stea
  m Navigation Co.(London)に売却､｢BEHAR｣と改名→1874年､日本政府に売却､｢新潟丸｣と改名),｢兵庫丸｣(1874
  年,A.R.Brown,London｢Min｣R. Thompson, Junior,Southwick,England建造進水→1874年､日本政府(東京)に売
  却､｢兵庫丸｣と改名),｢隅田丸｣(1874年､R.Thompson, Junior,Southwick,England建造進水),｢社寮丸｣(1862年､
  Wakefield & Co.,Liverpool｢Shaftesbury｣Oswald & Co.,Sunderland建造進水→1874年､日本政府に売却､｢社
  寮丸｣と改名)⇒三菱汽船会社;｢高砂丸｣(1860年,The Peninsular And Oriental Steam Navigation Co.,｢Lond
  on Delta｣Thames Iron Works & Shipbuilding Co.,Blackwall,London建造進水→1874年,日本政府(東京)に売
  却､｢高砂丸｣と改名),｢東京丸｣(1864年,Cornelius Vanderbilt,｢U.S.NewYork｣Jeremiah Simonson & Co.,New 
  York建造進水→1865年,Pacific Mail Steamship Co.,U.S.に売却→1865年,Atlantic Mail Steamship Co.,U.
  S.に売却→1865年,Atlantic & Pacific Mail Steamship Co.,U.S.に売却→1874年,日本政府に売却､｢東京丸｣
  と改名),｢九州丸｣(1862年,Jardine Matheson & Co.,U.K.｢VIOLA｣Cork,Ireland建造進水→1865年,薩摩藩(鹿
  児島)に売却､｢開聞丸｣と改名→1867年,Glover & Co.,U.K.に売却､｢KIUSIU｣と改名→1869年,Jardine Matheso
  n & Co.,に売却→1871年,Olyphant & Co.,に売却→1874年,日本政府に売却､｢九州丸｣と改名),｢瓊浦丸｣(1874
  年,Sir James Laing Co.,｢Sunderland Muriel｣Sir James Laing Co.,Sunderland建造進水→1874年,日本政府
  に売却､｢瓊浦丸｣と改名)⇒三菱汽船会社;｢品川丸｣｢敦賀丸｣｢東海丸｣｢豊島丸｣｢紀伊國丸｣｢靑龍丸｣⇒三菱汽船
  会社;｢錫懐丸｣⇒三菱汽船会社(1878年,｢芳野丸｣と改名);｢有功丸｣⇒三菱汽船会社(1877.2,帆船に改造､以後
  不明);｢猶龍丸｣⇒三菱汽船会社(1876年､ｽｸｰﾅｰ型帆船に改造､｢淡路島丸｣と改名→1888年､井上仁兵衛(大阪)に
  売却､｢永楽丸｣と改名→1895年､岸本(大阪)に売却);｢萬里丸｣⇒三菱汽船会社(1877.2､帆船に改造→1878､庫船
  に格下げ);｢明光丸｣⇒三菱汽船会社｢須磨浦丸｣と改名;｢千里丸｣⇒三菱汽船会社(1878年,庫船となる→1890年
  ,解体);｢黄龍丸｣⇒三菱汽船会社(1883年,遭難);｢延年丸｣三菱汽船会社に移籍(後に庫船に格下げ､売却)
1875年9月15日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国暫定大統領｢ﾎｾ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ｴｷﾞｸﾞﾚﾝ｣(~12.9)
1875年9月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾛﾋ国統治者(ﾗｵ)｢ｹｼｭﾘ･ｼﾝ｣(~18890701)
1875年9月16日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ総監代行｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾏﾘｰ･ﾌｪﾘｴ｣(~12.26)
1875年9月18日-09:00|日本|日本郵船|明治8年|<改称>三菱汽船会社⇒郵便汽船三菱会社
1875年9月19日-09:00|日本|東京都|明治8年|<死去>新門辰五郎(76歳､生年1800年)町火消､鳶頭､侠客
1875年9月20日-09:00|韓国/日本/朝鮮|  ||朝鮮･光緒1年8月21日|<江華島事件>雲揚号､江華島で武力挑発(江華
  島砲撃)を行ない､永宗島に上陸し､抗戦する永宗島守備兵らを射殺(戦死･犠牲者35名/日本軍は戦死者2名/負
  傷者1名が後に死亡)
1875年9月21日 03:55|韓国/日本/朝鮮|  ||朝鮮･光緒1年8月22日|<江華島事件>午前12時56分,第三砲台を砲撃
  破壊した上で砲撃を止める
1875年9月21日 05:40|韓国/日本/朝鮮|  ||朝鮮･光緒1年8月22日|<江華島事件>午後02時40分,第二砲台に上陸
  し､陣地を焼払う
1875年9月22日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第142号｢内外史ｦ廃ｼ更ﾆ正権大少史ｦ置ｷ官等ｦ定ﾑ｣
1875年9月22日-01:15|韓国/日本/朝鮮|  ||朝鮮･光緒1年8月23日|<江華島事件>午前07時43分,第一砲台の島に
  上陸後8分間の激戦の後､同砲台を占拠
1875年9月22日 00:05|韓国/日本/朝鮮|  ||朝鮮･光緒1年8月23日|<江華島事件>午前09時07分,江華島城内に遺
  棄した大砲等の武器を戦利品として捕獲し､城内を焼き払う
1875年9月23日-09:00|日本|日本郵船|明治8年|<下付>解散した日本国郵便蒸気船会社所有船舶18隻⇒郵便汽船
  三菱会社
1875年9月24日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第144号｢万国船舶信号法告諭｣;勧業寮事務章程第9
  条に｢発明者へ褒賞の特典を与えその権利を保護する事｣,第10条に｢商売品の号標を保護する事｣が規定される
1875年9月24日-09:00|日本|一橋大学|明治8年|<開校>森有礼に依り､日本最初の洋式商科専門教育｢商法講習所｣
1875年9月25日-09:00|日本|  ||明治8年|｢第二利根川船｣軍艦に指定
1875年9月28日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第147号｢内務省中図書寮ｦ置ｸ｣
1875年9月29日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ｻﾝｼﾞｭﾚｰ､作曲家･指揮者(生年1812年)
1875年9月30日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第148号｢建物書入質規則並ﾆ売買譲渡規則｣
1875年10月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰ中央郵便局で､最初の郵便葉書が1ﾍﾟﾆｰで販売される
1875年10月-09:00|日本|  ||明治8年|<創刊>華族会館の会誌｢会館雑誌｣
1875年10月-09:00|日本|高知大学|明治8年|<改称>｢陶冶学舎｣⇒｢陶冶学校｣
1875年10月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾊﾝ｢Muhammad Pulad Khan｣(~18760203死去)
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1875年10月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで第2次ｽｰ戦争始まる
1875年10月1日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｸﾞﾘｸｱﾗﾝﾄﾞ西州管理者代行｢ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ﾀﾞｰｸ･ﾊﾞﾘｰ｣(~1875
  1117)
1875年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾄﾆｰﾆ｣｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｼﾞｬｺﾐﾆ｣
1875年10月1日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領｢ﾎﾟｰﾙ･ｱﾛｾﾒﾅ･ｱﾙﾊﾞ｣(1回目~11日)
1875年10月2日-09:00|日本|  ||明治8年|<死去>初代歌沢相模(63歳)うた沢節演奏家
1875年10月3日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第149号｢第百四十号国税府県税布告第二款但書改
  正｣
1875年10月5日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第151号｢正権大舎人ｦ廃ｼ更ﾆ大舎人ｦ置ｷ官等ｦ定ﾑ｣
1875年10月6日-09:00|日本|  ||明治8年|国沢新九郎､最初の洋画展を開催
1875年10月7日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第152号｢地租改正条例第七章ﾍ但書追加｣
1875年10月8日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国閣僚評議会議長｢ﾘｭﾎﾞﾐｰﾙ･ｶﾘｪｳﾞｨｯﾁ｣(~18760506)
1875年10月10日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｱﾚｸｾｲ･ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｳﾞｨｯﾁ･ﾄﾙｽﾄｲ､詩人･小説家･劇作家(生年:1817年)
1875年10月11日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾘ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯｼｭ･ｼｬｸｰﾙ｣
1875年10月11日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄのﾊﾗﾙ総督｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾗｳﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1878年)
1875年10月11日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾊﾗｰﾙをｴｼﾞﾌﾟﾄが占領(~1885年)
1875年10月12日-09:00|日本|神戸女学院|明治8年|<開校>神戸に女子寄宿学校,通称｢神戸ﾎｰﾑ｣
1875年10月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ｶﾙﾎﾟｰ､彫刻家･画家(生年1827年)
1875年10月12日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領｢ﾗﾌｧｴﾙ･ｱｲｽﾞﾌﾟﾙｰ｣(1回目､18760101まで暫定~18771231)
1875年10月13日-09:00|日本|  ||明治8年|大蔵省､会計年度改定(1月～12月→7月～6月)
1875年10月15日 04:00|BES諸島|  |||<就任>ｻﾊﾞ島副知事｢Jan Jacob Beaujon Quast｣(~18800520死去)
1875年10月16日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|日本郵船|明治8年|<売却>ｱﾒﾘｶ船｢Oregonian｣(1866年,Oregon Steamship Co.
  ,U. S.｢Oregonian｣Laurence & Faulks,Greenpoint,U.S.建造進水→1867年､North American Steamship Co.,U
  .S.に売却→1868年､Pacific Mail Steamship Co.,U.S.に売却)⇒郵便汽船三菱会社(東京)､｢名護屋丸｣と改名
  ;ｱﾒﾘｶ船｢ｺｽﾀﾘｶ｣(1863年,Cornelius Vanderbilt,U.S.｢Costa Rica｣William H. Webb,New York建造進水→1863
  年､Atlantic & Pacific Mail Steamship Co.,U.S.に売却→1864年､Atlantic Mail Steamship Co.,U.S.に売
  却)⇒郵便汽船三菱会社(東京)､｢玄海丸｣と改名;ｱﾒﾘｶ船｢Adriatic｣(1853年,New York & Australian Navigati
  on Co.のGOLDEN AGEとしてWilliam H.Brown,New Yorkで竣工→1854年､Pacific Mail Steamship Co.,U.S.に
  売却)⇒郵便汽船三菱会社(東京)､｢廣島丸｣と改名
1875年10月16日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|日本郵船|明治8年|郵便汽船三菱会社がｱﾒﾘｶの太平洋郵船会社の横濱上海線
  を買収
1875年10月16日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｶﾝｼﾞﾅﾋﾞｱ貨幣同盟が成立/貨幣単位がｸﾛｰﾈとなる
1875年10月17日-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｷｽﾏﾕはﾍﾝﾘｰ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾏｯｷﾛｯﾌﾟ･ﾊﾟｼｬの下でｴｼﾞﾌﾟﾄに占領され､ﾌﾟﾙ･ｲｽﾏ
  ｲﾙ(ﾎﾟｰﾄ･ｲｽﾏｲﾙ)と改名された(~12.22)
1875年10月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの物理学者ﾎｲｰﾄｽﾄﾝ/73歳(誕生:1802/02)ﾎｲｰﾄｽﾄﾝ･ﾌﾞﾘｯｼﾞを発明
  した
1875年10月20日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾏｶﾛｯｸ｣(~18770521)
1875年10月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国首相｢ｶﾙﾏﾝﾃｨｻ･ﾎﾞﾛｼｪﾆｴｽｾｹﾞﾃﾞｨ｣(~18900315)
1875年10月21日-09:00|日本|  ||明治8年|島根県那賀郡で小作暴動
1875年10月24日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第158号｢府県東京府ｦ除ｸ官中警部ｦ置ｷ官等ｦ定ﾑ｣(
  ら卒を巡査と改正)
1875年10月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｲﾘｲﾁ･ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ《ﾋﾟｱﾉ協奏曲第1番変ﾛ短調》ﾎﾞｽﾄﾝ
1875年10月27日-09:00|日本|  ||明治8年|<改名>日本海軍運輸船｢第一利根川船｣⇒｢第一利根川丸｣;｢第二利根
  川船｣⇒｢第二利根川丸｣(→11月17日:練習船→明治13年1月20日:繋泊練習船)
1875年10月27日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ･ｽﾋﾟﾘﾄﾞﾉｽ･ｺｳﾓﾝﾄﾞｩﾛｽ｣(5回目~18761
  208)
1875年10月28日-09:00|日本|  ||明治8年|<改称>｢水草霊社｣[広島]⇒｢官祭招魂社｣
1875年10月30日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ﾗｳﾌ･ﾊﾟｼｬ(~18760106)
1875年10月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰﾖｰｸで神智学協会設立
1875年11月-09:00|日本|青山学院|明治8年|<改称>女子小学校⇒救世学校
1875年11月-09:00|日本|香川大学|明治8年|<改称>｢成章師範学校｣⇒｢香川県師範学校｣
1875年11月-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾏｯｻﾜ総督｢ﾓﾊﾒｯﾄﾞ･ﾗﾃｨﾌﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1877年)
1875年11月-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ副王ｲｽﾏｲｰﾙがｿﾏﾘｱのﾍﾞﾙﾍﾞﾗを占領
1875年11月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督兼最高司令官｢John Pope Hennessy卿｣(~1
  8761202)
1875年11月1日-09:00|日本|  ||明治8年|<創刊>仮名垣魯文｢仮名読新聞｣
1875年11月1日-09:00|日本|  ||明治8年|<復称>｢堂島米油相庭会所｣⇒｢堂島米会所｣
1875年11月1日-09:00|日本|東京海洋大学|明治8年|<設立>郵便汽船三菱会社｢三菱商船学校｣
1875年11月2日-09:00|日本|香川県|明治8年|<開庁>香川県庁[高松内町旧名東県支庁跡]
1875年11月4日-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<即位>ﾄﾝｶﾞ初代国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾄｩﾎﾟｳ1世(=ｼｬｵｼ･ﾄｩﾎﾟｳ1世)｣(~18930218死去95歳
  )
1875年11月4日-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽ人顧問ﾍﾞｲｶｰが起草したﾄﾝｶﾞ王国の王国憲法が発布
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1875年11月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ﾓｰﾙ､法学者(生年1799年)
1875年11月5日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第161号｢出版条例附録中書式雛形等改正｣;明治8年
  太政官布告第162号｢徴兵令改訂｣(国民皆兵主義を採用)
1875年11月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|  ||明治8年|ｲｷﾞﾘｽ公使が､小笠原諸島を事実上日本領として認める
1875年11月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾄﾘﾗｰﾙ｣(~1878年)
1875年11月8日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第163号｢国内回漕規則ｦ停止ｼ西洋形日本船各開港
  場出入規則ｦ定ﾑ｣
1875年11月8日-09:00|日本|日本郵船|明治8年|<開始>郵便汽船三菱会社:琉球航路
1875年11月10日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第165号｢煙草税則中刪除改正｣;明治8年太政官布
  告第166号｢商船生糸牛馬売買鑑札規則中追加｣
1875年11月10日-09:00|日本|東京都足立区|明治8年|<編入>明治8年太政官布告第167号｢埼玉県下武蔵国足立郡
  舎人町東京府ﾍ管轄替｣
1875年11月10日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  |||樺太千島交換条約によって日本領となった千島列島(ｸﾘﾙ諸島)→千島国[
  得撫郡､新知郡､占守郡]に分けて編入
1875年11月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<設立>ﾘｽﾎﾞﾝ地理学会
1875年11月11日-09:00|日本|長崎県五島市|明治8年|<死去>五島盛徳(36歳)肥前福江藩主･知藩事
1875年11月12日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第168号｢海軍武官及文官服制改定｣
1875年11月14日-09:00|日本|  ||明治8年|明六雑誌､出版への圧力に抗議して自主廃刊
1875年11月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｱﾗｰﾄ級砲艦｢ﾋｭｰﾛﾝ｣(1020t,ｼﾞｮﾝ･ﾛｰﾁ&ｻﾝｽﾞ造船所)ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ
  海軍工廠にて
1875年11月17日-09:00|日本|  ||明治8年|<変更>日本海軍運輸船｢第二利根川丸｣⇒練習船
1875年11月17日-09:00|日本|  ||明治8年|東京米倉の浅草文庫公開
1875年11月17日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｸﾞﾘｸｱﾗﾝﾄﾞ西州管理者｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵｰｳｪﾝ･ﾗﾆﾖﾝ卿｣(~188010
  15)
1875年11月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｼﾞ統治者(ﾗﾅ)｢ﾄﾞｩﾙｶﾞｰ･ｼﾝ｣(~19130508没)
1875年11月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《ﾋﾟｱﾉ四重奏曲第3番ﾊ短調Op.60》
1875年11月19日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾚﾕﾆｵﾝ知事｢Pierre Aristide Faron｣(~18790429死去)
1875年11月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ﾗﾝｹﾞ､哲学者(生年1828年)
1875年11月22日-09:00|日本|岩手県|明治8年|<改称>水沢県が改称→磐井県
1875年11月24日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第174号｢陸軍武官服制改正｣
1875年11月24日-09:00|日本|愛知県|明治8年|<死去>徳川義宜(18歳､生年1858年)元尾張藩主
1875年11月24日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｽｴｽﾞ運河株式会社をｴｼﾞﾌﾟﾄから買収
1875年11月25日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第175号｢各省大少丞権官並ﾆ筆生省掌ｦ置ｷ官等ｦ定
  ﾑ｣;明治8年太政官布告第176号｢元老院中幹事ｦ置ｸ｣;明治8年太政官布告第179号｢工部省中営繕寮ｦ置ｸ｣
1875年11月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの天文学者ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｷｬﾘﾝﾄﾝ/49歳(誕生:18260526)
1875年11月28日-09:00|日本|北海道|明治8年|<改称>樺太･千島交換条約により日本領となった中部千島と北千
  島が､暫定的に｢開拓使管下ｸﾘﾙ列島｣となる
1875年11月29日-09:00|日本|  ||明治8年|<完成>旧見付学校(磐田市)
1875年11月29日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第181号｢商船規則中商船記号廃止｣
1875年11月29日-09:00|日本|お茶の水女子大学|明治8年|<開学>東京女子師範学校
1875年11月29日-09:00|日本|同志社大学|明治8年|<創設>新島襄｢同志社英学校｣[京都寺町丸太町上る]
1875年12月-09:00|日本|  ||明治8年|<完成>初代の本格的な豊平橋(札幌市)
1875年12月-09:00|日本|  ||明治8年|<完成>睦沢学校校舎(→移築･藤村記念館)山梨県
1875年12月-09:00|日本|  ||明治8年|<竣工>日本海軍木造汽船｢冲鷹丸｣(105t)石川島造船所
1875年12月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾅｰｽｨﾙｯﾃﾞｨｰﾝ｣ﾌﾀﾞｰﾔｰﾙの息子
  (~18760219ﾛｼｱにより倒され､ﾀｼｭｹﾝﾄに追放)
1875年12月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就航>ｵｽﾏﾝ帝国海軍の装甲艦｢ﾒｽﾃﾞｨｲｪ｣(18741028ｲｷﾞﾘｽのﾃﾑｽﾞ造船所で進水)
1875年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||英資本によるｽﾍﾟｲﾝ最大の鉱山会社ﾘｵ･ﾃｨﾝﾄ創立
1875年12月1日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ知事｢Alfred Jozef Marian Graf Potocki z Podhajec｣(~18
  83.8)
1875年12月2日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第182号｢宮内省中式部寮ｦ正院ﾆ属ｽ｣
1875年12月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Antonio Canovas del Castillo[保守党](~1
  8790307)
1875年12月4日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第184号｢回漕貨物取扱条例｣
1875年12月5日-09:00|日本|  ||明治8年|ｲｷﾞﾘｽ人ﾌﾞﾗｯｸが銀座4丁目(現和光の地)で創刊した｢日新真事誌｣が265
  号で廃刊
1875年12月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||北ﾄﾞｲﾂ･ﾛｲﾄﾞ社の客船ﾄﾞｲｯﾁｭﾗﾝﾄはﾌﾞﾘｻﾞｰﾄﾞに見舞われﾃﾑｽﾞ川河口付近の砂州
  に乗り上げた(翌7日ﾘｳﾞｧﾌﾟｰﾙから援護のﾀｸﾞﾎﾞｰﾄが駆けつけたが､157人の乗客･乗務員が死亡)
1875年12月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｯﾍﾟ侯｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ3世｣
1875年12月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｯﾍﾟ侯｢ｳﾞｫﾙﾃﾞﾏｰﾙ｣(~18950320死去)
1875年12月9日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第187号｢賞典禄課税ﾆ付華士族禄税則中改正増補｣
1875年12月9日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国大統領｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎﾞﾚｰﾛ｣(~18760908)



1875迄(3195件)

1875年12月10日-09:00|日本|  ||明治8年|<死去>大田垣蓮月(85歳､生年1791年)尼僧､歌人､陶芸家
1875年12月10日-09:00|日本|  ||明治8年|山本瑞庵,毛谷黒龍神社(福井市)が遷座
1875年12月10日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第188号｢海軍旗章中御旗皇族旗改正｣;明治8年太
  政官布告第192号｢海陸軍刑律中改正｣
1875年12月10日-09:00|日本|岡山県|明治8年|<合併>小田県→岡山県
1875年12月13日-09:00|韓国/日本/朝鮮|  ||明治8年|日本陸戦隊と朝鮮軍が釜山で衝突
1875年12月13日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第193号｢鹿児島山口高知三県ﾍ裁判所ｦ置ｸ｣
1875年12月14日-09:00|日本|  ||明治8年|<創刊>字田川文海｢浪花新聞｣
1875年12月16日-09:00|日本|王子ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治8年|<開業>渋沢栄一､王子抄紙会社
1875年12月16日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ総督兼総司令官｢Segundo de la Portilla y Gutierrez｣(1
  期目18770624)
1875年12月17日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李最応｣(~18820302)
1875年12月19日-09:00|日本|  ||明治8年|政府､海面の領有を宣言し､海面借区制を定める
1875年12月20日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第196号｢訴訟用罫紙規則｣
1875年12月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|  ||明治8年|<購入>ｲｷﾞﾘｽ木製帆船｢ﾌｫﾙﾓｻ｣(1875.2進水)⇒日本海軍｢千早号
  ｣と改名軍艦に指定
1875年12月22日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第197号｢明治九年郵便規則罰則及貯金預規則｣;明
  治8年太政官布告第198号｢磐前県下磐城国郡界改正｣;明治8年太政官布告第199号｢建物書入質規則第七条改正｣
1875年12月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｭｰﾙ=ｱﾝﾘ･ｳﾞｪﾙﾉﾜ･ﾄﾞ･ｻﾝ=ｼﾞｮﾙｼﾞｭ､劇作家(生年1799年)
1875年12月24日-09:00|日本|  ||明治8年|明治8年太政官布告第200号｢文部省中督学局官等改定｣
1875年12月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾍﾝﾘｰ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣
1875年12月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ伯｢ｱｰｻｰ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣(~19050419死去)
1875年12月25日-09:00|日本|  ||明治8年|20時20分､瀬戸内海の周防国(山口県)八島と平群島付近で､日本海軍
  輸送船｢大坂丸｣長崎から東京へ兵器を輸送中に三菱会社｢名古屋丸｣と衝突､沈没(死者24人)
1875年12月25日-09:00|日本|  ||明治8年|<完成>中込学校(長野県佐久市)
1875年12月26日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ総監｢ﾊﾟﾄﾘｽ･ﾙｲ･ｼﾞｭｰﾙ･ｳﾞｧﾝﾄﾙ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾄｩｰﾙｰﾌﾞﾙ｣(
  2回目~18780102)
1875年12月27日-09:00|日本|  ||明治8年|ｱﾒﾘｶ伝道会宣教師ｷﾞｭｰﾘｯｸ､週間新聞｢七一雑報｣発行
1875年12月27日-09:00|日本|愛媛県伊予市|明治8年|伊予郡上灘村で山林大火､死者6名を出す
1875年12月27日-09:00|日本|新潟大学|明治9年|新潟県が教員養成機関として小学講習所を開設
1875年12月30日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Jean-Louis Loubere｣(2期目~18770715)
1875年12月31日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ｽﾙｰﾌﾟ｢ﾏｾﾄﾞﾆｱﾝ｣(1341t)Wiggin & Robinsonに;ｱﾒﾘｶ海軍ﾎﾟﾄﾏｯ
  ｸ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ｾﾝﾄ･ﾛｰﾚﾝｽ｣(1726t)ﾉｰﾌｫｰｸのE.Stannardに


